
6 4 5 三校

■ 種の特性と 生育状況： 本州以西の湖沼やため池などの水湿地に生育する多年生の沈水〜湿生

植物。 茎は地上を這い、 広卵形の葉を互生する 。 6 〜 8 月頃に咲く 花は４ 個の萼裂片だけを 有

し 花弁はない。 また水中では閉鎖花を つける 。 区部の水元、 南多摩では多摩市岩ノ 入池、 八王

子市別所長池などに産し たが1 9 6 0 年頃に絶滅。 し かし 、 八王子長池では2 0 2 0 年のかいぼり

実施後に、 浅瀬や攪乱し た泥土から 埋土種子個体が多数発芽し 、 安定し た生育が見ら れる。

■ 生存を 脅かす要因： 水辺の植生遷移や湧水の枯渇などを 伴う 水質汚濁に加え、 アメ リ カ ザリ

ガニなど水生植物に危害を加える外来生物の侵入拡大により 、 生育環境が悪化し たも のと 推測

さ れる。

■ 特記事項： 都立大学牧野標本館には三鷹市井

の頭池産の標本が収蔵さ れている。

執 筆 者 内野秀重　

文献一覧 1 8 4 , 2 7 0 , 2 8 8 , 2 9 4

ミ ズユキノ シタ
Ludwigia ovalis

被子植物

ア カ バナ科

八王子市 2 0 2 0 年 9 月 1 3 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

○○1 9 9 9 年以前  ▲標本

© 内野秀重

6 4 4 三校

■ 種の特性と 生育状況： 関東地方以西の水田や休耕田、 水路等に生える一年生の湿生植物。 植

物体は緑色でチョ ウジタ デのよう に赤みを帯びず、 必ずし も 有毛であると は限ら ない。 花径は

大き く ８ m m に達し 、 花盤は有毛。 黄色で卵円形の花弁は通常５ 枚または４ 枚。 南多摩丘陵

部の湿地に点在するほか、 区部江戸川・ 中川水系の湿地にも わずかに生育地が確認さ れている。

北多摩にも 未確認ながら 生育情報がある。

■ 生存を 脅かす要因： 水田環境に強く 依存し ており 、 作付けの減少や耕作停止、 また除草剤の

使用などにより 、 自生地はさ ら に減少する可能性がある。

■ 特記事項： 文献記載記録に乏し い植物であり 、 チョ ウジタ デと も 酷似し ている こ と から 、 都

内における 分布実態が十分に明ら かにさ れて

いない植物の一つである。

執 筆 者 内野秀重　

文献一覧 4 8 , 2 1 4 , 2 4 3

ウスゲチョ ウジタ デ
Ludwigia epilobioides subsp. greatrexii

被子植物

ア カ バナ科

八王子市 2 0 0 8 年 9 月 1 8 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

○○1 9 9 9 年以前  ▲標本

© 内野秀重

6 4 3 三校

■ 種の特性と 生育状況： 全国の山地渓谷沿いの樹林下等に生育する多年草。 ミ ズタ マソ ウに似

る が全草に白軟毛が多く 、 葉は卵心形。８ 〜９ 月に開花し 、 果実には顕著な溝がある。 区部で

は現在は消滅、 北多摩北部にも 分布記録があるが、 近年の生育情報は明ら かでない。 現在、 確

実に生育が確認さ れている のは南多摩から 西多摩にかけての丘陵帯上部から 山地帯に限ら れ

る。

■ 生存を 脅かす要因： 都市部においては土地造成等により 消滅し た。 郊外及び山地では管理放

棄や植生遷移の進行、 気象災害による渓谷林の荒廃、 シカ による食害等、 複合的な要因が影響

し ていると 考えら れる。

■ 特記事項： 都立大学牧野標本館には1 9 0 0 年

前後に荒川区西日暮里道灌山や渋谷区代々木

で採集さ れた牧野富太郎の標本が収めら れて

いる。

執 筆 者 内野秀重　

文献一覧 2 8 , 1 4 5 , 1 6 8 , 2 4 3 , 2 7 0 , 2 9 0

ウシタ キソ ウ
Circaea cordata

被子植物

ア カ バナ科

町田市 2 0 2 1 年 8 月 9 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

○○1 9 9 9 年以前  ▲標本

© 内野秀重

6 4 2 三校

■ 種の特性と 生育状況： 本州中部以北、北海道に分布する多年草。 亜高山帯周辺の草原に生育し 、

地下茎を伸ばし て群生、 茎は直立、 披針形の葉を互生する 。 6 〜 8 月、 総状花序に紅紫色の花

を つける。 果実は細長いさ く 果と なり 、 種子は種髪を持つ。 都内では奥多摩の雲取山、 鷹ノ 巣

山などに分布し ていたが、 近年はシカ 食害によっ て壊滅的な被害を受けており 、 雲取山の鹿柵

内のみで確認でき る程度と なっ ている。

■ 生存を 脅かす要因： 西多摩でも 亜高山帯に類する草原環境はごく わずかであり 、 も と も と 自

生地が限定的なう え、 植生遷移に加えて、 シカ による食害が進み、 激減し た。

■ 特記事項： すでに 1 9 9 0 年代前半には雲取山直下の草原から 姿を 消し ていたよう である（ 安

原1 9 9 4 ）。

執 筆 者 内野秀重　

文献一覧 2 8 , 1 6 8 , 3 2 0 , 3 2 4

ヤナギラ ン
Chamaenerion  angustifolium

被子植物

アカ バナ科

神奈川県 2 0 0 2 年 6 月 2 8 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

○○1 9 9 9 年以前  ▲標本

6 4 1 三校

■ 種の特性と 生育状況： 本州以西の湖沼やため池に生育する一年生の浮葉植物。 変異が大き く 、

葉形だけから ヒ シと 区別するこ と は難し い。７ 〜９ 月に水面上に白色花を 開き、 果実は大形で

４ 本の刺を 持つ。 区部、 低地の水辺環境のみに確認さ れており 、 葛飾区や台東区、 千代田区な

どに生育が見ら れ、 散発的に記録があるが、 発生は不安定で変動し やすい。

■ 生存を脅かす要因： 水質汚濁や外来生物の影響が考えら れるが、 衰退の要因は明ら かでない。

■ 特記事項： 本種は地域的に偏在し 、 ヒ シ同様、 オニビシの実も 食用と なるこ と から 人為的な

分布拡大の可能性がある。

執 筆 者 内野秀重　

文献一覧 8 4 , 1 9 1 , 2 7 0 , 2 9 4 , 2 9 5

オニビ シ
Trapa natans var. quadrispinosa

被子植物

ミ ソ ハギ科

台東区 1 9 7 0 年 1 0 月
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

○○1 9 9 9 年以前  ▲標本

牧野標本館所蔵

6 4 0 三校

■ 種の特性と 生育状況： 全国の湖沼やため池、 河川、 水路などに生育する一年生の浮遊植物。

茎は分枝し て水面に卵状菱形の葉を 展開、 葉柄中央部は浮 _ と なる。 7 〜 9 月、 水面に白色５

弁花を 開き、 水中で熟す果実には2 本の刺がある。 都内では丘陵帯以下の水域に分布し 、 区部

低地の池と 皇居以外は散発的発生にと どまるか、 消滅し た状態にある。

■ 生存を 脅かす要因： 池の改修等により 衰退するこ と があり 、 溶存酸素量や化学物質、 外来生

物の存在などがその生育に影響し ているも のと 推測さ れる。

■ 特記事項： 富栄養水域を 比較的好む植物で水質汚濁に強いと さ れ、 爆発的に繁殖する こ と が

あるが、 その盛衰要因はまだよく 明ら かにさ れていない。

執 筆 者 内野秀重　

文献一覧 2 8 , 8 4 , 2 7 0 , 2 8 9 , 2 9 4

ヒ シ
Trapa jeholensis

被子植物

ミ ソ ハギ科

葛飾区 2 0 2 0 年 8 月 3 1 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

○○1 9 9 9 年以前  ▲標本

© 内野秀重
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6 5 1 三校

■ 種の特性と 生育状況： 北海道、本州、四国、九州に分布する落葉高木。 葉身は非対称な円形で、

先は尾状、 基部は心形。 長さ 4 〜 1 0 cm 、 幅4 〜 8 cm 、 鋸歯縁で、 表面無毛、 裏面は時に白

色を おびる。 花期は6 〜 7 月、 花序は長さ 5 〜 8 cm 。 花を 1 0 数個つけ、 苞は狭長楕円形で

先は鈍い。 果実は球形で径約5 m m 、 灰色の短軟毛が密生する。 北多摩では都市緑地に残存し 、

非常に少ない。 南多摩でも 山地から 丘陵部まで見ら れるが少ない。 西多摩では比較的多く 残っ

ており 、 石灰岩地と の結びつき が示唆さ れる。

■ 生存を 脅かす要因： 冷温帯に分布の中心があり 、 南多摩、 北多摩ではも と も と 多く なかっ た

と 推測さ れる。 また、北多摩と 南多摩の丘陵部では、山林伐採と 土地造成が本要因に該当する。

■ 特記事項： 八王子市では、 山地の尾根部に見

ら れる と いう 。 一方で、 隣接する 神奈川県津

久井地域では山裾や渓谷部で確認し た 。 こ の

生育立地の違いについて は、 土壌、 微気候な

どいく つかの要因が考えら れる。

執 筆 者 宮崎卓　

文献一覧 6 5 , 1 6 8 , 2 4 3 , 2 7 0

シナノ キ
Tilia japonica

被子植物

ア オイ 科

八王子市 2 0 0 2 年 6 月 8 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

  ○○1 9 9 9 年以前  ▲標本

6 5 0 三校

■ 種の特性と 生育状況： 本州（ 宮城県以南）、 四国、 九州、 琉球に分布する 。 高さ 1 .5 〜 3 m

の刺を 持つ常緑低木。 刺は普通対生と き に単生。 葉は小葉が3 〜 7 枚、 長さ 5 〜 1 5 cm 。 小

葉はほと んど無柄、 披針形〜披針状楕円形。 花期は5 月。 雌雄異株。 果実は2 〜 3 個で、 種子

は楕円状球形で長さ 約 4 m m 。 南多摩、 西多摩の山地域下部（ 暖温帯域） の露岩地、 土壌の薄

い立地に生育する。 西多摩では、 特に石灰岩と の結びつき が指摘さ れている。

■ 生存を 脅かす要因： 低標高域の露岩地に生えるため、 こ れまで採石事業により 自生地が失わ

れた可能性がある 。 生育立地は不安定な場合も 多く 、 自然崩落などにより 消滅するこ と も 危惧

さ れる。

■ 特記事項： 先駆性の強い、 陽地生の種である。

し かし 、 上述の様に生育立地は不安定で、 そ

の林冠も 閉じ ないこ と が多い。 こ のため、「 生

存を 脅かす要因」 から 、 林内が暗く なる 遷移

進行に関する要因は外し た。

執 筆 者 宮崎卓　

文献一覧 6 4 , 1 6 8

フ ユザンショ ウ
Zanthoxylum armatum var. subtr ifoliatum

被子植物

ミ カ ン 科

八王子市 2 0 1 8 年 1 0 月 2 4 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

  ○○1 9 9 9 年以前  ▲標本

© 内野秀重

6 4 9 三校

■ 種の特性と 生育状況： 本州（ 関東、 中部） に分布する落葉高木。 キハダ（ var. amurense） の

種内変種。 キハダと 異なり 、 若枝や葉軸には全体に短毛が密に生え、 小葉の裏面主脈上に軟毛

が密生する 。 山地の斜面下部に生育する 。 南多摩や西多摩の山地に分布する 。 区部、 北多摩で

は非分布と なっ ている。

■ 生存を 脅かす要因： 山林の改変、 土地造成。 キハダ同様に巨木になるこ と から 、 生育立地の

改変に際し て、 移植が技術的に難し い。 病気への耐性も キハダと 同等なら 、 ある程度育っ た個

体は、 特定の土壌病原菌に弱い。

■ 特記事項： 南多摩では、 本変種が基準変種キハダより も かなり 多く 、 本変種が種内の低地型

と も 考えら れる。 こ の場合、 本変種が非分布の区部、 北多摩のキハダはも と も と 逸出品の可能

性が考えら れる。 し かし 、 一方で 区部など の

キハダは、 南多摩低地域への侵入と は別経路

（ 例えば、 河川沿い） で侵入し た可能性も 考え

ら れる。 今後解明すべき 、 地域フ ロ ーラ の課

題である。

執 筆 者 宮崎卓　

文献一覧 6 4 , 1 7 3 , 2 2 0 , 2 4 1 , 2 4 3

オオバキハダ
Phellodendron amurense var. japonicum

被子植物

ミ カ ン 科

山梨県 2 0 2 0 年 7 月 1 6 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

  ○○1 9 9 9 年以前  ▲標本

6 4 8 三校

■ 種の特性と 生育状況： 北海道、 本州、 四国、 九州に分布する。 高さ 10 〜2 5 m の落葉高木。

樹皮の内皮は黄色。 若枝は無毛。 葉は対生し 、 小葉が5 〜 11 枚の奇数羽状複葉、 長さ 15 〜

3 5 cm 。 小葉は卵形〜卵状長楕円形、縁に細かな鈍鋸歯があり 、裏面はやや白みを帯び、無毛か、

主脈の下部に開出毛がある。 花期は6 月、 雌雄異株。 果実は球形で黒色に熟す。 区部、 北多摩

では情報不足。 南多摩ではほと んどが変種オオバキハダである。 西多摩では比較的よく 見られる。

■ 生存を 脅かす要因： 山林の改変、 土地造成が考えら れる。 巨木になる こ と から 、 移植が検討

さ れても 、 技術的に難し い。 なお、 ある程度育っ た個体は、 特定の土壌病原菌に弱いと いう 報

告も ある。

■ 特記事項： 種子の散布力は強く 、 目黒区の自

然教育園内の野生品は、 植栽木から の野生化

で ある と 判明し て いる。 今後、 集団から 隔離

さ れた個体が確認さ れた場合、 分布由来の判

断は、 慎重に行う こ と が望まし い。

執 筆 者 宮崎卓　

文献一覧 2 5 , 6 4 , 2 4 1 , 2 7 0

キハダ
Phellodendron amurense

被子植物

ミ カ ン 科

神奈川県 2 0 1 8 年 8 月 2 1 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

  ○○1 9 9 9 年以前  ▲標本

© 内野秀重

6 4 7 三校

■ 種の特性と 生育状況： 本州（ 岩手県〜紀伊半島）、 四国、 九州に分布する 高さ ５ ｍほどの落

葉小高木。 葉は対生で葉身は直径３ 〜７ cm 、 掌状に５ 〜７ 深裂し 、 重鋸歯がある。 裂片は羽

状に切れ込み、 先は全て尾状に長く 尖る。 裏面の脈状には赤褐色の縮毛が残る。 雌雄異株。５

〜６ 月に８ 〜 1 1 個の小さ な花を 総状につける。 比較的標高の高い山地に生育する。 都内では

西多摩の山地帯上部から 亜高山帯にかけて分布する。

■ 生存を 脅かす要因： 森林伐採。 山林の改変などによる生育環境の変化が本種の生存を 脅かす

主な要因であると 考えら れる。

■ 特記事項： 日本固有種

執 筆 者 田畑伊織　

文献一覧 3 5

ナンゴクミ ネカ エデ
Acer australe

被子植物

ムク ロ ジ科

奥多摩町 2 0 1 0 年 6 月 1 1 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

  ○○1 9 9 9 年以前  ▲標本

© 田畑伊織

6 4 6 三校

■ 種の特性と 生育状況： 本州、 四国、 九州の湖沼やため池、 河川などに生育する多年生の浮葉

〜抽水植物。６ 〜９ 月、葉腋から 花柄を 伸ばし 、花弁５ または６ 枚の黄色の一日花を 水面に開く 。

果実は木質で細長く 、 先端に萼片が残存する 。 区部の石神井川及び善福寺川水系に古い記録が

あるが現在は見ら れない。 白子川水系に現存し 、 保全活動が行われているよう であるが、 よく

似た栽培種の可能性も あり 、 詳細な現況調査が待たれると こ ろ である。

■ 生存を 脅かす要因： も と も と 産地の限ら れた植物だが、 水質悪化や河川改修により 激減、 競

合する外来植物などの繁茂等により 、 生育条件を奪われたも のと 推測さ れる。

■ 特記事項： 都立大学牧野標本館には善福寺川水系産と みら れる採集者不明の古い標本が収め

ら れている（ M AK1 1 8 0 0 1 杉並区和田）。

執 筆 者 内野秀重　

文献一覧 1 5 5 , 1 5 6 , 2 7 0 , 3 1 5

ミ ズキン バイ
Ludwigia peploides subsp. stipulacea

被子植物

アカ バナ科

神奈川県 2 0 0 2 年 9 月 4 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

  ○○1 9 9 9 年以前  ▲標本
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6 5 7 三校

■ 種の特性と 生育状況： 北海道、 本州、 四国、 九州に分布する 多年草。 茎は直立し て、 高さ

3 0 〜 7 0 cm 。 葉は羽状複葉。 小葉は5 個か7 個、 長楕円状披針形、 先は鋭尖形。 花期は4 〜

7 月。 花弁は白色、 倒卵形から 長倒卵形、 長さ 5 〜 1 0 m m 。 長角果は線形、 長さ 1 8 〜

2 5 m m 、 幅約1 .2 m m 。 種子は長さ 約2 m m 、 幅約1 m m 。 山地や川辺の湿地に生育する。 南

多摩、 西多摩の山裾の湿地に少数の個体群が現存する。

■ 生存を 脅かす要因： 本来の分布が少ないこ と である。 また、 人里に生育し ているため、 土地

造成、 山林の改変などが生存を脅かし 得る。

■ 特記事項： 広く アジアの冷温帯に分布する本種は、 本州中部以北の複数の都県で絶滅危惧植

物に選ばれている 。 一方、 温度的に生育に不向き な西南日本では、 本種が分布し ていても 、 東

京都のよ う に希少と いう 訳ではなく 、 ほと ん

ど の場合絶滅危惧種になっ ていない。 こ の理

由は分かっ ていな いが、 冷温帯に適合し た植

物と し て、 特徴のある国内分布を 示し ている。

執 筆 者 宮崎卓　

文献一覧 1 2 6 , 2 3 2 , 3 5 5

コ ンロンソ ウ
Cardamine leucantha

被子植物

ア ブ ラ ナ科

八王子市 2 0 1 7 年 4 月 2 6 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

  ○○1 9 9 9 年以前  ▲標本

© 内野秀重

6 5 6 三校

■ 種の特性と 生育状況： 本州、 四国、 九州に分布する。 秋咲き の個体を 見ないので、 一般に越

年草と 思われる。 ジャ ニンジンに似て、 小葉の切れ込みが深く 、 明ら かな小葉柄がある 。 し か

し 、 葉の基部は耳状になら ず、 小葉の柄が明瞭で、 基部に線形の副片が出るこ と が多い。 花期

は5 〜 6 月。 北多摩、 南多摩、 西多摩で、 川辺、 耕作地周囲、 林道沿いなどタ ネツケバナと 同

様な 生育立地に見ら れる。 区部で は檜山（ 1 9 6 5 ） に北区赤羽、 板橋区志村の記録があり 、

2 0 0 0 年以降も 千代田区などで確認さ れている。

■ 生存を 脅かす要因： 耕作地の転用、 谷戸などの土地造成による宅地化である。 生態的な特徴

と し て、 川辺に生える個体群は、 河川による生育立地への攪乱により 、 毎年大き く 個体数を変

動さ せていると 考えら れる。

■ 特記事項： 小仏地域（ 八王子市、 相模原市緑

区） の神奈川県側では、「 タ ネツケバナと 置き

換わっ ている ので は」 と 思う ほど 、 本種の多

い地域がある。 東京都側で は、 こ れほど 多い

地域は今のと こ ろ 見ていない。

執 筆 者 宮崎卓　

文献一覧 6 5 , 9 8 , 2 0 1 , 2 7 0

タ チタ ネツ ケバナ
Cardamine fallax

被子植物

ア ブ ラ ナ科

町田市 2 0 0 8 年 4 月 2 7 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

  ○○1 9 9 9 年以前  ▲標本

© 内野秀重

6 5 5 三校

■ 種の特性と 生育状況： 本州（ 関東以西）、 四国、 九州に分布する多年草。 フ ジハタ ザオの変種。

全体に大き く 、 茎は株状または横に広がり 、 高さ 2 0 〜 4 0 cm 。 根出葉は柄が長く 、 葉縁に欠

刻がある。 茎葉の基部は矢じ り 状と なっ て茎を 抱く 。 花期は4 〜 6 月。 花弁は白色、 倒卵形、

長さ 6 〜 1 0 m m 。 長角果は弓なり に開出し 、 長さ 7 〜 1 0 cm と なる。 山地に生育する。 西多

摩の山地深部の湿っ た岩場に生育する。

■ 生存を 脅かす要因： も と も と の生育地が非常に少ない。 また、 シカ などの動物による食害も

危惧さ れる 。 生育地のほと んどは国立公園内と 考えら れるが、 歩道管理等の工事に生育地がか

かる可能性があり 、 その場合は保全策がと ら れる必要がある。

■ 特記事項： 都立大学牧野標本館の本種の標本

は、 概ね石灰岩の分布地で 採集さ れて いる。

ま た、 今回の調査で も 、 石灰岩の分布域と 本

種の確認地点が一致し て いる。 こ のため、 本

種の分布は石灰岩の分布に関係し ている 可能

性が高い。

執 筆 者 宮崎卓　

文献一覧 1 7 3 , 2 0 5 , 3 6 4 , 3 6 6

シコ ク ハタ ザオ
Arabis serrata var. sikokiana

被子植物

ア ブ ラ ナ科

奥多摩町
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

  ○○1 9 9 9 年以前  ▲標本

6 5 4 三校

■ 種の特性と 生育状況： 本州（ 関東以西）、 四国、 九州、 南西諸島（ 奄美大島） に分布する 落

葉低木。 葉は長楕円形、 下面は淡色。 上方で多数の枝を 出し 、 数個の花を 密につける 。 萼は淡

紅色。 長さ 7 〜 8 m m 。 果実は乾果で紡錘状、 長さ 約4 m m 。 花期は8 月。 山地の草原や林縁

に生育する。 北多摩ではわずかな個体が現存。 南多摩では、 谷戸奥の草地に生育するが非常に

少ない。 西多摩では、 近年確認さ れていない。

■ 生存を脅かす要因： 丘陵部の土地造成、 谷戸の人為管理の放棄である。 確認さ れた生育地は、

谷戸奥の赤土がむき 出し になっ た、 耕作地周辺の法面や痩せた斜面地である 。 草刈り などの人

為管理、 谷戸の利用の継続が、 こ れら の個体群の存続には必要である。

■ 特記事項： 檜山（ 19 6 5） には、 区部（ 絶滅）

の芝白金、 北多摩の小平の産地があげら れてい

る。 また、 都立大学牧野標本館には19 6 0 年に

東大和市狭山丘陵で採集さ れた標本がある。

執 筆 者 宮崎卓　

文献一覧 2 2 4 , 2 7 0 , 3 6 6

コ ガンピ
Diplomorpha ganpi

被子植物

ジン チョ ウゲ科

町田市 1 9 9 4 年 7 月 2 3 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

  ○○1 9 9 9 年以前  ▲標本

6 5 3 三校

■ 種の特性と 生育状況： 本州（ 宮城県〜中部地方の太平洋岸と 近畿地方）、 四国、 九州に分布

する落葉小低木。 葉は互生し て枝端では束生状、 厚い草質、 長楕円形で、 長さ 5 〜 1 3 cm 、 幅

1 〜 3 cm 。 7 〜 8 月ごろ 落葉し 、 8 〜 9 月枝端から 翌春の花芽と 新葉が出る 。 形態的な違い

が判然と し ない雌雄異株。 花期は1 2 〜 4 月。 5 〜 7 月に楕円形で長さ 約8 m m の液果が赤く

熟す。 区部、 南多摩、 西多摩では明るい落葉樹林内に生育する。

■ 生存を 脅かす要因： 区部に関し ては都市化による 土地造成である。 南多摩、 西多摩では雑木

林の管理放棄、 山林伐採、 宅地開発による土地造成などが本要因と 考えら れる。

■ 特記事項： 檜山（ 1 9 6 5 ） に、 本種の武蔵野の記録はある が、 埼玉県側である。 都立大学牧

野標本館にも 、 北多摩に近い練馬区大泉の標本があるが、 北多摩の確実な記録が確認でき てい

な い。 今後の調査によ り 、 現存、 ある いは過

去の記録が確認さ れる 可能性はある が、 現時

点で は北多摩は「 データ 無し 」 である。 品種

ムラ サキオニシバリ f. atropurpurea を 含む。

執 筆 者 宮崎卓　

文献一覧 6 5 , 2 7 0 , 3 6 6

オニシバリ
Daphne pseudomezereum

被子植物

ジン チョ ウゲ科

八王子市 2 0 0 9 年 3 月 1 8 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

  ○○1 9 9 9 年以前  ▲標本

© 内野秀重

6 5 2 三校

■ 種の特性と 生育状況： 北海道（ 崕山）、 本州（ 関東、 中部）、 四国、 九州（ 中部） に分布する

落葉低木。 全体無毛。 枝は灰茶色。 葉は長楕円形。 葉は冬に落葉する。花は数個が葉腋に集まっ

てつく 。 花は淡黄緑色、 花弁は4 〜 5 個。 液果は楕円形、 長さ 約8 m m 。 花期は3 〜 4 月。 石

灰岩などの森林の発達し にく い場所に生育する。 西多摩の石灰岩地に生育し 、 近年減少し た。

■ 生存を 脅かす要因： 生育立地がほぼ石灰岩地に限ら れるため、 東京都での生育地は西多摩の

狭い範囲に限ら れる。 生育地での、 登山道の管理整備、 送電の鉄塔工事などの場合は保全や移

植を行う こ と が望まし い。 シカ などの動物の食害も 危惧さ れる。

■ 特記事項： 現在は新規の大規模採石事業はないが、 過去には生育地が石灰岩の採石により 失

われた可能性がある。

執 筆 者 宮崎卓　

文献一覧 6 5 , 1 6 8 , 1 7 3

チョ ウセンナニワズ
Daphne koreana

被子植物

ジン チョ ウゲ科

奥多摩町
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

  ○○1 9 9 9 年以前  ▲標本
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6 6 3 三校

■ 種の特性と 生育状況： 北海道、 本州、 四国、 九州に分布する 越年草。 茎は直立し 、 高さ 3 5

〜 1 3 5 cm 。 根出葉は倒披針形、 先は鈍形、 全縁か波状縁または低鋸歯縁、 長さ 3 〜 1 4 cm 。

花期は5 〜 8 月。 花弁は倒卵形、 長さ 5 〜 7 .5 m m 。 長角果は線形、 平ら な四稜形で、 長さ 4

〜 8 cm 、 幅1 〜 1 .5 m m 、 無毛。 種子は2 列で、 縁にごく 狭い翼がある。 多摩地域の河川中流

域において、 高水敷堤防などの草土手周辺に生育するが少ない。

■ 生存を 脅かす要因： 元来は河原に生える 植物である。 河川改修、 護岸工事、 河川敷の開発、

そして上流におけるダム建設などにより 、 河川環境が大きく 変化し たこと が、 減少の原因である。

現在では、 人為管理下の河川敷や土手に生育し 、 不適切な管理（ 草刈り の回数や時期が本種の生

育に不適切） が本要因に該当する。 生育立地へ

の改変に際しては、 保全策が必要である。

■ 特記事項： 区部では絶滅と 判定さ れる 。 檜山

（ 1 9 6 5 ） の時代には、 区部でも 生育し ていた

と 思われるが、 産地があげら れていない。

執 筆 者 宮崎卓　

文献一覧 1 7 , 2 6 3 , 2 7 0 , 3 6 6

ハタ ザオ
Turritis glabra

被子植物

ア ブ ラ ナ科

多摩市 1 9 8 1 年 5 月 3 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

  ○○1 9 9 9 年以前  ▲標本

6 6 2 三校

■ 種の特性と 生育状況： 本州、 九州に分布する 多年草。 茎は直立し 、 高さ 3 0 〜 1 2 0 cm 。 葉

は卵形から 卵状披針形、 長さ 6 〜 1 6 cm 、 先は鋭尖形。 花期は6 〜 7 月。 花弁は黄色で、 倒

卵形。 長角果は開出し 、 線形で円柱状。 種子は長楕円形、 先に膜質の突起があり 、 褐色。 山地

に生育する。 南多摩では唯一の生育地が消滅し た（ 2 0 1 6 年時点）。 西多摩でも 近年の確認例

はなく 、 現存し ていれば、 個体数は極わずかと 推測さ れる。

■ 生存を 脅かす要因： も と も と 個体数が少ない。 石灰岩地と の結びつき が示唆さ れており 、 東

京都本土部では生育範囲が限ら れていたと 推測さ れる 。 南多摩の生育地に関し ては、 山林の改

変が指摘さ れている 。 西多摩に隣接する埼玉県側では、 シカ による食害が本要因と し て上げら

れている。

■ 特記事項： 西多摩に隣接する 埼玉県側では、

今回の調査でも 確認さ れており 、 東京都側に

も 残っ ている可能性はある。

執 筆 者 宮崎卓　

文献一覧 6 5 , 1 3 6 , 2 3 2 , 2 4 3 , 2 5 8

キバナハタ ザオ
Sisymbrium lu teum

被子植物

ア ブ ラ ナ科

八王子市 1 9 8 7 年 5 月 2 6 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

  ○○1 9 9 9 年以前  ▲標本

6 6 1 三校

■ 種の特性と 生育状況： 本州、 四国、 九州に分布する、 一年草または越年草。 茎は直立し 、 高

さ 1 0 〜 4 0 cm 。 葉の基部は耳状と なり 、長さ 2 〜 5 .5 cm 、幅0 .8 〜 2 .5 cm 、羽状に深裂し て、

裂片は2 〜 6 対、 長楕円形で鋸歯がある。 花期は4 〜 5 月と 9 〜 1 0 月の1 年に 2 回。 それぞ

れ開花、 結実後は枯死する。 花は葉状の苞に腋生し 、 黄色でごく 短い柄がある。 区部、 北多摩、

南多摩の水田（ 放棄水田、 稲刈り 後の水田）、 水田畔、 川辺の水際や減水湿地に生育する。

■ 生存を 脅かす要因： 土地造成、 耕地整理、 ため池、 水湿地の放棄、 河川敷の開発、 河川の護

岸整備など。 また、 元来ため池などの減水湿地、 河川の水際など不安定立地に生え、 安定し た

個体数が存続し にく い種である。

■ 特記事項： 発芽後は開花結実まで半年足ら ずで枯死する が、 埋土種子は数年間生き 続ける 。

数年間隔で減水湿地のでき る 調整池では、 数

年間隔で本種が出現する こ と がある 。 そのた

め、 川辺など 不安定立地に本種が生育し てい

る 場合は、 継続調査で 数年間見な く て も 、 辛

抱強く 調査を 続ける必要がある。

執 筆 者 宮崎卓　

文献一覧 6 5

コ イヌガラ シ
Rorippa  cantoniensis

被子植物

ア ブ ラ ナ科

日野市 2 0 1 8 年 1 1 月 2 7 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

  ○○1 9 9 9 年以前  ▲標本

© 内野秀重

6 6 0 三校

■ 種の特性と 生育状況： 北海道、 本州、 四国、 九州に分布する越年草。 路傍や耕作地、 河川敷

などに生える 。 高さ 5 〜 6 0 cm で、 茎は単生する。 根出葉は花期まで宿存する 。 楕円状倒卵

形〜倒披針形で、 長さ 1 〜 3 .5 cm 、 幅5 〜 1 5 m m 、 無柄。 花期は3 〜 6 月。 花は黄色。 短角

果は長楕円形、 平たい。 区部、 北多摩、 南多摩、 西多摩の河川敷や耕作地の周囲、 人為管理さ

れた低茎草地などに生育する。

■ 生存を 脅かす要因： 開発などの土地造成、 河川敷の開発、 耕作地の転用、 人為管理さ れた低

茎草地の管理放棄である 。 また、 1 年で枯死する 越年草のため、 短期間で個体数を 変動さ せ、

正確な生育状況の把握が難し い。

■ 特記事項： 南多摩において、本種が「 都市部では著し く 減少し ている」 と の指摘も ある。 また、

現在区部では情報不足である が、 都立大学牧

野標本館には、 1 9 2 0 年代以前の世田谷区、 渋

谷区、 文京区、 板橋区の標本がある。 2 0 0 0 年

以降の区部での確認記録も 複数ある が、 近年

減っ ているのは確かなよう である。

執 筆 者 宮崎卓　

文献一覧 6 5 , 2 0 1 , 2 4 3 , 2 7 0 , 3 6 6

イヌナズナ
Draba nemorosa

被子植物

アブ ラ ナ科

八王子市 2 0 1 9 年 4 月 1 7 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

  ○○1 9 9 9 年以前  ▲標本

6 5 9 三校

■ 種の特性と 生育状況： 北海道、 本州（ 中部以北） に分布する 越年草。 茎は直立し 、 高さ 2 0

〜 1 0 0 cm 。 葉は長楕円状卵形から 卵状披針形、 長さ 3 〜 1 2 cm 、 幅1 〜 5 cm 、 下部の葉は

有柄。 花期は6 〜 8 月。 花弁は白色、 長さ 3 〜 5 m m 。 長角果は線形で細長く 、 垂れ下がり 、

長さ 3 〜 1 0 cm 。 種子は平たく 、 卵形。 山野に生育する。 西多摩に記録がある が、 最後の標

本から 4 0 年以上確認例がないので、 今回絶滅判定と なっ た。

■ 生存を 脅かす要因： 本来、 産地が局限さ れた種であっ た。 西多摩では、 石灰岩の山々に生育

し ていたが、 温暖化や動物の食害などにより 絶滅し たと 考えら れる 。 また、 都立大学牧野標本

館に標本のある、 小河内岫沢（ く き ざわ） の自生地に関し ては、 小河内ダムに沈み消滅し た。

■ 特記事項： 国外では、 本来亜寒帯（ 都内の亜高山帯に相当） に分布し 、 石灰岩地の場合は冷

温帯ま で 下降する。 西多摩で は、 最高点が亜

高山帯に達し ない山々に分布し たため、 温暖

化によ る 温度の上昇に対し 、 よ り 高所への避

難ができ なかっ た可能性も ある。

執 筆 者 宮崎卓　

文献一覧 6 5 , 1 7 2 , 1 7 3 , 3 6 6

エゾ ハタ ザオ
Catolobus pendulus

被子植物

アブ ラ ナ科

神奈川県 2 0 1 0 年 5 月 1 9 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

  ○○1 9 9 9 年以前  ▲標本

6 5 8 三校

■ 種の特性と 生育状況： 本州、 四国、 九州に分布する多年草。 全草無毛で、 高さ 3 0 〜 6 0 cm 。

葉は頭大羽状複葉、 長さ 1 〜 7 cm 。 花期は4 〜 6 月。 総状花序は1 0 〜 3 0 個の花を つける。

花弁は白色。 長角果は線状。 種子は楕円形で、 周囲に広い膜状翼がある 。 水田、 水路や湿地に

生育する。 現在では、 北多摩の河川調整池にのみ生育が知ら れている。

■ 生存を 脅かす要因： 河川敷の開発、 水湿地の造成、 水質悪化、 人為草地（ 湿性草地） の管理

放棄である。 現存地は調整池であり 、 個体の存続には適切な人為管理が必要である。

■ 特記事項： 檜山（ 1 9 6 5 ） には練馬区石神井や中野区江古田の産地があがっ ており 、 こ の頃

までは区部にも 生育し ていたと 考えら れる 。 また、 都立大学牧野標本館には 1 9 5 6 年に調布市

多摩川で採集さ れた本種の標本がある 。 現在

の生育地は多摩川と は別の水系であり 、 当時

は北多摩に広く 分布し ていたと 推測さ れる。

執 筆 者 宮崎卓　

文献一覧 7 6 , 2 0 0 , 2 7 0 , 3 6 6

ミ ズタ ガラ シ
Cardamine lyrata

被子植物

アブ ラ ナ科

清瀬市 2 0 0 6 年 5 月 1 9 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

  ○○1 9 9 9 年以前  ▲標本
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6 6 9 三校

■ 種の特性と 生育状況： 全国の水湿地に生える一年草。 葉は披針形〜長線形、 葉裏には細かい

腺点が散在する。 托葉鞘は伏毛が生え、 縁に縁毛がある。 開花は5 〜 1 0 月で、 花被は淡紅色

または緑白色、 花被には盤状の腺点がある 。 都内では区部から 標本が得ら れているが現状は明

ら かでない。 また、 北多摩にも 記録があるが、 近年の情報がなく 消滅し たも のと 考えら れる。

■ 生存を 脅かす要因： 河川の護岸改修や池沼・ 湿地の埋め立て等により 自生地の生育環境が失

われ、 農薬使用や水田耕作地の減少なども 大き な減少要因と なっ ている。

■ 特記事項： 本種はイ ヌ タ デの小形のも のと 誤認さ れやすく 、 アオヒ メ タ デやホソ バイ ヌ タ デ

等と も 酷似し ており 、 同定には注意を要する。

執 筆 者 内野秀重　

文献一覧 2 7 0 , 2 9 0

ヒ メ タ デ
Persicar ia erectominor

被子植物

タ デ科

板橋区　 1 9 6 0 年 6 月 2 4 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

  ○○1 9 9 9 年以前  ▲標本

牧野標本館所蔵

6 6 8 三校

■ 種の特性と 生育状況： 関東地方以西の丘陵〜低山地の湿っ た林縁、 渓谷沿いの湿潤地などに

生える 一年草。 茎は基部から 分枝斜上し 、 葉は柄が短く 、 基部は矢じ り 形で長楕円状披針形、

托葉鞘は短く 縁毛がある。９ 〜 1 0 月、 総状花序に１ 〜３ 個の花を つけ、 花被は５ 深裂し 、 淡

黄緑色〜白色。 区部では絶滅、 北多摩のごく 一部と 、 南多摩から 西多摩の湿潤な樹林下に散見

さ れる状況である。

■ 生存を脅かす要因： 各種開発や森林伐採により 、自生地が失われているほか、林床植生の遷移、

シカ 等の野生動物による食害の影響も 懸念さ れる。

■ 特記事項：

執 筆 者 内野秀重　

文献一覧 2 8 , 2 4 3 , 2 7 0 , 2 9 0

ナガバノ ヤノ ネグサ
Persicar ia breviochreata

被子植物

タ デ科

羽村市 1 9 9 9 年 9 月 2 8 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

  ○○1 9 9 9 年以前  ▲標本

6 6 7 三校

■ 種の特性と 生育状況： 本州（ 福島県以西の太平洋側及び山口県）、 四国、 九州に分布する 多

年草で日本固有種。 沢沿いの樹林下に生育する 。 根茎は地中を這い、 節は球状に膨れる 。 葉は

長楕円形または卵形、 根出葉は有柄で翼がある 。 4 〜 5 月、 頂生花序に密な白色花をつけ、 萼

は５ 裂、 葯は赤色。 そう 果は広楕円形で光沢がある 。 南多摩の八王子高尾山域に記録があるこ

と が明ら かになっ たが、 残念ながら 現在は消滅し ている。

■ 生存を 脅かす要因： 現在の高尾山に本種が見ら れない理由は不明だが、 極相林化など、 植生

の遷移が影響し た可能性がある。

■ 特記事項： 都立大学牧野標本館に 1 9 2 5 年に八王子市高尾山で採集さ れた標本が２ 点あり 、

檜山庫三が鑑定を 行っ ている 。 こ のう ち １ 点

の採集者は牧野富太郎である。

執 筆 者 内野秀重　

文献一覧 9 2 , 3 6 6

ハルト ラ ノ オ
Bistor ta tenuicaulis

被子植物

タ デ科

神奈川県 2 0 1 2 年 4 月 2 0 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

  ○○1 9 9 9 年以前  ▲標本

6 6 6 三校

■ 種の特性と 生育状況： 岩手県以南、 四国、 九州にかけての太平洋側山地冷温帯から 亜高山帯

に生育する多年草。 疎林内や林縁に生える 。 根茎は肥厚し 地中を 這い、 根出葉の葉柄には翼が

なく 基部は心形。 茎上部の葉は層を なし てつき 、 無柄で茎を 抱く 。 托葉鞘は褐色で膜質無毛。

４ 〜６ 月、 茎頂の頂生花序に白色花を 多数つける 。 萼片は５ 裂し 、 葯は淡紅色。 そう 果は３ 稜

があり 卵形。 西多摩、 都県境の雲取山山域に生育が確認さ れているが、 減少が著し く 、 シカ 柵

内でし か見ら れない状況と なっ ている。

■ 生存を 脅かす要因： 自生環境が局限さ れているが、 シカ 食害による激減が深刻な状況と なっ

ている。

■ 特記事項： 都立大学牧野標本館には1 9 8 1 年

に大雲取谷で採集さ れた標本が収めら れてい

る（ M AK2 8 1 1 9 5 大雲取谷1 9 8 1 0 6 2 0 鈴木

和雄）

執 筆 者 内野秀重　

文献一覧 1 6 8

クリ ンユキフ デ
Bistor ta suffu lta

被子植物

タ デ科

埼玉県 2 0 2 2 年 7 月 2 4 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

  ○○1 9 9 9 年以前  ▲標本

© 田畑伊織

6 6 5 三校

■ 種の特性と 生育状況： 本州（ 関東、 富山以西）、 四国、 九州に分布する。 葉緑素を 持っ た、

半寄生の常緑低木。長さ 2 0 〜 5 0 cm 。葉は革質、倒披針形で長さ 1 .5 〜 4 cm 、幅0 .4 〜 0 .9 cm 、

全縁、 先は円く 、 下部は次第に狭く なっ て葉柄に流れ、 両面無毛。 花期は7 〜 8 月。 短い集散

花序に数個の花を つける。 花は赤色、 花被片は筒形で先は4 列し 、 外面無毛。 果実は楕円状球

形で、 赤熟する。 北多摩、 南多摩、 西多摩の主に山地に分布する 。 宿主はモミ やツガ、 アカ マ

ツである。 モミ などの大木が残っ ている西多摩では、 比較的個体数も 多い。 北多摩ではごく 稀

であり 、 情報不足である。

■ 生存を 脅かす要因： 元来個体数が少ない寄生植物である。 森林伐採などによる宿主に適し た

巨木の減少、 松枯れによるアカ マツの枯死も 本種の減少に影響がある。

■ 特記事項： 宿主であるモミ 、 ツガ、 アカ マツの大木は山地を 除き 、 現在は非常に少ない。 西

多摩での調査結果（ 準絶滅危惧） は、 宿主と

なる 樹種の大木がま だある 程度の個体数で残

存し ている ためで あろ う 。 な お、 本種は大木

の高所に寄生する ため、 調査の際に装備や技

術を 要し 、 十分に個体数が把握でき ていない

可能性も 危惧さ れている。

執 筆 者 宮崎卓　 文献一覧 1 7 , 2 5 8

マツ グミ
Taxillus kaempfer i

被子植物

ツ チト リ モ チ科

奥多摩町 1 9 9 8 年 7 月 2 5 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

  ○○1 9 9 9 年以前  ▲標本

6 6 4 三校

■ 種の特性と 生育状況： 本州、 四国、 九州に分布する多年草。 主に多雪地帯の落葉樹林帯に生

育する。 寄生植物。 高さ 8 〜 1 4 cm 。 根茎から 花茎を 出す。 花穂は長楕円体から 楕円体で橙

赤色から 橙黄色、 色の変化が多い。 小棍体の間に埋も れている 。 子房は大き く 紡錘状で、 オレ

ンジ色。 花柱は花の初期には短いが、 盛期になると 長く 伸びて小棍体の間から 出て、 細毛状に

見える。 西多摩の山地深部に局限さ れ、 ウリ ハダカ エデなどのカ エデ類を 主体と し た落葉広葉

樹林内に生育する。

■ 生存を 脅かす要因： 元来個体数が少ない。 寄生植物であり 、 宿主の分布に本種の分布も 制限

さ れる。 また、 単為生殖を 行い、 個体間の遺伝的多様性が低く 、 環境条件への適応の幅が狭い

と 考えら れる。

■ 特記事項： 宿主は一般にカエデ類と さ れるが、

その生育地の少なさ から 、 低地に一般的なウリ

カエデやイロハモミ ジに寄生すると は思えない。

本種が好んで寄生する樹種を特定し 、 宿主の生

育地と と もに、 本種を保全する必要がある。

執 筆 者 宮崎卓　

文献一覧 1 3 6 , 1 5 2

ミ ヤマツチト リ モチ
Balanophora n ipponica

被子植物

ツ チト リ モ チ科

三頭山 1 9 9 4 年 9 月 1 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

  ○○1 9 9 9 年以前  ▲標本
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6 7 5 三校

■ 種の特性と 生育状況： 本州以西の水湿地に生える一年草。 茎は地を 這い多く の枝を 分ける 。

葉は長披針形で先端は鈍頭、 葉裏に腺点はない。 托葉鞘の縁には同長の縁毛がある。７ 〜 1 1

月に開花し 、 花序にまばら に花を つける。 花被は紅色または白色、 そう 果は3 稜形またはレ ン

ズ形。 西多摩から 区部にかけての河川中流域の氾濫原や河口部湿地等に記録があり 、 区部と 南

多摩では絶滅、 北多摩は未確認だが生育情報があり 、 西多摩においては現状が不明と なっ てい

る。

■ 生存を 脅かす要因： 土地造成による 河川湿地や原野の埋め立てにより 自生地が失われ、 その

後も 湿地の植生遷移、 農薬使用等により 減少の一途をたどっ ている。

■ 特記事項： コ ヌ カ ボタ デの別名がある。

執 筆 者 内野秀重　

文献一覧 1 5 1 , 2 9 0 , 2 9 1 , 2 9 3 , 2 9 4 , 3 2 2

ヌカ ボタ デ
Persicar ia taquetii

被子植物

タ デ科

茨城県 2 0 0 2 年 1 0 月 1 7 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

  ○○1 9 9 9 年以前  ▲標本

6 7 4 三校

■ 種の特性と 生育状況： 本州以西の水田や湿地、 川辺等に生育する多年草。 地下茎を 伸ばし て

増え、 茎は直立する。 葉は披針形で、 托葉鞘は短く 縁に長毛がある。８ 〜 1 0 月、 総状花序に

花をつけ、 萼は淡紅色で腺点がある 。 都内全域に分布するが、 水田や周辺湿地の残る地域に限

ら れ、 区部ではき わめて局所的。 丘陵部以下の川沿いや低湿地に自生地があるが、 水田の減少

と と も に衰退し ているのが現状である。

■ 生存を 脅かす要因： 河川や湿地開発によ る 自生地の消滅、 水田耕作の停止や湿地の乾燥化、

農薬の使用など、 複合的な要因で減少し ている。

■ 特記事項： 雌雄異株、 異形花柱性を 有する種で、 シロバナサク ラ タ デ同様、 送粉昆虫の減少

による結実率の悪化が疑われる。

執 筆 者 内野秀重　

文献一覧 2 6 3 , 2 7 9 , 2 9 0 , 2 9 1 , 2 9 3 , 2 9 4

サク ラ タ デ
Persicar ia odorata subsp. conspicua

被子植物

タ デ科

八王子市 2 0 1 3 年 9 月 2 3 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

  ○○1 9 9 9 年以前  ▲標本

© 内野秀重

6 7 3 三校

■ 種の特性と 生育状況： 全国の原野、 河川敷の湿っ た草地等に生える 一年生のつる植物。 茎に

は鋭い下向き の刺があり 、 托葉鞘上部は葉状に広がる。 葉身は披針状ほこ 形で星状毛が多い。

７ 〜９ 月に開花し 、５ 深裂し た花被は白色、結実し て紅色を 帯びる。 都内全域に記録があるが、

分布の中心である区部低地を 除き 絶滅し て久し い。 また、 区部においても 自生地はごく わずか

と なり 、 減少傾向がさ ら に進む恐れがある。

■ 生存を 脅かす要因： 河川や湿地の整備、 埋め立てによる自生地の消滅で産地が激減し た。 植

生遷移や富栄養化による帰化植物の繁茂等による生育環境悪化も 進んでいる。

■ 特記事項：

執 筆 者 内野秀重　

文献一覧 2 8 , 2 4 3 , 2 8 8 , 2 9 0 , 2 9 5 , 3 0 6

サデク サ
Persicar ia maackiana

被子植物

タ デ科

葛飾区 2 0 2 0 年 8 月 3 1 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

  ○○1 9 9 9 年以前  ▲標本

© 内野秀重

6 7 2 三校

■ 種の特性と 生育状況： 全国の川岸の草地や休耕田等の湿地に生える多年草。 地下茎から 茎を

直立し て枝を 分け、 葉は長楕円状披針形で両面に腺点がある 。８ 〜 1 1 月に開花し 、 ５ 深裂す

る裂片は白色、 花柱は３ または２ 。 そう 果は光沢があり レンズ形または３ 稜形、 倒卵形のも の

がまじ る。 都内では、 主に丘陵帯以下の沖積低地に分布し ており 、 区部を はじ め各所に分布し

ていたが、 近年では沿岸低地部を 除き 、 き わめて稀な植物と なっ ている。

■ 生存を 脅かす要因： 河川開発や湿地開発による自生地の消滅、 水田耕作の停止や湿地の植生

遷移、 農薬の使用などが主要な減少要因と 推測さ れる。

■ 特記事項： 異形花柱性を 有する本種は、 雌雄集団と 送粉昆虫の適切な存在が満たさ れないこ

と によ り 結実率が低下し 、 減少要因の一つと

なっ ている可能性がある。

執 筆 者 内野秀重　

文献一覧 2 8 , 1 5 1 , 2 8 8 , 2 9 0 , 2 9 1 , 2 9 4

シロ バナサク ラ タ デ
Persicar ia japonica

被子植物

タ デ科

町田市 2 0 2 1 年 9 月 2 5 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

  ○○1 9 9 9 年以前  ▲標本

© 内野秀重

6 7 1 三校

■ 種の特性と 生育状況： 本州以西の河畔や池畔、 休耕田などの湿地に生える一年草。 茎は地面

を 這っ て斜上、 稜があっ て逆刺を 持つ。 葉は披針形または長楕円形、 托葉鞘は無毛で先端には

縁毛がある。 花期は９ 〜 1 0 月、 総状花序に密に淡紅色の花を つける。 花序の柄や小苞、 小花

柄には赤褐色の腺毛がある 。 都内では、 区部をはじ め全てのエリ アに記録があるが、 現在では

全く 見るこ と ができ ない。

■ 生存を 脅かす要因： 各種開発に伴う 湿地の消滅、 河川湿地の埋め立て、 水田の減少、 農薬の

使用などにより 、 消滅に追いやら れたも のと 推測さ れる。

■ 特記事項： 都立大学牧野標本館には1 9 0 0 年代前半に採集さ れた北区、 江戸川区、 世田谷区、

板橋区、 練馬区などの標本が残さ れている。

執 筆 者 内野秀重　

文献一覧 2 8 , 2 4 9 , 2 7 0 , 2 7 9 , 2 9 1 , 2 9 4

ナガバノ ウナギツカミ
Persicar ia hastatosagittata

被子植物

タ デ科

千葉県 1 9 9 3 年 1 0 月 2 0 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

  ○○1 9 9 9 年以前  ▲標本

6 7 0 三校

■ 種の特性と 生育状況： 全国の河川氾濫原、 休耕田、 ため池畔等に生育する一年生の湿生植物。

茎は倒伏し て斜上。 葉は線形で両面有毛、 葉裏には腺点がある。 総状花序は細く 、 ９ 〜 1 0 月、

頂生または腋生し て密に花を つける 。 そう 果はレ ンズ形、 茶褐色で光沢がある 。 都内では丘陵

帯以下の沖積地に広く 分布し ていたが、 南多摩では絶滅。 近年、 北多摩地域の未確認情報があ

るが、 都内全域で実態が把握でき ない状況にある。

■ 生存を 脅かす要因： 水湿地の埋め立て、 河川改修などによる 生育環境の破壊により 、 自生地

が失われた。 河川敷の富栄養化と 、 それに伴う 帰化植物の繁茂などの影響も 大き いと 考えら れ

る。

■ 特記事項：

執 筆 者 内野秀重　

文献一覧 2 5 , 2 8 , 2 4 3 , 2 9 1 , 2 9 4 , 2 9 5

ヤナギヌカ ボ
Persicar ia foliosa var. paludicola

被子植物

タ デ科

狭山丘陵　 1 9 6 0 年 1 0 月 2 1 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

  ○○1 9 9 9 年以前  ▲標本

牧野標本館所蔵
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6 8 1 三校

■ 種の特性と 生育状況： 本州の河川や池沼に生育する 沈水性の多年生浮遊植物。 葉は輪生し 、

葉身の先が二つ折と なっ て水中の虫を捕ら える 。 7 〜 8 月、 水面上に花茎を伸ばし て５ 弁の白

色花を 咲かせ、 晩秋には茎の先端に殖芽を 形成し て越冬する 。 1 8 9 0 年5 月1 0 日、 牧野富太

郎が小岩村伊与田（ 現江戸川区北小岩4 丁目） の江戸川沿いにあっ た用水池において発見し 、

その後、 洪水で流さ れて消滅し たと さ れる。

■ 生存を 脅かす要因： 出水による流出が消滅の要因と さ れるが、 池沼の改変や水質の汚濁など

による影響も あっ たも のと 推測さ れる。

■ 特記事項： 江戸川区での発見後、 信濃川、 淀川、 利根川等でも 確認さ れたが、 国内の自生地

は全て 消滅し 、 愛好家によ り 栽培下で系統が

維持さ れているのみと なっ ている。

執 筆 者 内野秀重　

文献一覧 5 0 , 1 0 6 , 2 9 4

ムジナモ
Aldrovanda vesiculosa

被子植物

モウセン ゴケ科

埼玉県産植栽 2 0 2 1 年 7 月 3 1 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

  ○○1 9 9 9 年以前  ▲標本

© 内野秀重

6 8 0 三校

■ 種の特性と 生育状況： 本州以西の山間の小河川や谷筋の過湿半日陰地等に生育する大型の多

年草。 地中に肥厚し た根を持ち、 茎は1 5 0 cm に達する。 葉は長大で表面有毛、 裏面脈状多毛。

開花期は６ 〜７ 月、 花序は枝を分かち輪生する花序節間が長い。 内花被片は広心形で縁には棘

状鋸歯があり 、 粒体は発達し ない。 区部を除く 都内各地に記録があるが生育実態がほと んど明

ら かにさ れていない。 西多摩にわずかな現存が確認さ れているほか、 南多摩の北浅川流域から

も 未確認ながら 生育の報告がある。

■ 生存を 脅かす要因： 観光開発に伴う 河川や湿地改変のほか、 エゾノ ギシギシ等の外来種と の

競合や異株交雑等による影響を受けている可能性が高い。

■ 特記事項： 日本固有種。 マダイ オウは何ら か

の理由で結実し にく い低稔性植物である こ と

が知ら れており 、 衰退の要因に関係し ている

可能性がある（ 藤井・ 牧2 0 1 7 ）。

執 筆 者 内野秀重　

文献一覧 2 8 , 2 4 3 , 2 7 0 , 2 7 5

マダイ オウ
Rumex madaio

被子植物

タ デ科

あき る 野市 2 0 1 9 年 6 月 2 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

  ○○1 9 9 9 年以前  ▲標本

© 内野秀重

6 7 9 三校

■ 種の特性と 生育状況： 全国の河川氾濫原、 小河川沿いの過湿な湿地等に群生する 大形の多年

草。 茎は1 0 0 cm 以上と なり 、 葉は長卵状楕円形で、 表裏と も ほぼ無毛で光沢がある。 花期は

６ 〜８ 月、 花序は密着し て棒状、 果実は密生し 節間は短い。 内花被片は広倒心形で全縁、 と き

に微鋸歯縁で粒体は発達し ない。 都内では区部だけに分布し 、 品川区、 練馬区、 板橋区などの

古い記録があるが、 その後消滅し た。

■ 生存を 脅かす要因： 都市開発による 氾濫原や湿地等の消滅によ り 自生地が失われ、 絶滅し た

も のと 考えら れる。

■ 特記事項： 本種の生育環境には外来種エゾノ ギシギシが侵入拡大し ている場合が多く 、 競合

や雑種化による遺伝的攪乱も 受けやすい。

執 筆 者 内野秀重　

文献一覧 1 5 1 , 2 7 0 , 2 7 5 , 2 9 3

ノ ダイオウ
Rumex longifolius

被子植物

タ デ科

渡良瀬遊水地 2 0 1 6 年 5 月 2 8 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

  ○○1 9 9 9 年以前  ▲標本

© 中西由美子

6 7 8 三校

■ 種の特性と 生育状況： 関東以西の低地に分布し 、 湿り 気のある 畑や水田、 塩性湿地などに生

育する越年草。 ギシギシより やや小型で草丈は最大5 0 cm 、 葉身は長楕円形で両面無毛。 5 〜

8 月、 総状花序に淡緑色の花を 多数輪生、 そう 果を 包む内花被片には顕著な突起があり 、 粒体

は赤色を帯びない。 都内では区部沿岸低地、 河口周辺などに散在し ているほか、 多摩川中流域

の水田環境にも 自生地が見つかっ ている。

■ 生存を 脅かす要因： 沿岸開発や湿地開発により 自生地が激減し た。 また、 遷移の進行や耕作

放棄、 エゾノ ギシギシなど外来近縁種の競合により さ ら なる減少が危惧さ れる。

■ 特記事項： 本種学名はユーラ シ ア 分布種と 区別で き な いと の見解に基づく が、 独立種 R. 

n ipponicus と する考え方も ある。

執 筆 者 内野秀重　

文献一覧 6 7 , 2 7 0 , 2 9 4 , 3 3 3

コ ギシギシ
Rumex dentatus subsp. klotzschianus

被子植物

タ デ科

多摩市 2 0 2 1 年 1 0 月 8 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

  ○○1 9 9 9 年以前  ▲標本

© 内野秀重

6 7 7 三校

■ 種の特性と 生育状況： 全国の海岸、 河口周辺の砂質地に生える一年草。 匍匐し た基部から 斜

上する茎は 5 0 ㎝を超える 。 托葉鞘は赤色を 帯び、 葉は長楕円形で尖り 上部で小さ く なる 。９ 〜

1 0 月、 穂状花序に淡紅色の花を 開く 。 果実は３ 稜形で大型のも のは花被から 突出する。 都内

では沿岸部だけに生育し 、 記録や標本も 古いも のに限ら れる 。 近年も 沿岸部にわずかに残存し

ていると の生育情報も あるが、 ミ チヤナギと 形態が紛ら わし いこ と も あり 、 分布実態は明ら か

でない。

■ 生存を 脅かす要因： 湾岸開発及び河川開発によ る 河口部の砂質地や自然海岸の消失によ り 、

自生地の大半が失われた。

■ 特記事項： 東京湾を 指標する植物の一つであ

り 、 隅田川、 荒川、 旧江戸川等の河口部周辺

の実態調査が必要である。

執 筆 者 内野秀重　

文献一覧 6 7 , 2 7 0 , 2 9 4

アキノ ミ チヤナギ
Polygonum polyneuron

被子植物

タ デ科

江東区 2 0 1 2 年 1 1 月 1 4 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

  ○○1 9 9 9 年以前  ▲標本

6 7 6 三校

■ 種の特性と 生育状況： 北海道、 及び本州の河川中流域以下の河川敷、 河口部の水湿地等にみ

ら れる一年草。 葉は線状披針形で葉裏に盤状の腺点が散在する 。 托葉鞘は有毛で縁に長毛が生

える。 9 〜 1 0 月、 穂状花序に淡紅色の花穂を つけ、 花被片にも 盤状の腺点がある。 都内では

区部の低地を 中心に、 北多摩の一部から も 記録があるが、 近年の実態は明ら かでない。 西多摩

や南多摩には分布し ていない。

■ 生存を 脅かす要因： 河川改修や湿地の埋め立て等により 生育地が奪われ、 さ ら に河川湿地の

富栄養化や帰化植物の繁茂等が、 本種生育の条件を 困難にし ている。

■ 特記事項： イ ヌ タ デの小形のも のを ホソ バイ ヌ タ デと 誤認する こ と が多く 、 同定には注意を

要する。

執 筆 者 内野秀重　

文献一覧 8 4 , 2 7 0 , 2 9 4 , 2 9 5

ホソ バイヌタ デ
Persicar ia tr igonocarpa

被子植物

タ デ科

江戸川区　 1 9 2 3 年 1 0 月 2 8 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

  ○○1 9 9 9 年以前  ▲標本

牧野標本館所蔵
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6 8 7 三校

■ 種の特性と 生育状況： 本州以西の丘陵地から 山地の落葉樹林下に生育する 多年草。 高さ は

2 0 cm 以下、 茎は単生またはまばら に束生。 上部の葉は広線形で輪生状、 下部では線状へら 形

と なる。４ 〜５ 月、 葉腋から 出た無毛の花柄に白色花を 単生する 。 花弁は披針形で著し く 細く 、

先端はく ぼまない。 都内では西多摩だけに分布が知ら れ、 奥多摩の山地高所に自生するが、 個

体数、 産地と も 限ら れている。

■ 生存を脅かす要因： 本来、 産地が限定さ れていたが、 近年は、 植生の遷移や林道の荒廃、 また、

シカ 食害等が懸念さ れる。

■ 特記事項： 本種の花弁は通常６ 枚だが、 稀に５ 枚や７ 枚の場合がある。

執 筆 者 内野秀重　

文献一覧 2 8 , 1 6 8

ヒ ゲネワチガイソ ウ
Pseudostellaria palibin iana

被子植物

ナデシコ 科

長野県 1 9 9 4 年 5 月 2 1 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

  ○○1 9 9 9 年以前  ▲標本

6 8 6 三校

■ 種の特性と 生育状況： 本州（ 岩手県以南） と 九州に分布する多年草。 台地、 丘陵地から 山地

の疎林下や林縁に生育する。 根は紡錘状で肉質。 茎は単生し て高さ 1 0 cm 前後。 茎上部の葉

は卵形で輪生状、下部では線形と なる。４ 〜５ 月、軟毛が密生する花柄の先に白色５ 弁花を 開く 。

花弁は倒卵形で先端はく ぼむ。 都内全域に分布するが、 区部では絶滅、 台地から 丘陵地を 中心

に自生地が点在する。 奥多摩や檜原村の山地高所にも 点在する。

■ 生存を 脅かす要因： 人の踏みつけ、 植生遷移の進行や管理放棄による 生育環境悪化が問題で

ある。 また、 担保性のない自生地では開発による消滅の危険性も ある。

■ 特記事項： 区部文献では見当たら ないが、 都立大牧野標本館には 1 8 9 1 〜 1 9 3 8 年にかけて

採集さ れた板橋区志村、 渋谷区、 北区赤羽な

どの標本が残さ れている。

執 筆 者 内野秀重　

文献一覧 2 8 , 1 5 2 , 2 4 3 , 2 6 5 , 2 9 0 , 2 9 2

ワダソ ウ
Pseudostellaria heterophylla

被子植物

ナデシコ 科

八王子市 1 9 9 9 年 4 月 1 0 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

  ○○1 9 9 9 年以前  ▲標本

6 8 5 三校

■ 種の特性と 生育状況： 本州中部、 及び四国に分布する多年草。 落葉樹林内に生育し 、 草丈は

1 0 cm 未満、 葉は細く 線形で幅0 .2 〜 0 .5 cm 。３ 〜４ 月、 茎上部の葉腋から 花柄を 伸ばし 白色

５ 弁花を開く が、 ワチガイ ソ ウに比べて花弁の幅は著し く 細い。 閉鎖花のさ く 果は４ 稜形。 都

内では北多摩の清瀬市だけに現存が知ら れる希産種であり 、愛護団体により 保全管理が行われ、

生育環境が保たれている。

■ 生存を 脅かす要因： 人の踏みつけによ る直接的な影響のほか、 植生遷移の進行、 樹林管理の

放棄等による生育環境の悪化が衰退要因である。 園芸目的の盗掘も 懸念さ れる。

■ 特記事項： 青梅市にも 未確認ながら 自生の記録があるが（ 飯泉・ 曾根1 9 8 2 ）、 実態は不明で

ある。 日本固有植物の一種。

執 筆 者 内野秀重　

文献一覧 2 8 , 1 0 5 , 2 7 0 , 2 9 0

ヒ ナワチガイソ ウ
Pseudostellaria heterantha var. linearifolia

被子植物

ナデシコ 科

清瀬市 1 9 8 8 年 4 月 2 3 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

  ○○1 9 9 9 年以前  ▲標本

6 8 4 三校

■ 種の特性と 生育状況： 本州以西の、 主に山地林下に生育する多年草。 茎は直立またはやや分

枝し 、 高さ 1 5 cm 以下。 卵形の葉が互いに離れてつく 。４ 〜６ 月、 葉腋に白色花を 単生し 、 花

弁は通常５ 枚、 倒卵形で先端は鋭頭で凹まない。 花柄は有毛。 都内では奥多摩の山域に広範囲

に見ら れ、 標高1 5 0 0 m 以上の樹林下に限ら れる。

■ 生存を 脅かす要因： 急激な減少傾向は免れている が、 樹林植生や登山道の荒廃、 シカ 食害な

どによる衰退が懸念さ れる。

■ 特記事項： 区部、 北区赤羽にも 古い記録があり 、 築堤などに伴う 搬入土砂による移入の可能

性も ある が、 自然分布も 否定で き な いこ と から 記録と し て と ど めて おき た い（ 本田ほか

1 9 7 1 ）。

執 筆 者 内野秀重　

文献一覧 2 8 , 1 6 8 , 2 7 0 , 2 9 2 , 2 9 5

ワチガイソ ウ
Pseudostellaria heterantha

被子植物

ナデシ コ 科

長崎県 1 9 8 4 年 5 月 1 7 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

  ○○1 9 9 9 年以前  ▲標本

6 8 3 三校

■ 種の特性と 生育状況： 本州〜九州の草原、 河川敷、 林縁などの向陽地に生える多年草。 茎は

叢生し て分枝し 、 葉は粉白色を 帯びる。７ 〜 1 0 月、 茎頂に淡紅紫色の花を ま ばら につける。

苞は３ 〜４ 対あり 、 先端は芒状にと がる 。 都内全域に分布し ていたが、 区部での現存状況は明

ら かでない。 他のエリ アでも 減少の一途を たどっ ており 、 定期的な管理が実施さ れる河川堤防

などが残さ れた主な自生地である。

■ 生存を 脅かす要因： 管理の停止によ る植生遷移や、 不適切な時期における草刈り 等により 著

し く 衰退する。 河川敷においては立地の富栄養化、 帰化植物と の競合などによる影響も 少なく

ない。

■ 特記事項： ワイ ルド フ ラ ワー緑化などで植栽

品が野生化し ている こ と があり 、 自然分布と

混同し ないよう に注意が必要である。

執 筆 者 内野秀重　

文献一覧 8 5 , 2 6 5 , 2 7 0 , 2 8 9 , 2 9 0 , 2 9 2

カ ワラ ナデシコ
Dianthus superbus var. longicalycinus

被子植物

ナデシ コ 科

日野市 2 0 2 0 年 8 月 7 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

  ○○1 9 9 9 年以前  ▲標本

© 内野秀重

6 8 2 三校

■ 種の特性と 生育状況： 全国の貧栄養の湿地、 浸み出し 水のある崖や露頭などの湿性裸地に生

育する多年生の食虫植物。 葉は放射状に根生し 、 葉柄の先に卵円形で腺毛を 持っ た葉を 広げ粘

液を 出し て捕虫する。 6 〜 9 月、 巻散花序に 5 弁の白色花を 開く 。 都内では多摩丘陵部の谷戸

田の池周囲、 露頭周辺の裾刈り 草地などに生育が見ら れたが、 現在は消滅し ている。

■ 生存を 脅かす要因： 自生地が限ら れていたう えに、 土地造成による埋め立て、 園芸目的の採

集などにより 絶滅し た。

■ 特記事項： 栽培品の流通が盛んであり 、 こ れら の逸出に注意が必要である。

執 筆 者 内野秀重　

文献一覧 1 7 , 1 8 4 , 2 7 0 , 2 9 1 , 3 2 2

モウセンゴケ
Drosera rotundifolia

被子植物

モウセン ゴ ケ科

町田市 1 9 9 4 年 7 月 2 3 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

  ○○1 9 9 9 年以前  ▲標本
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6 9 3 三校

■ 種の特性と 生育状況： 北海道から 本州にかけての海岸砂地に生える 一年草。 葉は互生し 、 三

角状卵形で基部はほこ 形と なる 。８ 〜 1 0 月、 枝先に穂状花序を つけ、 雄花は花被のみで小苞

を 持たず、 雌花には花被が無いが小苞に包まれる 。 種子は暗褐色で皺がある 。 都内では区部の

沿 岸 部 だ け に 産 し 、 中 央 区 や 品 川 区 で の 記 録 や 採 集 標 本（ M AK4 1 3 0 9 牧 野 富 太 郎

1 9 4 7 .1 0 .1 3 品川区） が残さ れているが、 現在では荒川や江戸川の河口域にわずかに散見さ れ

るに過ぎない。

■ 生存を 脅かす要因： 沿岸部の都市開発による海岸砂浜の消失により 、 大半の自生地が失われ

たも のと 推測さ れる 。 残さ れた自生地でも ホコ ガタ アカ ザやウラ ジロアカ ザ等の帰化種の侵入

拡大による競合が懸念さ れる。

■ 特記事項： 本種はホソ バハマアカ ザと と も に

東京湾沿岸土着の植物の一種と さ れる （ 大場

1 9 9 7 ）。

執 筆 者 内野秀重　

文献一覧 6 7 , 2 3 9 , 2 7 0

ハマアカ ザ
Atriplex subcordata

被子植物

ヒ ユ科

福岡県　 2 0 1 8 年 7 月 2 9 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

  ○○1 9 9 9 年以前  ▲標本

6 9 2 三校

■ 種の特性と 生育状況： 北海道〜本州の海岸砂地に生える一年草。 茎は直立し て分枝する。 ハ

マアカ ザに似るが、茎下部の葉では基部がほこ 形になら ず披針形で、全縁か波状の鋸歯がある。

花期は８ 〜 1 0 月で、 枝先に穂状の雄花、 雌花を つける。 雌花の小苞は菱状三角形。 種子は円

形黒色で光沢があり 、 ハマアカ ザより 果期は遅い。 都内では沿岸域だけに生育するが、 都県境

の多摩川河口部や荒川河口域に自生地が残さ れている。

■ 生存を 脅かす要因： 沿岸部の都市開発による海岸砂浜の消失により 、 自生地が縮小し てき た

も のと 考えら れる。 帰化種の進出による競合も 懸念さ れる。

■ 特記事項： ハマアカ ザ同様、 東京湾沿岸土着の植物の一種と 考えら れている（ 大場1 9 9 7 ）。

執 筆 者 内野秀重　

文献一覧 6 7 , 1 2 8 , 2 7 0

ホソ バハマアカ ザ
Atriplex patens

被子植物

ヒ ユ科

江東区 2 0 1 2 年 1 1 月 1 4 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

  ○○1 9 9 9 年以前  ▲標本

6 9 1 三校

■ 種の特性と 生育状況： 関東以西に分布する多年草。 山麓から 丘陵や台地、 段丘崖等の肥沃な

半陰地に生える。 葉は対生し 、 細く 披針形で光沢があり 、 ほぼ無毛。８ 〜９ 月、 穂状花序にま

ばら に花を つけ、 小苞基部の付属体は小さ く 卵状三角形。 大陸系の遺存種と さ れ、 以前から 自

生地は限定さ れていたも のの、 西多摩から 区部まで広範囲に分布し ていた。 し かし 現在では退

行し 、 緑地や公園などに自生地がわずかに残さ れているのみと なっ ている。

■ 生存を 脅かす要因： 各種開発による 樹林地の伐採が直接的な消滅要因と なる ほか、 樹林の荒

廃や遷移進行などにより 生育に適し た環境が失われた。 ヒ カ ゲイ ノ コ ヅチなど同属他種と の混

生による退行も 懸念さ れる。

■ 特記事項： 赤羽、 下赤塚、 池袋、 王子の林下

に少（ 檜山1 9 6 5 ） 等の記録や2 0 世紀前半の

区部産の採集標本が残さ れている （ 都立大学

牧野標本館）。

執 筆 者 内野秀重　

文献一覧 2 8 , 2 4 3 , 2 8 9 , 2 9 2 , 2 9 3 , 2 9 5

ヤナギイノ コ ヅチ
Achyranthes longifolia

被子植物

ヒ ユ科

目黒区 1 9 8 2 年 1 0 月 2 9 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

  ○○1 9 9 9 年以前  ▲標本

6 9 0 三校

■ 種の特性と 生育状況： 本州から 九州にかけての林内、 林縁に生育する多年草。 茎は高さ 最大

で約8 0 cm 、 直立し て分枝し 、 節は黒褐色で膨出する。 葉は卵形〜披針形で先は尖る。７ 〜 1 0

月、 朱紅色の花を 数個、 頂生または腋生する 。 都内では、 区部でも 1 9 0 0 年代初頭に北区滝野

川や杉並区大宮八幡などに自生し ていたが、 現在は絶滅し た。 南多摩から 西多摩の山地を中心

に広く 生育環境が残さ れているが、 丘陵や台地における自生地はごく 限ら れたも のと なっ てい

る。

■ 生存を 脅かす要因： 樹林地の荒廃や植生遷移の進行、 シカ 等による食害、 園芸目的の採取な

どが減少要因と なっ ている

■ 特記事項： 日本固有植物の一種である。

執 筆 者 内野秀重　

文献一覧 2 7 0 , 2 8 9 , 2 9 0 , 2 9 2 , 2 9 3

フ シグロセンノ ウ
Silene miqueliana

被子植物

ナデシ コ 科

檜原村 2 0 1 4 年 8 月 8 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

  ○○1 9 9 9 年以前  ▲標本

© 内野秀重

6 8 9 三校

■ 種の特性と 生育状況： 全国の平地から 山地の路傍や林縁、 草地、 河川敷等に生育する越年草。

茎は3 0 〜 1 0 0 cm で直立、 節は暗紫色を 帯びる。 葉は卵状披針形。６ 〜９ 月、 茎頂や葉腋に

白色〜淡紅色花を 横向き に咲かせる 。 花弁は５ 個で喉部には鱗片状の付属物があり 、 さ く 果は

卵形、 種子は腎円形で細突起に覆われる 。 都内では区部から 山地まで広く 分布し ていたが急速

に衰退し 、 現在は河川敷や山麓に散見さ れるにすぎない危機的な状況と なっ ている。

■ 生存を 脅かす要因： 急速な衰退要因は不明だが、 茅場的な草地の減少を はじ め、 管理放棄に

よる林縁植生の遷移、 河川敷の富栄養化、 帰化植物と の競合等、 複合的な要因が作用し ている

も のと 推測さ れる。

■ 特記事項： 花柄や萼に短毛が生えるも のは品

種ケフ シ グロ に該当し 、 母種の分布域に混在

する。

執 筆 者 内野秀重　

文献一覧 2 8 , 2 7 0 , 2 8 9 , 2 9 0 , 2 9 2 , 2 9 5

フ シグロ
Silene firma

被子植物

ナデシ コ 科

日野市 1 9 8 7 年 9 月 2 3 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

  ○○1 9 9 9 年以前  ▲標本

6 8 8 三校

■ 種の特性と 生育状況： 全国の丘陵から 低山の林縁、 河川敷の原野などに生育する 多年草。 草

丈はつる状に絡んで 1 .5 ｍに及び、 葉は卵形で葉縁と 葉裏は有毛。７ 〜 1 0 月、 枝先に花を 横向

き に単生し 、 半球状の萼から 屈曲し た５ 枚の花弁が開出する 。 さ く 果は液果で黒熟する 。 西多

摩の山地帯が分布の中心だが、丘陵地や台地部では減少が著し く 、目にする機会が減っ ている。

■ 生存を 脅かす要因： 林縁植生の遷移や樹林化による 生育環境の悪化などが減少要因と 考えら

れる。 河川敷等の原野においては、 帰化植物と の競合により 衰退し ているも のと 推測さ れる。

■ 特記事項：

執 筆 者 内野秀重・ 小林健人　

文献一覧 2 8 , 1 6 8 , 2 4 3 , 2 8 9 , 2 9 0 , 2 9 2

ナン バン ハコ ベ
Silene baccifera var. japonica

被子植物

ナデシ コ 科

あき る 野市 1 9 8 0 年 9 月 2 4 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

  ○○1 9 9 9 年以前  ▲標本
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6 9 9 三校

■ 種の特性と 生育状況： 本州（ 関東以西）、 九州（ 北部） に分布する多年草。 地下茎が横に這い、

高さ 7 0 〜 1 0 0 cm 、 白毛の密生し た地上茎を 群生する。 葉は長楕円状披針形で鈍頭、 葉柄と

の区別が不明瞭。 6 〜 7 月、 頂生する総状花序は下垂し 、 白色花をつける 。 低地の草原に生育

する。 都内本土部の低地から 台地にかけての草地にごく 稀に生育する 。 南多摩では絶滅し たと

考えら れる。

■ 生存を脅かす要因： 河川開発、 草地開発、 不適切な環境管理、 管理放棄、 遷移進行・ 植生変化。

■ 特記事項：

執 筆 者 御手洗望　

文献一覧 1 0 5 , 1 6 1 , 2 3 3 , 3 0 5

ノ ジト ラ ノ オ
Lysimachia barystachys

被子植物

サク ラ ソ ウ科

立川市 1 9 8 6 年 7 月 9 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

  ○○1 9 9 9 年以前  ▲標本

6 9 8 三校

■ 種の特性と 生育状況： 北海道、 本州（ 中部以北、 奈良県）、 四国（ 愛媛県の東赤石山） に分

布する 常緑多年草。 茎は直立し 、 高さ 5 〜 2 0 cm 。 葉は未開花の株では４ 枚、 花のある 株で

は6 枚の葉が輪生状と なり 、 倒広卵形と き に菱状楕円形、 長さ 2 〜 8 cm 、 幅1 〜 2 .5 cm 、 側

脈は2 〜 3 対あっ て上に向かう 。 花期は６ 〜７ 月。 茎の頂部に 1 個の頭状花序を出し 、 花柄は

長さ 1 〜 3 cm 。 総苞片は4 枚、 花弁状で広卵形、 ふつう 白色。 核果は球形、 赤色に熟し 、 径

5 〜 8 m m 。亜高山帯の針葉樹林下や林縁に生育し 、都内では西多摩の亜高山帯に稀に生育する。

■ 生存を 脅かす要因： 森林伐採。 生育地の環境変化、 特に樹林内の乾燥化などが本種の生存を

脅かす主な要因であると 考えら れる

■ 特記事項：

執 筆 者 田畑伊織　

文献一覧 6 5 , 1 3 2

ゴゼンタ チバナ
Cornus canadensis

被子植物

ミ ズキ科

奥多摩町 2 0 1 9 年 7 月 3 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

  ○○1 9 9 9 年以前  ▲標本

© 田畑伊織

6 9 7 三校

■ 種の特性と 生育状況： 本州（ 関東西部、静岡、山梨） に分布する落葉低木。 高さ は1 ｍになる。

葉身は長楕円形から 狹卵形、 長さ ４ 〜６ cm 、 棒状の鋸歯があり 、 両面と も 星状毛が散生する 。

花期は４ 〜５ 月。 前年枝の葉腋に１ 〜３ 個の白い漏斗形の花を 下向き に付ける 。 径1 .5 〜

2 .5 cm 。 花弁は５ 枚。 花柄や萼、 若枝には柄のある星状毛がある。 さ く 果は木質で椀形。 石灰

岩の岩場などに生育する。 都内では西多摩の山地に生育する。

■ 生存を 脅かす要因： 森林伐採、 石灰採掘、 基質・ 基物の減少およ び消失、 局所分布。 生育環

境が岩崖地などの特殊な立地にあるため、 生育環境の変化や林道工事などによる生育地の破壊

が本種の生存を脅かす主な要因であると 考えら れる。

■ 特記事項：

執 筆 者 田畑伊織　

文献一覧 6 5 , 1 3 2

ウメ ウツ ギ
Deutzia uniflora

被子植物

ア ジサイ 科

奥多摩町 1 9 9 8 年 4 月 2 5 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

  ○○1 9 9 9 年以前  ▲標本

6 9 6 三校

■ 種の特性と 生育状況： 北海道西南部〜琉球までの海岸砂地に生育する多年草。 茎は分枝し て

高さ 5 0 cm ほどになる。 葉は卵状三角形で粒状の突起があり 、 ざら つく 。５ 〜９ 月、 葉腋に１

〜２ 個の黄色花を つける 。 果実は木質で堅く 、 肩の部分に４ 〜５ 個の突起を 有し 、 １ 個の種子

を 包むが裂開し ない。 都内では区部の沿岸域に面し た海岸部に記録があり 、 現在でも 同様の分

布域に散見さ れるが、 減少傾向が続いている。

■ 生存を 脅かす要因： 沿岸開発による 砂浜の改変や消滅で自生地が減少するほか、 海岸のゴミ

の集積等による影響も 少なく ない。

■ 特記事項： 食用になる海岸植物と し ても 知ら れ、 ハマジシャ の名で栽培さ れるこ と がある。

執 筆 者 内野秀重　

文献一覧 1 2 7 , 2 7 0 , 3 1 7

ツルナ
Tetragonia tetragonoides

被子植物

ハマミ ズナ科

江戸川区 2 0 1 9 年 5 月 2 0 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

  ○○1 9 9 9 年以前  ▲標本

© 内野秀重

6 9 5 三校

■ 種の特性と 生育状況： 北海道西南部と 本州の石灰岩地帯を 中心に希産する一年草で、 山地林

縁の岩礫地や路傍等に生える 。 茎は細く 直立・ 分枝し 、 粉状毛が多い。 葉は長い柄があり 、 菱

状卵形で縁に１ 〜２ 対の小裂片がある。８ 〜 1 0 月、 茎の頂部や葉腋から 花穂を 伸ばし てまば

ら に花をつける。 花被は５ 深裂し 裂片は卵形。 種子は黒色で光沢がある 。 都内では奥多摩日原

川流域から 記録があるが、 近年の生育情報が得ら れておら ず、 現状が懸念さ れる。

■ 生存を 脅かす要因： 本来、 石灰岩地などに自生地が限ら れていたが、 近年の減少要因はよく

わかっ ていない。 植生遷移や野生動物による獣害などの要因が考えら れる。

■ 特記事項： 石灰岩地を好むと さ れるが、 それ以外の立地環境での生育事例も ある。

執 筆 者 内野秀重　

文献一覧 1 6 8

ミ ド リ アカ ザ
Chenopodium bryoniifolium

被子植物

ヒ ユ科

栃木県 2 0 0 6 年 8 月 2 2 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

  ○○1 9 9 9 年以前  ▲標本

6 9 4 三校

■ 種の特性と 生育状況： 本州以西の河川敷や海岸に生える 一年草。 草丈は3 0 〜 5 0 cm 、 葉は

全て全縁で披針形。６ 〜８ 月、 茎頂や葉腋に花序を 形成する が、 マルバアカ ザと 比較し て総状

の花穂は貧弱で再度枝を 分けない。 花序の軸に透明な円柱状の毛が生える 。 都内では、 荒川や

江戸川の河口域に近年の記録がある ほかは情報が不足し ており 、 実態は不明である。 2 0 世紀

前半に多摩川中流域から 得ら れた標本（ 都立大学牧野標本館） も 残さ れているが別種ホソ バア

カ ザを 含んでいる可能性がある。

■ 生存を 脅かす要因： 河川環境の変化による河川敷の攪乱停止と 富栄養化、 沿岸部の開発整備

による海岸植生の衰退などが本種衰退の要因である 。 沿岸部では外来種ホコ ガタ アカ ザの進出

などの影響も 懸念さ れる。

■ 特記事項： カ ワラ アカ ザと 同様な環境に生育

し 、 酷似する ホソ バア カ ザは、 花序軸に粉状

物があるだけで円柱状の毛を 持たない。

執 筆 者 内野秀重　

文献一覧 2 4 9 , 2 7 0 , 2 7 9 , 2 8 7 , 2 8 9

カ ワラ アカ ザ
Chenopodium acuminatum var. vachelii

被子植物

ヒ ユ科

府中市 1 9 6 0 年 1 0 月 1 5 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

  ○○1 9 9 9 年以前  ▲標本

牧野標本館所蔵
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7 0 5 三校

■ 種の特性と 生育状況： 本州（ 関東地方南西部・ 中部地方南部・ 紀伊半島） に分布する多年草。

数枚の葉を 束生する。 葉は柄があり 、 花茎と と も に白色で縮れた軟毛が生える 。 葉身は円形ま

たは腎円形で、 浅く ５ 裂する。 花冠は紅紫色で 高杯形、 径1 .8 〜 2 .5 m m 。 筒部は長さ ８ 〜

1 0 m m である。 花期は５ 月。 山地の岩の隙間に生育する。

■ 生存を 脅かす要因： 現状不明。 生育地が少ないう え、 情報が不足し ており 、 生育分布調査に

よる現状把握が必要である 。 山林の改変などによる生育環境の変化や園芸目的の採取が本種の

生存を 脅かす主な要因であると 考えら れる。

■ 特記事項： 都内では1 9 6 1 年に奥多摩で採取さ れた標本があるのみ。

執 筆 者 田畑伊織　

文献一覧 1 6 8 , 2 0 4

コ イ ワザク ラ
Primula rein ii

被子植物

サク ラ ソ ウ科

神奈川県 1 9 8 6 年 6 月 1 2 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

  ○○1 9 9 9 年以前  ▲標本

7 0 4 三校

■ 種の特性と 生育状況： 北海道、 本州、 四国、 九州に分布する多年草。 地下茎は長い。 茎は高

さ 4 0 〜 8 0 cm 。 葉は対生または3 輪生。 葉の下面に微細な腺毛がある。 茎の上部に円錐花序

を つける。 花冠は黄色で 径1 2 〜 1 5 m m 、 深く 5 裂する。 花期は7 〜 8 月。 都内本土部の低

地や台地脚部、 丘陵の谷戸の湿地にごく 稀に生育し ている。 区部は野生絶滅と 考えら れる。

■ 生存を脅かす要因： 湿地開発、 草地開発、 管理放棄、 遷移進行・ 植生変化。

■ 特記事項：

執 筆 者 御手洗望　

文献一覧 2 8 , 2 4 3

ク サレ ダマ
Lysimachia vulgaris var. davurica

被子植物

サク ラ ソ ウ科

八王子市 2 0 1 6 年 6 月 2 3 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

  ○○1 9 9 9 年以前  ▲標本

7 0 3 三校

■ 種の特性と 生育状況： 北海道、 本州（ 関東から 福井） に分布する多年草。 地下茎は長い。 全

体軟弱。 茎は円柱形で高さ 3 0 〜 6 0 cm 。 葉は披針形、 無柄、 黒い腺点がある。 葉腋に長さ 2

〜 3 cm の総状花序を出し て多数穂花をつける。 花冠は黄色。 さ く 果は球形。 花期は5 〜 7 月。

区部の河川沿いの湿地に局所的に生育する。

■ 生存を脅かす要因： 湿地開発、 遷移進行・ 植生変化。

■ 特記事項：

執 筆 者 御手洗望　

文献一覧 3 0 7

ヤナギト ラ ノ オ
Lysimachia thyrsiflora

被子植物

サク ラ ソ ウ科

0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

  ○○1 9 9 9 年以前  ▲標本

7 0 2 三校

■ 種の特性と 生育状況： 本州、 九州に分布する 多年草。 横に這う 地下茎から 地上茎が直立し 、

高さ 4 0 〜 6 0 cm 。 葉は互生、 広線形、 長さ 2 〜 4 cm 、 黒い腺点が密にある。 総状花序を 出

し て直立し 、多数の花を つける。 はじ め密につき 、のちに伸長し てまばら になる。 花冠は白色、

花期は4 月。 低地の湿地に生育する。 区部の荒川沿いの低地、 北多摩での記録があるが絶滅し

たも のと 考えら れる。

■ 生存を脅かす要因： 河川開発、 湿地開発、 遷移進行・ 植生変化。

■ 特記事項：

執 筆 者 御手洗望　

文献一覧 2 5 , 2 7 0

サワト ラノ オ（ ミ ズト ラノ オ）
Lysimachia leucantha

被子植物

サク ラ ソ ウ科

埼玉県 2 0 0 8 年 5 月 1 9 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

  ○○1 9 9 9 年以前  ▲標本

7 0 1 三校

■ 種の特性と 生育状況： 本州、 四国、 九州に分布する多年草。 横に這う 地下茎から 地上茎が直

立し 、 高さ 4 0 〜 7 0 cm になる。 葉は披針形または倒披針状長楕円形で全縁。 花序は頂生し て

直立する。 花は白色。 花期は7 〜 8 月。 都内本土部の低地から 山地下部まで各地に点在し 、 河

川や谷戸、 沢沿いの湿り 気のある草地や湿地に生育する。

■ 生存を脅かす要因： 湿地開発、 不適切な環境管理、 管理放棄、 遷移進行・ 植生変化。

■ 特記事項：

執 筆 者 御手洗望　

文献一覧 4 , 6 5 , 1 0 5 , 2 3 8 , 2 4 3

ヌマト ラノ オ
Lysimachia for tunei

被子植物

サク ラ ソ ウ科

町田市 2 0 2 1 年 6 月 1 6 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

  ○○1 9 9 9 年以前  ▲標本

© 内野秀重

7 0 0 三校

■ 種の特性と 生育状況： 北海道、 本州（ 中部地方以北）、 四国に分布する 多年草。 高さ 1 0 〜

2 0 cm 。５ 〜 1 0 個の葉が茎の上部にやや輪生状につく 。 葉は薄く 、 広披針形で先がと がり 、 ほ

と んど 柄がない。６ 〜７ 月、 上部の葉腋から 花柄を 伸ばし 、 上向に白色の花を 普通 1 個開く 。

花冠は径1 〜２ cm で普通７ 裂する。 さ く 果は球形。 亜高山帯の草地や林縁に生育する。 都内

では西多摩の亜高山帯に極めて稀に生育する。

■ 生存を 脅かす要因： 森林伐採、 踏圧、 シカ の食害、 局所分布。 生育地の環境変化が本種の生

存を脅かす主な要因であると 考えら れる。

■ 特記事項：

執 筆 者 田畑伊織　

文献一覧 6 5

ツマト リ ソ ウ
Lysimachia europaea

被子植物

サク ラ ソ ウ科

奥多摩町　 2 0 2 2 年 6 月 1 7 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

  ○○1 9 9 9 年以前  ▲標本

© 田畑伊織
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7 1 1 三校

■ 種の特性と 生育状況： 本州（ 関東以西）、 四国、 九州に分布する落葉低木。 枝はよく 分枝する。

葉は互生し 、倒卵形、下面脈上に褐色の毛がある。 花は５ 〜 1 2 個、下垂する。 花冠は広い鐘形、

紅色、 浅く ５ 裂し 、 先端は不整に細裂する 。 花期は５ 月。 岩の多い山地に生育する 。 都内では

西多摩の山地の岩がちな尾根部に生育する。

■ 生存を 脅かす要因： 森林伐採、 採取、 基質・ 基物の減少及び消失。 山林の改変などによ る生

育環境の変化や園芸目的の採取が本種の生存を 脅かす主な要因であると 考えら れる。

■ 特記事項： シロド ウダンの品種。

執 筆 者 田畑伊織　

文献一覧 1 3 2

ベニド ウダン（ チチブド ウダン ）
Enkianthus cernuus f. rubens

被子植物

ツ ツ ジ科

青梅市 2 0 0 2 年 5 月 8 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

  ○○1 9 9 9 年以前  ▲標本

7 1 0 三校

■ 種の特性と 生育状況： 北海道、 本州、 四国、 九州に分布する 草本状の小低木。 茎は単立し 、

高さ 5 〜 1 0 cm 。 葉は数個つき 、 広披針形、 濃い緑色で中脈の色は薄い。 花は茎の先端に 1 個

つき 、 点頭。 花冠は白色で径1 cm あり 、 半開する。 さ く 果は扁球形。 花期は6 〜 7 月。 台地

から 丘陵、 山地の乾いた二次林に生育する 。 多摩部では各地でみら れるが、 区部では絶滅し た

と 考えら れる。

■ 生存を脅かす要因： 森林伐採。

■ 特記事項：

執 筆 者 御手洗望　

文献一覧 1 0 5 , 1 7 0 , 2 4 3

ウメ ガサソ ウ
Chimaphila  japonica

被子植物

ツ ツ ジ科

八王子市 1 9 8 6 年 6 月 2 0 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

  ○○1 9 9 9 年以前  ▲標本

7 0 9 三校

■ 種の特性と 生育状況： 本州（ 関東以西）、 四国、 九州に分布する 落葉性の木本性つる 植物。

サルナシの変種で、 葉の裏面は粉白色を 帯びる 。 葉はやや厚く 、 楕円形から 広楕円形、 基部は

円形または浅心形、長さ 6 〜 1 0 cm 、縁に細鋸歯がある。 葉柄は淡赤褐色を 呈する。 雌雄異株、

または雑居性。 花は白色、暗紫色の葯をつける。 南多摩と 西多摩の山地の林縁に稀に生育する。

■ 生存を脅かす要因： 森林伐採。

■ 特記事項：

執 筆 者 御手洗望　

文献一覧 1 7 0 , 2 4 3

ウラ ジロマタ タ ビ
Actin idia arguta var. hypoleuca

被子植物

マ タ タ ビ 科

八王子市 2 0 0 8 年 5 月 3 0 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

  ○○1 9 9 9 年以前  ▲標本

7 0 8 三校

■ 種の特性と 生育状況： 本州（ 東北から 関東の太平洋側） に分布する常緑多年草。 イ ワウチワ

の変種。 根茎は這い、 数枚の葉を 束生する。 葉は柄が長く 、 葉身は先端がく ぼむ扁円形で長さ

1 .8 〜 3 .5 m m 、 幅２ 〜４ cm 。 長さ より も 幅の方が広い。 基部は心形。 花は薄紅色で径２ 〜３

cm 。 裂片は５ 個で深く 裂ける。 さ く 果は円形。 花期は４ 〜５ 月。 山地の半日陰の尾根や岩場

に生育し 、 し ばし ば群生する。 都内では南多摩及び西多摩の山地の尾根部に生育する。

■ 生存を 脅かす要因： 森林伐採、 採取、 シカ の食害。 生育環境が表土の薄い尾根部などの脆弱

な立地にあるため、 山林の改変などによる生育環境の変化や、 園芸目的の採取やカ メ ラ 撮影の

ための踏み込みが本種の生存を脅かす主な要因であると 考えら れる。

■ 特記事項：

執 筆 者 田畑伊織　

文献一覧 2 4 3

コ イ ワウチワ
Shortia uniflora var. kantoensis

被子植物

イ ワウメ 科

奥多摩町 1 9 8 1 年 4 月 2 6 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

  ○○1 9 9 9 年以前  ▲標本

7 0 7 三校

■ 種の特性と 生育状況： 本州（ 関東地方・ 中部地方の主に太平洋側） に分布する常緑多年草。

数枚の葉を 束生する。 葉は卵円形で、 1 〜５ 対のと がっ た鋸歯がある。 長さ １ 〜５ cm 、 幅0 .7

〜４ cm 。４ 〜５ 月、 細長い花茎の先に２ 〜７ 花を つける。 花は淡紅紫色である こ と が多いが、

まれに白色がある。 花冠は径1 .5 〜２ cm で、 横を 向いて咲く 。 さ く 果は球形。 山地の半日陰

の岩場に生育する。 都内では西多摩の山地の尾根部に生育する。

■ 生存を 脅かす要因： 森林伐採、 採取、 基質・ 基物の減少及び消失。 生育環境が岩崖地などの

特殊な立地にあるため、 山林の改変などによる生育環境の変化や、 園芸目的の採取が本種の生

存を脅かす主な要因であると 考えら れる。

■ 特記事項： 南多摩では過去の記録はあるが現

状不明。 日本固有種。

執 筆 者 田畑伊織　

文献一覧 2 4 3

アカ バナヒ メ イ ワカ ガミ
Schizocodon ilicifolius var. australis

被子植物

イ ワウメ 科

奥多摩町 2 0 0 9 年 6 月 2 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

  ○○1 9 9 9 年以前  ▲標本

© 田畑伊織

7 0 6 三校

■ 種の特性と 生育状況： 北海道（ 南部）、 本州、 九州に分布する 多年草。 根茎は太く 短い。 葉

は長い柄があり 、 花茎と と も に白色で縮れた軟毛が生え る。 葉身は長楕円形。 花茎に 1 0 〜

2 0 個の花を 散形につける。 花冠は紅紫色で喉の部分が白く 、 径2 〜 3 cm 。 さ く 果は扁球形。

花期は4 〜 5 月。 低地の河川敷の湿地に生育する。 都内では、 区部荒川沿いの低地に群生地が

あっ たが環境変化や河川改修により 自生地が失われた。 北多摩にも 記録があるが絶滅し たと 考

えら れる。

■ 生存を脅かす要因： 河川開発、 湿地開発、 草地開発、 採取、 管理放棄、 遷移進行・ 植生変化。

■ 特記事項：

執 筆 者 御手洗望　

文献一覧 2 7 0

サク ラ ソ ウ
Primula sieboldii

被子植物

サク ラ ソ ウ科

北区産植栽 2 0 2 2 年 4 月 1 4 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

  ○○1 9 9 9 年以前  ▲標本

© 内野秀重
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7 1 7 三校

■ 種の特性と 生育状況： 北海道、 本州、 四国、 九州に分布する多年草。 葉は扁円形、 先は円い

かややへこ み、 基部は心形。 脈に沿っ た白斑はない。 花茎は高さ 1 5 〜 2 0 cm 。 花は5 〜 1 0

個つき 、 白色。 花期は6 〜 7 月。 山地の林内やし ばし ば適湿の草地に生育する。 北多摩や南多

摩では記録があるが、 現状が不明である。 西多摩の山地にごく 稀。

■ 生存を脅かす要因： 森林伐採。

■ 特記事項： 北多摩・ 南多摩では少数の記録があるのみで、 現状の把握が必要である。

執 筆 者 御手洗望　

文献一覧 4 , 6 5 , 1 7 0 , 2 4 7 , 2 7 0

マルバノ イ チヤク ソ ウ
Pyrola nephrophylla

被子植物

ツ ツ ジ科

山梨県 2 0 1 8 年 7 月 2 4 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

  ○○1 9 9 9 年以前  ▲標本

7 1 6 三校

■ 種の特性と 生育状況： 北海道、 本州（ 中部以北） に分布する 多年草。 根茎は這い、 長い匐枝

を つける。 葉は3 〜 5 個叢生し 、 楕円形、 深緑色で光沢がある。 花茎は高さ 1 5 〜 2 0 cm 。 花

は7 〜 1 5 個つき 、 濃い桃色、 径1 2 〜 1 5 cm 。 さ く 果は径7 〜 8 m m 。 花期は6 〜 7 月。 山

地の落葉樹林内に生育し 、 し ばし ば群生する。 西多摩の山地上部にごく 稀に生育する。

■ 生存を脅かす要因： 森林伐採。

■ 特記事項：

執 筆 者 御手洗望　

文献一覧 1 7 0

ベニバナイ チヤク ソ ウ
Pyrola asar ifolia subsp. incarnata

被子植物

ツ ツ ジ科

富士山 2 0 0 2 年 7 月 2 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

  ○○1 9 9 9 年以前  ▲標本

7 1 5 三校

■ 種の特性と 生育状況： 北海道、 本州に分布する多年草。 根茎は細長く 這い、 長い匍匐枝を つ

ける。 葉は4 〜 8 個叢生し 、 楕円形で深い緑色を 帯びる。 花茎は高さ 1 0 〜 2 0 cm 。 花は3 〜

5 個つき 、 白色、 径1 2 〜 1 5 m m 。 花期は 7 〜 8 月。 西多摩の山地上部の二次林内にごく 稀に

生育する。

■ 生存を脅かす要因： 森林伐採。

■ 特記事項：

執 筆 者 御手洗望　

文献一覧 1 7 0 , 2 4 3

コ バノ イ チヤク ソ ウ
Pyrola alpina

被子植物

ツ ツ ジ科

山梨県 1 9 8 9 年 7 月 2 7 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

  ○○1 9 9 9 年以前  ▲標本

7 1 4 三校

■ 種の特性と 生育状況： 北海道、 本州、 四国、 九州に分布する菌従属栄養植物。 全草白色。 高

さ 1 0 〜 3 0 cm 。 茎は直立し 、 肥厚し て 円柱状にな る。 花は1 個頂生し 、 花期は8 〜 1 0 月。

果時には円状球形のさ く 果が直立する 。 多摩部の台地から 丘陵、 山地にかけての二次林などに

生育する。

■ 生存を脅かす要因： 森林伐採。

■ 特記事項：

執 筆 者 御手洗望　

文献一覧 1 0 5 , 1 7 0 , 2 4 3

ギンリョ ウソウモド キ（ アキノ ギンリョ ウソウ）
Monotropa uniflora

被子植物

ツ ツ ジ科

町田市 2 0 0 0 年 9 月 2 2 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

  ○○1 9 9 9 年以前  ▲標本

7 1 3 三校

■ 種の特性と 生育状況： 北海道、 本州、 四国、 九州に分布する腐生植物。 全草薄い黄褐色。 茎

の高さ 1 0 〜 2 0 cm 。葉は退化し た鱗片葉が多数つく 。花冠は下向き に数個つき 、筒状の鐘形で、

長さ １ 〜 1 .5 cm 。 さ く 果は楕円形、 果時には直立する 。 花期は５ 〜８ 月。 林内のやや暗いと

こ ろ に生育する。 都内では北多摩・ 南多摩・ 西多摩の丘陵地から 山地にかけて生育する。

■ 生存を 脅かす要因： 森林伐採。 山林の改変などによる生育環境の変化や宅地開発などが本種

の生存を脅かす主な要因であると 考えら れる。

■ 特記事項： 区部では古い標本記録（ 1 9 2 6 年9 月練馬区、 1 9 0 6 年7 月杉並区） がある が、

現状不明。

執 筆 者 田畑伊織　

文献一覧 2 4 3

シャク ジョ ウソ ウ
Monotropa hypopithys

被子植物

ツ ツ ジ科

八王子市 1 9 8 8 年 7 月 1 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

  ○○1 9 9 9 年以前  ▲標本

7 1 2 三校

■ 種の特性と 生育状況： 北海道、 本州（ 中部以北） に分布する 落葉低木。 葉は互生し 、 楕円形

でやや硬く 、 縁に毛がある。 表面は濃緑色で光沢があり 、 下面は白味を 帯びる。 花序は長さ 5

〜 1 5 cm 、 多数の花を 片側に付け、 苞がある 。 花は下向き 、 淡緑色。 花期は7 〜 8 月。 山地

の落葉樹林に生育する。 西多摩の山地の露岩地などにごく 稀に生育する。

■ 生存を脅かす要因： 森林伐採。

■ 特記事項： ニホンジカ による食害を 受けにく い植物であるが、 分布が局所的である。

執 筆 者 御手洗望　

文献一覧 1 7 0

ハナヒ リ ノ キ
Eubotryoides grayana

被子植物

ツ ツ ジ科

埼玉県 1 9 8 4 年 8 月 2 3 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

  ○○1 9 9 9 年以前  ▲標本
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7 2 3 三校

■ 種の特性と 生育状況： 本州、 四国、 九州に分布する落葉低木。 高さ 1 〜 2 ｍ。 葉はやや薄い。

花は枝の頂に 2 〜 5 個つき 、 葉と と も に開く 。 花冠は朱橙色、 径5 〜 6 cm 。 花期は4 〜 6 月。

多摩部の丘陵から 山地の草地や明るい二次林にごく 稀に生育する 。 区部では過去の情報がある

が、 植栽の可能性がある。

■ 生存を脅かす要因： 草地開発、 採取、 管理放棄、 遷移進行・ 植生変化、 シカ の食害。

■ 特記事項： 西多摩ではニホンジカ の食害の影響も 大き いと 考えら れる。

執 筆 者 御手洗望　

文献一覧 1 7 0 , 2 4 3 , 2 9 0 , 3 2 2

レンゲツ ツジ
Rhododendron molle subsp. japonicum

被子植物

ツ ツ ジ科

町田市 2 0 0 7 年 5 月 8 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

  ○○1 9 9 9 年以前  ▲標本

© 内野秀重

7 2 2 三校

■ 種の特性と 生育状況： 本州（ 関東以西）、 四国、 九州に分布する 常緑低木。 高さ １ 〜２ ｍ。

葉は互生し 披針形、 全縁で外曲する。 裏面に鱗状毛を密生する 。 花は２ 〜６ 個枝先につき 、 淡

い黄色。 花冠はろ う と 状、 径３ 〜４ cm 。 雄し べは1 0 個。 さ く 果は筒形。 花期は４ 月。 川岸の

岸壁や山地の岩尾根などに生育する。 都内では西多摩に分布する。

■ 生存を 脅かす要因： 森林伐採、 採取、 基質・ 基物の減少および消失。 園芸目的の採取及び、

生育環境が岩崖地などの特殊な立地にあるため、 自生地の崩落や生育地の環境変化が本種の生

存を脅かす主な要因であると 考えら れる。

■ 特記事項：

執 筆 者 田畑伊織　

文献一覧 6 5 , 1 3 2

ヒ カ ゲツ ツジ
Rhododendron keiskei

被子植物

ツ ツ ジ科

青梅市 2 0 0 2 年 5 月 8 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

  ○○1 9 9 9 年以前  ▲標本

7 2 1 三校

■ 種の特性と 生育状況： 栃木・ 群馬・ 埼玉・ 東京の４ 都県のみに分布する常緑低木。 高さ 1 ｍ。

葉は長楕円形、 全縁で先がやや丸い。 下面に腺状の鱗片を密生し 、 葉裏は白っ ぽく 見える 。 花

は淡白黄色。 花期は４ 月。 山地の岩場や急傾斜地に生育する。 都内では西多摩に稀に分布する。

■ 生存を 脅かす要因： 森林伐採、 採取、 基質・ 基物の減少および消失、 局所分布。 園芸目的の

採取及び、 生育環境が岩崖地などの特殊な立地にあるため、 自生地の崩落や生育地の環境変化

が本種の生存を脅かす主な要因であると 考えら れる。

■ 特記事項： ヒ カ ゲツツジの変種。 種の保存法に基づき 、 環境省によ り 国内希少野生動植物種

のひと つに指定さ れている。

執 筆 者 田畑伊織　

文献一覧 6 5 , 1 5 2

ウラ ジロヒ カ ゲツ ツジ
Rhododendron keiskei var. hypoglaucum

被子植物

ツ ツ ジ科

奥多摩町 2 0 2 0 年 3 月 2 5 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

  ○○1 9 9 9 年以前  ▲標本

© 田畑伊織

7 2 0 三校

■ 種の特性と 生育状況： 本州（ 関東・ 中部以北） に分布する常緑低木。 高さ １ 〜６ m 。 葉は楕

円状披針形、 長さ ５ 〜 1 5 cm 、 革質、 深緑色で光沢があり 、 下面には淡褐色の棉状毛が密生す

る。 花序は枝の頂につく 。 花は淡紅色。 花冠は径４ 〜６ cm 、 ５ 裂する。 雄し べは1 0 個。 花期

は５ 〜６ 月。 山地の岩がちな林内や林縁に生育する 。 都内では西多摩の高標高地の岩がちな尾

根部に生育する。

■ 生存を 脅かす要因： 森林伐採、 採取、 基質・ 基物の減少及び消失、 局所分布。 山林の改変な

ど によ る 生育環境の変化や園芸目的の採取が本種の生存を 脅かす主な要因である と 考えら れ

る。

■ 特記事項：

執 筆 者 田畑伊織　

文献一覧 1 3 2

アズマシャク ナゲ
Rhododendron degronianum

被子植物

ツ ツ ジ科

奥多摩町 2 0 1 8 年 5 月 1 3 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

  ○○1 9 9 9 年以前  ▲標本

© 田畑伊織

7 1 9 三校

■ 種の特性と 生育状況： 北海道、 本州（ 中部地方以北）、 四国（ 石鎚山） に分布する常緑低木。

高さ １ 〜３ ｍ。 葉は楕円状円形、 長さ ６ 〜 1 8 cm 、 革質、 深緑色で光沢があり 、 下面には淡褐

色の軟毛が密生する。 縁は裏面へ巻く 。 花はほぼ白色で上半分に淡黄緑色の斑点がある 。 花冠

は径３ 〜６ cm 、５ 裂する。 雄し べは1 0 個。 花期は６ 〜７ 月。 山地から 高山の林内に生育する。

都内では西多摩の亜高山帯の岩場に極めて稀に生育する。

■ 生存を 脅かす要因： 森林伐採、 採取、 基質及び基物の減少及び消失、 局所分布。 山林の改変

などによる生育環境の変化や園芸目的の採取が本種の生存を脅かす主な要因であると 考えら れ

る。

■ 特記事項：

執 筆 者 田畑伊織　

文献一覧 3 3 4

ハク サンシャク ナゲ
Rhododendron brachycarpum

被子植物

ツ ツ ジ科

長野県 2 0 1 1 年 7 月 2 4 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

  ○○1 9 9 9 年以前  ▲標本

© 田畑伊織

7 1 8 三校

■ 種の特性と 生育状況： 本州（ 山梨・ 静岡以西）、 四国（ 徳島県） に分布する 落葉低木。 高さ

１ 〜２ ｍ。 葉は互生、 楕円形、 長さ ２ 〜５ cm で、 下面はやや白味を 帯びる。 花冠は筒形、 長

さ 1 2 〜 1 8 m m 、黄緑白色。 雄し べは1 0 個。 花期は５ 〜６ 月。 山地の林縁や岩陰に生育する。

都内では西多摩の高標高地の尾根沿いに極めて稀に生育する。

■ 生存を 脅かす要因： 現状不明。 生育地が少ないう えに情報が不足し ている ため不明である 。

山林の改変などによる生育環境の変化や園芸目的の採取が本種の生存を 脅かす主な要因である

と 考えら れる。

■ 特記事項： 生育分布調査による現状把握が必要。

執 筆 者 田畑伊織　

文献一覧 1 3 3 , 3 3 4

ツリ ガネツ ツジ（ ウスギヨ ウラ ク ）
Rhododendron benhallii

被子植物

ツ ツ ジ科

奥多摩町 2 0 1 6 年 6 月 1 0 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

  ○○1 9 9 9 年以前  ▲標本
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7 2 9 三校

■ 種の特性と 生育状況： 本州（ 関東地方以西）、 四国、 九州、 南西諸島に分布する 常緑低木。

高さ 5 0 〜 1 0 0 cm 、 葉は革質、 卵形で鋭頭または鋭尖頭。 枝に刺があり 、 普通葉に十字対生

するよう に出る。 刺は葉の長さ の半長以下で、 葉の2 /3 より 長いアリ ド オシと 区別する。 南多

摩の丘陵で常緑樹林内にごく 稀に生育する。

■ 生存を脅かす要因： 森林伐採。

■ 特記事項：

執 筆 者 御手洗望　

文献一覧 6 5 , 2 4 3

オオアリド オシ（ ニセジュズネノ キ）
Damnacanthus indicus subsp. major

被子植物

ア カ ネ科

八王子市 2 0 2 0 年 1 1 月 2 9 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

  ○○1 9 9 9 年以前  ▲標本

© 内野秀重

7 2 8 三校

■ 種の特性と 生育状況： 関東地方、 中部地方（ 山梨県・ 長野県南部・ 静岡県東部） に分布する

落葉低木。 高さ 1 m ほど。 若枝にはやや稜がある。 葉は楕円形で、 長さ 1 .3 〜 3 .5 cm 。 前年

の枝先についた花芽から 伸びた総状花序に 1 〜 4 個の花を つける。 花期は6 〜 7 月。 果実は

球形で、 黒熟する。 南多摩と 西多摩の丘陵から 山地の林縁に点在する 。 北多摩では過去の記録

はあるが、 現状が不明である。

■ 生存を脅かす要因： 森林伐採。

■ 特記事項：

執 筆 者 御手洗望　

文献一覧 4 , 6 5 , 2 4 3 , 2 7 0 , 2 9 0

スノ キ
Vaccinium smallii var . glabrum

被子植物

ツ ツ ジ科

八王子市 2 0 1 5 年 4 月 2 2 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

  ○○1 9 9 9 年以前  ▲標本

7 2 7 三校

■ 種の特性と 生育状況： 本州（ 岩手県以南の太平洋側）、 四国に分布する落葉小高木。 高さ ４

〜７ ｍ。 樹皮はう ろ こ 状、 上方でよく 分枝する。 葉は枝先に 5 個集まっ てつく 。 葉の縁は紅色

を 帯び、 細かい毛が密生する 。 花は展葉と ほぼ同時。 花冠は白色、 径３ 〜４ cm 、 雄し べは1 0

個。 さ く 果は卵形。 花期は5 月。 山地の岩場や急斜面に生育する。 都内では西多摩の山地の尾

根部に生育する。

■ 生存を 脅かす要因： 森林伐採、 採取、 基質・ 基物の減少及び消失。 植生遷移の進行や園芸目

的の採取が本種の生存を 脅かす主な要因であると 考えら れる。

■ 特記事項：

執 筆 者 田畑伊織　

文献一覧 1 3 2

シロ ヤシオ
Rhododendron quinquefolium

被子植物

ツ ツ ジ科

青梅市 2 0 0 2 年 5 月 8 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

  ○○1 9 9 9 年以前  ▲標本

7 2 6 三校

■ 種の特性と 生育状況： 本州（ 福島以西〜三重県） の太平洋側に分布する落葉小高木。 高さ ２

〜６ ｍ。 葉は枝先に５ 個集まる 。 葉先は短く と がり 、 縁に毛が生える。 花は葉が展葉する前に

開花し 、 花冠は淡紅紫色、 雄し べは1 0 個。 花柄に腺毛がある。 さ く 果は長さ 1 5 〜 2 5 m m 。

花期は４ 〜５ 月。 山地の岩の多い斜面や尾根部の自然林に生育する 。 都内では主に多摩川より

北側の西多摩の山地尾根部に分布する。

■ 生存を 脅かす要因： 森林伐採、 採取、 基質・ 基物の減少及び消失。 植生遷移の進行や園芸目

的の採取が本種の生存を 脅かす主な要因であると 考えら れる。

■ 特記事項： アケボノ ツツジの変種。

執 筆 者 田畑伊織　

文献一覧 1 3 2

アカ ヤシオ
Rhododendron pentaphyllum var. n ikoense

被子植物

ツ ツ ジ科

奥多摩町 2 0 1 9 年 4 月 2 5 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

  ○○1 9 9 9 年以前  ▲標本

© 田畑伊織

7 2 5 三校

■ 種の特性と 生育状況： 北海道、 本州、 四国、 九州に分布する 落葉低木。 高さ 0 .5 〜３ ｍ。 葉

は２ 〜５ cm の楕円形、 表面と 縁には毛がある 。５ 〜７ 月に枝先に暗赤褐色の花が３ 〜６ 個つ

く 。 花冠は長さ ５ 〜７ m m の歪んだ壺型で先はごく 浅く ５ 裂する。 花柄には腺毛が多い。 冷

温帯から 亜寒帯の林内に生育する。 都内では西多摩の高標高地の尾根部に稀に生育する。

■ 生存を 脅かす要因： 森林伐採。 山林の改変などによる生育環境の変化が本種の生存を 脅かす

主な要因であると 考えら れる。

■ 特記事項：

執 筆 者 田畑伊織　

文献一覧 1 3 2

コ ヨ ウラ ク ツ ツジ
Rhododendron pentandrum

被子植物

ツ ツ ジ科

奥多摩町 2 0 2 2 年 5 月 1 9 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

  ○○1 9 9 9 年以前  ▲標本

© 田畑伊織

7 2 4 三校

■ 種の特性と 生育状況： 本州（ 関東・ 中部地方） に分布する落葉低木。 高さ 0 .5 〜２ ｍ。 葉は

互生、 楕円形、 長さ ２ 〜６ cm  で、 表面に毛がある。 下面はやや白味を 帯びる。 花冠は狭鐘形、

長さ 1 0 .5 〜 1 4 m m 、 薄紫色である が変異がある。 雄し べは1 0 個。 花期は６ 月。 山地の落葉

樹林に生育する。 都内では西多摩の高標高地の尾根部に極めて稀に生育する。

■ 生存を 脅かす要因： 森林伐採、 採取、 基質・ 基物の減少及び消失、 局所分布。 山林の改変な

どによ る 生育環境の変化や園芸目的の採取が本種の生存を 脅かす主な要因である と 考えら れ

る。

■ 特記事項： ウラ ジロヨ ウラ ク の品種。 日本固有種。

執 筆 者 田畑伊織　

文献一覧 1 3 1 , 1 3 2 , 1 3 3

アズマツリ ガネツ ツジ（ ウラ ジロヨ ウラ ク ）
Rhododendron multiflorum f. brevicalyx

被子植物

ツ ツ ジ科

山梨県 2 0 1 2 年 6 月 1 4 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

  ○○1 9 9 9 年以前  ▲標本

© 田畑伊織
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7 3 5 三校

■ 種の特性と 生育状況： 北海道、 本州、 四国、 九州に分布する 多年草。 茎は斜上し 、 高さ 3 0

〜 5 0 cm 。 葉は4 個輪生。 花はごく 小型で径1 m m 、花冠は3 裂。 果実は無毛。 花期は5 〜 7 月。

山地の沢沿いの林内や湿地に生え、 小群落を 構成する。 都内本土部の各地で記録があるが、 区

部・ 北多摩・ 南多摩は絶滅し たと 考えら れる。 西多摩はごく 稀に生育する。

■ 生存を脅かす要因： 湿地開発、 草地開発、 管理放棄、 遷移進行・ 植生変化。

■ 特記事項： 西多摩では青梅市の記録があるが、 現状の把握が必要である。

執 筆 者 御手洗望　

文献一覧 2 8 , 1 0 5 , 2 4 3

ホソ バノ ヨ ツ バムグラ
Galium tr ifidum var. brevipedunculatum

被子植物

ア カ ネ科

八王子市 1 9 8 4 年 6 月 1 4 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

  ○○1 9 9 9 年以前  ▲標本

7 3 4 三校

■ 種の特性と 生育状況： 本州（ 関東、 中部） に分布する 多年草。 茎は高さ 3 0 〜 5 0 cm 。 葉は

4 〜 6 個輪生し 、長さ 1 〜 3 cm 。 茎の上端に細い柄を 出し て、多数の花をつける。 花冠は白色、

4 裂し 、 径2 m m 。 果実は無毛。 花期は6 〜 7 月。 低地の湿原に群生するが、 過去に記録のあ

る区部や北多摩では絶滅し たと 考えら れる。

■ 生存を脅かす要因： 森林伐採、 遷移進行・ 植生変化。

■ 特記事項： 区部を はじ め、 本来生育環境がない西多摩や南多摩から も 未確認の生育情報があ

り 、 現状確認が必要である 。 形態が類似する外来種シラ ホシムグラ の分布が広がっ ているこ と

も あり 、 注意が必要である。

執 筆 者 御手洗望　

文献一覧 2 7 0

ハナムグラ
Galium tokyoense

被子植物

ア カ ネ科

群馬県 2 0 0 1 年 5 月 2 6 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

  ○○1 9 9 9 年以前  ▲標本

7 3 3 三校

■ 種の特性と 生育状況： 本州（ 千葉、 東京、 神奈川） に分布する多年草。 全草にク マリ ン臭が

ある。 茎はつる状で長さ 4 0 〜 6 0 cm 。 茎葉には刺状の毛はない。 葉は4 〜 5 個輪生し 、 長さ

1 〜 1 .5 cm 。 花は細長い花序につき 、白色で径1 .5 m m 、花冠は4 裂。 果実は無毛。 花期は8 月。

北多摩や南多摩の多湿な草地や林縁に、 ごく 稀に生育する 。 区部でも 過去の記録があるが、 絶

滅し たと 考えら れる。

■ 生存を脅かす要因： 森林伐採、 遷移進行・ 植生変化。

■ 特記事項：

執 筆 者 御手洗望　

文献一覧 8 0 , 2 4 3 , 2 9 0

ヤブ ムグラ
Galium niewerthii

被子植物

ア カ ネ科

日野市 1 9 8 5 年 1 0 月 1 2 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

  ○○1 9 9 9 年以前  ▲標本

7 3 2 三校

■ 種の特性と 生育状況： 本州、 四国、 九州に分布する 多年草。 茎は直立し て 3 0 〜 6 0 cm 。 葉

は4 枚輪生し て、 柄がなく 、卵状披針形または卵形で、長さ 2 〜 8 cm 。 3 本の目立つ脈がある。

茎上部に集散花序をつく り 、 まばら に多数の白色の花をつける 。 都内本土部の各地に分布する

が、 区部では絶滅し たと 考えら れる 。 北多摩や南多摩では稀。 西多摩は各地でみら れ、 特に石

灰岩地に多い。

■ 生存を脅かす要因： 森林伐採、 遷移進行・ 植生変化。

■ 特記事項： ニホンジカ が高密度に生息する地域でも 、 矮性化し て存続し ている。

執 筆 者 御手洗望　

文献一覧 4 , 6 5 , 1 0 5 , 2 4 3

キヌタ ソ ウ
Galium kinuta

被子植物

ア カ ネ科

町田市 2 0 0 9 年 7 月 3 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

  ○○1 9 9 9 年以前  ▲標本

© 内野秀重

7 3 1 三校

■ 種の特性と 生育状況： 北海道、 本州、 四国、 九州に分布する多年草。 茎は軟ら かく 、 高さ 約

3 0 cm 。葉は4 個輪生。花柄に 1 個の目立つ苞がある。花は枝先に 1 〜 3 個つく 。花冠は4 裂し 、

径1 m m 。 果実は上向き の曲がっ た毛が密に生える。 花期は5 〜 6 月。 区部や南多摩、 西多摩

の低地から 丘陵、 山地の草原、 林縁に局所的に群生する。

■ 生存を脅かす要因： 森林伐採、 遷移進行・ 植生変化、 シカ の食害。

■ 特記事項：

執 筆 者 御手洗望　

文献一覧 1 7 0 , 2 0 2 , 2 4 3

キク ムグラ
Galium kikumugura

被子植物

ア カ ネ科

八王子市 2 0 0 2 年 4 月 1 8 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

  ○○1 9 9 9 年以前  ▲標本

7 3 0 三校

■ 種の特性と 生育状況： 北海道、 本州、 四国、 九州に分布する多年草。 茎は高さ 2 0 〜 5 0 cm 。

葉は6 個輪生、 披針形で先はと がる 。 花は白色、 花冠は 4 裂し 、 径2 .5 m m 。 果実はかぎ状の

毛を密生する。 花期は5 〜 7 月。 山地の明るい林内から 林縁に生育する。 南多摩や西多摩の山

地の樹林内にごく 稀。 区部に過去の記録があるが、 絶滅し たと 考えら れる。

■ 生存を脅かす要因： 森林伐採、 遷移進行・ 植生変化、 シカ の食害。

■ 特記事項：

執 筆 者 御手洗望　

文献一覧 1 7 0 , 2 4 3 , 2 7 0

ク ルマムグラ
Galium japonicum

被子植物

ア カ ネ科

岩手県 1 9 9 8 年 5 月 3 0 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

  ○○1 9 9 9 年以前  ▲標本
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7 4 1 三校

■ 種の特性と 生育状況： 本州（ 関東北部から 中部）、 九州（ 北部） に分布する つる性の多年草。

葉は6 〜 8 個輪生、 卵形で基部は心形、 先は尾状にと がる。 花は集散花序につき 、 黄緑色、 径

3 m m 。液果は黒熟する。花期は7 〜 9 月。西多摩の山地の二次林内や林縁にごく 稀に生育する。

■ 生存を脅かす要因： シカ の食害。

■ 特記事項： 現況を 把握する必要があるが、 アカ ネ R. a rgyi と の区別が難し い個体も あり 、 留

意が必要である。

執 筆 者 御手洗望　

文献一覧 1 5 2 , 1 7 0

オオアカ ネ
Rubia hexaphylla

被子植物

ア カ ネ科

0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

  ○○1 9 9 9 年以前  ▲標本

7 4 0 三校

■ 種の特性と 生育状況： 本州（ 関東南部から 近畿） に分布する 多年草。 高さ 1 5 〜 3 0 cm 。 葉

はまばら に対生する。 花冠は白色、 基部は筒状で先端は5 裂。 花糸は突き 出る。 さ く 果は萼に

包まれ横を 向く 。 花期は7 〜 8 月。 不安定な斜面地などに生育する。 南多摩の丘陵の陰湿な林

縁等に、 ごく 稀に生育する。

■ 生存を脅かす要因： 森林伐採、 人の踏みつけ。

■ 特記事項：

執 筆 者 御手洗望　

文献一覧 2 4 3 , 2 6 5

シロ バナイ ナモリ ソ ウ
Pseudopyxis heterophylla

被子植物

ア カ ネ科

八王子市 2 0 1 2 年 7 月 3 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

  ○○1 9 9 9 年以前  ▲標本

© 内野秀重

7 3 9 三校

■ 種の特性と 生育状況： 本州（ 関東南部以西）、 四国、 九州に分布する多年草。 高さ 3 〜 5 cm 。

葉は対生、 卵形で 2 対ほど地際に広げる 。 花は葉腋に 1 〜 2 個つく 。 花冠は紅紫色、 基部は筒

状で先端は5 裂する。 さ く 果に萼片が残る。 花期は5 〜 6 月。 不安定な斜面地などに生育する。

南多摩や西多摩の二次林林床などに生育する。 西多摩ではごく 稀。

■ 生存を脅かす要因： 森林伐採、 人の踏みつけ。

■ 特記事項： 西多摩での近年の生育状況が不明のため、 現状の把握が必要である。

執 筆 者 御手洗望　

文献一覧 5 9 , 2 4 3

イ ナモリ ソ ウ
Pseudopyxis depressa

被子植物

ア カ ネ科

八王子市 2 0 0 6 年 6 月 9 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

  ○○1 9 9 9 年以前  ▲標本

7 3 8 三校

■ 種の特性と 生育状況： 本州、 四国、 九州、 南西諸島に分布する一年草。 茎は基部から 枝分か

れし て長さ 1 0 〜 2 5 cm 。 葉は対生し 線形。 花は茎頂に少数つき 白色。 花冠は筒状で 4 裂。 果

実はさ く 果で球形。 花期は9 〜 1 0 月。 主に湿地や水田周辺に生育する。 都内本土部でごく 稀

にみら れる。

■ 生存を脅かす要因： 湿地開発、 草地開発、 管理放棄。

■ 特記事項：

執 筆 者 御手洗望　

文献一覧 2 0 3 , 2 4 3 , 3 0 9

フ タ バムグラ
Oldenlandia brachypoda

被子植物

ア カ ネ科

八王子市 2 0 1 9 年 8 月 1 2 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

  ○○1 9 9 9 年以前  ▲標本

7 3 7 三校

■ 種の特性と 生育状況： 北海道、 本州、 四国、 九州に分布する 多年草。 茎は這い、 長さ 2 0 〜

4 0 cm 。 葉は対生、 卵形、 常緑で光沢がある。 花は2 個接し てつく 。 花冠は白色、 漏斗状で先

端は4 裂し 、内面に毛がある。 果実は石果で赤く 熟す。 花期は6 月。 丘陵地から 山地にかけて、

針葉樹植林地や二次林の林床に生育する。 し ばし ばマッ ト 状になる。 北多摩ではごく 稀だが、

南多摩や西多摩では各地に存続し ている。

■ 生存を 脅かす要因： 森林伐採、 人の踏みつけ、 不適切な環境管理、 管理放棄、 遷移進行・ 植

生変化。

■ 特記事項：

執 筆 者 御手洗望　

文献一覧 1 7 0 , 2 4 3

ツルアリド オシ
Mitchella  undulata

被子植物

ア カ ネ科

青梅市 2 0 2 1 年 6 月 8 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

  ○○1 9 9 9 年以前  ▲標本

© 内野秀重

7 3 6 三校

■ 種の特性と 生育状況： キバナカ ワラ マツバを 含む。 北海道、 本州、 四国、 九州に分布する 多

年草。 茎は直立し 高さ 5 0 〜 8 0 cm 、 軟毛がある。 葉は8 〜 1 0 個輪生し 、 極めて細い。 花は

円錐状に多数つき、 白色ま たは黄色。 花冠は4 裂、 径2 m m 。 果実は無毛。 花期は6 〜 9 月。

低地から 山地にかけての草原や芝草地、 河川敷等に生育する。 多摩部ではごく 稀。 区部では絶

滅し たと 考えら れる。

■ 生存を脅かす要因： 河川開発、 湿地開発、 草地開発、 管理放棄、 遷移進行・ 植生変化。

■ 特記事項：

執 筆 者 御手洗望　

文献一覧 2 8 , 2 4 3

カ ワラ マツ バ
Galium verum

被子植物

ア カ ネ科

奥多摩町 1 9 9 0 年 9 月 1 9 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

  ○○1 9 9 9 年以前  ▲標本
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7 4 7 三校

■ 種の特性と 生育状況： 北海道、 本州、 四国に分布する一年草。 茎はつる 性で繊細。 他のも の

に巻き つき ながら 高さ 1 ｍ内外になる。 葉は対生し 、 扁平な線状。 葉裏は紫色になら ない。 花

冠は長さ ３ 〜 3 .5 cm 、 先端は４ 裂する。 花は白色〜青紫色を 帯びる 。 さ く 果は長さ 約１ cm 。

花期は９ 〜 1 0 月。 山地の林縁や藪に生育する。 都内では西多摩の山地に稀に生育する。

■ 生存を 脅かす要因： 各種開発、 森林伐採、 遷移進行・ 植生変化。 山林の改変などが本種の生

存を脅かす主な要因であると 考えら れる。

■ 特記事項：

執 筆 者 田畑伊織　

文献一覧 6 5

ホソ バノ ツルリ ンド ウ
Pterygocalyx volubilis

被子植物

リ ン ド ウ科

檜原村 2 0 2 0 年 1 0 月 3 0 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

  ○○1 9 9 9 年以前  ▲標本

© 田畑伊織

7 4 6 三校

■ 種の特性と 生育状況： 北海道、本州、四国、九州に分布する一年草または二年草。 茎は直立し 、

高さ 1 0 〜 6 0 cm 、 やや分枝し 、 四稜がある。 葉は対生し 、 長楕円形で先端が鋭く と がり 3 脈

がある。 花は薄黄色。 4 数性。 花冠は狭い卵形。 花期は9 月。 西多摩の山地上部の防火帯の草

原にごく 稀に生育する。

■ 生存を脅かす要因： 管理放棄、 遷移進行・ 植生変化、 シカ の食害、 局所分布。

■ 特記事項：

執 筆 者 御手洗望　

文献一覧 1 5 2 , 1 7 0

ハナイカリ
Halenia corniculata

被子植物

リ ン ド ウ科

山梨県 1 9 8 0 年 8 月 1 6 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

  ○○1 9 9 9 年以前  ▲標本

7 4 5 三校

■ 種の特性と 生育状況： 本州（ 秩父山地・ 南アルプスの一部・ 伊吹山） に希産する一年草また

は越年草。 茎は高さ ８ 〜 1 5 cm 、 単一またはわずかに分枝し 、 円く 、 狭い膜質の翼がある。 茎

葉は対生し 、 卵状楕円形で長さ 1 0 〜 1 5 cm 。 花冠は薄紫色で筒状、 長さ 2 cm 内外。 深山の

石灰岩地の湿っ た林床などに生育する。 都内では西多摩の石灰岩地に極めて稀に生育する。

■ 生存を 脅かす要因： 森林伐採、 石灰採掘、 局所分布。 生育環境は石灰岩地などの特殊な立地

にあり 、 山林の改変などによる生育環境の変化や石灰採掘などによる生育地の破壊が本種の生

存を脅かす主な要因であると 考えら れる。

■ 特記事項： 年により 出現する株数の増減の変動が大き い。 現在確認さ れている都内の生育地

は比較的人の手が入っ た場所で あり 、 今後の

生育地の改変による影響が懸念さ れる。

執 筆 者 田畑伊織　

文献一覧 3 2 1

チチブリ ンド ウ
Gentianopsis contorta

被子植物

リ ン ド ウ科

奥多摩町 2 0 1 9 年 9 月 1 0 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

  ○○1 9 9 9 年以前  ▲標本

© 田畑伊織

7 4 4 三校

■ 種の特性と 生育状況： 北海道、 本州、 四国、 九州に分布する二年草。 根葉はロゼッ ト 状。 高

さ 5 〜 1 5 cm 。 茎葉は卵状披針形。 花は茎の頂き に 1 個つく 。 萼裂片は菱形で反曲し ない。 花

冠は淡青紫色で、 長さ 2 〜 3 cm 。 花期は3 〜 5 月。 やや湿っ た芝草地に生育する。 区部で過

去の記録があるが、 絶滅し たと 考えら れる。

■ 生存を脅かす要因： 森林伐採、 管理放棄、 遷移進行・ 植生変化。

■ 特記事項：

執 筆 者 御手洗望　

文献一覧 2 7 0

ハルリ ンド ウ
Gentiana  thunbergii

被子植物

リ ン ド ウ科

1 9 8 0 年 5 月 4 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

  ○○1 9 9 9 年以前  ▲標本

7 4 3 三校

■ 種の特性と 生育状況： 本州、 九州に分布する二年草。 高さ 2 〜 1 0 cm 。 茎は基部から 分枝し

て叢生する。 ロ ゼッ ト 葉は厚い。 茎葉は対生。 花冠は長さ 1 2 〜 1 5 m m 、 淡い青色を 帯びる 。

萼裂片は卵形。 さ く 果に長い柄がある。 花期は3 〜 5 月。 丘陵の草原や芝草地に生育する。 区

部は過去に記録があるが、 絶滅し たと 考えら れる。 多摩部は丘陵にごく 稀。

■ 生存を脅かす要因： 森林伐採、 管理放棄、 遷移進行・ 植生変化。

■ 特記事項：

執 筆 者 御手洗望　

文献一覧 1 7 0 , 2 4 3 , 2 7 0

コ ケリ ンド ウ
Gentiana  squarrosa

被子植物

リ ン ド ウ科

八王子市 1 9 8 5 年 5 月 1 5 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

  ○○1 9 9 9 年以前  ▲標本

7 4 2 三校

■ 種の特性と 生育状況： 本州、 四国、 九州、 南西諸島に分布する 多年草。 茎は直立し 、 高さ

2 0 〜 1 0 0 cm 。 葉は対生、 卵状披針形で 3 脈が目立ち、 先は長く と がり 、 柄はない。 花期は9

〜 1 1 月。 花は茎頂およ び上部の葉腋につく 。 花冠は紫色、 先は5 裂し 、 副片は三角形で小歯

がある。 二次林の林縁や草地、 がれ場に生育する 。 都内本土部の低地から 山地まで広く 分布す

るが、 区部では近年の状況が不明である。

■ 生存を脅かす要因： 草地開発、 採取、 管理放棄、 遷移進行・ 植生変化。

■ 特記事項： 区部での現状の把握が必要である。

執 筆 者 御手洗望　

文献一覧 4 , 6 5 , 1 0 5 , 1 6 1 , 2 4 3

リ ンド ウ
Gentiana  scabra var. buerger i

被子植物

リ ン ド ウ科

町田市 2 0 1 9 年 1 1 月 1 7 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

  ○○1 9 9 9 年以前  ▲標本

© 内野秀重
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7 5 9 再校

■ 種の特性と 生育状況： 広く ､ 北海道から 本州、 四国、 九州に分布する 多年草で、 山地の落葉

樹林内に生育する 。 全体密に軟毛がある 。 高さ 4 0 〜 8 0 cm 。 葉は対生、 裏面の脈が著し い。

花期は５ 〜６ 月。 花は濃褐紫色。 花冠は５ 裂。 袋果は７ 〜８ cm 。 都内では西部山地の自然林

内にき わめて稀に見ら れるだけで、 北多摩では絶滅、 南多摩の丘陵部では近年、 確認でき ない

状況と なっ ている。

■ 生存を 脅かす要因： 生育環境が都市近郊の農村の林縁、 低山地の草地などであり 、 こ う し た

場所の開発、管理放棄による草地環境の変化が本種の生育基盤を 悪化さ せたも のと 考えら れる。

■ 特記事項： 園芸目的の採取の可能性も ある。

執 筆 者 奧田重俊　

文献一覧 1 7 , 2 2 4 , 2 5 9 , 2 7 0

フ ナバラ ソ ウ
Vincetoxicum atratum

被子植物

キョ ウチク ト ウ科

八王子市 2 0 0 3 年 6 月 5 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

○○1 9 9 9 年以前 ▲標本

7 5 8 再校

■ 種の特性と 生育状況： 関東地方から 四国、 九州に分布する 多年草で、 山地の落葉樹林内に生

育する。 茎は直立し 、 高さ 3 0 〜 6 0 cm 。 葉は対生、 卵形で先は尖る。 花期は６ 月。 花は茎頂

に集まり 白色。 花冠は５ 裂し 径２ cm 。 果実は袋果で長さ 約５ cm 。 都内では西部山地の自然林

内に稀に見ら れる。

■ 生存を 脅かす要因： 生育環境が山地の落葉樹林の林間草地であり 、 さ ら に、 樹林化による環

境変化などにより 自生地が局限まで減少し たも のと 考えら れる 。 植生遷移に留意し て本種の生

育環境を保全する必要がある

■ 特記事項： 日本固有種である。

執 筆 者 奧田重俊　

文献一覧 1 6 8 , 1 7 3

ク サタ チバナ
Vincetoxicum acuminatum

被子植物

キョ ウチク ト ウ科

奥多摩町 2 0 1 8 年 5 月 2 9 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

○○1 9 9 9 年以前 ▲標本

7 5 7 再校

■ 種の特性と 生育状況： 本州、 四国、 九州に分布する つる性の多年草で、 二次林の林縁や原野

などに生育する。 茎は細い。 葉は対生し 、 卵状披針形で基部は著し く 心形と なる 。 花期は７ 〜

８ 月。 花冠は径４ 〜５ m m 、 暗紫色で５ 裂する。 袋果は２ 個、 水平に開出する。 都内では各地

から 記録があるが、 区部では絶滅、 多摩部でも ごく 限ら れた場所に残存するだけの危機的な状

況と なっ ている。

■ 生存を 脅かす要因： 東京都は本種の分布東限域に近く 、 都内の自生地はも と より 限ら れてい

たも のと 推測さ れる 。 それに加えて、 明るい林縁草地や草原環境が失われ、 自生地がさ ら に減

少し ていっ たも のと 考えら れる

■ 特記事項： 本種はかつてコ バノ カ モメ ヅルと

混同さ れてき た経緯があり 、 記録や報告があ

る が実態不明な場所が少なく な い。 都内にお

ける分布実態を再調査する必要がある。

執 筆 者 奧田重俊　

文献一覧 1 7 , 1 7 3 , 2 9 0

コ カ モメ ヅル
Tylophora flor ibunda

被子植物

キョ ウチク ト ウ科

奥多摩町 2 0 2 0 年 9 月 1 0 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

○○1 9 9 9 年以前 ▲標本

© 内野秀重

7 5 6 再校

■ 種の特性と 生育状況： 関東地方から 四国、 九州に分布するつる性の多年草で、 山地の二次林

や林縁に生育する 。 葉は対生し 、 心円形。 花期は７ 〜８ 月。 花は葉柄より 短い柄の先に散形に

集まり 、 淡黄緑色。 花冠は５ 裂するがほと んど開かず、 裂片は反曲し ない。 都内では多摩部の

丘陵地から 山地の明るい二次林の林縁に散生するが、 近年、 南多摩などで新たな生育地が見つ

かる事例も 見ら れる。

■ 生存を 脅かす要因： 生育環境が林縁や草地のため、 樹林の荒廃やのり 面造成、 外来種の繁茂

など、 複合的要因により 減少するこ と から 、 土地造成に際し て保全対策が必要である。

■ 特記事項： つる植物のため、 競合する植物の除去など個別的な管理が必要である。

執 筆 者 奧田重俊　

文献一覧 1 7 , 1 7 3

コ イ ケマ
Cynanchum wilfordii

被子植物

キョ ウチク ト ウ科

八王子市 2 0 2 1 年 6 月 2 2 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

○○1 9 9 9 年以前 ▲標本

© 内野秀重

7 5 5 再校

■ 種の特性と 生育状況： 広く ､ 北海道から 九州にかけて分布する多年草で、 河畔の湿地に生育

する。 茎は直立し 、 高さ 4 0 〜 8 0 cm 。 葉は披針形、 花期は５ 〜６ 月。 花は茎の先端に集まる。

花冠は青色、 高杯形で５ 裂する 。 果実は細長い柱状で２ 個ずつ付く 。 都内では区部に記録があ

るも のの絶滅と 考えら れる。

■ 生存を 脅かす要因： 生育環境が河畔の湿地のため、 土地造成などで絶滅し たも のと 考えら れ

る。 鑑賞用に栽培さ れるこ と も あり 、 園芸目的の採取がさ れやすい。

■ 特記事項： 再発見の場合には、 生育地の管理（ 草刈り 、 外来種の除去など） を継続するなど、

個別的な管理が必要である。

執 筆 者 奧田重俊　

文献一覧 2 7 0

チョ ウジソ ウ
Amsonia elliptica

被子植物

キョ ウチク ト ウ科

栃木県産植栽 2 0 2 2 年 4 月 2 8 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

○○1 9 9 9 年以前 ▲標本

© 内野秀重

7 5 4 再校

■ 種の特性と 生育状況： 本州、 四国、 九州およ び南西諸島に分布する一年草で、 丘陵地の草原

や芝地に生育する。 高さ ５ 〜 1 5 cm 。 茎はごく 繊細、 下部に数対の葉が対生につく 。 葉身は卵

形。 花は枝先に数個、 やや輪状に付く 。 花期は８ 〜 1 0 月。 花冠は白色。 径約３ m m 。 さ く 果

は卵形。 都内では区部、 多摩部の丘陵地の日の当たる裸地や農道脇などに見ら れる。

■ 生存を脅かす要因： 生育環境は都市近郊の公園等の芝地から 郊外の耕作地周辺までに及ぶが、

いずれも 定期的な草刈り が維持さ れた低茎草地であり 、 地域的開発による自生地の消滅だけで

なく 、管理の停止による植生遷移の進行も 本種の自生地激減の要因と なっ たも のと 考えら れる。

■ 特記事項： 本種は、 植物体が小さ いこ と から 自生地が見逃さ れ、 都内全域の生育状況が十分

に把握さ れていない可能性が高い。

執 筆 者 奧田重俊　

文献一覧 2 0 3 , 2 4 3

アイ ナエ
Mitrasacme pygmaea

被子植物

マ チン 科

八王子市 2 0 1 9 年 9 月 2 8 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

○○1 9 9 9 年以前 ▲標本
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7 6 5 再校

■ 種の特性と 生育状況： 関東以西、 四国、 九州に分布する多年草で、 山地の二次林や林縁に生

育する。 高さ 5 0 〜 8 0 cm 。 葉は長楕円形、 先端は尖り 、 基部は細く なる。 花は茎の先端に数

個つく 。 花期は５ 〜６ 月。 花冠は青紫色、筒状で長さ 約１ cm 、先端は５ 裂する。 分果は灰白色。

都内では西部山地を中心に分布する。

■ 生存を 脅かす要因： 生育環境が渓谷沿いの湿潤地であるため、 土地造成や森林伐採に際し て

保全対策が必要である。 生育地の管理（ 草刈り など） を 継続する必要がある。

■ 特記事項： 個体数が少ないため、 競合する雑草の除去など個別的な管理が必要である。 本種

はシカ 不嗜好性植物と し て知ら れている。

執 筆 者 奧田重俊　

文献一覧 1 6 8 , 2 2 0 , 2 4 3 , 2 4 7

サワルリ ソ ウ
Ancistrocarya japonica

被子植物

ムラ サキ科

八王子市 1 9 7 9 年 6 月 1 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

○○1 9 9 9 年以前 ▲標本

7 6 4 再校

■ 種の特性と 生育状況： 北海道から 近畿地方に分布する多年草で､ 山麓の林縁に生育する。 茎

はつるになっ て長く のびる。 葉は対生し 、大型で長さ 約1 0 cm 、幅２ 〜３ cm ある。 花期は６ 月。

花は緑黄白色、直径２ 〜３ cm 。 袋果は披針形。 コ バノ カ モメ ヅルの変種である。 都内では区部、

豊島区の目白に記録があるが、 絶滅し たも のと 考えら れる。

■ 生存を 脅かす要因： 従来から 稀産な植物であっ たう えに開発により 消滅し たも のと 考えら れ

る。

■ 特記事項： 都市化し たエリ アだが、 断片的に緑地等の残るエリ アであり 、 再発見の可能性は

残さ れている。

執 筆 者 奧田重俊　

文献一覧 6 5 , 2 7 0

シロ バナカ モメ ヅル
Vincetoxicum sublanceolatum var. macranthum

被子植物

キョ ウチク ト ウ科

福島県　 2 0 1 2 年 7 月 2 8 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

○○1 9 9 9 年以前 ▲標本

© 石黒久美

7 6 3 再校

■ 種の特性と 生育状況： 関東地方から 近畿地方に分布するつる 性の多年草で山地の二次林など

の林縁草地に生育する 。 葉は対生、 楕円状披針形。 花は花柄の先に散形状に付く 。 花期は５ 〜

６ 月。 花色は暗紫色。 コ バノ カ モメ ヅルの変種で、 基本種より 花が大き い。 都内では区部で絶

滅、 南多摩から 西多摩にかけての丘陵地の林縁草地に点在し ている 。 また、 北多摩での分布に

ついては不明な点が多い。

■ 生存を 脅かす要因： 生育環境が里山の二次林林縁や草地、 河川堤防などである。 開発さ れや

すい場所のため、 土地造成に際し て保全対策が必要であると と も に、 定期的な草地の管理など

を 継続する必要がある。

■ 特記事項： コ バノ カ モメ ヅルと 誤認し やすい

が、 本種の花冠裂片は細く 伸長し て 花径は

2 0 m m 以上と なり 、 葉も 長大と なる 。 花冠の

緑黄色品も ある。

執 筆 者 奧田重俊　

文献一覧 6 5 , 1 9 4 , 2 4 7

ジョ ウシュウカ モメ ヅル
Vincetoxicum sublanceolatum var. auricula tum

被子植物

キョ ウチク ト ウ科

町田市 2 0 0 9 年 9 月 1 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

○○1 9 9 9 年以前 ▲標本

© 内野秀重

7 6 2 再校

■ 種の特性と 生育状況： 広く 北海道、 本州、 四国、 九州に分布する多年草で丘陵地の適湿な草

地に生育する。 茎は直立し てき わめて細く 、 高さ 4 0 〜 1 0 0 cm 。 葉は対生し 細い。 花は長い

柄の先に、 数個集まる。 花期は７ 〜８ 月で、 夜間から 早朝にかけて咲く 。 花冠は５ 裂し 、 黄褐

色。 果実は披針形。 都内では区部では絶滅、 低地の河川堤防や丘陵地の谷戸草地などに生育地

が残さ れている。

■ 生存を脅かす要因： 土地造成はも と より 、 草地の管理の停止、 谷戸の耕作地放棄などにより 、

樹林化が進行し 、 生育に適し た環境が短期間に失われるこ と が明ら かと なっ ている 。 生育地の

管理（ 草刈り 、 火入れなど） を継続する必要がある。

■ 特記事項： 園芸目的の採取や、 鑑賞目的と し

た草地環境の踏み荒ら し も 各地で 問題と なっ

ている。

執 筆 者 奧田重俊　

文献一覧 1 7 , 2 6 4 , 2 8 9

スズサイコ
Vincetoxicum pycnostelma

被子植物

キョ ウチク ト ウ科

日野市 2 0 2 1 年 6 月 2 1 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

○○1 9 9 9 年以前 ▲標本

© 内野秀重

7 6 1 再校

■ 種の特性と 生育状況： 本州に分布する 多年草で、 山地の林内に生育する。 茎は高さ 3 0 〜

6 0 cm 。 葉は広卵形で茎頂に数対つく 。 花は茎の先端に集まっ て付く 。 花期は５ 〜６ 月。 花冠

は深く ５ 裂し 、 緑褐色。 都内では南多摩以西で、 低山地の谷筋などに分布する。

■ 生存を 脅かす要因： 生育環境が谷筋の自然林樹下であり 、 残土処理による 埋立て、 植生遷移

の進行、 伐採材や風倒木の積載等により 、 個体数を 減じ ているも のと 考えら れる。

■ 特記事項： 日本固有種である。

執 筆 者 奧田重俊　

文献一覧 6 5 , 2 7 0

タ チガシワ
Vincetoxicum magnificum

被子植物

キョ ウチク ト ウ科

八王子市 2 0 0 7 年 5 月 4 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

○○1 9 9 9 年以前 ▲標本

7 6 0 再校

■ 種の特性と 生育状況： 関東地方より 四国、 九州に分布する多年草で、 山地の落葉樹林内に生

育する。 高さ 5 0 〜 1 0 0 cm 、 上部はつる 状になる 。 葉は対生、 数対ま ばら につく 。 花期は

５ 〜６ 月。 花は散形に多数付き、 小形で径６ 〜８ m m 。 果実に毛が多い。 ツク シガシワの変種

である。 都内では西多摩だけに分布が知ら れ、 奥多摩は日原の山域から 報告があるが、 近年生

育情報は得ら れず、 現状不明である。

■ 生存を 脅かす要因： 自生地は奥多摩の日原地域に局限さ れており 、 山域の大規模な石灰岩開

発などにより 、 現状が不明と なっ ている。

■ 特記事項： 近年、 南多摩でも 未確認の情報があり 、 実態調査が必要である。

執 筆 者 奧田重俊　

文献一覧 1 6 8 , 1 7 3

ツルガシワ
Vincetoxicum macrophyllum var. n ikoense

被子植物

キョ ウチク ト ウ科

群馬県 1 9 8 4 年 7 月 2 2 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

○○1 9 9 9 年以前 ▲標本
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7 7 1 再校

■ 種の特性と 生育状況： 広く 、 北海道から 九州にかけて分布するつる性の寄生植物で、 日当た

り の良い草地や耕作地、 河川敷、 と き に海岸などに生育する 。 はじ め地上に生えるが、 寄主に

巻き 付く と 根はなく なる。 茎は細く 黄色。 花期は７ 〜 1 0 月。 花冠は長さ 約５ m m 、 ５ 裂し 、

裂片は短い。 さ く 果は球形、 都内では区部に記録があるが、 絶滅し たも のと 考えら れる。

■ 生存を 脅かす要因： 1 9 5 0 年代頃より 、 輸入家畜飼料などへの混入から 国内に侵入し たアメ

リ カ ネナシカ ズラ が1 9 7 0 年代に全国に拡大し 、 マメ ダオシの生育環境が失われたも のと 考え

ら れる。

■ 特記事項： 本種はアメ リ カ ネナシカ ズラ と 酷似するため、 全国の標本庫で混乱が生じ ており 、

文献記録を そのまま 信頼する こ と はでき ないと さ れる（ 藤井2 0 1 8 ）。 し たがっ て、 1 9 0 0 年

代初頭の標本が存在する 区部に関し てのみ確

実に生育し ていたエ リ アと し 、 文献記録のみ

の北多摩や、 標本未調査である 南多摩に関し

てはデータ なし と し て今後の検討を 待ちたい。

執 筆 者 奧田重俊　

文献一覧 1 7 , 2 7 4 , 2 8 9

マメ ダオシ
Cuscuta australis

被子植物

ヒ ルガオ科

0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

○○1 9 9 9 年以前 ▲標本

7 7 0 再校

■ 種の特性と 生育状況： 北海道から 本州中部地方に分布する多年草で、 山地の落葉樹林内に生

育する。 茎は高さ 2 0 〜 4 0 cm 、 開出毛がある。 葉は互生。 花序は茎の先端で２ 分する。 花期

は４ 〜６ 月。 花冠は濃い藍色。 分果にかぎ状のと げがある 。 都内では区部から 北多摩を中心と

し た採集記録が残さ れており 、 水湿地に近い樹林下などに分布し ていたも のと 考えら れるが、

現在は各所で絶滅し ている。

■ 生存を 脅かす要因： 生育環境は比較的湿潤な二次林林床であり 、 区部から 西多摩まで広がっ

ていたが、 都市部では開発により 自生地が失われ、 その他の地域では、 二次林の林相の変化が

影響し たも のと 考えら れる。 し かし 、 早い段階で一斉に消滅し た理由はよ く わかっ ていない。

観賞・ 園芸目的の採取圧も 影響し たも のと 推

測さ れる。

■ 特記事項： 日本固有種である。

執 筆 者 奧田重俊　

文献一覧 2 8 , 1 3 9 , 2 7 0 , 2 9 0

ルリ ソ ウ
Nihon krameri

被子植物

ムラ サキ科

長野県 1 9 9 2 年 6 月 1 3 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

○○1 9 9 9 年以前 ▲標本

7 6 9 再校

■ 種の特性と 生育状況： 福島県以南、 四国、 九州に分布する多年草で、 山地から 丘陵地の二次

林林縁などに生育する。 根出葉はロゼッ ト 状。 茎は斜上し 高さ 1 0 〜 1 5 cm 。 花期は４ 〜５ 月。

花冠は淡青紫色、 径約１ cm 。 花後、 萼が伸びる。 分果は平滑。 都内では山地においては普通

にみら れるが、 丘陵部や台地においては、 市街化と と も に見る機会が失われつつある

■ 生存を脅かす要因： 生育環境が二次林など開発さ れやすい場所のため、 土地造成や森林伐採、

また、 管理放棄による植生の変化等により 、 生育地が失われてき たも のと 考えら れる。

■ 特記事項： 園芸目的の採取のおそれがある。

執 筆 者 奧田重俊　

文献一覧 2 4 3 , 2 8 0 , 2 8 9 , 3 1 6

ヤマルリ ソ ウ
Nihon japonica

被子植物

ムラ サキ科

八王子市 1 9 9 7 年 4 月 9 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

○○1 9 9 9 年以前 ▲標本

7 6 8 再校

■ 種の特性と 生育状況： 広く 、 北海道、 本州、 四国、 九州に分布する多年草で、 丘陵地の乾い

た草地に生育する。 茎は地上を 這う 。 葉は互生し 、 長さ ２ 〜６ cm 、 表面に粗い毛がある。 花

は茎の先端に付く 。 花期は４ 〜５ 月。 花冠は青紫色、 径1 5 〜 1 8 m m 、 高杯状で５ 裂する。

都内では多摩部の丘陵地から 山地の二次林林縁に見ら れる。

■ 生存を 脅かす要因： 生育環境が谷戸斜面の草地や林道露頭などのため、 道路整備やのり 面緑

化などにより 生育基盤が失われてき た。 さ ら に、 他の植物による被圧にも 弱く 、 定期的な草刈

り の継続が必要である。

■ 特記事項： 園芸目的の採取も 考えら れる。

執 筆 者 奧田重俊　

文献一覧 4 8 , 1 9 4 , 2 1 9 , 2 7 0

ホタ ルカ ズラ
Lithospermum zollinger i

被子植物

ムラ サキ科

八王子市 2 0 2 2 年 4 月 1 2 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

○○1 9 9 9 年以前 ▲標本

© 内野秀重

7 6 7 再校

■ 種の特性と 生育状況： 広く 、 北海道、 本州、 四国、 九州に分布する多年草で、 山地の乾いた

草地に生育する。 根は太く 、 色素を含む。 高さ 4 0 〜 7 0 cm 。 葉は互生し 無柄、 粗い毛がある。

花は茎の先端の葉腋に付く 。 花期は６ 〜７ 月。 花冠は白色、 高杯状で径約４ m m 。 分果は灰白

色。 染料植物。 都内では主に多摩丘陵以西に見ら れたが、 現在は絶滅か野生絶滅、 あるいは現

状不明と なっ ており 、 危機的な状況にある。

■ 生存を 脅かす要因： 生育環境が明る い草地のため、 草地の開発などに際し て保全対策が必要

である。 個体数が少ないため、 生育地の管理（ 草刈り 、 選択的な除草など） 個別的な管理が必

要である。

■ 特記事項： 檜原村では自生種に基づく 栽培普

及が取り 組まれている。

執 筆 者 奧田重俊　

文献一覧 2 5 , 1 6 8 , 1 9 6 , 2 1 9 , 2 6 9

ムラ サキ
Lithospermum erythrorhizon

被子植物

ムラ サキ科

八王子市 2 0 0 2 年 5 月 2 2 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

○○1 9 9 9 年以前 ▲標本

7 6 6 再校

■ 種の特性と 生育状況： 本州、 四国、 九州に分布する多年草で、 山地の二次林林縁や路傍に生

育する。 茎は高さ 約1 0 0 cm 、 圧毛があ る。 葉は両端が尖る、 花序は開出し て 長さ 1 0 〜

2 0 cm になり 多数の花を つける 。 花期は７ 〜８ 月。 花冠は青紫色、 径約４ m m 。 分果にかぎ状

のと げがある。 都内では西部山地を 中心に分布し 、 採石場などにも 見ら れる。

■ 生存を 脅かす要因： 生育環境が二次林の林縁部など、 環境が改変さ れやすい場所のため、 土

地造成に際し て保全対策が必要である。 生育地の管理（ 草刈り など） に注意する必要がある。

■ 特記事項： 個体数が少ないため、 競合する雑草の除去など個別的な管理が必要である。

執 筆 者 奧田重俊　

文献一覧 1 7 , 2 1 9 , 2 4 3 , 2 7 0

オオルリ ソ ウ
Cynoglossum furcatum var. villosulum

被子植物

ムラ サキ科

奥多摩町
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

○○1 9 9 9 年以前 ▲標本
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7 7 7 再校

■ 種の特性と 生育状況： 広く 日本全域に分布する一年生の水草で、 低地の湿地やため池のふち

などに生育する。 全体軟弱。 茎は分枝を 繰り 返す。 水中葉は線形、 水上葉はへら 形。 花期は

５ 〜 1 1 月。 花は黄緑色、 葉腋に１ 個つき 、 ごく 小形で２ 個の苞に包まれる。 都内では河川の

水の緩やかな場所や用水路、 水田、 湿地に分布するが、 水田耕作の停止などにより 、 自生地が

失われている。

■ 生存を 脅かす要因： 生育環境は河川や水湿地のため、 湿地開発、 土地造成などに際し て保全

対策が必要である。 生育地の管理（ 草刈り など） を 継続する必要がある。 個体数が少ないため、

外来種除去などの個別的な管理が必要である 。 水田管理においては、 農薬の使用が生育に大き

く 影響する。

■ 特記事項： 酷似する外来種イ ケノ ミ ズハコ ベ

が各地で増えている ため、 本種の減少に気づ

かな いこ と が多く 、 注意を 要する。 イ ケノ ミ

ズハコ ベは、 水中葉が顕著な線形になら ない

点で区別でき る。

執 筆 者 奧田重俊　

文献一覧 1 4 ,2 8 , 1 0 8 , 2 4 3

ミ ズハコ ベ
Callitriche palustr is

被子植物

オオバコ 科

町田市 2 0 2 2 年 5 月 2 5 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

○○1 9 9 9 年以前 ▲標本

© 内野秀重

7 7 6 再校

■ 種の特性と 生育状況： 関東地方から 紀伊半島に分布する 多年草で、 山地の林縁に生育する 。

つる 性で長さ ３ ｍになる。 葉はヤマホロシより さ ら に切れ込みが多い。 花期は７ 〜 1 0 月。 花

は淡紫色、 花冠は５ 裂する 。 果実は広楕円形。 ヤマホロシの変種。 高尾山がタ イ プロカ リ ティ

で、 都内では南多摩から 西多摩の山地渓谷沿いなどに稀に見いださ れる。

■ 生存を脅かす要因： 生育環境は低山地の渓谷林下などであり 、 ヤマホロシ同様、 谷の埋立て、

管理放棄による樹林の鬱閉などにより 、 生育環境が損なわれてき たも のと 推測さ れる 。 土地造

成や森林伐採などに際し て保全対策が必要である 。 つる植物のため、 競合する植物の除去など

個別的な管理が必要である。

■ 特記事項： タ カ オホロシはヤマホロシの変種

で、 葉に歯牙があり 果実が広楕円形と な る こ

と が特徴である。

執 筆 者 奧田重俊　

文献一覧 2 4 3 , 2 4 7 , 2 8 7

タ カ オホロシ
Solanum japonense var. takaoyamense

被子植物

ナス科

0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

○○1 9 9 9 年以前 ▲標本

7 7 5 再校

■ 種の特性と 生育状況： 北海道、 本州、 四国、 九州に分布する多年草で、 山地の林縁に生育する。

茎はつる状で長さ ３ ｍ程になる 。 葉は互生、 下部の葉は３ 〜５ 裂し 、 波状の鋸歯がある 。 花は

淡紫色。 花期は７ 〜 1 0 月。 花冠は径１ cm 、 深く ５ 裂する。 液果は球形で赤く 熟す。 都内で

は南多摩から 西多摩の山地渓谷沿いなどに稀に見いださ れる。

■ 生存を 脅かす要因： 生育環境は低山地の渓谷林下などであり 、 谷の埋立て、 管理放棄による

樹林の鬱閉などにより 生育環境が失われてき たも のと 考えら れる 。 土地造成や森林伐採に際し

て保全対策が必要である 。 つる植物のため、 競合する植物の除去など個別的な管理が必要であ

る。

■ 特記事項：

執 筆 者 奧田重俊　

文献一覧 4 , 1 6 8 , 2 1 9 , 2 4 3

ヤマホロシ
Solanum japonense

被子植物

ナス科

山梨県 1 9 9 9 年 9 月 5 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

○○1 9 9 9 年以前 ▲標本

7 7 4 再校

■ 種の特性と 生育状況： 本州の関東地方南部から 四国にかけて分布する多年草で、 山地に生育

する。 高さ 3 0 〜 6 0 cm 。 葉は長楕円形で軟質。 花は葉腋に１ 〜２ 個つき、 淡緑色。 花期は６

〜７ 月。 花冠は径1 .5 cm 。 果実は楕円形でつぼ状の萼に包まれる。 都内では南多摩から 西多

摩にかけての低山地を 中心に分布し 、 やや湿っ た林縁に生育する。

■ 生存を 脅かす要因： 生育環境が低山地の林間や伐採跡地などであり 、 ナス科の近似種同様、

樹林のギャ ッ プの出現にと も なっ て発生する先駆種の性格を 有する 。 森林環境の放置、 樹林管

理の停滞に伴っ て、個体群が失われたも のと 考えら れる。 野生動物による食害の可能性も ある。

■ 特記事項： 日本固有種である。 品種タ カ オホオズキ f. kimurae を含む。

執 筆 者 奧田重俊　

文献一覧 1 5 2 , 1 6 6 , 1 6 8 , 2 1 8

アオホオズキ
Physaliastrum japonicum

被子植物

ナス科

神奈川県 1 9 8 7 年 5 月 3 0 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

○○1 9 9 9 年以前 ▲標本

7 7 3 再校

■ 種の特性と 生育状況： 広く 北海道、 本州、 四国、 九州に分布する多年草で、 樹林地の伐採跡

地や湿り 気のある林縁草地などに生育する。高さ 5 0 〜 7 0 cm 。葉は卵形、まばら に軟毛がある。

花期は７ 〜 1 0 月、 花冠は黄白色で広い鐘状。 果実は液果で白色に熟し 、 突起のある萼に包ま

れる。 都内では全域に分布するが、 都市近郊では少ない。

■ 生存を 脅かす要因： 生育環境は郊外の林縁草地や伐採跡地などであり 、 樹林伐採などに伴っ

て発生する先駆種の傾向が強い。 二次林の放置、 管理の停滞に伴っ て、 個体群が失われたも の

と 考えら れる。

■ 特記事項：

執 筆 者 奧田重俊　

文献一覧 2 8 , 1 6 0 , 2 4 3 , 2 7 0 , 2 9 0

イ ガホオズキ
Physaliastrum echinatum

被子植物

ナス科

八王子市 2 0 2 1 年 9 月 2 5 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

○○1 9 9 9 年以前 ▲標本

© 内野秀重

7 7 2 再校

■ 種の特性と 生育状況： 千葉県以西の本州、 四国、 九州に分布する 多年草で、 山地の斜面下部

に生育する。 高さ 3 0 〜 5 0 cm 、 上部で枝分かれする。 葉は卵形で 薄質。 花期は８ 〜 1 0 月。

花は白色、 杯状で浅く ５ 裂する 。 果実は突起のある萼に包まれ、 黄熟する。 都内では南多摩及

び西多摩の低山に点在し て分布する。

■ 生存を 脅かす要因： 生育環境が低山地の林間や伐採跡地などであり 、 樹林のギャ ッ プの出現

にと も なっ て発生する先駆種と し ての性格が強い。 そのため、 森林環境の放置や樹林管理の停

滞にと も なっ て、 個体群が消失するも のと 考えら れる。

■ 特記事項： 日本固有種である。

執 筆 者 奧田重俊　

文献一覧 8 9 , 2 4 7

ヤマホオズキ
Physaliastrum chamaesarachoides

被子植物

ナス科

八王子市 2 0 0 4 年 9 月 1 8 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

○○1 9 9 9 年以前 ▲標本
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7 8 3 再校

■ 種の特性と 生育状況： 北海道、 本州、 四国、 九州に分布する多年草で、 海岸礫地の波打ち 際

に生育する 。 全体オオバコ に似て壮大。 葉は根際に 1 0 数個叢生し 、 厚く て無毛。 花茎は高さ

4 0 〜 8 0 cm に達する。 花期は7 〜 8 月。 花茎に多数の花を穂状に付ける 。 花冠は４ 裂。 果実

はさ く 果。 種子は7 〜 1 4 個ある。 都内では区部の東京湾沿いに分布し 、 また、 一部内陸の河

川中流域から も 記録がある。 別名テリ ハオオバコ 。

■ 生存を 脅かす要因： 海岸地帯では、 護岸形成や埋め立て地などの土地造成が広範囲に広がっ

たこ と で湿地が失われ、 新たに定着する生育環境を 確保でき ないこ と が減少要因である。

■ 特記事項： 東京湾岸土着の植物と さ れる。 普通種のオオバコ は高次倍数性のため多型であり 、

稀に大型化し たも のはト ウオオバコ と 誤認さ

れやすいので同定の際は注意し たい。

執 筆 者 奧田重俊　

文献一覧 1 7 ,6 7 , 2 4 9 , 2 7 0

ト ウオオバコ
Plantago japonica

被子植物

オオバコ 科

神奈川県 2 0 1 0 年 8 月 1 0 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

○○1 9 9 9 年以前 ▲標本

© 内野秀重

7 8 2 再校

■ 種の特性と 生育状況： 本州の宮城県以西、 四国、 九州、 および南西諸島に分布する多年草で、

水田や休耕田な ど に 生育する 。 地下茎は泥中を はい、 上部は水面に 伸長し 、 長さ 2 0 〜

6 0 cm 。 葉は４ 〜８ 個輪生し 深く 裂ける。 花は葉腋に１ 個つく 。 花期は８ 〜 1 0 月。 花冠は紅

紫色、 筒形で先は唇形。 さ く 果は卵円形。 都内では各地の水田中に見ら れるがき わめて稀であ

る。

■ 生存を 脅かす要因： 生育環境が水田や池沼の湿地などであり 、 水田耕作の停止で一時的に増

加する場合があるが、 水田耕作の放棄により 生育基盤が失われる 。 農薬や除草剤の使用により

大き なダメ ージを 受ける。

■ 特記事項： 本種の沈水葉と 気中葉では大き く

形態が異な っ て いる。 ま た、 水中の個体は閉

鎖花を 生じ る。

執 筆 者 奧田重俊　

文献一覧 2 8 ,8 4 , 1 0 5 , 2 4 3

キク モ
Limnophila sessiliflora

被子植物

オオバコ 科

八王子市 2 0 2 2 年 8 月 3 0 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

○○1 9 9 9 年以前 ▲標本

© 内野秀重

7 8 1 再校

■ 種の特性と 生育状況： 本州の関東地方以西、四国、九州、および南西諸島に分布する一年草で、

低地の湿地に生育する。 高さ 1 0 〜 3 0 cm 。 葉は対生し 長楕円形、 油点がある。 花は上部の葉

腋から 出る。 花期は９ 〜 1 0 月。 花冠は白色、 筒形で先は唇形、 長さ 約１ cm 。 さ く 果は卵形

で萼に包まれる。 都内では区部や南多摩では絶滅や現状不明、 北多摩と 西多摩境界部の谷戸水

田のみに産する。

■ 生存を 脅かす要因： 生育場所は水田内に限ら れ、 耕作の停止や農薬の使用が生育に関する最

大の脅威と 考えら れる。

■ 特記事項： 現在の自生地はき わめて限ら れており 、 保全が困難な場合は、 人為的な系統保存

を 検討する必要がある。

執 筆 者 奧田重俊　

文献一覧 1 7 ,2 8 , 1 5 9 , 1 9 6 , 2 7 0

シソ ク サ
Limnophila chinensis subsp. aromatica

被子植物

オオバコ 科

武蔵村山市 2 0 2 0 年 1 0 月 1 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

○○1 9 9 9 年以前 ▲標本

© 内野秀重

7 8 0 再校

■ 種の特性と 生育状況： 北海道、 本州、 四国、 九州に分布する一年草で、 水田やその周辺湿地

に生育する。 高さ 1 0 〜 2 0 cm 。 肉質で軟ら かい。 葉は対生し 線形。 花は葉腋に１ 個ずつ付く 。

萼の基部に２ 個の小苞がある 。 花期は５ 〜７ 月。 花冠は白色で筒形。 果実は球形。 都内では各

地に記録があるが、 北多摩以外では現状確認ができ ない状況である

■ 生存を 脅かす要因： 生育場所は主に水田内であり 、 耕作停止や農薬の使用などが本種生存の

直接的な脅威と なる

■ 特記事項： 本種が北多摩に集中し て、 他地域ではほと んど見ら れない要因は不明である。

執 筆 者 奧田重俊　

文献一覧 2 8 , 2 7 0 , 2 9 1

オオアブノ メ
Gratiola japonica

被子植物

オオバコ 科

東村山市 1 9 9 9 年 5 月 3 0 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

○○1 9 9 9 年以前 ▲標本

7 7 9 再校

■ 種の特性と 生育状況： 本州、 四国、 九州、 および南西諸島に分布する一年草で、 低地の水田、

ため池や湿地に生育する。 高さ 1 0 〜 2 5 cm 。 葉は対生、 上部のも のは次第に小さ く なる。 花

は茎の上部の葉腋に１ 個ずつつく 。 花期は８ 〜 1 0 月。 花冠は淡紫色、 筒形で先は唇形。 果実

は球形。 都内では主に丘陵帯以下の水田に生育し ているが、 区部ではき わめて稀である。

■ 生存を 脅かす要因： 生育場所は主に水田内に限ら れ、 水田耕作の停止と と も に本種の生育場

所が失われると と も に、 除草剤の使用等によっ ても 大き な影響を受ける。

■ 特記事項： 保全が困難な場合は、 人為的な系統保存を 検討する必要がある。

執 筆 者 奧田重俊　

文献一覧 1 9 6 , 2 4 3 , 2 4 5 , 2 7 0

アブノ メ
Dopatr ium junceum

被子植物

オオバコ 科

八王子市 2 0 1 4 年 9 月 1 8 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

○○1 9 9 9 年以前 ▲標本

7 7 8 再校

■ 種の特性と 生育状況： 本州、 四国、 九州に分布する一年草で低地のため池や湿地、 水田に生

育する。 高さ ５ 〜 2 0 cm 。 葉は対生し 披針形。 閉鎖花は茎の下部に、 正常花は上部につく 。 花

期は８ 〜 1 0 月。 花冠は紅紫色、 筒状で先端唇状になる 。 果実は長さ ３ m m 。 都内全域から 記

録があるが、 現在では多摩部の丘陵地の谷戸田にわずかな自生地が残さ れているにすぎない。

■ 生存を 脅かす要因： 生育環境は伝統的な耕作方法が維持さ れた水田や湿地に限ら れ、 耕作の

停止、 除草剤の使用等により 、 容易にその生育環境が消失する。

■ 特記事項： 農薬の汚染に留意する。

執 筆 者 奧田重俊　

文献一覧 2 2 3 , 2 4 3

サワト ウガラ シ
Deinostema violaceum

被子植物

オオバコ 科

八王子市 2 0 1 1 年 8 月 2 8 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

○○1 9 9 9 年以前 ▲標本

© 内野秀重
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7 8 9 再校

■ 種の特性と 生育状況： 本州の東北地方から 西の太平洋側、 および四国に分布する落葉低木で、

崩壊地や河岸の礫地に生育する 。 高さ １ 〜 1 .5 ｍ、 茎に稜がある 。 葉は対生し 先がと がる 。 花

期は7 〜 8 月、枝先に円錐花序を 出し て多数の花をつける。 花冠は紅紫色、筒状で少し 湾曲し 、

外面に軟毛がある 。 果実はさ く 果で卵形。 都内では各所から 記録があるが、 現在では分布が退

行し 、 南多摩から 西多摩の山地に散在し ている状況である。

■ 生存を 脅かす要因： 生育環境は二次林などの林縁部や崩壊する 斜面などである。 林道のり 面

の工事や管理の放棄、 シカ 食害など、 複合的な要因で減少が続いているも のと 考えら れる 。 林

道の維持管理では、 生育地の選択的な草刈り など、 個別的な管理を する必要がある。

■ 特記事項： 河川敷などでは植栽種のフ サフ ジ

ウツ ギが広く 逸出し ている ので 、 本種の同定

に注意する。

執 筆 者 奧田重俊　

文献一覧 4 , 2 4 3 , 2 4 5 , 2 7 0

フ ジウツ ギ
Buddleja japonica

被子植物

ゴマノ ハグサ科

あき る 野市 2 0 1 0 年 6 月 2 0 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

○○1 9 9 9 年以前 ▲標本

7 8 8 再校

■ 種の特性と 生育状況： 本州に分布する多年草で、 山地に生育する。 高さ 0 .8 〜 1 .2 ｍ。 葉は

８ 段ほど輪生し 、 楕円状で先端は尖る。 花は茎の先端に総状に多数つける。 花期は７ 〜９ 月。

花冠は淡紫色、 筒状で先端は浅く ４ 裂し 、 雄し べが突き 出る。 さ く 果は卵形。 都内での生育は

西部山地に限ら れるが、 生育に適し た草原が少なく 、 渓谷沿いの露岩等にわずかな自生地があ

るにすぎない。

■ 生存を 脅かす要因： 西多摩の山地には生育に適し た山地草原は少ないう え、 草原植生の遷移

の進行やシカ 食害などにより 、 個体数を 減ら し てき たも のと 考えら れる。

■ 特記事項： 姿が美し く 、 園芸目的の採取の危険性がある。

執 筆 者 奧田重俊　

文献一覧 2 8 , 1 5 2 , 1 6 8

ク ガイソ ウ
Veronicastrum japonicum

被子植物

オオバコ 科

長野県 2 0 1 9 年 7 月 3 0 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

○○1 9 9 9 年以前 ▲標本

© 内野秀重

7 8 7 再校

■ 種の特性と 生育状況： 本州、 四国、 九州および南西諸島に分布する越年草で、 低地の川沿い

に生育する。 全草軟ら かい。 茎は高さ 3 0 cm ほど。 葉は対生し て少し 茎を 抱き 無毛。 花期は

４ 〜５ 月、 上方に細い花序を 出し て白色の小花を つける。 花冠は４ 個。 果実はさ く 果で球形。

都内では各水系に沿っ て主に丘陵帯以下の水辺に分布する。

■ 生存を 脅かす要因： 生育環境である川沿いの水際や湿地に、 近年、 大型のオオカ ワヂシャ を

はじ めと する外来種が繁茂し 、 各地で本種の生育を 脅かし ている。

■ 特記事項： オオカ ワヂシャ と の間に雑種ホナガカ ワヂシャ が報告さ れており 、 カ ワヂシャ の

生育にも 大き な影響を 及ぼし ている。

執 筆 者 奧田重俊　

文献一覧 4 , 1 0 5 , 2 3 8 , 2 4 3 , 2 4 5

カ ワヂシャ
Veronica undulata

被子植物

オオバコ 科

立川市 2 0 1 8 年 6 月 3 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

○○1 9 9 9 年以前 ▲標本

© 内野秀重

7 8 6 再校

■ 種の特性と 生育状況： 本州の関東と 中部、 四国およ び九州に分布する 多年草で、 丘陵帯から

亜高山帯にかけての明る い草地に生育する。 高さ 5 0 〜 9 0 cm 。 葉は狭い披針形で、 基部が短

い葉柄状と なる。 花は穂状に多数付く 。 花期は８ 〜 1 0 月。 花冠は青紫色。 さ く 果は扁球形。

都内では多摩丘陵から 西部山地にかけてごく 稀に分布する。

■ 生存を 脅かす要因： 生育環境は二次林の林縁草地などであり 、 山林の開発造成、 樹林管理の

停止などにより 、 自生地が失われてき た。 残さ れた生育地では管理（ 草刈り など） を継続する

必要がある。 園芸目的の採取や、 山地ではシカ 食害の影響も 懸念さ れる

■ 特記事項： 別変種ヤマト ラ ノ オ var. subin tegra を含む。

執 筆 者 奧田重俊　

文献一覧 1 5 2 , 2 4 3 , 2 7 0

ヒ メト ラ ノ オ
Veronica rotunda var. petiolata

被子植物

オオバコ 科

奥多摩町 1 9 9 0 年 9 月 1 9 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

○○1 9 9 9 年以前 ▲標本

7 8 5 再校

■ 種の特性と 生育状況： 本州、 四国、 九州、 およ び南西諸島に分布する二年草で、 耕作地、 路

傍などに生育する。 茎は下部で分枝し 、 長さ 1 0 〜 2 5 cm 。 葉は対生、 上部で互生し 、 卵円形

で毛がある。 花期は３ 〜５ 月。 花冠は径２ 〜３ m m 、 淡紅白色で紅紫色の条がある。 さ く 果は

球形で中央がく びれる 。 都内では各地に記録があるが現在ではき わめて稀な草本と なり 、 旧集

落や民家の石垣などにわずかに残存し ているだけと なっ ている。

■ 生存を 脅かす要因： 生育環境を 同じ く する 同属の外来種であるオオイ ヌ ノ フ グリ などの爆発

的な拡大で激減し た。 土地造成、 農薬使用、 除草管理等、 複数の要因が本種への脅威と なっ て

いる。

■ 特記事項： 生育環境は伝統的な管理の農耕地

や旧集落の路傍・ 石垣な ど で あり 、 土地造成

に際し て 保全対策が必要で ある。 ま た、 生育

地の除草管理などには注意を 払う 必要がある。

執 筆 者 奧田重俊　

文献一覧 2 8 ,8 4 , 1 5 2 , 2 4 3 , 2 7 0

イヌノ フ グリ
Veronica polita var. lilacina

被子植物

オオバコ 科

八王子市 1 9 8 8 年 3 月 1 4 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

○○1 9 9 9 年以前 ▲標本

7 8 4 再校

■ 種の特性と 生育状況： 本州、 四国、 九州に分布する 一年草で、 低地の浅い池沼、 水田跡地な

どに生育する。 茎は水中を 這い、 節から 根と 葉を 出す。 葉は対生し 、 広い心臓形で水面に浮か

ぶ。 花柄は長さ 2 cm で水上に伸び、 淡紅色の花を １ 個つける。 花期は7 〜９ 月。 花冠は筒状

で半開し 、 長さ 2 〜 2 .5 cm 。 堅果は萼片が伸長し た３ 〜５ 個の刺状の突起と なる 。 都内では

葛飾区の小合溜（ 現在の水元公園内） に生育し ていたが、 現在では絶滅し ている。

■ 生存を 脅かす要因： 生育環境が湿地帯の池沼であり 、 水辺の開発整備に加え、 水質の富栄養

化や外来生物の侵入により 絶滅に至っ たも のと 考えら れる。

■ 特記事項： 小合溜には近年も 生育の報告があるが、新たに移入さ れたも のであると いう 。 また、

南多摩の緑地にも 移入さ れた個体が記録さ れ

ているが、 近年は確認でき ていない。

執 筆 者 奧田重俊　

文献一覧 7 7 ,9 4 , 1 4 2 , 2 9 4

ヒ シモド キ
Trapella sinensis

被子植物

オオバコ 科

八王子市（ 植栽） 2 0 0 6 年 6 月 7 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

○○1 9 9 9 年以前 ▲標本

© 内野秀重

植

物

藻

類

哺

乳

類

鳥

類

爬

虫

類

両

生

類

淡
水
魚
類

昆

虫

類

甲

殻

類

ク

モ

類

貝

類

植

物

藻

類

哺

乳

類

鳥

類

爬

虫

類

両

生

類

淡
水
魚
類

昆

虫

類

甲

殻

類

ク

モ

類

貝

類

350 351



7 9 5 再校

■ 種の特性と 生育状況： 全国の貧栄養、 腐植栄養の池沼等に生育する 多年生の浮遊植物。 葉は

糸状で二叉し てさ ら に分枝し 、 捕虫 _ を つける。 花期は７ 〜９ 月で、 水面に花径を 伸ばし て黄

色花を 開き 、 距は下唇より 短く 鈍頭。 殖芽は長楕円形。 都内でタ ヌ キモと さ れた植物の多く は

本種イ ヌ タ ヌ キモである可能性が高いが、近縁種を含めた生育実態が十分に把握さ れておら ず、

き わめて危機的な状態にある。

■ 生存を脅かす要因： 湖沼や湿地の埋め立てと 水質汚濁により 、 自生地の大半が消滅し ている。

近年は異常気象による出水や外来生物の影響も 懸念さ れる。

■ 特記事項： タ ヌ キモ はイ ヌ タ ヌ キモと オオタ ヌ キモの雑種起源植物である こ と が解明さ れ

（ Y.Kam eyam a et a l.2 0 0 5 ） オオタ ヌ キモが

三宝寺池を 除いて記録がないこ と から 、 イ ヌ

タ ヌ キモが都内に分布する 主要なタ ヌ キモ科

植物であると 考えら れる。

執 筆 者 内野秀重　

文献一覧 2 4 3 , 3 4 1

イヌタ ヌ キモ
Utricular ia australis

被子植物

タ ヌ キモ科

八王子市 2 0 0 5 年 8 月 2 7 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

○○1 9 9 9 年以前 ▲標本

© 内野秀重

7 9 4 再校

■ 種の特性と 生育状況： 本州の関東地方以西、 四国および九州に分布する多年草で、 山麓の陰

湿地に 生育す る。 茎は高さ 2 0 〜 5 0 cm 。 葉は対生、 狭い 卵形で 長く 尖る。 枝先に 5 〜

1 5 m m の花枝を 出し 、 葉状の２ 個の苞の中に花を 付ける。 花期は9 〜 1 0 月。 花は淡紫色。

花冠は唇形で上唇は反り 返り 、 基部に濃い色の紋がある 。 さ く 果は長さ 1 cm 。 都内では全地

域に分布し 、 二次林、 植林、 緑地などの林床に生え、 所によっ て群生するが、 区部や北多摩地

域での減少が著し い。

■ 生存を 脅かす要因： 生育する樹林地の乾燥化や開発による樹林伐採、 外来種の侵入などによ

り 、 生育環境が失われているも のと 推測さ れる 。 林縁管理などに際し 選択的な保全対策が必要

である。

■ 特記事項： 野生生物による食害を 防ぐ 必要が

ある。

執 筆 者 奧田重俊　

文献一覧 1 0 5 , 1 5 9 , 2 4 3

ハグロソ ウ
Peristrophe japonica var. subrotunda

被子植物

キツ ネノ マゴ科

八王子市 2 0 0 0 年 8 月
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

○○1 9 9 9 年以前 ▲標本

7 9 3 再校

■ 種の特性と 生育状況： 本州の福島以西、 四国、 九州および南西諸島に分布する一年草で、 水

田及び湿地に生育する。 高さ ５ 〜 2 0 cm 。 茎は根際で分枝する。 葉は対生し 鋸歯がある。 花は

葉腋に１ 個ずつつき 、 柄がある。 花期は８ 〜 1 0 月。 花冠は淡紅紫色、 唇形、 雄し べ２ 個。 さ

く 果は披針形。 都内では区部で絶滅、 北多摩及び南多摩の水田にわずかに現存するのみと なっ

ている。

■ 生存を 脅かす要因： 生育場所は主に水田内の畦側の泥地であり 、 耕作停止や農薬の使用など

が本種生存の直接的な脅威と なる。

■ 特記事項： 本分類群はヒ ロハスズメ ノ ト ウガラ シ B. verbenifolia と エダウチスズメ ノ ト ウガ

ラ シ B. veronicifolia と に 分ける 見解があり 、

形態によ る 区別が可能である 。 都内ではエダ

ウチス ズメ ノ ト ウガラ シの分布が多いも のと

思われる。

執 筆 者 奧田重俊　

文献一覧 1 7 ,9 8 , 2 4 9 , 2 7 0 , 3 4 3

スズメ ノト ウガラ シ
Bonnaya antipoda

被子植物

ア ゼナ科

八王子市 2 0 1 9 年 8 月 1 9 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

○○1 9 9 9 年以前 ▲標本

内野秀重

7 9 2 再校

■ 種の特性と 生育状況： 本州の関東から 中部、 近畿にかけて分布する多年草で、 山地の川沿い

の草地に生育する。 高さ 4 0 〜 5 0 cm 。 葉は対生、 卵形で粗い鋸歯がある。 花序は葉腋から 出

て数個の花を つける。 花期は４ 〜５ 月。 花冠は暗赤紫色、 唇形で長さ 約１ cm 。 さ く 果は卵状

球形。 都内では南多摩から 西多摩の山地渓谷沿いに見ら れる。

■ 生存を 脅かす要因： 生育環境は限ら れた低山地の渓谷林下であり 、 本来自生地や個体数が局

限さ れていたう え、 群落構成種の変化や、 シカ 食害などで個体数を 減ら し ているも のと 推測さ

れる。

■ 特記事項： 野生生物による食害を防ぐ 必要がある。

執 筆 者 奧田重俊　

文献一覧 1 5 2 , 1 6 9

サツ キヒ ナノ ウスツ ボ
Scrophularia musashiensis

被子植物

ゴマノ ハグサ科

八王子市 1 9 8 9 年 4 月 2 3 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

○○1 9 9 9 年以前 ▲標本

7 9 1 再校

■ 種の特性と 生育状況： 北海道、 本州、 四国、 九州に分布する多年草で、 丘陵地の二次林林縁

や草地に生育する 。 高さ 約１ ｍ。 葉は対生し 、 卵形でと がっ た鋸歯がある 。 花は円錐花序に多

数つく 。 花期は８ 〜 1 0 月。 花冠は暗紅紫色、 唇形で雄し べは扇状。 さ く 果は卵状。 都内では

区部で絶滅、 台地から 山地にかけての草原に分布し ているが、 近年急速な減少傾向が認めら れ

る。

■ 生存を 脅かす要因： 生育環境が都市近郊から 山地にかけての二次林の林縁や草地であり 、 開

発による生育地の消滅、 草地や林縁の管理放棄により 、 自生地の減少が続いている。

■ 特記事項：

執 筆 者 奧田重俊　

文献一覧 2 4 3 , 2 7 0 , 2 8 0

オオヒ ナノ ウスツ ボ
Scrophularia kakudensis

被子植物

ゴマノ ハグサ科

八王子市 2 0 1 9 年 8 月 3 1 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

○○1 9 9 9 年以前 ▲標本

© 内野秀重

7 9 0 再校

■ 種の特性と 生育状況： 本州の福島県以西、 四国、 九州に分布する多年草で、 草地に生育する。

高さ １ 〜 1 .5 ｍ。 葉は対生し 卵形。 花は総状に多数つく 。 花期は７ 〜８ 月。 花冠は黄緑色、 唇

形で長さ ５ 〜６ m m 、 仮雄ずいはへら 状。 さ く 果は卵形。 都内ではほぼ絶滅状態にあり 、 近年、

武蔵野台地で記録があるが、 その後の継続的な発生は見ら れない。

■ 生存を 脅かす要因： 生育環境は原野や林縁草地などであり 、 二次草原の減少が本種衰退の最

大の要因と 考えら れる 。 さ ら に、 草地開発、 外来種の繁茂や農薬の使用などにより 、 本種が衰

退し たも のと 推測さ れる。

■ 特記事項： 神奈川県などの分布を 参考にすると 、 本種の都内分布も 局所的だっ た可能性があ

る。

執 筆 者 奧田重俊　

文献一覧 2 8 , 1 9 6 , 2 7 0 , 2 9 1

ゴマノ ハグサ
Scrophularia buergeriana

被子植物

ゴマノ ハグサ科

多摩市 1 9 8 3 年 9 月 1 9 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

○○1 9 9 9 年以前 ▲標本
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8 0 1 再校

■ 種の特性と 生育状況： 本州の関東、 中部に分布する多年草で、 山地の斜面部の林縁などに生

育する。 高さ 3 0 〜 5 0 cm 。 葉は対生、 卵形で粗い鋸歯が目立つ。 花は茎頂に集まり ３ 〜５ 段

つく 。 花期は５ 〜６ 月。 花冠は青紫色、 唇形で長さ ２ cm 。 都内では西部の山地に分布する。

■ 生存を 脅かす要因： 都内の生育地は西多摩の限ら れた山地に局限さ れている う え、 植生の遷

移による生育環境の変化、 園芸目的の盗掘などにより 、 危機的な状況まで衰退し ている

■ 特記事項： 日本固有種である。

執 筆 者 奧田重俊　

文献一覧 1 6 8

ヒ イラ ギソ ウ
Ajuga incisa

被子植物

シソ 科

1 9 9 9 年 4 月 3 0 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

○○1 9 9 9 年以前 ▲標本

8 0 0 再校

■ 種の特性と 生育状況： 北海道、 本州、 九州に分布する多年草で、 山地の林内に生育する。 高

さ 3 0 〜 4 0 cm 。 全体に毛がある。 葉は対生、 卵形で柄が短く 、 上部ほど大き く なる。 花は茎

頂に集まる 。 花期は５ 〜６ 月。 花冠は青紫色または紅紫色で唇形。 都内では台地部を中心に記

録があるが、 都市開発の著し い地域であり 、 早期に絶滅し たも のと 考えら れる。

■ 生存を 脅かす要因： 生育環境は都市部近郊の二次林など開発さ れやすい環境のため、 造成に

より 生育地が失われたも のと 推測さ れる。

■ 特記事項： 日本固有種である。

執 筆 者 奧田重俊　

文献一覧 2 4 7 , 2 7 0

カ イ ジンド ウ
Ajuga ciliata var. villosior

被子植物

シソ 科

長野県 1 9 9 8 年 6 月 2 0 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

○○1 9 9 9 年以前 ▲標本

7 9 9 再校

■ 種の特性と 生育状況： 北海道、 本州、 四国、 九州に分布する多年草で、 山地の斜面下部に生

育する。 高さ 5 0 〜 1 0 0 cm 。葉は対生し 広卵形。 花は茎頂に集まり 、長さ 約1 0 cm の穂と なる。

花期は８ 〜 1 0 月。 花冠は紅紫色、 唇形で長さ 約１ cm 。 雄し べは花外に突き 出る。 都内では

区部や北多摩では絶滅、 南多摩でも 近年の生育情報が得ら れず、 西多摩の山地の谷沿いに点在

するのみと なっ ている。

■ 生存を 脅かす要因： 生育環境は山間の谷間の林縁草地などであり 、 管理放棄による 林縁の変

化、 護岸工事、 シカ 食害などが、 自生地の減少をも たら し たも のと 考えら れる。

■ 特記事項： 園芸目的の採取に注意する。

執 筆 者 奧田重俊　

文献一覧 2 8 , 1 5 2 , 1 6 8 , 2 7 0

カ ワミ ド リ
Agastache rugosa

被子植物

シソ 科

奥多摩町 2 0 1 8 年 9 月 1 4 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

○○1 9 9 9 年以前 ▲標本

7 9 8 再校

■ 種の特性と 生育状況： 全国の貧栄養な湿地に生育する食虫植物の湿生多年草。 地下茎は糸状

で捕虫 _ をつけ、 不定根と へら 形の気中葉、 線形の沈水葉を生じ る 。 夏から 秋、 鱗片葉のある

花茎を 伸ばし て小さ な紫色の花を 咲かせ、 花後、 耳かき 状のさ く 果を 形成する 。 多摩市乞田に

あっ た岩ノ 入池の縁にモウセンゴケなどと 同所的に生育が見ら れたが、 多摩ニュ ータ ウン造成

により 消滅し た。

■ 生存を 脅かす要因： 都内の確実な自生地が岩ノ 入池唯一であっ たが、 土地造成により 残念な

がら 消滅し た。

■ 特記事項： 岩ノ 入池は、 周辺域の植生と 外観的に変わら ないヨ シを 主体と し た植生であり な

がら 多数の希少植物を 産し 、 その消滅はあま

り にも 残念である。

執 筆 者 内野秀重　

文献一覧 1 7 , 1 8 4 , 1 9 5 , 3 3 1

ムラ サキミ ミ カ キグサ
Utricular ia uliginosa

被子植物

タ ヌ キモ科

青森県 1 9 9 1 年 8 月 2 2 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

○○1 9 9 9 年以前 ▲標本

7 9 7 再校

■ 種の特性と 生育状況： 全国の貧栄養な湖沼やため池、 湿原などに生育する多年生浮遊植物。

茎は最大で 3 0 cm 、 葉はまばら で裂片は二叉状に分岐する。 8 〜 9 月、 花茎を のばし て淡黄色

〜淡桃色の花をつける 。 都内での確実な自生の記録は、 練馬区石神井公園三宝寺池沼沢植物群

落だけであり 、 池内にオオタ ヌ キモ（ シャ ク ジイ タ ヌ キモ） などと 同所的に生育し ていたと 考

えら れるが、 昭和3 0 年代以降は見ら れなく なっ ている。

■ 生存を 脅かす要因： オオタ ヌ キモ同様、 湧水の減少や水質の富栄養化に加え、 湿原の遷移に

よる湿地の陸化、 樹林化などで消滅に追いやら れたも のと 推測さ れる。

■ 特記事項： 牧野富太郎、 檜山庫三ら の採集し た 1 9 0 0 年代前半の標本が都立大学牧野標本館

に収めら れている。

執 筆 者 内野秀重　

文献一覧 2 2 2 , 2 2 3 , 2 7 0 , 2 9 3

ヒ メ タ ヌキモ
Utricular ia minor

被子植物

タ ヌ キモ科

栃木県 2 0 1 0 年 8 月 1 8 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

○○1 9 9 9 年以前 ▲標本

7 9 6 再校

■ 種の特性と 生育状況： 北海道、 及び本州北部の湖沼やため池に生育する 多年生の浮遊植物。

日本産タ ヌ キモ類最大で長さ １ m を 超え る。 開花は７ 〜９ 月、 花弁は黄色で長い距があり 、

花茎は中空。 中島定雄（ 東京府1 9 3 4 ） が練馬区三宝寺池産の固有植物シャ ク ジイ タ ヌ キモと

し て発表し たが、 近年、 標本の再検討により 、 本種であるこ と が明ら かと なっ ている（ 角野・

田中2 0 1 5 ）。 昭和1 0 年代まで当地で生育し ていた記録が残さ れているが、 その後消滅し てい

る。

■ 生存を 脅かす要因： 周辺の都市化による 湧水の減少や水質汚濁を 直接的な原因と する ほか、

湿原遷移による湿地の陸化などで生育環境が失われた。

■ 特記事項： 本来、 北日本にし か分布し ないオ

オタ ヌ キモ が東京都の区部に産し た 理由は、

湧水由来の低温環境で遺存的に生き 残っ てき

たも のと 考えら れている。

執 筆 者 内野秀重　

文献一覧 9 6 , 1 5 1 , 2 2 2 , 2 2 3

オオタ ヌキモ
Utricular ia macrorhiza

被子植物

タ ヌ キモ科

練馬区　 1 9 3 2 年 8 月 1 3 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

○○1 9 9 9 年以前 ▲標本
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8 0 7 再校

■ 種の特性と 生育状況： 本州、 四国、 九州から 南西諸島に分布する落葉低木で、 湿地林に生育

する。 高さ ２ ｍ内外、 枝は広がり 先端下垂する。 葉は対生。 花期は7 〜 8 月、 伸張し た枝に薄

紫色の小花を 左右に多数付ける 。 花冠は筒状、 雄し べ４ 個。 果実は径 3 m m 。 都内では各地に

記録があるも のの、 逸出品が多く 、 自生地は稀である。

■ 生存を 脅かす要因： 生育環境が湿地帯の林である。 そのため開発に際し 、 地域的な保全対策

が必要である。 園芸目的の採取の恐れがある 。 個体数が少ないため、 個別的な管理が必要であ

る。

■ 特記事項： 本種はムラ サキシキブの名前で栽培・ 流通し ており 、 それら が二次的にも 逸出し

て いる ため、 真の自生かど う か、 慎重な 判断

が必要である。

執 筆 者 奧田重俊　

文献一覧 2 2 2 , 2 7 0 , 2 9 0

コ ムラ サキ
Callicarpa dichotoma

被子植物

シソ 科

練馬区　 2 0 2 1 年 9 月 2 1 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

○○1 9 9 9 年以前 ▲標本

8 0 6 再校

■ 種の特性と 生育状況： 本州の関東地方南部以西、 四国、 九州に分布する多年草で、 山地の湿っ

た林内に生育する 。 細い地下茎で群生する 。 葉は対生、 地際に２ 〜３ 対つき 、 倒卵形。 花は葉

腋に数個つく 。 花期は８ 月。 花冠は淡紅色、 唇形で長さ 1 5 〜 1 8 m m 。 都内では西多摩地域

の渓谷沿いの樹林下に稀に見ら れる。

■ 生存を 脅かす要因： 自生地は、 も と も と 西多摩の限ら れた場所に局限さ れていたが、 樹林の

鬱閉やシカ 食害などによる林床の変化により 、 減少が進んだも のと 考えら れる。

■ 特記事項： 日本固有種かつ、 中央構造線に関連し た不連続な分布を 示すソ ハヤキ要素の１ 種

である。

執 筆 者 奧田重俊　

文献一覧 1 0

ヤマジオウ
Ajugoides humilis

被子植物

シソ 科

檜原村 2 0 2 2 年 7 月 1 9 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

○○1 9 9 9 年以前 ▲標本

© 御手洗望

8 0 5 再校

■ 種の特性と 生育状況： 本州の太平洋側から 四国に分布する多年草で、 丘陵地から 山地の林縁

などに生育する 。 高さ ８ 〜 1 5 cm 。 葉は地に接し て対生し 、 紫色を 帯びる 。 花期は４ 〜６ 月。

花は淡紫色。 花冠は唇形で、 上唇が短い。 ニシキゴロモの変種。 都内では北多摩では絶滅、 南

多摩及び西多摩の丘陵谷戸や山地尾根に点在する。

■ 生存を 脅かす要因： 生育環境は二次林などの明る い樹林下や林縁であり 、 山林の管理放棄な

どにより 樹林化が進み、 生育環境が失われてき たも のと 考えら れる。

■ 特記事項： 日本固有種である。

執 筆 者 奧田重俊　

文献一覧 2 8 , 1 6 8 , 2 4 3 , 2 7 0

ツク バキンモンソ ウ
Ajuga yesoensis var. tsukubana

被子植物

シソ 科

町田市 2 0 0 5 年 4 月 1 7 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

○○1 9 9 9 年以前 ▲標本

© 内野秀重

8 0 4 再校

■ 種の特性と 生育状況： 本州に分布する 多年草で、 乾いた草地に生育する。 茎は高さ 1 0 〜

3 0 cm で毛がある。 葉は対生、 上部のも のは苞になる。 花は淡紫色、 茎の上部に数段離れてつ

く 。 花期は５ 〜６ 月。 花冠は唇形。 都内では区部や南多摩では絶滅、 西多摩においても 近年の

報告がなく 、 絶滅が懸念さ れる。

■ 生存を 脅かす要因： 生育環境は草刈り が継続さ れてき た草地や原野であり 、 こ う し た場所が

都市開発により 消滅、 また管理が停止さ れたこ と で自生地が激減し たも のと 考えら れる 。 再発

見さ れた場合には個体数が少ないため、 生育地の草刈り や早春季の光条件を考慮するなど個別

的な管理が必要である。

■ 特記事項： 区部（ 志村） に古い記録がある 。

品種ケブカ ツルカ コ ソ ウ f. hirsu ta を含む。

執 筆 者 奧田重俊　

文献一覧 1 4 , 1 9 6 , 2 7 0 , 3 2 2

ツルカ コ ソ ウ
Ajuga shikotanensis

被子植物

シ ソ 科

立川市 1 9 9 2 年 5 月 1 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

○○1 9 9 9 年以前 ▲標本

8 0 3 再校

■ 種の特性と 生育状況： 本州の関東西南部から 東海地方にかけて分布する多年草で、 山地に生

育する。 茎は斜上し 、 長さ ５ 〜 2 0 cm 葉は粗い鋸歯がある。 夏に出る 葉は大き い。 花期は

４ 〜６ 月。 花は青紫または紅紫色、 花冠は唇形で、 長さ 約1 5 m m 。 都内では西多摩の都県境

尾根などに限定し て分布し ている。

■ 生存を 脅かす要因： 生育地や個体数が局限さ れて おり 、 登山道沿いの草本植生の管理や、

シカ 食害などにより 、 個体群の減少が進んだも のと 考えら れる。

■ 特記事項： 日本固有種である。

執 筆 者 奧田重俊　

文献一覧 9 8

タ チキラ ンソ ウ
Ajuga makinoi

被子植物

シ ソ 科

奥多摩町 2 0 0 7 年 5 月 1 4 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

○○1 9 9 9 年以前 ▲標本

8 0 2 再校

■ 種の特性と 生育状況： 本州、 四国、 九州に分布する多年草で、 山地の湿っ た二次林の林縁な

どに生育する。 全草に縮れた毛がある。 茎は高さ 1 0 〜 2 0 cm 、 叢生し 、 長い匐枝を 出す。 葉

は対生。 花期は4 〜 5 月、 上部の枝に数個の花を 付ける。 花冠は基部が筒状の唇形で薄紫色、

下唇３ 個が目立つ。 都内では南多摩から 西多摩にかけて、 谷筋の林道沿いなどに見ら れる。

■ 生存を 脅かす要因： 生育環境は林道沿いの草地などであり 、 林道や林縁の整備によ る 消失、

管理放棄による植生の退行やシカ の食害、 さ ら に、 園芸目的の採取などにより 、 自生地や個体

数の減少が引き 起こ さ れたも のと 考えら れる。

■ 特記事項：

執 筆 者 奧田重俊　

文献一覧 4 , 1 5 2 , 1 6 8

オウギカ ズラ
Ajuga japonica

被子植物

シ ソ 科

八王子市 2 0 1 1 年 5 月 1 8 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

○○1 9 9 9 年以前 ▲標本

© 内野秀重
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8 1 3 再校

■ 種の特性と 生育状況： 北海道、 本州、 四国、 九州に分布する多年草で、 山地の二次草原に生

育する。 高さ 6 0 〜 1 0 0 cm 。 茎は四角。 葉は対生、 卵形で粗い鋸歯がある。 花は茎の上部の

葉腋につく 。 花期は８ 〜９ 月。 花冠は紅紫色、 唇形で長さ 2 5 〜 3 0 m m 。 上面に白毛がある。

都内では、 区部や北多摩で絶滅し 、 南多摩から 西多摩の深山にかけて、 わずかに現存するだけ

の危機的な状況にある。

■ 生存を 脅かす要因： 生育環境は山地林の林縁や草地であり 、 草地の遷移による樹林化やシカ

の食害による荒廃、 園芸目的の採取等により 、 生育地が退行、 激減に至っ たも のと 考えら れる。

■ 特記事項： 日本固有種である。

執 筆 者 奧田重俊　

文献一覧 1 7 3 , 2 4 3 , 2 7 0

キセワタ
Leonurus macranthus

被子植物

シソ 科

八王子市（ 南高尾産植栽）2 0 2 1 年8 月1 2 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

○○1 9 9 9 年以前 ▲標本

© 内野秀重

8 1 2 再校

■ 種の特性と 生育状況： 北海道、 本州、 四国、 九州および南西諸島に分布する 二年草で、 山野

の路傍、 草地などに生育する。 茎は直立し 、 高さ １ 〜 1 .5 ｍ。 葉は対生し 3 裂〜全裂する。 花

期は7 〜 9 月、 葉腋に小形の唇形花を 付ける。 花は長さ １ cm で紅紫色。 分果は３ 稜形。 都内

では各地の緑道や河川敷、 林道路傍等に散見さ れるが、 丘陵部などではき わめて稀と なっ てい

る。

■ 生存を 脅かす要因： 生育環境が市街地の路傍や草地のため、 除草時の生物多様性への配慮の

不足等で失われてし まう こ と が多い。 外来植物の繁茂により 生育地が奪われている点も 生存を

脅かす大き な要因と なっ ている。 道路管理等における周知等、 個別的な管理が必要である。

■ 特記事項： 本種は、 古く から、 産前産後の処

方薬として利用さ れてきた経緯があり、 そのこと

と 、 人里周辺や都市部の緑地環境に現在でも

散発的に出現すること の関連性が示唆さ れる。

執 筆 者 奧田重俊　

文献一覧 4 , 2 4 3 , 2 4 5 , 2 6 3 , 2 7 0

メ ハジキ
Leonurus japonicus

被子植物

シソ 科

調布市 2 0 1 4 年 6 月 2 4 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

○○1 9 9 9 年以前 ▲標本

8 1 1 再校

■ 種の特性と 生育状況： 北海道西南部、 本州、 四国、 九州に分布する多年草で、 山地の日当た

り の良い林縁や草地に生育する。 高さ 5 0 〜 1 0 0 cm 。 葉は対生、 広卵形で鋸歯がある。 花は

大き な円錐花序に多数つく 。 花期は９ 〜 1 0 月。 花冠は淡青紫色、 唇形で長さ ５ 〜７ m m 。 雄

し べは突き 出る。 薬用植物。 都内区部及び北多摩では絶滅し 、 多く は西多摩から 南多摩にかけ

ての林縁部に見ら れる。

■ 生存を 脅かす要因： 生育環境は日当たり の良い山地林の林縁であり 、 森林伐採や林道整備、

植生遷移の進行およびシカ 食害などにより 減少・ 退行が進んだも のと 考えら れる。

■ 特記事項： 日本固有種である。

執 筆 者 奧田重俊　

文献一覧 1 5 2 , 1 6 8 , 2 4 3 , 2 7 0

ヒ キオコ シ
Isodon japonicus

被子植物

シソ 科

八王子市 2 0 1 1 年 1 0 月 6 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

○○1 9 9 9 年以前 ▲標本

8 1 0 再校

■ 種の特性と 生育状況： 本州の宮城県以西、 四国、 九州に分布する 一年草で、 山地の草地に生

育する。 茎は高さ １ ｍ内外で分枝する。 葉は菱形で対生。 花期は9 〜 1 0 月、 小枝の先端に紫

色の多数の花を 付ける。 花穂はナギナタ コ ウジュ に似てやや太く 、 枝の末端に分散し て付く 。

苞は中央上部が広い。 花冠４ 裂。 都内では南多摩及び西多摩の山地に分布し 、 林道などに見ら

れるが自生地の減少が著し い。

■ 生存を 脅かす要因： 生育環境が林道沿いの路傍などのため、 除草対象にさ れやすいこ と 、 外

来雑草などの繁茂により 生育場所が狭めら れているこ と などが減少の要因と 考えら れる。

■ 特記事項： 特有な香り がある。

執 筆 者 奧田重俊　

文献一覧 4 , 2 4 3

フト ボナギナタ コ ウジュ
Elsholtzia n ipponica

被子植物

シ ソ 科

青梅市 2 0 2 0 年 1 1 月 1 3 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

○○1 9 9 9 年以前 ▲標本

© 内野秀重

8 0 9 再校

■ 種の特性と 生育状況： 静岡、 山梨、 および東京に分布する多年草で、 山地の谷間、 渓谷林等

に生育する。 高さ 2 5 〜 4 0 cm 。 葉の基部はく さ び形。 葉柄に開出する 毛がある。 花期は９ 〜

1 0 月。 花は茎頂付近の葉腋に１ 個つく 。 花冠は紅紫色。 萼筒は果時にも 残り 有毛。 都内では

奥多摩西部に記録があるも のの現状は不明と なっ ている。

■ 生存を脅かす要因： タ ニジャ コ ウソ ウと 同様、 も と も と 個体数や産地が限ら れているう えに、

渓谷林の遷移の進行や林床の荒廃などにより 、 自生地や個体数の縮小が進んだも のと 考えら れ

る。 また、 園芸目的の採取も 懸念さ れる。

■ 特記事項： 日本固有種である。 本種はタ ニジ ャ コ ウソ ウと の区別の難し い分類群である。

八王子市産の標本（ 牧野標本館 M AK1 6 4 8 4

八王子市大垂水） によ れば、 本種と 判断する

こ と が困難なも のである こ と から 、 南多摩に

おける分布には反映さ れていない。

執 筆 者 奧田重俊　

文献一覧 2 6 ,2 8 , 2 4 3 , 2 8 7

アシタ カ ジャコ ウソ ウ
Chelonopsis yagiharana

被子植物

シ ソ 科

1 9 8 6 年 7 月 2 3 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

○○1 9 9 9 年以前 ▲標本

8 0 8 再校

■ 種の特性と 生育状況： 本州の関東地方以西、 四国、 九州に分布する 多年草で、 山地河岸や渓

谷沿いなどに生育する。 茎は斜上し 高さ 5 0 〜 1 0 0 cm 。 葉は対生、広披針形で基部耳状と なる。

花柄は葉柄より 著し く 長い。 花期は９ 〜 1 0 月。 花冠は紅紫色、 筒状で開口部は唇形。 都内で

は西多摩の山地にき わめて稀と なっ ている。

■ 生存を 脅かす要因： 渓谷林において、 も と も と 自生地や個体数が少ないう えに、 植生遷移の

進行、 風倒木や野生動物による林床の荒廃などにより 、 減少が進んだも のと 考えら れる。

■ 特記事項： 日本固有種である。 現地での保全が困難な場合は、 人為的な系統保存を 検討する

必要がある。

執 筆 者 奧田重俊　

文献一覧 2 8 , 2 4 3 , 2 4 7

タ ニジャコ ウソ ウ
Chelonopsis longipes

被子植物

シ ソ 科

高知県 2 0 0 3 年 1 0 月 2 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

○○1 9 9 9 年以前 ▲標本
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8 1 9 再校

■ 種の特性と 生育状況： 北海道、 本州、 四国、 九州に分布する一年草で、 貧栄養な山地草原や

岩礫地など に生育する。 高さ 1 0 〜 4 0 cm 、 分枝し て紫色を 帯びる 。 葉は対生。 花穂は1 〜

4 cm 。 卵形の苞を 持つ。 花期は９ 〜 1 0 月。 花冠は淡紅紫色、 長さ 約３ m m 。 都内では区部及

び北多摩、 南多摩では絶滅し 、 西多摩の限ら れた山域に点在するのみと なっ ている。

■ 生存を脅かす要因： 森林経営の変化などにより 生育に適し た草地環境が失われ、 シカ の食害、

さ ら に、 登山者による踏みつけなどによっ ても 個体数を 減じ てき たも のと 推測さ れる。

■ 特記事項：

執 筆 者 奧田重俊　

文献一覧 2 7 0

ヤマジソ
Mosla japonica

被子植物

シソ 科

三頭山 1 9 9 4 年 9 月 1 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

○○1 9 9 9 年以前 ▲標本

8 1 8 再校

■ 種の特性と 生育状況： 本州、 四国、 九州に分布する一年草で、 池沼周囲や水湿地に生育する。

高さ 2 0 〜 5 0 cm 。 茎には下向き 、 及び開出する 毛が目立つ。 葉は対生、 卵形で６ 〜 1 0 個の

鋸歯があり 、 表面に軟毛がある。 萼は有毛。 花期は９ 〜 1 0 月。 花冠は淡紅紫色、 唇形。 都内

では西多摩から 南多摩にかけての丘陵地に多く 、 谷戸や沖積地に見ら れる。

■ 生存を 脅かす要因： 自生地は二次林や谷沿いの湿地であり 、 開発による埋立て、 下草刈り の

停止による樹林化などにより 、 生育に適し た生育条件が失われてき た。

■ 特記事項： イ ヌ コ ウジュ 属のヒ メ ジソ に似る が、 毛の有無だけでなく 鋸歯の数など、 形態も

かなり 異なり 、 両種が混生するこ と はあまり ない。 本種はヒ メ ジソ より 、 半陰地で多湿な場所

に生育する。

執 筆 者 奧田重俊　

文献一覧 8 , 2 4 3

シラ ゲヒ メ ジソ
Mosla hirta

被子植物

シソ 科

八王子市 2 0 2 1 年 9 月 1 6 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

○○1 9 9 9 年以前 ▲標本

8 1 7 再校

■ 種の特性と 生育状況： 北海道、 本州に分布する多年草で、 低湿地や河畔等に生育する。 高さ

2 0 〜 4 0 cm 。 葉は対生、細い。 花は枝先に十数個集まる。 花期は８ 〜 1 0 月。 花冠は淡紅紫色、

鐘形で４ 裂。 雄し べは４ 個あり 花外に突き 出る。 都内では区部に記録があるが絶滅し た。

■ 生存を 脅かす要因： 都内ではも と よ り 自生地の局限さ れる植物であっ たと 推測さ れるが、 生

育地のあっ た区部の湿地は都市部のため、 都市開発に伴う 土地造成により 生育地が失われ、 絶

滅し たも のと 考えら れる。

■ 特記事項： 日本固有種である。

執 筆 者 奧田重俊　

文献一覧 2 7 0

ヒ メ ハッ カ
Mentha japonica

被子植物

シソ 科

茨城県 1 9 8 7 年 9 月 3 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

○○1 9 9 9 年以前 ▲標本

8 1 6 再校

■ 種の特性と 生育状況： 北海道、 本州、 四国、 九州に分布する多年草で、 低湿地に生育するほか、

薬用にも 栽培さ れる。 全草に芳香がある。 茎は高さ 2 0 〜 5 0 cm 。 葉は対生、 広い披針形で縁

に鋸歯がある。 花期は８ 〜 1 0 月。 花は腋生、 上部の葉腋に球状に集まる。 花冠は白色または

淡紫色、 鐘形、 長さ 約４ 〜５ m m 。 都内では低山以下に生育し 、 水路や川岸、 谷戸湿地などに

見ら れるが、 減少が顕著と なっ ている。

■ 生存を 脅かす要因： 生育環境は湿地であり 、 開発さ れやすい場所のため、 湿地を 含む土地造

成などに際し て保全対策が必要である 。 外来種のヨ ウシュ ハッ カ の拡大で生育場所が奪われて

いるケースも 少なく ない。

■ 特記事項： 酷似するヨ ウシュ ハッ カ と は萼片

の形状を 比較し 、 確実に同定を 行う 必要があ

る。

執 筆 者 奧田重俊　

文献一覧 1 4 , 1 9 6 , 2 4 3 , 2 4 5

ハッ カ
Mentha canadensis

被子植物

シ ソ 科

八王子市 2 0 0 5 年 9 月 2 8 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

○○1 9 9 9 年以前 ▲標本

8 1 5 再校

■ 種の特性と 生育状況： 北海道、 本州、 四国、 九州に分布する多年草で、 低湿地に生育する 。

白い地下茎がある。 茎は四角で高さ 3 0 〜 7 0 cm 。 葉は対生、 披針形で縁に鋸歯があり 、 基部

は円形で短い葉柄がある。 花は腋生。 花期は８ 〜 1 0 月。 花冠は白色、 鐘形、 長さ 約4 m m 。

都内では各地から 記録はあるが、 現在では台地や丘陵部の谷戸湿地などにわずかな自生地が残

さ れているにすぎない状況である。

■ 生存を 脅かす要因： 生育環境は湿地であり 、 宅地開発などによる湿地の埋立てで多く の自生

地が失われたほか、 管理放棄による他種の繁茂などの生育環境の悪化が本種の衰退を も たら し

たも のと 考えら れる。

■ 特記事項： 富栄養な環境に適応し たシロネに

対し 、 本種はよ り 貧栄養な湿地を 好む傾向が

ある。

執 筆 者 奧田重俊　

文献一覧 1 0 5 , 2 4 3 , 2 7 0

ヒ メ シロネ
Lycopus maackianus

被子植物

シ ソ 科

八王子市 2 0 0 8 年 9 月 1 4 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

○○1 9 9 9 年以前 ▲標本

© 内野秀重

8 1 4 再校

■ 種の特性と 生育状況： 北海道、 本州、 四国、 九州に分布する多年草で、 低地の湿地や川岸等

に生育する。 太く て白い地下茎がある。 茎は四角で高さ 8 0 〜 1 2 0 cm 。 葉は対生、 広い披針

形で縁に鋸歯があり 、 光沢がある。 花は腋生。 花期は８ 〜 1 0 月。 花冠は白色、 鐘形、 長さ 約

５ m m 。 都内では区部や北多摩の河川中流域以下の川岸や湿地に見ら れる。 南多摩や西多摩に

おいても 記録があるが、 近縁種と の誤認の可能性も あり 、 生育実態が正し く 把握さ れていない

可能性がある。

■ 生存を 脅かす要因： 生育環境は湿地であり 、 都市部における水湿地の埋立てや護岸整備など

により 、 自生地が狭めら れていっ たも のと 考えら れる。

■ 特記事項： 湿地の開発を伴う 土地造成に際し

ては、 湿地植生を 残存さ せる など の特別な保

全対策が必要である。

執 筆 者 奧田重俊　

文献一覧 2 7 0 , 3 2 2

シロネ
Lycopus lucidus

被子植物

シ ソ 科

三鷹市（ 植栽） 1 9 9 9 年 8 月 9 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

○○1 9 9 9 年以前 ▲標本
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8 2 5 再校

■ 種の特性と 生育状況： 本州に分布する 多年草で、 山地の沢沿いの林下に生育し 、 小群落を 構

成する。 高さ 1 5 〜 2 5 cm 。 茎は四角で上向き の細毛がある 。 葉は広卵形、 粗い鋸歯がある 。

花は茎の上部にまばら につく 。 花期は５ 〜６ 月。 花冠は青紫色、 直角に立ち上がる。 都内では

区部で絶滅、 南多摩では現状不明、 北多摩地域の武蔵野台地段丘崖樹林地１ 箇所に残存するの

みと なっ ている。

■ 生存を 脅かす要因： 従来、 武蔵野台地の一角に特異的に生育し ていたも ので、 自生地は局限

さ れていた。 生育する二次林の林床の適切な管理が必要である。

■ 特記事項： 日本固有種である。 保全が困難な場合は、人為的な系統保存を検討する必要がある。

執 筆 者 奧田重俊　

文献一覧 2 7 0 , 2 9 0

ヤマジノ タ ツ ナミ ソ ウ
Scutellaria  amabilis

被子植物

シソ 科

清瀬市 2 0 1 4 年 5 月 2 5 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

○○1 9 9 9 年以前 ▲標本

© 内野秀重

8 2 4 再校

■ 種の特性と 生育状況： 本州、 四国、 九州および、 南西諸島に分布する 二年草で、 低地の河畔

湿地に生育する。 ロゼッ ト 葉で越冬する。 茎は高さ 3 0 〜 7 0 cm 。 葉は長楕円形で葉面にし わ

がある。 花は円錐花序に多数付く 。 花期は５ 〜６ 月。 花冠は淡紫色、 長さ 約５ m m 。 都内では

､ 各地の河川沿いに見ら れる。

■ 生存を 脅かす要因： 生育環境は川沿いの氾濫原や低地、 丘陵地の谷戸の湿地などに限ら れて

おり 、 し かも 本来二年生植物であるこ と から 個体数が不安定である 。 と く に、 河川の増水や谷

戸湿地の埋立てなどにより 、 自生地や個体数が激減する要素を 常に抱いている。

■ 特記事項：

執 筆 者 奧田重俊　

文献一覧 8 , 2 4 3

ミ ゾコ ウジュ
Salvia plebeia

被子植物

シソ 科

町田市 2 0 2 0 年 5 月 1 2 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

○○1 9 9 9 年以前 ▲標本

© 内野秀重

8 2 3 再校

■ 種の特性と 生育状況： 本州（ 中部以北） に分布する多年草。 山地の沢沿いに生育し 、 小群落

を 構成する。 高さ 3 0 〜 7 0 cm 。 葉は対生で３ 出または羽状複葉、 頂小葉は卵形や広卵形と な

るが変異が大き い。 花期は６ 〜８ 月、 花穂軸や萼には白軟毛が密生し 、 花冠は淡い紫色で長さ

１ cm 、 雄し べは外に突き 出る。 都内では区部や北多摩では絶滅か現状不明、 南多摩から 西多

摩の丘陵帯上部から 山地の渓谷沿いに残存するだけと なっ ている。

■ 生存を 脅かす要因： 都市部では開発により 自生地が失われ、 多摩西部に退行し たが、 残さ れ

た場所でも 、 植生の変動や山林管理の放置、 シカ 食害など、 複合的な要因から 減少傾向が続い

ている。

■ 特記事項： 日本固有種である。 本分類群は、 し ばし ば別変種ナツノ タムラソウ var. in ter media
と 混同さ れており 、 東京都における実態は十分に明ら かと なっ ていない。 先の東京都 RL2 0 2 0

版では、 ナツ ノ タ ムラ ソ ウと し て取り 扱っ た

が、 本書では都内に確実に分布する ケナツ ノ

タ ムラ ソ ウと その学名を 用い、 記録はある が

実態の不明なナツ ノ タ ムラ ソ ウについても 暫

定的に含むも のと する。

執 筆 者 奧田重俊　

文献一覧 4 ,2 8 , 1 6 8 , 2 2 3 , 2 4 3

ケナツノ タ ムラ ソ ウ（ ミ ヤマタ ムラ ソ ウ）
Salvia lu tescens var. crenata

被子植物

シソ 科

青梅市 2 0 1 9 年 6 月 5 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

○○1 9 9 9 年以前 ▲標本

© 内野秀重

8 2 2 再校

■ 種の特性と 生育状況： 本州、 四国、 九州に分布する 多年草で、 池沼の周囲等に生育する。 高

さ 3 0 〜 5 0 cm 。葉は線形で３ 〜４ 個輪生する。花は茎頂に集まり 、長さ ３ 〜６ cm の穂になる。

花期は８ 〜 1 0 月。 花冠は淡紅色、 ４ 裂し 、 突き 出た雄し べと と も に長さ 約８ m m 。 都内では

区部及び南多摩の池沼に産し ていたが絶滅し た。

■ 生存を 脅かす要因： 生育環境は池沼と その周辺の湿地に限ら れ、 水質の悪化や埋立て、 外来

生物の進出拡大などにより 、 絶滅に至っ たも のと 考えら れる。

■ 特記事項： 再発見の場合は、 個別的な管理が必要である。

執 筆 者 奧田重俊　

文献一覧 2 4 3 , 2 7 0

ミ ズト ラノ オ
Pogostemon yatabeanus

被子植物

シ ソ 科

福岡県　 2 0 1 1 年 9 月 2 1 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

○○1 9 9 9 年以前 ▲標本

8 2 1 再校

■ 種の特性と 生育状況： 本州、 四国、 九州および、 奄美大島に分布する 一年草で、 休耕田や湿

地に生育する。 全草軟弱。 高さ 1 5 〜 5 0 cm 。 葉は線形、 ３ 〜６ 個輪生する。 花穂は茎頂と 枝

先につき 、 長さ ２ 〜５ cm 。 花期は８ 〜 1 0 月。 花冠は白ま たは淡紅色、 長さ 約３ m m 。 都内

では区部の限ら れた場所に自生地が残さ れているにすぎない。

■ 生存を 脅かす要因： 自生地はも と も と 局限さ れており 、 湿地の開発により 、 公園内に唯一の

自生地が残さ れているにすぎない。 残さ れた生育地では競合する植物の調節や外来種除去など

適切な管理を 継続する必要がある。

■ 特記事項：

執 筆 者 奧田重俊　

文献一覧 8 4 , 2 7 0

ミ ズネコ ノ オ
Pogostemon stellatus

被子植物

シ ソ 科

葛飾区 2 0 2 0 年 8 月 3 1 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

○○1 9 9 9 年以前 ▲標本

© 内野秀重

8 2 0 再校

■ 種の特性と 生育状況： 本州、 四国、 九州に分布する 一年草で、 山地谷筋に生え、 稀に海岸部

にも 生育する。 高さ 5 0 〜 9 0 cm 。 葉は広楕円形で、 鋸歯は葉の基部に達し ている｡ 花期は

９ 〜 1 0 月。 花冠は紅色、 唇形で雄し べが突出する。 苞は卵円形で先は急に尖り ､ 縁に長毛が

密に生える。 分果は球形。 都内では南多摩から 西多摩にかけての山地に稀産する。

■ 生存を 脅かす要因： 生育範囲は南多摩から 西多摩の山地の限ら れた場所であり 、 も と も と 稀

産である。 森林の遷移が進み、 林間の草地が失われたこ と や、 登山道整備における管理手法の

影響なども 疑われる。

■ 特記事項： 日本固有種。 全草にレモンの香り がある点でレ モンエゴマに酷似するが、 本種は、

葉に短毛と と も に特徴的な長毛が生える 点や、

若い花穂が細長く 、 緑色である 点に注意し て

同定を 行う と 良い。

執 筆 者 奧田重俊　

文献一覧 2 1 9 , 2 4 3 , 2 4 7 , 2 9 6

ト ラノ オジソ
Perilla hir tella

被子植物

シ ソ 科

八王子市 1 9 9 1 年 9 月 2 5 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

○○1 9 9 9 年以前 ▲標本
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8 3 1 再校

■ 種の特性と 生育状況： 北海道、 本州、 四国、 九州に分布する多年草で、 主と し て低山の二次

林内や林縁に生育する。高さ 1 0 0 cm 。葉は対生、広卵形で鋸歯がある。花序はまばら な集散状。

花期は８ 〜９ 月。 花冠は青紫色、 筒状で５ 裂し 、 下側１ 個は大き く 、 反転する。 雄し べは長く

突き 出る。 全体に強い臭気がある 。 都内では広範囲に記録があるが、 区部や北多摩での近年の

実態は不明、 南多摩と 西多摩の丘陵地から 低山地にわずかに自生するのみと なっ ている。

■ 生存を 脅かす要因： 生育環境は二次林や草地など開発さ れやすい場所のため、 土地造成や都

市開発、 また、 園芸目的の採取により 、 自生地が失われてき たも のと 考えら れる 。 残存する自

生地では、 生育地の管理（ 草刈り など） を継続する必要がある。

■ 特記事項： 観賞用に栽培さ れる こ と も あり 、

自生か植栽起源か判断がつかない場合がある。

執 筆 者 奧田重俊　

文献一覧 2 8 , 1 6 8 , 2 4 7 , 2 7 0 , 2 9 0

カリ ガネソ ウ
Tripora divar icata

被子植物

シソ 科

町田市 2 0 2 2 年 1 0 月 2 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

○○1 9 9 9 年以前 ▲標本

© 内野秀重

8 3 0 再校

■ 種の特性と 生育状況： 本州の東北南部から 四国、 九州に分布する多年草で、 山地の林内に生

育する。 全体小形で軟ら かい。 高さ ５ 〜 1 0 cm 。 葉は数個対生し 卵円形で柄がやや長い。 花期

は７ 〜８ 月。 花は茎の上部にまばら に付く 。 花冠は白色で、 長さ ７ 〜８ m m 。 都内では南多摩

から 西多摩にかけての湿潤な林床に稀に見ら れる。

■ 生存を 脅かす要因： 生育環境は低山の沢筋の斜面や渓谷林下などであり 、 植物個体が小型な

ので、 大雨による土砂流出や森林荒廃の影響を 受けやすい。 流域全体の森林保全などの対策が

必要である。

■ 特記事項： 日本固有種であり 、 西南日本から 不連続に分布するソ ハヤキ要素の植物でも ある。

執 筆 者 奧田重俊　

文献一覧 6 , 2 4 3

ミ ヤマナミ キ
Scutellaria  shikokiana

被子植物

シソ 科

町田市 2 0 0 9 年 6 月 2 1 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

○○1 9 9 9 年以前 ▲標本

© 内野秀重

8 2 9 再校

■ 種の特性と 生育状況： 本州の東北南部から 四国、 九州に分布する多年草で、 山地の二次林内

に生育する。 高さ 1 0 〜 4 0 cm 。 茎に開出または上向する 毛が密生する 。 葉は対生、 心臓形、

裏面は紫色を 帯びる。 花期は５ 〜６ 月。 花は茎の上部に集まり 、 花穂は２ 〜８ cm 。 唇形の花

冠は紫色で直立し 、長さ ２ cm 。 都内では、南多摩の丘陵域から 西多摩山地林床に稀に見ら れる。

区部においては現状が明ら かではない。 ト ウゴク シソ バタ ツナミ の基本変種であり 、 葉は伏毛

がまばら にあるのみで表面はやや光沢を 帯びる。

■ 生存を 脅かす要因： 生育環境は二次林の林床、 林縁部であり 、 開発による山林の破壊、 樹林

地の管理停止による林床の変化などにより 、自生地や個体数が失われてき たも のと 考えら れる。

園芸目的の採取のおそれも ある。

■ 特記事項： 日本固有種である 。 酷似するト ウ

ゴ ク シ ソ バタ ツ ナミ に比べ、 本種はよ り 低標

高に分布する傾向がある。

執 筆 者 奧田重俊　

文献一覧 2 8 , 2 4 3 , 2 7 0

シソ バタ ツ ナミ
Scutellaria  laeteviolacea

被子植物

シソ 科

八王子市 2 0 1 0 年 5 月 3 1 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

○○1 9 9 9 年以前 ▲標本

© 内野秀重

8 2 8 再校

■ 種の特性と 生育状況： 本州の東北南部から 中部に分布する多年草で、 山地の二次林内に生育

する。 高さ 1 0 〜 1 5 cm 。 茎はやや叢生し 、 開出する毛が密生する。 葉は対生、 心臓形で裏面

は紫色を帯びる。 花期は６ 〜７ 月。 花は茎の上部に集まり 、 唇形の花冠は紫色で直立し 、 長さ

2 .2 cm 。 都内では南多摩の丘陵帯上部から 西多摩山地にかけての、 尾根部の林床に生育する 。

シソ バタ ツナミ の変種でより 丈が低く 、 葉は両面にビロード 状の毛が密生し て光沢がない。

■ 生存を 脅かす要因： 生育環境は自然林や二次林の林床、 林縁部であり 、 山林の開発や、 樹林

地の管理停止による林床の変化、 さ ら にシカ 食害などにより 、 生育地や個体数が失われてき た

も のと 考えら れる。

■ 特記事項： 日本固有種である 。 園芸目的の採

取のおそれがある。

執 筆 者 奧田重俊　

文献一覧 2 8 , 1 6 8 , 2 1 9 , 2 4 3

ト ウゴク シソ バタ ツ ナミ
Scutellaria laeteviolacea var. abbrevia ta

被子植物

シ ソ 科

青梅市 2 0 1 8 年 5 月 1 0 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

○○1 9 9 9 年以前 ▲標本

© 内野秀重

8 2 7 再校

■ 種の特性と 生育状況： 北海道、 本州、 九州に分布する 多年草で、 低地を 中心と し た湿地や水

田畔に生育する。 全体繊細で無毛。 高さ 2 0 〜 4 0 cm 。 細い地下茎を 出す。 葉は対生、 やや三

角形。 花は葉腋に１ 個ずつつく 。 花期は６ 〜８ 月。 花冠は唇形で白色。 都内では区部や南多摩

に記録があるが絶滅し た。 標本は残さ れていないが、 南多摩では多摩丘陵域の谷戸湿地に生育

し ていた。

■ 生存を 脅かす要因： 自生地は当初から 比較的限ら れていたと 推測さ れるが、 湿地の開発によ

り 生育地が失われた。 また、 残さ れた場所でも 植生の変化により 、 生育環境が適さ なく なっ た

も のと 推測さ れる。

■ 特記事項： 再発見のと き には移植などを含め、

個別的な管理が必要である。

執 筆 者 奧田重俊　

文献一覧 1 2 ,1 7 , 2 7 0

ヒ メ ナミ キ
Scutellaria dependens

被子植物

シ ソ 科

日野市 1 9 8 5 年 6 月 2 3 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

○○1 9 9 9 年以前 ▲標本

8 2 6 再校

■ 種の特性と 生育状況： 本州、 四国に分布する多年草で、 丘陵から 山地にかけての谷地形、 沢

沿いの林下に生育する。 高さ 1 0 〜 5 0 cm 。 茎に下向き の毛が密生する。 葉は対生、 上部の方

が大き い。 花序は短い。 花冠は淡紫色、 唇形長さ ２ cm 。 花期は５ 〜６ 月。 都内では各地に見

ら れるが、 区部で減少が著し く 、 多摩部でも 都市化、 乾燥化し た地域では激減し ている。

■ 生存を 脅かす要因： 生育環境は農村地帯であり 、 開発による山林の消滅や管理放棄などによ

り 、 自生地や個体数の減少が進行し ている 。 都市部においては送粉昆虫の減少などによる影響

も 懸念さ れる。

■ 特記事項： 日本固有種である。

執 筆 者 奧田重俊　

文献一覧 2 4 3 , 2 6 9

オカタ ツ ナミ ソ ウ
Scutellaria brachyspica

被子植物

シ ソ 科

八王子市 2 0 1 8 年 5 月 1 0 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

○○1 9 9 9 年以前 ▲標本
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8 3 7 再校

■ 種の特性と 生育状況： 北海道、 本州、 四国、 九州、 および南西諸島に分布する一年草で、 海

岸や河口の砂地に生育し 、 主と し てカ ワラ ヨ モギの根に寄生する。 茎は黄褐色、 毛が少なく 、

多肉質で高さ 1 0 〜 2 5 cm 。 葉は鱗片状。 花期は5 〜 7 月。 花は茎の上部に集ま り 、 淡紫色。

花冠は唇形で上唇は浅く ２ 裂、 下唇は３ 裂する。 さ く 果は楕円形。 海岸の砂丘や乾いた河原に

生育する。 都内では区部で絶滅、 内陸性でオト コ ヨ モギに寄生するオカ ウツボが北多摩（ 小金

井、 稲城） に産し た記録があるが、 近年、 生育情報は得ら れていない。

■ 生存を 脅かす要因： 区部、 沿岸部の開発と と も に生育環境が失われて絶滅し たも のと 考えら

れる。 寄生植物のため、 広く 宿主を 含む生育地を保全する必要がある。

■ 特記事項： オト コ ヨ モギに寄生し 、 内陸に分

布する も のを オカ ウツ ボと する 見解がある が、

現在は同じ 分類群に含める場合が多い。

執 筆 者 奧田重俊　

文献一覧 2 8 , 2 7 0 , 2 8 0 , 2 9 0

ハマウツ ボ
Orobanche coerulescens

被子植物

ハマウツ ボ科

多摩川 1 9 7 5 年 5 月 2 9 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

○○1 9 9 9 年以前 ▲標本

8 3 6 再校

■ 種の特性と 生育状況： 本州の関東地方以西、 四国、 九州に分布する半寄生の二年草で、 丘陵

地の乾いた草地に生育する。 茎は地を 這い、 長さ 2 0 〜 5 0 cm 。 葉は対生し 線形。 花は茎の上

部の葉腋につく 。 花期は５ 〜６ 月。 花冠は淡紅紫色、 唇形。 萼は果期に長く 伸びる 。 都内では

各地に分布するが、 区部では絶滅。 その他の地域でも 、 生育に適し た明るい疎林下や草地など

が失われ、 全体的な減少傾向が止まら ない。

■ 生存を 脅かす要因： 生育環境は明る い疎林下や林縁であり 、 樹林管理や下草刈り の停止など

により 、 生育は困難と なる 。 保全にあたっ ては越冬株の保存に留意し て、 自生地の定期的な草

刈り を 行う 必要がある。

■ 特記事項：

執 筆 者 奧田重俊　

文献一覧 1 9 6 , 2 4 3 , 2 7 0

ク チナシグサ
Monochasma shearer i

被子植物

ハマウツ ボ科

八王子市 2 0 0 5 年 4 月 1 1 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

○○1 9 9 9 年以前 ▲標本

8 3 5 再校

■ 種の特性と 生育状況： 本州の関東地方以西、 四国、 九州に分布する寄生植物で、 山地の落葉

自然林に生育する 。 高さ 1 5 〜 3 0 cm 。 葉緑素を 欠き 全体白色。 葉は小形。 花期は４ 〜６ 月。

花は多数つき 、 花冠は白色、 やや赤紫色を 帯び、 筒形で先は唇形。 さ く 果は倒卵形。 都内では

南多摩及び西多摩の山地林内に稀に見ら れる。

■ 生存を脅かす要因： 特定の樹種と の関係性があり 、 従来から 限ら れた自然林に発生し ていた。

既存の自生地については、 森林植生の適切な維持管理、 登山者による踏みつけなどに配慮し な

がら 、 保全する必要がある。

■ 特記事項： ブナ科、 カ バノ キ科、 ヤナギ科などの樹木に寄生する。 寄生植物のため、 寄主を

含む群落全体で保存する など 特別な管理が必

要である。

執 筆 者 奧田重俊　

文献一覧 1 5 2 , 1 6 6 , 2 1 8 , 2 2 0

ヤマウツ ボ
Lathraea japonica

被子植物

ハマウツ ボ科

八王子市 1 9 8 6 年 5 月 9 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

○○1 9 9 9 年以前 ▲標本

8 3 4 再校

■ 種の特性と 生育状況： 北海道、 本州、 四国、 九州に分布する一年草で、 山地の日の当たる 草

原に生育する。 高さ 1 5 〜 3 0 cm 。 全体有毛。 葉は対生し 、 卵形で尖っ た鋸歯がある。 花は葉

腋に１ 個ずつ付く 。 花期は８ 〜 1 0 月。 花冠は白色、 唇形で下唇は３ 裂。 さ く 果は長楕円形。

都内では西部山地の亜高山性の草原に産するが、 近年、 確実な生育状況が得ら れていない。

■ 生存を 脅かす要因： 自生地は山地高所の亜高山帯草原であり 、 産地が従来局限さ れていた。

草地管理の停止による植生の変化、 気候の温暖化、 シカ 食害などの複合的要因により 激減し た

も のと 推測さ れる。

■ 特記事項：

執 筆 者 奧田重俊　

文献一覧 2 8 , 1 6 8 , 2 5 7

タ チコ ゴメ グサ
Euphrasia maximowiczii

被子植物

ハマウツ ボ科

山梨県 1 9 8 0 年 8 月 1 6 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

○○1 9 9 9 年以前 ▲標本

8 3 3 再校

■ 種の特性と 生育状況： 本州、 四国、 九州に分布する一年草で、 丘陵地から 山地の日の当たる

草地に生育する。 ススキやノ ガリ ヤスなどのイ ネ科植物の根に寄生する 。 茎はごく 短い。 花柄

は鱗片葉から 立ち 上がり 、 高さ 2 0 〜 3 0 cm 。 萼は長さ ３ 〜５ cm で先端は鈍い。 花期は７ 〜

9 月。 花は横を 向き 、 紅紫色。 花冠は筒状で、 先は５ 裂し 、 裂片には鋸歯がある。 さ く 果は卵

形で微少な種子が多数ある 。 都内では北多摩では情報不足、 南多摩から 西多摩の低山以上の地

域に散見さ れるが、 稀と なっ ている。

■ 生存を 脅かす要因： かつて低地に存在し ていた草刈り 地や林間の開放地などに自生し ていた

が、 管理の停止や樹林化などによる草地の減少により 、 山地に局所的に退行し たも のと 考えら

れる。

■ 特記事項：

執 筆 者 奧田重俊　

文献一覧 2 8 , 1 6 8 , 2 4 3 , 2 7 0

オオナン バン ギセル
Aeginetia sinensis

被子植物

ハマウツ ボ科

八王子市 1 9 9 0 年 7 月 8 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

○○1 9 9 9 年以前 ▲標本

8 3 2 再校

■ 種の特性と 生育状況： 北海道、 本州、 九州に分布する 多年草で、 山地の河畔湿地や流水辺に

生育する。 茎は高さ 1 0 〜 3 0 cm で分枝する。 茎葉は軟ら かく 無毛。 葉は対生、 柄が長く 、 楕

円形で少数の鋸歯がある 。 花期は６ 〜８ 月。 花は葉腋に１ 個ずつつき 、 黄色。 さ く 果は大き な

萼に包まれる。 都内では低地から 山地にかけての湧水や伏流水などの流水辺に見ら れるが、 低

地では稀と なっ ている。

■ 生存を 脅かす要因： 生育環境は水湿地のため、 湿地を 含む土地の開発や造成、 湧水の停止、

さ ら に、 外来植物の繁茂などにより 生育立地が悪化し たも のと 考えら れる。

■ 特記事項：

執 筆 者 奧田重俊　

文献一覧 2 8 , 1 6 8 , 2 4 3 , 2 7 0

ミ ゾ ホオズキ
Mimulus nepalensis

被子植物

ハエド ク ソ ウ科

町田市 2 0 2 2 年 7 月 7 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

○○1 9 9 9 年以前 ▲標本

© 内野秀重
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8 4 3 再校

■ 種の特性と 生育状況： 北海道、本州、四国、九州および南西諸島に分布する半寄生の一年草で、

各地の山野に生育する。 高さ 3 0 〜 7 0 cm 。 全体に曲がっ た短毛が密生する。 葉は対生し 深裂。

花期は８ 〜９ 月。 長い花茎を 出し て、 葉腋に１ 個ずつ花を付ける 。 花冠は鮮やかな黄色、 唇形

で上唇の先は切形。 花後さ く 果を つける 。 都内では都市部では不明、 丘陵から 西部の山地草地

に散在する。

■ 生存を 脅かす要因： 生育環境は二次林などの林縁部や草地であり 、 地域の開発はも と よ り 、

林縁部の伐採や除草時の生物多様性への配慮不足などによっ ても 、 生育地が失われる場合が多

い。 大型の外来種繁茂の影響も 無視でき ない。

■ 特記事項： 生育環境が大き く 改変さ れていな

く ても 発生が見ら れなく なる 場合があり 、 生

活史や生態の解明が必要である。

執 筆 者 奧田重俊　

文献一覧 4 , 1 9 6 , 2 4 3 , 2 7 0

ヒ キヨ モギ
Siphonostegia chinensis

被子植物

ハマウツ ボ科

町田市 2 0 2 0 年 8 月 8 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

○○1 9 9 9 年以前 ▲標本

© 内野秀重

8 4 2 再校

■ 種の特性と 生育状況： 北海道、 本州、 四国、 九州に分布する半寄生の一年草で、 広く 山野に

生育する。 茎は直立し 高さ 2 0 〜 7 0 cm 。 葉と と も に腺毛が密に生える。 葉は対生し 、 羽状に

分裂する。 花期は９ 〜 1 0 月。 花は上部の葉腋に１ 個ずつ付く 。 萼裂片には密に腺毛がある。

花冠は長さ ２ cm 、 唇形で上唇が広く 、 薄紫色。 都内では河川敷から 丘陵帯の草地、 山地林縁

などに見ら れるが、 自生地の減少が続き 、 区部や北多摩の実態は不明と なっ ている。

■ 生存を 脅かす要因： 生育場所は二次林などの林縁部や斜面の草地のため、 開発はも と よ り 、

除草時の生物多様性への配慮不足などによっ ても 、 生育地が失われる場合が多い。 競合植物の

繁茂や外来種などの影響も 無視でき ない。

■ 特記事項：

執 筆 者 奧田重俊　

文献一覧 1 6 8 , 1 9 6 , 2 4 3 , 2 4 5 , 3 1 6

コ シオガマ
Phtheirospermum japonicum

被子植物

ハマウツ ボ科

日野市 2 0 1 8 年 1 0 月 1 6 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

○○1 9 9 9 年以前 ▲標本

© 内野秀重

8 4 1 再校

■ 種の特性と 生育状況： 北海道、 本州、 四国、 九州に分布する多年草で、 山地の自然林内や林

縁に生育する 。 木の根に寄生する 。 全体が多肉質で白色。 高さ 1 0 cm 。 葉は鱗片状で基部に密

につく 。 花期は5 〜 7 月。 花は茎の先に 5 〜 1 0 個束状につき、 白色でのち に黄色に変わる。

花冠は筒形で先は唇形と なり 、 長さ 2 .5 〜 3 cm 。 やや斜めに立つ。 さ く 果は卵形。 都内では

南多摩（ 八王子市） から 西多摩にかけての山地に見ら れるがき わめて稀である。

■ 生存を 脅かす要因： 発生地は従来限ら れており 、 その減少要因には、 寄主植物と の関係性、

気候要因を 含めた植生の変化など 、 さ まざまな要因が考えら れる 。 宿主を含む生育地を 広く 保

全する必要がある。

■ 特記事項： 寄主と する 植物が多岐にわたり 、

生態にはまだ不明な点が多い植物である。

執 筆 者 奧田重俊　

文献一覧 2 0 , 1 6 8 , 2 4 3

キヨ スミ ウツ ボ
Phacellanthus tubiflorus

被子植物

ハマウツ ボ科

八王子市 1 9 8 8 年 6 月 1 4 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

○○1 9 9 9 年以前 ▲標本

8 4 0 再校

■ 種の特性と 生育状況： 本州の関東、 中部地方に分布する多年草で、 山地の明るい草地に生育

する。 高さ 3 0 〜 5 0 cm 。 葉は互生、 重鋸歯がある。 花序は茎の上部に短く つまり 、 花は旋回

状に付く 。 花期は８ 〜 1 0 月。 花冠は紅紫色。 シオガマギク の変種。 都内では西多摩の山地草

原に記録があるが、 近年の生育確認はでき ていない。

■ 生存を 脅かす要因： 生育環境は山地の林縁や草原であり 、 本来稀産な植物であるが、 植生遷

移の進行による種組成の変化、 林道の改変、 シカ の食害など、 複合的な要因により 生育条件が

さ ら に悪化し たも のと 推測さ れる。

■ 特記事項： 日本固有種である。

執 筆 者 奧田重俊　

文献一覧 1 5 2 , 1 6 8

ト モエシオガマ
Pedicularis resupinata subsp. teucr iifolia var. caespitosa

被子植物

ハマウツ ボ科

富士山 1 9 8 3 年 8 月 1 9 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

○○1 9 9 9 年以前 ▲標本

8 3 9 再校

■ 種の特性と 生育状況： 北海道、 本州、 四国、 九州に分布する多年草で、 山地の明るい草地に

生育する。 茎は基部で分枝し 、 高さ 2 5 〜 6 0 cm 。 葉は狭い卵形で重鋸歯がある。 花は茎の上

部に集まる。 花期は８ 〜 1 0 月。 花冠は紅紫色、 唇形で上唇は鎌形に曲がる。 さ く 果は卵形。

都内では各地から 報告があるが、 区部及び北多摩では絶滅、 西多摩の山地草原にわずかに残存

するのみと なっ ている。

■ 生存を 脅かす要因： 生育環境は原野や林縁草地などであり 、 都市部においては宅地や道路開

発、 また、 山地においては植生遷移に伴う 種組成の変化、 林道の改変、 シカ の食害など、 複合

的な要因により 本種の生育条件が悪化し ているも のと 考えら れる。

■ 特記事項：

執 筆 者 奧田重俊　

文献一覧 1 7 , 1 6 8 , 2 7 0

シオガマギク
Pedicularis resupinata subsp. oppositifolia

被子植物

ハマウツ ボ科

北海道 1 9 9 5 年 8 月 3 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

○○1 9 9 9 年以前 ▲標本

8 3 8 再校

■ 種の特性と 生育状況： 本州の関東、 東海地方に分布する多年草で、 山地の落葉自然林に生育

する。 高さ 3 0 〜 9 0 cm 。 葉は下部に集まり 卵形で羽状に全裂する。 花は枝先に花穂を 作り 、

密に花をつける。 花期は８ 〜 1 0 月。 花冠は紅紫色、 唇形で上唇は湾曲する。 さ く 実は卵円形。

都内では南多摩で情報不足、 西多摩の山地にき わめて稀に分布するのみと なっ ている。

■ 生存を 脅かす要因： 生育地は深山の林縁部であり 、 本来稀産な植物であるが、 植生遷移の進

行に伴う 競合する植物の増加やシカ の食害など 、 複合的な要因により 本種の生育状況が退行し

たも のと 推測さ れる。

■ 特記事項： 日本固有種である。

執 筆 者 奧田重俊　

文献一覧 1 6 8 , 2 8 7

ハンカイ シオガマ
Pedicularis glor iosa

被子植物

ハマウツ ボ科

神奈川県 2 0 0 8 年 9 月 8 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

○○1 9 9 9 年以前 ▲標本
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8 4 9 再校

■ 種の特性と 生育状況： 北海道、 本州、 四国、 九州に分布する多年生つる草で、 山地の林縁に

生育する。 全体に白毛を 散生する 。 塊根は小型で短く 、 球形。 葉の裏面に白毛が密生する 。 花

期は8 〜 9 月。 花冠は小さ く 、 鐘形、 内面は紫色で濃紫色の斑点がある 。 萼裂片は長さ 1 〜

1 .5 cm 。 種子には翼がない。 都内では各地に記録があるが区部及び北多摩では絶滅、 南多摩や

西多摩の丘陵から 山地にかけて点在するのみと なっ ている。

■ 生存を 脅かす要因： 生育地は二次林などの林縁部であり 、 土地造成や森林伐採などによ り 、

生育環境が失われたも のと 考えら れる 。 林縁部の鬱閉などでも 急速に生育状況が悪化するこ と

が知ら れており 、 自生地において、 つる植物と いう 本種の特性に対応し た適切な保全管理が必

要である。

■ 特記事項：

執 筆 者 奧田重俊　

文献一覧 1 3 , 1 0 5 , 1 9 6 , 2 4 3 , 2 7 0

バアソ ブ
Codonopsis ussur iensis

被子植物

キキョ ウ科

八王子市 1 9 9 8 年 8 月 2 1 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

○○1 9 9 9 年以前 ▲標本

8 4 8 再校

■ 種の特性と 生育状況： 本州の関東地方以西、 四国、 九州に分布する多年草で、 山地の林縁に

生育する。 白色で多肉質の太い根茎がある 。 茎は細く 長く 伸びる 。 葉は互生または対生し 、 葉

身は卵心形で先は鈍く 、 薄く て、 粉白色を 帯びる。 花期は８ 〜 1 0 月。 花は葉腋に単生し 、 長

い柄で下垂する。 花冠は広い鐘形、白色で内側は淡紫色、先は5 裂し 、反り 返る。 雄し べは5 個。

液果は扁球形。 種子は多数。 都内では南多摩地域の低山地にごく 稀である。

■ 生存を 脅かす要因： 本来、 都内では、 南多摩の局所的な分布が知ら れていたのみである。 園

芸的な採取圧や、 生物多様性への配慮が不足し た山林管理などが生存を 脅かす要因と なっ てい

る。 つる植物と いう 本種の特性に基づく 適切な管理を行う こ と によっ て自生地が失われないよ

う に注意が必要である。

■ 特記事項：

執 筆 者 奧田重俊　

文献一覧 2 4 3 , 2 8 7

ツルギキョ ウ
Codonopsis javanica subsp. japonica

被子植物

キキョ ウ科

八王子市 1 9 8 9 年 1 0 月 9 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

○○1 9 9 9 年以前 ▲標本

8 4 7 再校

■ 種の特性と 生育状況： 本州、 四国、 九州に分布する 多年草で、 山地の明る い二次林内に生育

する。 茎は高さ 5 0 〜 1 0 0 cm で直立するが、 上方は傾く 。 茎葉は常に互生し 、 卵形または広

披針形。 上部の葉は小型で柄がない。 花は円錐花序につき 、 垂れ下がる。 萼裂片は披針形で全

縁。 花期は８ 月。 花冠は青紫色、 漏斗状鐘形で裂片はやや反り 返る 。 花柱は突き 出ない。 有毛

品をケソ バナと いう 。 都内では区部と 北多摩はほぼ絶滅。 また、 南多摩の丘陵部でも 壊滅的で

ごく 稀と なっ ており 、 西多摩の山地に分布が退行し たよう に見える。

■ 生存を 脅かす要因： 多摩部の丘陵地などでは開発により 、 自生地が失われた事例が多く 、 山

地では森林の鬱閉やシカ 食害などにより 、 生育環境が悪化し たも のと 考えら れる。

■ 特記事項：

執 筆 者 奧田重俊　

文献一覧 2 8 , 1 0 5 , 1 5 2 , 2 4 3 , 2 7 0

ソ バナ
Adenophora remotiflora

被子植物

キキョ ウ科

八王子市 2 0 0 5 年 7 月 3 0 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

○○1 9 9 9 年以前 ▲標本

8 4 6 再校

■ 種の特性と 生育状況： 関東地方に分布する 多年草で、 山地の岩壁に生育する。 高さ 2 0 〜

4 0 cm 。 葉は披針形で先が鎌形に湾曲し 、 一部または全部が輪生する。 花は茎頂に１ 〜数個が

円錐花序につく 。 花期は8 〜 9 月。 花冠は淡紫色、 鐘形。 花柱は花冠より 長い。 萼裂片は全縁

のも のと 小歯があるも のと がある 。 ヒ メ シャ ジンの変種。 都内では西多摩地域の高標高地に分

布するが稀である。

■ 生存を 脅かす要因： 生育環境は特殊立地であり 、 個体数も 産地も 従来局限さ れていた。 個体

数が少ないため、 生育地の適切な保護管理を 継続する必要がある 。 園芸目的の採取のおそれも

ある。

■ 特記事項： 日本固有種である。

執 筆 者 奧田重俊　

文献一覧 1 6 8 , 2 9 2

ミ ョ ウギシャジン
Adenophora n ikoensis var. petrophila

被子植物

キキョ ウ科

奥多摩町 1 9 8 1 年 7 月 1 2 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

○○1 9 9 9 年以前 ▲標本

8 4 5 再校

■ 種の特性と 生育状況： 本州の中部以北および四国に分布する多年草で、 山地の明るい二次林

内に生育する。 茎は高さ 6 0 〜 1 0 0 cm 。 茎葉は輪生、または対生、と き に互生し 、卵状楕円形。

花序は枝が横に長く 張り 出し 、 まばら な円錐状になる 。 花期は８ 〜９ 月。 花冠は鐘形、 淡紫色

で長さ 1 .5 〜 2 cm 、 先はやや広がり 、 浅く 5 裂する。 花柱は花冠と 同長か、 少し 長い。 都内

では、 南多摩と 西多摩の一部に稀に分布する。

■ 生存を 脅かす要因： 生育環境は山地帯の二次林の林縁や草地であり 、 林縁植生の適正な管理

を 怠っ たこ と やシカ の食害、 さ ら に、 園芸目的の採取など、 複合的な要因による衰退の可能性

が高い。

■ 特記事項：

執 筆 者 奧田重俊　

文献一覧 2 8 , 1 5 2 , 1 6 8 , 2 1 9 , 2 4 3

フ ク シマシャジン
Adenophora divaricata

被子植物

キキョ ウ科

八王子市 2 0 0 3 年 8 月 3 0 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

○○1 9 9 9 年以前 ▲標本

8 4 4 再校

■ 種の特性と 生育状況： 本州の関東地方以西、 四国に分布する 半寄生の一年草で、 山地の自然

林に生育する。 高さ 3 0 〜 7 0 cm 。 葉と と も に腺毛が密に生え る。 葉は対生し 深裂。 花期は

８ 〜９ 月。 花は上部の葉腋に１ 個付く 。 萼裂片は長さ ５ 〜７ m m 。 花冠は灰黄色、 唇形で上唇

の先は切形。 都内では、 北多摩では絶滅、 南多摩、 西多摩の低山地にき わめて稀に産するのみ

である。

■ 生存を 脅かす要因： 生育地は丘陵から 山地の林縁部にあり 、 本来稀産な植物であっ たが、 都

市部では開発により さ ら に山地へと 退行し た。 山地でも 、 森林の更新が停滞し たため、 生育に

適し た林間ギャ ッ プや林縁、 草地などが失われたこ と が、 本種減少の要因と 考えら れる。

■ 特記事項：

執 筆 者 奧田重俊　

文献一覧 2 8 , 2 7 0

オオヒ キヨ モギ
Siphonostegia  laeta

被子植物

ハマウツ ボ科

愛知県 2 0 0 5 年 8 月 8 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

○○1 9 9 9 年以前 ▲標本
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8 5 5 再校

■ 種の特性と 生育状況： 本州、 四国、 九州に分布する 多年草で、 池沼に生育する。 根茎は泥の

中を這う 。 葉は卵形で縁は波状の歯牙がある 。 花期は６ 〜８ 月。 花は黄色、 花冠は５ 裂し 、 径

３ 〜４ cm 。 都内では区部、 葛飾区にのみ自生地が残さ れている。 なお、 現存する 区部以外で

目にするこ と があるが、 かつて自生し ていた北多摩を 含め、 植栽または逸出の場合が大半と 見

ら れる。 また、 それら が、 区部在来系統の個体であるかどう かの判断は困難である。

■ 生存を 脅かす要因： 生育場所は池沼であり 、 都市開発によ る 池沼の埋立てや整備を はじ め、

水質悪化、 外来生物の拡大など、 複合的な要因で衰退し たも のと 考えら れる 。 再発見の場合に

は生育地の水質の管理を 継続するなど個別的な管理が必要である。

■ 特記事項： 保全が困難な場合は、 人為的な系

統保存を検討する必要がある。

執 筆 者 奧田重俊　

文献一覧 8 3 , 1 9 7 , 2 7 0

アサザ
Nymphoides peltata

被子植物

ミ ツ ガシワ科

青梅市（ 植栽） 2 0 0 5 年 6 月 8 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

○○1 9 9 9 年以前 ▲標本

8 5 4 再校

■ 種の特性と 生育状況： 本州、 四国、 九州に分布する 多年草で、 池沼に生育する。 根茎は泥の

中を這い、 水面に卵状円形の葉を広げる 。 花期は７ 〜９ 月。 花は白色、 花冠裂片の内面に毛が

ある。 都内では区部から 北多摩に記録があるも のの、 1 9 6 0 年以降報告が得ら れず、 絶滅し た

も のと 判断さ れる。

■ 生存を 脅かす要因： 生育場所は池沼であり 、 都市開発によ る護岸整備、 水質悪化、 外来生物

の侵入などの複合的要因により 、 絶滅に至っ たと 推測さ れる 。 再発見の場合には生育地の水質

の管理を継続するなど個別的な管理が必要である。

■ 特記事項： 保全が困難な場合は、 人為的な系統保存を 検討する必要がある。

執 筆 者 奧田重俊　

文献一覧 1 9 7 , 2 7 0

ガガブタ
Nymphoides indica

被子植物

ミ ツ ガシワ科

葛飾区（ 植栽） 2 0 2 0 年 8 月 3 1 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

○○1 9 9 9 年以前 ▲標本

© 内野秀重

8 5 3 再校

■ 種の特性と 生育状況： 北海道、 本州、 九州に分布する多年草で、 低地の湿地に生育する。 根

茎は長い。 高さ 2 0 〜 4 0 cm 。 水面上に３ 裂する葉を 広げる。 花期は４ 〜８ 月。 花は白色、 ろ

う と 状で５ 中裂し 、 内面に毛がある。 さ く 果は球形で２ 裂。 都内では北多摩で絶滅し 、 現在で

は練馬区石神井川流域に自生と 見ら れる個体群が現存するだけと なっ ている。

■ 生存を 脅かす要因： も と も と 、 生育地は河川源流域と その周辺の池沼に限ら れており 、 こ う

し た自生地の開発による埋立て整備、 水質悪化、 外来生物の侵入などにより 、 危機的な状況に

陥っ た。

■ 特記事項： 再発見の場合には生育地の水質の管理を 継続する など、 人為的な系統保存を 含め

た個別的な管理が必要である。

執 筆 者 奧田重俊　

文献一覧 2 2 2 , 2 6 9 , 2 7 0

ミ ツ ガシワ
Menyanthes trifoliata

被子植物

ミ ツ ガシワ科

練馬区 2 0 2 2 年 4 月 1 2 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

○○1 9 9 9 年以前 ▲標本

8 5 2 再校

■ 種の特性と 生育状況： 北海道、 本州、 四国、 九州および南西諸島に分布する多年草で、 山地

の二次林で日当たり 良く 水はけの良い所に生育する 。 根茎は太く 、 深く 地中に入る。 茎は高さ

5 0 〜 1 0 0 cm 。 葉は狹卵形で先はと がり 、無柄かまたはごく 短い柄があり 、縁に鋭鋸歯がある。

裏面は短毛があっ て粉白色を 帯びる。 花期は7 〜 8 月。 花は茎頂近く に数個つき、 花冠は径4

〜 5 cm 、 柄があり 、 青紫色である が、 淡紫色や白色のも のも ある。 都内では全地域に記録が

あるが、 区部では絶滅し 、 多摩部にわずかに残存し ているだけと なっ ている。

■ 生存を 脅かす要因： 開発による農村環境の破壊に加え、 樹林管理の放棄などにより 植生の遷

移が進行し 、 生育に適し た林縁や草地が失われた。 さ ら に、 外来植物の繁茂などの影響も 激減

し た要因と し て無視でき ない。

■ 特記事項： 薬草目的の採取のおそれが高い。

ま た、 植栽さ れる ため、 自生の個体かど う か

判断に迷う 場合が多い。

執 筆 者 奧田重俊　

文献一覧 2 8 , 1 6 8 , 2 4 3 , 2 7 0

キキョ ウ
Platycodon grandiflorus

被子植物

キキョ ウ科

あき る 野市 2 0 0 6 年 7 月 2 5 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

○○1 9 9 9 年以前 ▲標本

8 5 1 再校

■ 種の特性と 生育状況： 北海道、 本州、 四国、 九州に分布する軟弱な多年草で、 山地の二次林

内のやや湿っ た所に生育する。 茎は高さ 5 〜 1 5 cm 。 葉は互生し 、 卵円形で先は鈍く 、 基部

は円く 、 表面は緑色で裏面は白緑色。 花期は６ 〜８ 月。 花は茎の頂または上部の葉腋に上向き

に 1 個つき 、 果時には下垂する。 花冠は漏斗形、 白色またはわずかに淡紫色を 帯び、 ５ 深裂す

る。 都内では西多摩の山地に散生するが、 北多摩では絶滅、 南多摩地域にも わずかな産地があ

るのみと なっ ている。

■ 生存を 脅かす要因： 生育環境は山地渓谷林下や河川沿いの肥沃な適湿地等であり 、 都市部で

は開発によっ て失われ、 土地造成や管理放棄による植生の改変、 地下水の低下など、 多く の減

少要因が認めら れる。 残存する自生地においては、 競合する雑草の除去など個別的な管理が必

要である。

■ 特記事項： 武蔵野台地の深大寺に産し たタ イ

リ ンタ ニギキョ ウは花のやや大き な品種と して

報告さ れたも のであるが、 現在は消滅している。

執 筆 者 奧田重俊　

文献一覧 1 5 2 , 1 6 8 , 2 4 3 , 2 7 0

タ ニギキョ ウ
Peracarpa carnosa

被子植物

キキョ ウ科

八王子市 1 9 8 3 年 4 月 1 3 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

○○1 9 9 9 年以前 ▲標本

8 5 0 再校

■ 種の特性と 生育状況： 北海道、 本州、 四国、 九州に分布する多年草で、 低地から 山地にかけ

ての湿地に生育する。 根茎は短く 、 太く 、 横に這い、 茎は中空で高さ 5 0 〜 1 0 0 cm 、 低鋸歯

があり 柄がない。 上部の葉はし だいに小型になり 、 ついには苞と なり その腋に花を つけ、 密な

総状花序と なる。 花期は8 〜 9 月。 花冠は濃紫色、 長さ 2 .5 〜 3 cm 、 唇形で、 上唇は2 深裂。

さ く 果は球形。 都内では各地に記録があるが、 南多摩の丘陵地にわずかな自生地が残さ れてい

るだけで、 北多摩では絶滅、 区部や西多摩でも 近年の生育情報が得ら れなく なっ ている。

■ 生存を 脅かす要因： 南多摩や西多摩の山地には生育に適し た湿地環境が少なく 、 丘陵地の限

ら れた自生地も 開発による埋立て、 湿地の管理放棄による植生の改変等により 、 ほと んどの生

育地が失われて き た。 残さ れた 自生地で は、

草刈り 等の管理を 継続する など 個別的な管理

が必要である。

■ 特記事項： 園芸的な乱獲を防止する必要がある。

執 筆 者 奧田重俊　

文献一覧 2 8 , 2 2 2 , 2 4 3 , 3 1 6

サワギキョ ウ
Lobelia sessilifolia

被子植物

キキョ ウ科

八王子市 2 0 0 5 年 9 月 3 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

○○1 9 9 9 年以前 ▲標本
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8 6 1 再校

■ 種の特性と 生育状況： 北海道、 本州、 四国、 九州および南西諸島に分布する多年草で、 河原

の礫地や砂地に生育する。 茎は叢生し 、 花をつけない茎はロゼット 状に葉をつけ、 細かく 裂け、

白色の絹毛がある。 花茎は高さ 3 0 〜 8 0 cm 、 下部の葉は花時に枯れ、 中部の葉は倒卵形で鋸

歯がある。 花期は９ 〜 10 月。 総状の円錐花序に多数の頭花をつける。 頭花は球形で、 幅1.5 〜

2 m m 。 そう 果は扁平で毛はない。 都内では多摩川水系の上流域から河口部にかけて点在する。

■ 生存を 脅かす要因： 生育地がカ ワラ ハハコ と 同様に河原の礫地であり 、 異常な流量による河

川氾濫の頻発により 、 個体群の多く が消滅し 、 さ ら に、 流水の富栄養化により 生育に影響を及

ぼし 、 現在のよう な衰退をも たら し たと 考えら れる 。 流域全体を通じ ての流量調節や水質汚濁

の防止など、 生物多様性に配慮し た抜本的河

川管理対策が求めら れる。

■ 特記事項： 河川高水敷では洪水による攪乱に

より 、 群落が再生するこ と がある。

執 筆 者 奧田重俊　

文献一覧 2 8 , 1 9 6 , 2 4 3 , 2 4 5 , 2 6 4

カ ワラ ヨ モギ
Artemisia capillaris

被子植物

キク 科

日野市 2 0 2 0 年 8 月 8 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

○○1 9 9 9 年以前 ▲標本

© 内野秀重

8 6 0 再校

■ 種の特性と 生育状況： 本州の関東地方に分布する 多年草で、 山地の乾燥する礫地や斜面に生

育する。 ヤハズハハコ の変種で全体がヤハズハハコ に似るが、 葉に白い綿毛が少なく 黄緑色を

呈する。 茎は高さ 2 0 〜 3 5 cm 。 根出葉は開花時に枯れる。 茎葉はややまばら に付き、 倒披針

形で鈍頭、 基部は茎に沿っ て翼状に流れる 。 表裏に綿毛がほと んど無く 、 黄褐色の微細な腺毛

が密生する。 頭花は1 0 個ほどが散房状につく 。 花期は8 〜 9 月。 雌株の頭花は多数の雌花の

中心に少数の雄花があり 、 総苞片は白色で下半は帯褐色。 雄株の頭花は雄花のみ。 総苞は球鐘

形。 都内では西多摩地域の石灰岩地などに見ら れる。

■ 生存を 脅かす要因： 生育環境は石灰岩の岩場や崩壊地の場合が多く 、 森林管理上の保全対策

が必要で ある。 生育地の管理（ 草刈り な ど ）

に関し ては、 特殊な立地条件を 考慮し た個別

的な管理が必要である。

■ 特記事項： 葉を 揉むと 甘い香り がするのも 本

変種の特徴である。 日本固有種である。

執 筆 者 奧田重俊　

文献一覧 6 6

クリ ヤマハハコ
Anaphalis sin ica var. viscosissima

被子植物

キク 科

奥多摩町 2 0 2 2 年 7 月 2 3 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

○○1 9 9 9 年以前 ▲標本

© 田畑伊織

8 5 9 再校

■ 種の特性と 生育状況： 本州の関東地方以西、 四国、 九州に分布する多年草で、 山地の乾燥す

る礫地や斜面に生育する。 茎は高さ 2 0 〜 3 5 cm と なる。 根出葉は開花時に枯れる。 茎葉は倒

披針形で鈍頭、 基部は茎に沿っ て翼状に流れる 。 表裏に綿毛が密生する 。 頭花は散房状にやや

まばら につく 。 雌株の頭花は多数の雌花と 、 少数の雄花から なり 、 総苞片は白色で下半は帯褐

色。 雄株の頭花は、 雄花し か持たない。 総苞は球鐘形。 花期は8 〜 9 月。 都内では西多摩地域

の石灰岩地などに見ら れる。

■ 生存を 脅かす要因： 生育環境は山地の露岩上の草地などであり 、 周辺植生の退行や維持管理

の放棄、 シカ 食害の拡大などにより 、 減少し ている可能性がある 。 特殊岩地の保全対策が必要

である。

■ 特記事項：

執 筆 者 奧田重俊　

文献一覧 1 6 8 , 2 9 2

ヤハズハハコ
Anaphalis sin ica

被子植物

キク 科

奥多摩町 1 9 8 9 年 8 月 1 3 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

○○1 9 9 9 年以前 ▲標本

8 5 8 再校

■ 種の特性と 生育状況： 北海道、 本州、 四国、 九州に分布する多年草で、 河原の砂礫地に生育し 、

と き に群生する。 茎は叢生し 、 中部でも よく 分枝し 、 高さ 3 0 〜 5 0 cm と なる。 葉は線形、 幅

は1 .5 m m 内外で縁は裏に巻く 。 花期は8 〜 9 月。 都内では多摩川の上流から 中流部にかけて

分布し ているが、 散発的に発生するのみと なっ ており 、 危機的な状況にある。

■ 生存を 脅かす要因： 生育地は河原の礫地であり 、 異常な増水によ る 河川氾濫の頻発によ り 、

個体群の多く が消滅し 、 さ ら に、 流域の富栄養化が生育に影響を 及ぼし た結果、 現在のよう な

衰退を も たら し たと 考えら れる。

■ 特記事項： 多摩川流域全体の流量調節や浚渫など、 根本的な保全対策が求めら れる。 個体群

が残存する場所があれば、 競合する植物の除去作業などが必要である 。 なお、 亜種（ または変

種） 関係にある ヤマ ハハコ と は葉の幅が狭い

こ と 、 ホソ バノ ヤマハハコ と は茎が多く 分枝

する こ と 、 川原に生え る こ と で 区別で き る。

日本固有種である。

執 筆 者 奧田重俊　

文献一覧 1 7 , 1 9 6 , 2 4 3 , 2 4 9

カ ワラ ハハコ
Anaphalis margaritacea var. yedoensis

被子植物

キク 科

日野市 1 9 8 7 年 1 0 月 2 5 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

○○1 9 9 9 年以前 ▲標本

8 5 7 再校

■ 種の特性と 生育状況： 北海道、 本州中部以北に分布する 多年草で、 低地から 山地の明るい林

縁や草地に生育する。 雌雄異株。 茎は高さ 3 0 〜 7 0 cm と なり 、 地下茎が伸びて増える。 葉は

狹披針形、 長さ 6 〜 9 cm 、 やや厚く 、 3 脈があり 、 裏面は灰白色ま たは淡褐色の長い綿毛を

密生する。 枝の先に多数の頭花を 散房状につける。 花期は8 〜 9 月。 総苞片は乾膜質で上半は

白色。 都内では区部や北多摩では絶滅か現状不明、 南多摩から 西多摩にかけては分布域が丘陵

部から 山地部に退行し 、 点在する状況である。

■ 生存を 脅かす要因： 生育地は山地の斜面や林道ののり 面など、 土壌が露出し 不安定で植生の

まばら な場所に多い。 こ う し た立地は、 外来種の吹き つけやコ ンク リ ート 化など 、 都市基盤整

備がき っ かけと なり 、 衰退が進行し たも のと

考えら れる。

■ 特記事項： 残さ れた生育地においては草刈り

など の管理を 継続する 必要がある 。 園芸目的

の採取も 考えら れる。

執 筆 者 奧田重俊　

文献一覧 2 8 , 1 5 2 , 1 6 8 , 1 9 6 , 2 7 0

ヤマハハコ
Anaphalis margaritacea

被子植物

キク 科

青梅市 1 9 9 4 年 8 月 1 0 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

○○1 9 9 9 年以前 ▲標本

8 5 6 再校

■ 種の特性と 生育状況： 北海道、 本州に分布する多年草で、 草地に生育する 。 茎はそう 生し 、

高さ 5 0 〜 1 0 0 cm 、 葉は無柄で、 裂片は茎を 抱き 、 く し の歯状に中〜深裂する。 花期は7 〜

9 月。 頭花は茎頂に密な散房花序を つく る 。 舌状花は5 〜 7 個、 白色で長さ 3 .5 〜 4 .5 m m 。

総苞片は2 列に並び、 外片は長楕円形で内片の半長。 果実は扁平で毛はない。 都内では北多摩

に記録（ 絶滅） があるほか、西多摩の山地高所でシカ の防護柵内にわずかに残存するのみと なっ

ている。

■ 生存を 脅かす要因： 都心部では各種の開発によ り 消滅。 また、 西多摩の山地では、 生育に適

し た草原が限ら れており 、 遷移の進行やシカ 食害などにより 、 危機的な状況に至っ たと 考えら

れる。 残存する 個体数が少ないため、 生育地

の継続的な管理（ 草刈り など） が必要である。

■ 特記事項： 日本固有種である 。 変種のヤマノ

コ ギリ ソ ウ var. discoidea を 含む。

執 筆 者 奧田重俊　

文献一覧 1 6 8 , 2 0 7

ノ コ ギリ ソ ウ
Achillea alpina  var. longiligulata

被子植物

キク 科

岩手県 1 9 9 8 年 7 月 3 0 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

○○1 9 9 9 年以前 ▲標本
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8 6 7 再校

■ 種の特性と 生育状況： 本州、 四国、 九州に分布する 多年草で、 日のよく 当たる、 栄養の乏し

い湿地に生育する。 茎はやせて直立し 、 高さ 5 0 〜 6 0 cm 、 無毛。 葉は線状披針形、 下部の葉

は長柄があっ て柄と と も にほぼ全縁。 中部の葉は披針形。 花期は8 〜 1 0 月。 頭花は少なく 、

長柄があり 、 径2 7 m m 、 舌状花は1 列、 白色のち に紅紫色を 帯びる 。 筒状花の花冠は長さ 6

〜 7 .5 m m 。 そう 果はやや円く 、 縁どり がある。 冠毛は汚白色。 都内では、 区部と 南多摩地域

に記録があるが、 絶滅と 判定さ れる。

■ 生存を 脅かす要因： 自生地は貧栄養な湿地や溜池の岸、 谷戸田の周辺などのごく 限ら れた場

所であり 、 湿地開発により 生育地が失われたと 考えら れる。

■ 特記事項： 都立大学牧野標本館には1 9 4 1 年

に 採集さ れた 日野市産の標本 M AK4 3 3 2 3 7

（ 採集者不明） が収めら れている。

執 筆 者 奧田重俊　

文献一覧 1 2 , 1 6 7 , 2 7 0

サワシロ ギク
Aster rugulosus

被子植物

キク 科

福島県 1 9 9 0 年 9 月 2 8 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

○○1 9 9 9 年以前 ▲標本

8 6 6 再校

■ 種の特性と 生育状況： 本州の関東、 静岡東部に分布する日本固有の多年草で、 河原の礫地に

生育する。 茎は叢生し 、 高さ 5 0 cm 内外。 上部で分枝する。 根出葉や下部の葉は花時に枯れ、

中部の葉は線形、 全縁で短毛を 散生する。 花期は1 0 〜 1 1 月。 頭花は径3 .5 〜 4 cm 、 散房状

または円錐状につく 。 総苞片は2 列で背に微毛がある。 舌状花は青紫色、 筒状花の花冠は長さ

6 m m 。 そう 果は扁平で有毛。 冠毛は帯赤色。 都内では、 かつては青梅市多摩川橋から 府中市

の是政橋あたり までの多摩川礫河原が主要な生育地だっ たが、 現在では著し く 衰退し 、 西多摩

地域にほぼ生育が限定さ れてし まっ ている。

■ 生存を 脅かす要因： 礫河原の富栄養化により 植生遷移の進行が進んだ一方で、 大規模な河川

の氾濫頻度が高まるなどし て、 個体群の衰退や消失が進行し た。

■ 特記事項： 本種の保全には、 自生地を 含む流域全体の流量調節や水質保護などが大き く 関与

し ており 、 生物多様性の保全に配慮し た総合

治水対策の確立が求めら れて いる。 な お、 多

摩川では人工的な種子散布によ る繁殖活動や、

競合する 他の草本類の抜き 取り 作業など が継

続さ れている。

執 筆 者 奧田重俊　

文献一覧 1 2 , 1 6 7 , 2 4 3 , 2 5 5 , 2 6 4

カ ワラ ノ ギク
Aster kantoensis

被子植物

キク 科

羽村市 1 9 9 4 年 1 1 月 1 1 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

○○1 9 9 9 年以前 ▲標本

8 6 5 再校

■ 種の特性と 生育状況： 本州、 四国、 九州に分布する多年草で、 低地の湿っ た草地に生育する。

茎は高さ 3 0 〜 1 0 0 cm で直立する。 葉は線状披針形、 下部の葉は両端がし だいに狭く なる。

中部と 上部の葉は線状披針形。 花序は散房状で密に短毛がある。 花期は8 〜 1 0 月。 頭花は小

さ く 径7 〜 9 m m 、 花柄は細い。 総苞片は密に短毛がある 。 舌状花は1 列、 筒状花は長さ 4 .5

m m 。 そう 果は扁平で、 短毛と 腺毛がある。 都内では区部では絶滅、 北多摩や南多摩の谷戸湿

地や河川堤防などに自生地が残さ れているが少ない。 西多摩も 情報不足と なっ ている。

■ 生存を 脅かす要因： 定期的な草刈り により 自生地が維持さ れているため、 草地管理の停止に

より 、 容易に生育に適し た立地が失われる 。 さ ら に、 堤防上などでは、 本種の生活史を 考慮し

た草地管理が欠かせない。

■ 特記事項： 自生地の保全には競合植物の除去

など個別的な管理が必要である。

執 筆 者 奧田重俊　

文献一覧 1 6 7 , 1 9 6 , 2 4 3 , 2 7 0

ヒ メ シオン
Aster fastigiatus

被子植物

キク 科

日野市 2 0 2 0 年 8 月 8 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

○○1 9 9 9 年以前 ▲標本

© 内野秀重

8 6 4 再校

■ 種の特性と 生育状況： 本州の東京、 神奈川、 静岡に分布する多年草で、 山地の自然林や二次

林内に生育する。 地下茎を ひく 。 茎は高さ 3 0 〜 5 5 cm 、 細く て屈曲し 、 上部はわずかに分枝

する。 根出葉は花時に枯れる。 葉身は三角状卵心形で切れ込みの深さ に変異がある。 花期は8

〜９ 月。 頭花は数個散房状につき 、 長柄がある。 筒状花の花冠は長さ 5 〜 6 m m 。 そう 果は5

肋があり 、 有毛。 冠毛は長さ 4 m m 。 都内では南多摩の高尾山域において記録がある が、 近年

は生育情報が得ら れず、 実態が不明と なっ ている。

■ 生存を 脅かす要因： 生育環境は自然林などの保全地域にあり 、 広域的な保全対策が必要であ

る。 個体数が少ないため、 再発見の場合には競合する植物の抑制など個別的な管理が必要であ

る。

■ 特記事項： フ ォ ッ サマグナ要素の植物である。

執 筆 者 奧田重俊　

文献一覧 1 6 7 , 2 4 3

タ テヤマギク
Aster dimorphophyllus

被子植物

キク 科

八王子市 1 9 7 8 年 8 月 7 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

○○1 9 9 9 年以前 ▲標本

8 6 3 再校

■ 種の特性と 生育状況： 本州の関東西南部に分布する多年草で、 山地の二次林内や林縁に生育

する。 茎は高さ 7 0 cm 内外、 紫色を 帯びる。 葉は茎の下側に付く 傾向がある。 葉形は線状披

針形〜披針形、 鋭尖頭、 短柄があり 、 両面はと き に紫色を 帯び、 やや硬い。 花期は9 〜 1 0 月。

舌状花は紫色または白色。 シロヨ メ ナの変種。 都内では南多摩から 西多摩にかけての山地に局

地的に分布する。

■ 生存を 脅かす要因： も と より 自生地は限定さ れていたが、 その後、 森林環境の変化や気象災

害などにより 主要産地の状況が変化し 、 き わめて稀な植物へと 衰退し た。 西多摩も 含め、 現状

の確認が急務と なっ ている。

■ 特記事項：

執 筆 者 奧田重俊　

文献一覧 1 6 7 , 1 6 8 , 2 1 9

サガミ ギク
Aster leiophyllus var. harae

被子植物

キク 科

八王子市 1 9 9 6 年 1 0 月 2 4 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

○○1 9 9 9 年以前 ▲標本

8 6 2 再校

■ 種の特性と 生育状況： 北海道、 本州、 四国、 九州に分布する多年草で、 主と し て山地林縁や

草地に生育する。 茎は叢生し 、 花を つけない茎はロ ゼッ ト 状に葉を つけ、 広いさ じ 状で円頭、

基部はく さ び状で柄と なる。 花茎は高さ 3 0 〜 8 0 cm 、 下部の葉は花時に枯れ、 中部の葉は倒

卵形で鋸歯がある。 総状円錐花序に多数の下向き の頭花を つける。 花期は8 〜 1 0 月。 頭花は

球形で、 幅3 〜 3 .5 m m 。 そう 果は扁平で毛はない。 都内では広く 分布の記録がある が、 区部

や北多摩では絶滅し 、 南多摩から 西多摩にかけての山林樹林下に点在し て生育が見ら れる状況

である。

■ 生存を 脅かす要因： 生育環境は二次林や植林地の林縁部であり 、 森林開発などにより 自生地

が失われたほか、 植生遷移の進行や林縁管理

の停止など によ り 、 生育地の減少が進行し た

も のと 思われる。

■ 特記事項：

執 筆 者 奧田重俊　

文献一覧 2 8 , 2 4 3 , 2 9 2

イヌヨ モギ
Artemisia keiskeana

被子植物

キク 科

奥多摩町 2 0 1 9 年 1 0 月 7 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

○○1 9 9 9 年以前 ▲標本

© 内野秀重
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8 7 3 再校

■ 種の特性と 生育状況： 北海道、 本州の中部以北に分布する多年草で、 山地の林縁の湿っ た場

所に生育する。 ロゼッ ト 状の葉は大き く ､ 卵形で、 花期には枯れる。 茎はやや斜めに立ち 、 高

さ 3 0 〜 5 0 cm 。 花期は８ 〜９ 月、 頭花は枝先に点頭し 、 大き く て径２ 〜３ cm 。 基部に葉状

の苞を 付ける。 都内では南多摩から 西多摩の山地にやや稀に分布する。

■ 生存を 脅かす要因： 樹林管理の停滞、 登山道や林道沿いの植生の繁茂、 シカ 食害などが減少

の主要な要因と 考えら れる。 林道整備や除草にあたっ ては、 個別的な管理が必要である。

■ 特記事項：

執 筆 者 奧田重俊　

文献一覧 4 ,2 8 , 1 6 8 , 2 4 3

オオガンク ビ ソ ウ
Carpesium macrocephalum

被子植物

キク 科

八王子市 2 0 0 7 年 9 月 2 8 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

○○1 9 9 9 年以前 ▲標本

© 内野秀重

8 7 2 再校

■ 種の特性と 生育状況： 北海道、 本州の滋賀県以北に分布する多年草で、 山地の谷筋の明る い

林縁や草地に生育する。 根出葉は花時には枯れる。 全体大型。 茎は高さ 6 0 〜 1 8 0 cm 、 上方

でまばら に枝を 出す。 葉は互生し 卵形で長さ 1 0 cm 内外、 下方の葉が最大と なる。 花期は８

〜 1 0 月、 花は葉腋から 出た短い枝先に１ 〜２ 個つき、 筒状で下向き。 総苞片はすべて同長。

都内では南多摩と 西多摩の山地渓谷沿いの草地や、 湿っ た林道路傍に分布する。

■ 生存を 脅かす要因： 生育地は谷筋の林道路傍草地などであり 、 樹林の鬱閉による林床照度の

低下、 生物多様性への配慮を 欠いた林道整備や除草作業、 野生動物による食害などにより 、 本

種の生存が脅かさ れてき たも のと 推測さ れる。

■ 特記事項： 日本固有種である 。 母種ガンク ビ

ソ ウと は混生する こ と も あり 、 よ く 似て おり

紛ら わし い。 ノ ッ ポロ ガン ク ビ ソ ウは明る く

湿っ た林縁に生え、 全体が大き く 、 茎下部の

広卵形の葉が特徴的である。

執 筆 者 奧田重俊　 文献一覧 2 4 3

ノ ッ ポロ ガンク ビ ソ ウ
Carpesium divar icatum var. matsuei

被子植物

キク 科

八王子市 2 0 2 2 年 9 月 4 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

○○1 9 9 9 年以前 ▲標本

© 内野秀重

8 7 1 再校

■ 種の特性と 生育状況： 北海道、 本州、 四国、 九州に分布する一年草で、 水田や周辺湿地、 水

路等に生育する。 茎は高さ 2 0 〜 1 5 0 cm 。 葉は対生し 、やや翼のある柄があり 、3 〜 5 裂する。

花期は8 〜 1 0 月。 頭花は最初、 径7 〜 8 m m 、 花柄に上向き に咲き 、 のちに径 2 5 〜 3 5 m m

と なる。 外側の花床の鱗片は長楕円形。 舌状花はない。 両性花の花冠は長さ 4 〜 4 .5 m m 。 そ

う 果は下向き の刺があり 、 芒は2 個、 まれに 3 〜 4 個。 都内では各地に記録があるが、 現在の

生育地はき わめて少なく 、 確認さ れている生育地はほぼ水田耕作地に限ら れている。

■ 生存を 脅かす要因： 都内に残存する生育地の多く は水田であり 、 耕作停止や農薬、 除草剤の

使用により 、 個体群ごと 消滅する可能性がある 。 また、 外来種のアメ リ カ センダングサの拡大

も 、 生育立地の競合によ る 減少要因の一つと

考えら れる。

■ 特記事項：

執 筆 者 奧田重俊　

文献一覧 2 8 , 2 4 3 , 2 9 3

タ ウコ ギ
Bidens tr ipartita

被子植物

キク 科

八王子市 2 0 1 2 年 1 0 月 9 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

○○1 9 9 9 年以前 ▲標本

© 内野秀重

8 7 0 再校

■ 種の特性と 生育状況： 本州、 四国、 九州に分布する多年草で、 明るい林床や林縁草地などに

生育する。 茎は高さ 3 0 〜 1 0 0 cm になり 、 堅く て上部で分枝し 、 枝の先に頭花を つける。 葉

は長柄があり 、 葉身は3 〜 5 深裂し 、 やや堅い。 花期は9 〜 1 0 月。 頭花の径は2 〜 2 .5 cm 、

総苞直下に魚骨状の苞がある。 総苞は鐘形。 小花は雄花では長さ 1 0 〜 1 2 m m 、 雌花では9

〜 1 1 m m 。 花は白色または淡紅色。 都内では区部では絶滅、 多摩部の台地から 山地まで広範

囲に分布し ているが、 生育条件が悪化し た場所も 少なく ない。

■ 生存を 脅かす要因： 生育地の多く が近郊の丘陵地の二次林などにあり 、 地域の開発や樹林の

管理停止、 薬用目的の採取などにより 、 自生地や個体数が減少し たも のと 考えら れる 。 自生地

においては、 選択的な 草刈り を 継続する 必要

がある。

■ 特記事項：

執 筆 者 奧田重俊　

文献一覧 4 , 1 0 5 , 1 9 6 , 2 4 3

オケラ
Atractylodes ovata

被子植物

キク 科

八王子市 1 9 8 6 年 1 0 月 6 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

○○1 9 9 9 年以前 ▲標本

8 6 9 再校

■ 種の特性と 生育状況： 本州の関東、 中部に分布する多年草で、 山地の林縁や風の強く 当たる

草地などに生育する。 茎は叢生し 、 高さ 3 5 〜 6 5 cm 、 密に短毛がある。 根出葉は花時には枯

れる。 中部の葉は多数で、 節間は短く 、 卵状長楕円形から 披針状長楕円形で鈍頭。 両面に密に

短毛がある。 花期は8 〜 1 0 月。 頭花は径2 3 〜 2 5 m m 。 総苞は1 〜 3 個の苞があり 、楕円形。

総苞片は4 列、すべて紫色。 そう 果は扁平で有毛。 都内では西多摩地域の高海抜地に分布する。

■ 生存を 脅かす要因： 山地草原の岩場に生育し 、 稜線付近の木本植生の遷移の進行などが衰退

要因と 考えら れる 。 シカ 食害の被害の可能性は不明。 個体数が少ないため、 共存する植物の個

別的な管理が必要である。

■ 特記事項： 日本固有種である。

執 筆 者 奧田重俊　

文献一覧 1 5 2 , 1 6 8

ハコ ネギク
Aster viscidulus

被子植物

キク 科

神奈川県 1 9 9 6 年 8 月 2 2 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

○○1 9 9 9 年以前 ▲標本

8 6 8 再校

■ 種の特性と 生育状況： 北海道、 本州、 四国、 九州に分布する越年草で、 海岸の塩性湿地に生

育する。 茎は高さ 2 5 〜 5 5 cm で、 無毛。 葉は披針形、 肉質で無毛、 基部はわずかに茎を 抱く 。

花期は1 0 〜 1 1 月。 頭花はゆる い散房状につき、 およ そ 2 cm 。 総苞片は3 列、 外片は披針形

で鈍頭、 筒状花は長さ 8 〜 9 m m 。 そう 果は狹長楕円形で、 扁平有毛。 冠毛の毛は花時には長

さ 5 m m 、果時には1 4 〜 1 6 m m に伸びる。 都内の自生地は区部の旧中川、荒川や多摩川河口、

江戸川臨海部などに限ら れている。

■ 生存を 脅かす要因： 海岸や河口部の広範囲な開発による塩性湿地の埋立て、 護岸工事などに

より 自生地が失われてき た。

■ 特記事項： 海域と 陸域の移行帯に生育する植物と し て、 発芽や成長に十分な塩分耐性を 有す

る こ と が知ら れて いる が、 近年の研究で は、

シルト など の基質が波の影響等を 受けずに堆

積し て いる こ と が生育環境と し て重要である

こ と が明ら かと なっ ており 、 今後の自生地の

再生などが期待さ れる。

執 筆 者 奧田重俊　

文献一覧 1 6 7 , 2 7 0 , 3 0 3

ウラ ギク
Tripolium pannonicum

被子植物

キク 科

荒川区 1 9 9 6 年 1 0 月 3 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

○○1 9 9 9 年以前 ▲標本
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8 7 9 再校

■ 種の特性と 生育状況： 本州、 関東地方（ 多摩丘陵、 相模原台地南部） に分布する 雌雄異株の

多年草で、 丘陵谷戸や段丘崖の湿地に生育する。 茎は高さ 1 0 0 〜 2 0 0 cm に達し 、 鋭角に枝

を 出す。 根出葉は花期には枯れる。 茎葉はやや肉質で長さ 3 0 〜 4 0 cm 、 卵形で羽裂する。 花

期は9 〜 1 1 月。 頭花は茎の先に多数点頭し 、 時に横を 向いて咲く 。 総苞は筒形、 総苞片は斜

上から 開出する。 花冠は鮮やかな紅紫色。 都内では南多摩だけに産し 、 八王子市と 日野市の多

摩丘陵の２ 〜３ 箇所に自生が確認さ れている。

■ 生存を 脅かす要因： 生育環境は都市部周辺の湿地であり 、 開発により 自生地が限定さ れてし

まっ たも のと 推測さ れる 。 保全に際し ては、 定期的な草刈り による湿性草地の維持が欠かせな

い。

■ 特記事項： 本種は八王子市宇津貫町で発見さ

れ、 2 0 1 2 年に新種と し て発表さ れた。

執 筆 者 奧田重俊　

文献一覧 4 5 ,9 3 , 2 4 3 , 3 4 0

ハチオウジアザミ
Cirsium tamastoloniferum

被子植物

キク 科

八王子市 2 0 2 1 年 1 0 月 2 6 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

○○1 9 9 9 年以前 ▲標本

© 内野秀重

8 7 8 再校

■ 種の特性と 生育状況： 本州、 四国、 九州に分布する 多年草で、 比較的貧栄養な湧水性の湿地

に生育する。 茎はやや花茎状で、 高さ 5 0 〜 1 0 0 cm 。 茎葉は少なく て小さ い。 根出葉は長さ

1 5 〜 5 0 cm で多数あり 、羽裂し て両面無毛。花期は9 〜 1 0 月。頭花は茎の先に点頭し て咲き 、

花が終わると 上向く 。 都内では区部及び北多摩では絶滅、 南多摩の段丘崖に自生地がわずかに

残さ れている。 西多摩では、 近年生育に関する情報は得ら れていない。

■ 生存を 脅かす要因： 生育地は湧水によ る 貧栄養な湿地のため、 本来自生地が少ないう えに、

土地開発や植生管理の放棄など、 生育地の悪化が進んで大半の自生地が失われた。

■ 特記事項： 残さ れた生育地については植生や湧水の適切な管理が必要である。

執 筆 者 奧田重俊　

文献一覧 2 8 , 2 4 3 , 2 7 0

キセルアザミ（ マアザミ ）
Cirsium sieboldii

被子植物

キク 科

日野市 2 0 2 1 年 1 0 月 2 3 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

○○1 9 9 9 年以前 ▲標本

© 内野秀重

8 7 7 再校

■ 種の特性と 生育状況： 本州の関東、 中部地方に分布する多年草で、 山中のがれ地や河原に生

育する。 全体が剛直壮大で高さ 5 0 〜 1 0 0 cm 。 葉は基部に集まっ て、 根出葉は花時にも あり 、

白いく も 毛を かぶっ て長さ 5 0 〜 7 0 cm に達する。 花期は8 〜 1 0 月。 頭花は下向き に開き、

扁球形で径6 .5 〜 8 .5 cm 、 総苞片は紫色。 縁に鋭い刺があっ て反り 返る。 花冠は長さ 1 7 〜

2 2 m m 。 と き に白花のも のも ある 。 都内では西多摩の山地の川沿いの不安定地に分布し 、 南

多摩でも 散見さ れる。 また、 多摩川の中流に流れ着く 個体も 稀に見ら れる。

■ 生存を 脅かす要因： 生育環境が礫地や草地のため、 も と より 自生地は散発的で、 こ う し た場

所での植生遷移の進行等により 生育適地が失われているも のと 推測さ れる 。 個体数が少ないた

め、 不安定地を 維持し 、 播種によ る 増殖な ど

個別的な保全対策が必要である。

■ 特記事項： フ ォ ッ サマグナ要素で、 日本固有

植物で ある 。 シカ に採食さ れても よ く 耐える

植物（ 採食耐性植物） と し て知ら れている。

執 筆 者 奧田重俊　

文献一覧 1 7 3 , 2 4 3

フ ジアザミ
Cirsium purpuratum

被子植物

キク 科

奥多摩町 2 0 1 8 年 9 月 2 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

○○1 9 9 9 年以前 ▲標本

8 7 6 再校

■ 種の特性と 生育状況： 北海道、 本州の長野県以北に分布する二年草で、 湿り 気のある肥沃な

草地に生育する。１ 年目は長い根出葉を 出し てロ ゼッ ト で越冬する が、 当年に開花するこ と も

ある。 茎は高さ 2 〜３ m 。 茎葉は草質、 深く 羽状に中裂する 。 花期は６ 〜 1 0 月。 頭花は多数

つき 、 長い柄の先に点頭し て咲く 。 総苞は幅1 〜２ cm 内外で、 く も 毛がある。 花冠は長さ

1 7 〜 2 2 m m で、狹筒部は長さ 1 2 〜 1 6 m m 。 都内では区部低湿地、武蔵野台地北縁部の川辺、

南多摩及び西多摩の丘陵谷戸湿地などに点在するが発生量は安定せず、 減少傾向にある。

■ 生存を 脅かす要因： 生育環境は農村の草地、 川岸の草地などであり 、 都市開発はも と よ り 、

草地管理の停止による樹林化、 外来植物の繁茂、 河川氾濫などにより 、 本種の生育に適し た立

地環境の悪化が進んでいる。

■ 特記事項： 残存する生育地については、 草刈

り などの管理を 継続し 、 また、 二年草のため、

ロ ゼッ ト （ 幼苗） を 保護する など の対策も 必

要である。

執 筆 者 奧田重俊　

文献一覧 1 0 5 , 1 9 6 , 2 4 3 , 3 5 9

タ カ アザミ
Cirsium pendulum

被子植物

キク 科

八王子市 2 0 1 9 年 1 0 月 1 1 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

○○1 9 9 9 年以前 ▲標本

8 7 5 再校

■ 種の特性と 生育状況： 本州、 四国、 九州に分布する 多年草で、 日の当たる 草地に生育する 。

直根がある。 茎は高さ 1 .5 〜 2 m 。 根出葉は花時には枯れる。 茎葉は薄く 、深く 羽状に中裂し 、

基部はやや茎を 抱く 。 花期は8 〜 1 0 月。 頭花は長い柄の先に点頭し て咲く 。 総苞は幅1 cm

内外で、 く も 毛があり 、 外片は短く 鈍頭で、 短い刺針がある。 都内では区部や北多摩では絶滅、

南多摩の低山でも 近年の生育情報が得ら れず、 西多摩においても 、 き わめて稀な状況にある。

■ 生存を 脅かす要因： 生育環境は林間の草地であり 、 こ う し た場所の管理の停止や樹林化、 シ

カ 食害などが衰退要因であり 、 また、 都市部においては地域開発による自生地の破壊等が大き

な脅威と なっ た。

■ 特記事項： 日本固有種。 産地や個体数が少な

いため、 保全に際し ては株分けによ る 増殖な

ど、 個別的な管理が必要である。

執 筆 者 奧田重俊　

文献一覧 1 6 8 , 2 4 7 , 2 5 3 , 2 7 0

モリ アザミ
Cirsium dipsacolepis

被子植物

キク 科

檜原村 1 9 8 6 年 1 0 月 1 2 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

○○1 9 9 9 年以前 ▲標本

8 7 4 再校

■ 種の特性と 生育状況： 本州、 九州北部に分布する多年草で、 主に山地の崖や林縁、 低地の河

川敷に生育する。 茎は叢生し 、 高さ 1 〜 1 .5 m で、 多く は分枝する。 葉は有柄で、 葉身は羽状

に深裂し 、裂片の先はと がり 、基部は切形またはやや心形。 花期は1 0 〜 1 1 月。 頭花は黄色で、

やや散状に多数つき、 径1 .5 cm 、 開花が終わる と 点頭する。 総苞片は3 〜 4 列で覆瓦状、 外

片は線形または狹長楕円形。 そう 果は長さ 1 m m 。 都内では全地域に生育の記録がある。 現在、

西多摩の山地にはある程度の分布量があるが、 南多摩の山地から 北多摩の低地にかけては散発

的で、 個体数も 非常に限ら れている。

■ 生存を 脅かす要因： 生育地である山地の露岩地の崩壊や草地の植生遷移、 さ ら に、 林道のり

面のコ ン ク リ ート 化、 人工草地化など が主要

な減少要因である。 低地の河川敷においては、

洪水発生の増加も 衰退に大き く 影響し ている

も のと 考えら れる。

■ 特記事項： 園芸目的の採取防止も 重要である。

執 筆 者 奧田重俊　

文献一覧 1 0 5 , 1 9 6 , 2 4 3

キク タ ニギク（ アワコ ガネギク ）
Chrysanthemum lavandulifolium

被子植物

キク 科

日野市 2 0 2 0 年 1 1 月 6 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

○○1 9 9 9 年以前 ▲標本

© 内野秀重
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8 8 5 再校

■ 種の特性と 生育状況： 北海道、 本州、 四国に分布する多年草で、 明るい草地に生育する。 茎

は高さ 3 0 〜 1 2 0 cm 、 上部は短い毛と 星状毛が密生する。 根出葉は開花時には枯れる。 茎葉

は多数で互生し 、 長楕円状披針形、 先はと がり 基部は円いく さ び形。 花期は8 〜 9 月。 頭花は

径2 .5 〜 3 .5 cm で、 散房状または円錐状につく 。 総苞片は外側のも のほど短く 、 と き に開出

し 反り 返る 。 そう 果は黒褐色。 都内では、 区部は絶滅し 、 西多摩地域においても 確かな生育情

報が得ら れない状況である。

■ 生存を 脅かす要因： 生育環境は定期的な草刈り が実施さ れる半自然草原であり 、 草原の遷移

による樹林化に加え、 踏みつけ、 シカ 食害等により 、 衰退し たも のと 考えら れる 。 再発見の場

合には、 競合する 植物の除去など の個別の管

理が必要である。

■ 特記事項：

執 筆 者 奧田重俊　

文献一覧 1 5 2 , 1 6 8 , 2 9 5

ヤナギタ ン ポポ
Hieracium umbellatum

被子植物

キク 科

長野県 1 9 9 5 年 9 月 1 0 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

○○1 9 9 9 年以前 ▲標本

8 8 4 再校

■ 種の特性と 生育状況： 本州の関東地方以西から 四国、 九州に分布する多年草で、 河原の湿っ

た場所に生育する。 茎は高さ 1 〜 1 .5 m 、 下部は無毛。 葉はふつう 3 深裂し 、 裂片は長楕円形

または長楕円状披針形、 表面は光沢があり 、 裏面は腺点がなく 、 やや硬い。 花期は8 〜 9 月。

頭花は枝の先に散房状に 多数つ く 。 総苞片は約1 0 個、 5 個の小花がある。 そ う 果は長さ

3 m m 。 都内の確実な自生地は区部に限ら れ、 葛飾区小合溜、 板橋区志村、 江戸川区伊与田な

どが知ら れているが、 葛飾区を 除き 、 実態が不明な状況にある 。 北多摩や西多摩の現状調査が

必要である。

■ 生存を 脅かす要因： 生育環境は平野部の湿地帯であり 、 区部の都市開発により 大半の自生地

が失われた。 確実な自生系統については、 個別

的な管理により 、 保全が図ら れる必要がある。

■ 特記事項： 類似の園芸種があり 自生品と 混乱

し ているため、 保護指定に注意する。

執 筆 者 奧田重俊　

文献一覧 2 2 3 , 2 6 9 , 2 7 0

フ ジバカ マ
Eupator ium japonicum

被子植物

キク 科

利根川産 2 0 0 6 年 9 月 1 6 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

○○1 9 9 9 年以前 ▲標本

© 内野秀重

8 8 3 再校

■ 種の特性と 生育状況： 本州の関東地方、 四国、 九州および南西諸島に分布する一年草で、 日

の当たる崖地に生育する。 全体に灰白色の軟毛が多い。 茎は高さ 2 5 〜 5 0 cm 、 葉はまばら に

互生し へら 形。 花期は３ 〜 1 0 月、 頭花は茎の先に密に集まり 、 径８ m m 。 冠毛はわた状。 別

名ワタ ナ。 都内では西多摩だけに記録さ れ、 奥多摩の渓谷沿いに自生し ていたが､ 絶滅し たも

のと 考えら れる。

■ 生存を 脅かす要因： 生育地は渓谷沿いの崖地であり 、 個体数も 多く なかっ たため、 林道整備

を 伴う 植生改変等により 失われたも のと 考えら れる。 再発見の場合には生育地の管理（ 草刈り 、

除草など） など個別的な管理が必要である。

■ 特記事項：

執 筆 者 奧田重俊　

文献一覧 6 6

イ ズハハコ
Eschenbachia japonica

被子植物

キク 科

静岡県 2 0 1 8 年 4 月 2 7 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

○○1 9 9 9 年以前 ▲標本

8 8 2 再校

■ 種の特性と 生育状況： 本州の中部地方以北に分布する多年草で、 日当たり の良い草地に生育

する日本固有種。 茎は高さ 1 0 〜 3 7 cm 、 密に毛がある。 根出葉はロゼッ ト 状でへら 形、 全縁

でやや厚い。 花を つける 茎の根出葉は、 開花時に生き ている 。 花期は4 〜 6 月。 花は径3 〜

3 .5 cm 、 舌状花は多数で 3 列、 花冠は長さ 1 5 m m 。 そう 果は有毛。 冠毛は帯赤色。 かつては

都内全域に産し 、 町田市の多摩丘陵域を 最後に 2 0 0 0 年頃絶滅し た。

■ 生存を 脅かす要因： 自生地は都市近郊で、 定期的な草刈り によっ て維持さ れた丈の低い草地

であり 、 こ う し た場所の開発、 管理の停止、 採集などにより 衰退し 、 絶滅に至っ たも のと 考え

ら れる。

■ 特記事項： 牧野富太郎は、 明治2 0 年頃、 大

井駅付近（ 現港区白金台5 丁目付近） に自生

し ていた様子を 自身の植物記に記録し ている。

執 筆 者 奧田重俊　

文献一覧 2 5 , 1 4 1 , 2 4 3 , 2 7 0 , 3 2 2

アズマギク
Erigeron thunbergii

被子植物

キク 科

町田市 1 9 9 5 年 5 月 4 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

○○1 9 9 9 年以前 ▲標本

8 8 1 再校

■ 種の特性と 生育状況： 本州、 四国、 九州およ び南西諸島に分布する一年草で、 水田や溝など

に生育する。 高さ 2 0 〜 5 0 cm 。 葉は対生し 、披針形､剛毛があっ てざら つく 。 花期は７ 〜９ 月。

頭花は茎の先端にまばら に付く 。 舌状花は白色で径６ m m 、 花後には９ m m になる。 そう 果は

長さ ２ 〜３ m m 、 厚みがあっ て縁に翼がある。 近年、 外来種のアメ リ カ タ カ サブロウに置き 換

わっ て、 減少し ており 、 南多摩では丘陵谷戸や川辺の湿地などに見ら れる のみと なっ ており、

西多摩では近年の生育情報がき わめて少ない。

■ 生存を 脅かす要因： 生育地は湧水由来の水田に多く 、 除草剤の使用などで衰退し 、 水田耕作

の放棄による減少が本種の自生地を さ ら に狭めている。

■ 特記事項： 留意種と し て今後の推移に注意す

る必要がある。

執 筆 者 奧田重俊　

文献一覧 2 4 3

タ カ サブ ロウ（ モト タ カ サブ ロウ）
Eclipta thermalis

被子植物

キク 科

八王子市 2 0 0 7 年 1 0 月 3 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

○○1 9 9 9 年以前 ▲標本

© 内野秀重

8 8 0 再校

■ 種の特性と 生育状況： 本州、 四国に分布する 越年草で、 山地の礫地や岩隙などに生育する 。

茎は高さ 1 5 〜 4 5 cm 。 茎葉は長さ 3 .5 〜 1 1 cm 、 幅1 〜 5 cm 、 薄く 、 羽状に全裂し 、 ク サ

ノ オウ ( ケシ科 ) の葉に似ている。 花期は8 〜 1 1 月。 花の総苞は狭い円柱形で、 内片は5 個。

小花も 5 個ある。 そう 果は紡錘形で長さ 3 .5 〜 4 m m 、 先は0 .5 m m の嘴と なり 、 すこ し 扁平

で 1 0 肋がある。 冠毛は白く 、 長さ 4 .5 m m 。 都内では西多摩地域（ 檜原村） にごく 稀に分布

するが、 近年は生育に関する情報が得ら れなく なっ ている。

■ 生存を 脅かす要因： も と も と 産地や個体数の少ない種であっ たが、 生育環境が林道脇の斜面

などの場合が多く 、 草刈り の停止や吹き つけによ る 草地化などによ っ て生育立地が失われて

いっ たも のと 考えら れる。

■ 特記事項： シカ 食害の影響も 疑われる。

執 筆 者 奧田重俊　

文献一覧 1 5 2 , 1 6 8

ク サノ オウバノ ギク
Crepidiastrum chelidoniifolium

被子植物

キク 科

奥多摩町
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

○○1 9 9 9 年以前 ▲標本
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8 9 1 再校

■ 種の特性と 生育状況： 本州、 四国、 九州に分布する 一年草または越年草で、 日の当たる 草地

に生育する。 茎は高さ 2 0 〜 5 0 cm 。 葉はやじ り 形で基部は茎を 抱き、 緑白色を 帯びる。 花期

は４ 〜５ 月。 頭花は茎の上方にま ばら に付き、 径8 m m で黄色。 小花は1 0 〜 2 5 個ある。 冠

毛は白色。 都内では各地から 記録があるが減少が著し く 、 河川敷や河畔湿地、 水田周囲などに

散発的に発生するだけと なっ ている。

■ 生存を 脅かす要因： 河川の氾濫原の湿地や草地の減少、 草地の樹林化などが、 生育地の減少

要因であると 考えら れる。

■ 特記事項：

執 筆 者 奧田重俊　

文献一覧 1 0 5 , 2 4 3 , 2 6 3 , 2 7 0 , 2 9 3

ノ ニガナ
Ixeris polycephala

被子植物

キク 科

八王子市 2 0 1 1 年 5 月 1 2 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

○○1 9 9 9 年以前 ▲標本

© 内野秀重

8 9 0 再校

■ 種の特性と 生育状況： 本州、 四国、 九州に分布する 多年草で、 山地から 丘陵地の乾いた草地

に生育する 。 茎は高さ 2 0 〜 5 0 cm 。 根出葉は長さ 8 〜 2 4 cm 。 葉は披針形で歯牙または切れ

込みがある。 花期は４ 〜７ 月。 頭花は径2 cm 、帯紫白色、小花は2 3 〜 2 7 個ある。 総苞は太く 、

外片は卵形。 冠毛は白色。 都内では各地で記録があるも のの、 絶滅し て久し い。

■ 生存を 脅かす要因： 生育地はシバ草原であり 、 放牧や採草利用の衰退と と も に草原の減少が

要因と なり 、 低地から 山地まで同時多発的に本種は衰退し たのではないかと 推測さ れる。

■ 特記事項：

執 筆 者 奧田重俊　

文献一覧 1 7 ,2 8 , 2 7 0 , 2 9 0

タ カ サゴソ ウ
Ixeris chinensis subsp. strigosa

被子植物

キク 科

福岡県
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

○○1 9 9 9 年以前 ▲標本

8 8 9 再校

■ 種の特性と 生育状況： 北海道、 本州の奈良県以北、 およ び四国に分布する 多年草で、 高山の

岩場に生育する 日本固有種。 茎は高さ 7 〜 1 7 cm 。 葉は薄く 、 切れ込み、 茎を 抱かない。 花

期は6 〜 7 月。 頭花は黄色、 径約2 cm 。 小花は9 〜 1 0 個ある。 そう 果は長さ 5 〜 5 .5 m m 。

有性生殖を 行う 。 ニガナの変種と する場合がある 。 都内では奥多摩の天祖山など、 山地高所に

記録があるが、 近年の報告がなく 、 絶滅し たも のと 考えら れる。

■ 生存を 脅かす要因： も と より 自生地が局所的であり 、 山地草原の植生変化、 石灰岩の採掘に

よる山域の破壊などにより 消滅し たも のと 考えら れる。

■ 特記事項： 再発見さ れた場合には、 草原の維持やシカ 食害対策などの積極的な保護対策が必

要である。

執 筆 者 奧田重俊　

文献一覧 2 6 , 2 9 2

タ カ ネニガナ
Ixeridium alpicola

被子植物

キク 科

長野県 1 9 8 4 年 7 月 2 2 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

○○1 9 9 9 年以前 ▲標本

8 8 8 再校

■ 種の特性と 生育状況： 北海道、 本州、 四国、 九州に分布する多年草で、 日当たり のよい湿っ

た草地に生育する。 茎は縮毛が密生し 、高さ 6 0 〜 8 0 cm 、硬く て細い。 葉は長楕円状披針形で、

長さ 5 〜 8 cm 、 基部は茎を 抱き 、 洋紙質で薄いが硬く 、 縁には凸状の小歯牙があり 、 脈は目

立つ。 茎の上部に数個の頭花を 上向き に開く 。 花期は 7 〜 9 月。 頭花は径3 .5 〜 4 cm 、 基部

に苞葉がある。 総苞片は草質で縁に密に短毛がある 。 都内では各地に記録があるが激減し 、 多

摩部の丘陵地の谷戸草地、 山地草原などにわずかに現存するだけと なっ ている。

■ 生存を 脅かす要因： 自生地は定期的な草刈り が行われる草地であり 、 都市部においては土地

の開発や造成、 農村地域では草地管理の停止や樹林化などによ る 生育環境悪化が要因と なり、

衰退し たも のと 考えら れる。

■ 特記事項： ホソ バオグルマ等と 誤認さ れるこ

と が多く 、 同定には注意を 要する。

執 筆 者 奧田重俊　

文献一覧 1 6 8 , 2 4 3 , 2 6 3

カ センソ ウ
Inula salicina var. asiatica

被子植物

キク 科

奥多摩町 1 9 9 0 年 9 月 1 9 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

○○1 9 9 9 年以前 ▲標本

8 8 7 再校

■ 種の特性と 生育状況： 本州、九州に分布する多年草で、低地の日当たり の良い湿地に生育する。

高さ 2 0 〜 6 0 cm 。 葉は線形または線状披針形で、 幅6 〜 1 0 m m と 細い。 花期は8 〜 1 0 月。

頭花は黄色、 小さ く て径1 8 〜 2 5 m m 、 総苞は長さ 4 〜 6 m m 。 そう 果は長さ 1 m m 、 冠毛は

長さ 3 m m 。 都内では区部の河畔湿地や南多摩西部などに自生し たが、 近年確かな生育情報は

得ら れない。

■ 生存を 脅かす要因： 生育環境は湿地であり 、 土地造成や草地の開発、 耕作停止、 除草剤の使

用等により 、 自生地が失われたも のと 考えら れる 。 再発見の場合、 生育地の草刈り や競合する

外来種を除去するなど個別的な管理が必要である。

■ 特記事項： オグルマと の推定雑種にサク ラ オ

グルマがあり 、 ホソ バオグルマ、 オグルマ 両

者の中間的な姿を し ており 、 南多摩で生育が

確認さ れている。

執 筆 者 奧田重俊　

文献一覧 2 7 0 , 3 5 9

ホソ バオグルマ
Inula linariifolia

被子植物

キク 科

熊本県
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

○○1 9 9 9 年以前 ▲標本

8 8 6 再校

■ 種の特性と 生育状況： 北海道、 本州、 四国、 九州に分布する多年草で、 湿地や田の縁、 川岸

などに生育する。 茎は高さ 2 0 〜 6 0 cm 、 根出葉は花時に枯れている。 茎葉は広披針形から 長

楕円形で鋭頭、基部は茎を抱く 。 茎の先に数個の頭花を 開く 。 花期は7 〜 1 0 月。 頭花は黄色、

径3 〜 4 cm 、 総苞片は 5 列でやや同長、 外片は披針形で縁に短毛がある 。 そう 果は 1 0 肋があ

り 有毛。 冠毛は細く てややざら つく 。 都内では全域に生育し ていたが、 現在では、 北多摩や南

多摩、 西多摩の丘陵部の田の畔、 河畔湿地などにわずかに残存するだけと なっ ている。

■ 生存を脅かす要因： 生育環境は耕作地周辺の湿性草地であり 、 地域の開発や草地管理の停止、

農薬の使用などにより 、 自生地が減少し た。

■ 特記事項： 花が美し く 、 鑑賞・ 園芸目的で採

取さ れるこ と がある。

執 筆 者 奧田重俊　

文献一覧 1 0 5 , 2 4 3 , 2 7 0 , 2 9 0

オグルマ
Inula britannica subsp. japonica

被子植物

キク 科

武蔵村山市 2 0 2 0 年 1 0 月 1 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

○○1 9 9 9 年以前 ▲標本

© 内野秀重
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8 9 7 再校

■ 種の特性と 生育状況： 本州、 四国に分布する多年草で、 夏緑樹林から 亜高山帯針葉樹林内に

生育する。 茎は高さ 6 0 〜 1 0 0 cm 。 葉身は腎臓形で粗い鋸歯がある。 花期は8 〜 9 月。 茎の

上方はまばら な円錐花序と なり 、 多数の頭花を 付ける。 頭花は下垂し 、3 〜 5 個の小花がある。

花冠は白く 、 長さ 8 m m 。 都内では奥多摩地方に分布し 、 ブナなどの広葉樹林内に生育する。

■ 生存を 脅かす要因： 自然林内において、 特にシカ に被食さ れやすい植物であり 、 近年、 激減

し た植物の一つである。 残存する個体群には、 個別的な保全管理が必要である。

■ 特記事項：

執 筆 者 奧田重俊　

文献一覧 1 6 8

カ ニコ ウモリ
Parasenecio adenostyloides

被子植物

キク 科

奥多摩町 2 0 1 0 年 9 月 4 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

○○1 9 9 9 年以前 ▲標本

8 9 6 再校

■ 種の特性と 生育状況： 本州の近畿地方以北に分布する多年草で、 湿地に生育する。 茎は高さ

6 0 〜 9 0 cm 。 葉は有翼の長柄があり 頭大、羽状中裂または深裂する。 花は黄色で、総苞は太く 、

長さ 1 2 〜 1 4 m m 、 内片は1 2 〜 1 3 個、 外片は2 列で 披針形を な し 、 鈍頭、 長さ 3 .5 〜

7 m m 。 花期は9 〜 1 1 月。 小花は2 6 〜 3 9 個つく 。 都内では区部で現状不明、 多摩部およ び

狭山丘陵域にわずかに自生地が残さ れているにすぎない。

■ 生存を 脅かす要因： 生育環境は比較的都市部に近い谷戸湿地に限ら れ、 地域開発目的の土地

造成や埋立て、 湿地の管理放棄などにより 、 生育環境が失われてき たも のと 考えら れる 。 現存

する自生地においては草刈り を継続するなど、 個別的な管理が必要である。

■ 特記事項：

執 筆 者 奧田重俊　

文献一覧 2 8 , 1 5 2 , 1 9 6 , 2 4 3 , 2 7 0

オオニガナ
Nabalus tanakae

被子植物

キク 科

八王子市 1 9 9 8 年 1 0 月 1 1 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

○○1 9 9 9 年以前 ▲標本

8 9 5 再校

■ 種の特性と 生育状況： 本州の福島県以南から 、 四国、 九州に分布する多年草で、 山地の落葉

樹林の下に生育する。 茎は高さ 5 5 〜 8 0 cm 。 茎の下部の葉は最も 大き く 、葉柄は盾状につく 。

葉身は円形で幅 2 5 〜 3 3 cm 、 基部は深く 心形。 総苞の基部に苞葉がつく 。 花期は7 〜 9 月。

小花は2 0 個内外で花色は黄色。 そう 果は長さ 7 〜 8 m m 。 冠毛は1 0 m m 。 都内では西多摩の

1 0 0 0 ｍ以上の山域に分布し 、 ブナ林などの、 やや湿っ た林床に生育する。

■ 生存を 脅かす要因： 自然林内において、 と く に、 シカ の食害によ り 減少し ている。 野生動物

の影響に対する保全対策が特に重要である。

■ 特記事項： 日本固有種で、 西南日本のソ ハヤキ要素を 特徴づける植物である。

執 筆 者 奧田重俊　

文献一覧 2 8 , 2 1 7 , 2 4 3

オオモミ ジガサ
Miricacalia  makinoana

被子植物

キク 科

奥多摩町 1 9 9 5 年 8 月 9 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

○○1 9 9 9 年以前 ▲標本

8 9 4 再校

■ 種の特性と 生育状況： 本州の東北南部、 関東、 中部にかけて分布する多年草で、 亜高山帯の

渓流の縁などに生育し 、 し ばし ば群生する。 茎は高さ 3 0 〜 5 0 cm 、 やや無毛。 根出葉はほこ

状心形、 ま たは心形など 変異があり 、 先は尾状と なる。 茎葉の柄は茎を 抱く 。 花序の頭花は

6 〜 8 個、 散房状につき 、 花柄が長い。 花期は 7 〜 8 月。 総苞は筒状。 舌状花は 5 個あっ て、

花冠は長さ 2 5 〜 2 8 m m 、 筒状花は1 4 〜 1 6 個。 そう 果は円柱形。 都内では奥多摩地方（ 雲

取山） などに記録があるが、 現状は不明である。

■ 生存を 脅かす要因： 自生地は亜高山帯の沢沿いであるが、 西多摩地域ではこ う し た立地環境

がわずかであり 、 斜面崩壊、 植生の変化などにより 衰退し たも のと 考えら れる。

■ 特記事項： フ ォ ッ サマグナ要素の植物の一種

である。

執 筆 者 奧田重俊　

文献一覧 1 6 8

カイタ カ ラ コ ウ
Ligularia kaialpina

被子植物

キク 科

山梨県 1 9 9 1 年 7 月 2 9 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

○○1 9 9 9 年以前 ▲標本

8 9 3 再校

■ 種の特性と 生育状況： 北海道の道南部から 本州近畿地方に分布する多年草で、 山地の岩場な

どの草原に生育する。 茎は叢生し 、 高さ 2 5 〜 5 0 cm 。 葉は互生、 披針形で茎を 抱かず、 下面

に綿毛を密生する 。 開花期は７ 〜９ 月。 頭花は数個が茎の先端に集まり 、 頭花の周囲には葉状

苞がある。 冠毛は長さ 3 .5 m m 。 都内では奥多摩地方に分布する が、 現在ではシカ 柵内でし か

発生を 見るこ と ができ ない。

■ 生存を 脅かす要因： 本種は亜高山帯に分布域を も ち、 その生育立地は西多摩でも わずかであ

り 、 自生地の植生遷移の進行やシカ 食害等により 、 危機的な状況に陥っ たも のと 考えら れる。

■ 特記事項： 形態に変化に富む分類群でいく つかの変種がある。

執 筆 者 奧田重俊　

文献一覧 1 6 8

ウスユキソ ウ
Leontopodium japonicum

被子植物

キク 科

奥多摩町 2 0 1 8 年 9 月 6 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

○○1 9 9 9 年以前 ▲標本

© 御手洗望

8 9 2 再校

■ 種の特性と 生育状況： 本州の中部以北に分布する 多年草で、 河原の乾いた礫地に生育する 。

茎は高さ 2 0 〜 5 0 cm 。 根出葉は叢生し 、 と き に大き な株になる。 葉は披針形で歯牙がある。

花期は７ 〜９ 月。 茎の上部にまばら に花を つける。 頭花は径2 cm 、 黄色、 小花は2 8 〜 4 0 個

ある。 冠毛は白色。 都内では多摩川の上流から 中流部を 中心に分布し 、 と こ ろ によっ て広範囲

に群落が形成さ れている。

■ 生存を 脅かす要因： 生育環境はほぼ河川敷の礫地に限ら れており 、 異常出水による河川敷内

の生育立地の減少、 流水の富栄養化、 外来種の繁茂などにより 個体群の消滅が進んだも のと 推

測さ れる。

■ 特記事項： 学名（ 種小名） は分布地の多摩川

にちなむ。

執 筆 者 奧田重俊　

文献一覧 4 , 1 9 6 , 2 4 3 , 2 7 0 , 2 8 0

カ ワラ ニガナ
Ixeris tamagawaensis

被子植物

キク 科

日野市 2 0 1 9 年 5 月 3 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

○○1 9 9 9 年以前 ▲標本

© 内野秀重
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9 0 3 再校

■ 種の特性と 生育状況： 本州、 四国、 九州に分布する 多年草で、 日当たり のよい草原や明るい

林内に生育する。 茎は高さ 5 0 〜 1 5 0 cm 。 根出葉は花時にも あり 、 長柄がある。 葉身は長楕

円形で長さ 1 1 〜 3 0 cm 、 羽状に深裂し 、 側裂片は4 〜 6 対。 花期は9 〜 1 0 月。 頭花は多数

が散房状につき 、 径1 0 m m 。 総苞は帯紫色でく も 毛がある。 総苞片は8 列で、 最外片は卵形。

都内では区部及び北多摩では絶滅、 南多摩の八王子市、 西多摩のあき る野市などにわずかに現

存し ている。

■ 生存を 脅かす要因： 生育環境は山麓や丘陵地の二次林内や林縁部の草地など局所的であり 、

土地造成により 失われやすく 、 林縁管理の方法やシカ 食害によっ ても 容易に衰退し やすいも の

と 考えら れる。

■ 特記事項： 残存する自生地では、 園芸目的の

採取から の保護の検討が必要である。

執 筆 者 奧田重俊　

文献一覧 2 8 , 1 7 1 , 2 4 3 , 2 7 0

ミ ヤコ アザミ
Saussurea maximowiczii

被子植物

キク 科

八王子市 2 0 1 3 年 1 0 月 8 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

○○1 9 9 9 年以前 ▲標本

© 内野秀重

9 0 2 再校

■ 種の特性と 生育状況： 本州の関東西部、 山梨県およ び、 四国に分布する 多年草で、 海抜

1 5 0 0 m 以上の山地の岩場に生育する。 茎は高さ 4 0 〜 6 0 cm 。 根出葉は開花時にも 生き 残り 、

長柄があり 、 葉身は長楕円形から 卵形、 鋭尖頭で基部はほこ 形、 長さ 8 〜 2 1 cm 、 表面は緑

色で、 裏面は青白色。 花期は8 〜 1 0 月。 花は1 〜 4 個の頭花を つける。 総苞は鐘形で長さ

1 7 m m 、 総苞片は6 列、 草質で先は鋭尖形、 中ほど から 開出する。 都内では奥多摩地方の石

灰岩地にのみ見ら れる。

■ 生存を 脅かす要因： 西多摩においては本来、 自生地が局限さ れていた。 加えて、 森林植生の

組成の変化やシカ 食害、 園芸目的による採取などにより 、 個体数を 減じ ているも のと 考えら れ

る。 自生地において は、 シカ 対策な ど を 検討

する必要がある。

■ 特記事項： 日本固有種である。

執 筆 者 奧田重俊　

文献一覧 1 7 1 , 2 1 8 , 2 9 2

コ ウシュウヒ ゴタ イ
Saussurea amabilis

被子植物

キク 科

奥多摩町 1 9 8 9 年 9 月
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

○○1 9 9 9 年以前 ▲標本

9 0 1 再校

■ 種の特性と 生育状況： 本州、 四国、 九州に分布する 一年草または越年草で、 シバ草原やロー

ム層の露頭などに生育する。 茎は高さ 3 0 〜 6 0 cm と なり 、 上部で分枝し 、 白い綿毛がある。

葉は披針形で、 長さ 4 〜 5 cm 、 基部は半ば茎を 抱いている。 裏面に密に白い綿毛がある が表

面が緑色。 花期は9 〜 1 1 月。 花は散房状に多く の頭花を つける 。 総苞片は5 列で淡黄色、 花

後に開く 。 都内では全域に記録があるが、 2 0 0 0 年代を 境に急速に減少し 、 近年は絶滅し た区

部以外でも 生育に関する情報がまっ たく 得ら れない状態にあり 、 絶滅が懸念さ れる。

■ 生存を 脅かす要因： 生育立地は不安定であるこ と から 減少し やすい。 自生地が都内全域にお

いて一斉に激減し た理由は明ら かではない。

■ 特記事項： 本種減少と 同時期に、 近縁の複数

の外来種の分布が拡大し ており 、 こ れら によ

る競合の可能性も ある。

執 筆 者 奧田重俊　

文献一覧 1 6 8 , 2 4 3 , 2 7 0

アキノ ハハコ グサ
Pseudognaphalium hypoleucum

被子植物

キク 科

八王子市 1 9 9 5 年 1 0 月 3 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

○○1 9 9 9 年以前 ▲標本

9 0 0 再校

■ 種の特性と 生育状況： 本州中部（ 長野、 山梨、 静岡、 神奈川） に分布する多年草で、 山地帯

上部から 亜高山帯の岩場に生育する。 コ ウゾリ ナの変種で、 茎は高さ 5 0 〜 8 0 cm 。 葉は線状

披針形。 総苞に短い剛毛がある。 花期は7 〜 8 月。 都内では奥多摩地方の岩礫地にのみ見ら れ

る。

■ 生存を 脅かす要因： 生育環境は山地帯上部の岩礫地や草地であり 、 自生地が局限さ れている

う えに、 植生の変化、 シカ の食害などにより 衰退が進んでいるも のと 考えら れる 。 残存する生

育地では、 防護柵など、 個別的な管理が必要である。

■ 特記事項： フ ォ ッ サマグナ要素の植物であり 、 コ ウゾリ ナに似るが、 葉が著し く 細い点が特

徴である。

執 筆 者 奧田重俊　

文献一覧 6 6

アカ イ シコ ウゾリ ナ
Picr is hieracioides subsp. japonica var. akaishiensis

被子植物

キク 科

奥多摩町 2 0 1 8 年 8 月 2 6 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

○○1 9 9 9 年以前 ▲標本

8 9 9 再校

■ 種の特性と 生育状況： 本州、 四国に分布する多年草で、 山地の落葉樹林の下に生育する。 長

い地下茎を ひいて先に新苗を つける。 茎は高さ 6 0 〜 9 0 cm 。 葉はふつう 3 枚、 下部の葉は長

柄があり 、 基部は短く 鞘と なる。 葉身の基部は深く 心形と なり 、 掌状に 9 〜 1 0 中裂する。 花

期は7 〜 9 月。 頭花は円錐花序に多数つく 。 総苞片は5 個。 小花は5 〜 6 個あっ て、 花冠は長

さ 8 .5 〜 1 0 m m 。 そう 果の冠毛は汚白色。 都内では奥多摩の深山に産し 、 ブナ林などの湿潤

な林床に群生するが、 近年は減少が著し い。

■ 生存を 脅かす要因： 樹林の発達に伴う 構成種の変化、 シカ の食害による 林床植物の減少が進

んでいるも のと 推測さ れる 。 野生動物の食害などにより 減少する場所では、 個体群の保護管理

が必要である。

■ 特記事項： 日本固有種であり 、 西南日本の分

布域を 特徴づけるソ ハヤキ要素の植物である。

執 筆 者 奧田重俊　

文献一覧 1 6 8 , 2 9 2

ヤマタ イミ ンガサ
Parasenecio yatabei

被子植物

キク 科

三頭山 2 0 1 3 年 8 月 3 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

○○1 9 9 9 年以前 ▲標本

8 9 8 再校

■ 種の特性と 生育状況： 本州中部の太平洋側に分布する多年草で、 山地の落葉樹林の下に生育

する。 高さ 5 0 cm 。 葉身は三角状ほこ 形で５ 浅裂する 。 茎の中部の葉は翼があっ て、 基部は茎

を 抱く 。 頭花はま ばら な円錐花序につく 。 花期は8 〜 1 0 月。 花冠は白く 長さ ７ cm 。 コ ウモ

リ ソ ウの変種。 都内では奥多摩地方に分布し 、 ブナ林の林床などに稀にみら れる。

■ 生存を 脅かす要因： カ ニコ ウモリ 同様、 シカ の食害によ り 減少し ている も のと 考えら れる 。

残存する個体群には、 個別的な保全管理が必要である。

■ 特記事項： 日本固有種である。

執 筆 者 奧田重俊　

文献一覧 1 6 8

オク ヤマコ ウモリ
Parasenecio maximowiczianus var. alatus

被子植物

キク 科

長野県 2 0 0 7 年 8 月 2 7 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

○○1 9 9 9 年以前 ▲標本
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9 0 9 再校

■ 種の特性と 生育状況： 本州、 四国、 九州に分布する 多年草で、 丘陵から 山地の日当たり の良

い草地に生育する。 茎は高さ 3 0 〜 1 4 0 cm になる。 茎葉は羽状に全裂するが、 下部の葉には

長柄がある。 葉はやや薄く 、 両面に細毛がある。 花期は9 〜 1 0 月。 頭花は紅紫色で上向き に

咲き 、 径3 〜 4 cm 。 総苞片は7 列で、 外片と 中片は淡黄褐色、 鋭尖頭。 縁の小花は長さ 2 5 〜

2 8 m m 。 中の小花は両性で、 長さ 2 2 〜 2 6 m m 。 都内では北多摩では絶滅、 南多摩から 西多

摩の山地に残存し ているが、 さ ら なる衰退が懸念さ れる。

■ 生存を 脅かす要因： 生育環境は林間の草地であり 、 都市近郊では土地造成や草地の開発によ

り 消滅し 、 山地部では草地管理の停止による樹林化や植生の変化により 、 生育に適し た環境が

失われたも のと 考えら れる。

■ 特記事項：

執 筆 者 奧田重俊　

文献一覧 1 6 8 , 2 4 3 , 2 7 0

タ ムラ ソ ウ
Serratu la coronata subsp. insular is

被子植物

キク 科

奥多摩町 1 9 8 3 年 9 月 1 2 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

○○1 9 9 9 年以前 ▲標本

9 0 8 再校

■ 種の特性と 生育状況： 本州、四国、九州に分布する多年草で、日当たり のよい草原に生育する。

茎は高さ 3 0 〜 1 2 0 cm に な る。 根出葉や茎の下部の葉は長柄があ り 、 葉柄は長さ 5 〜

2 0 cm 、 葉身は卵形で長さ 7 〜 1 8 cm 、 羽状浅〜中裂し 、 堅い。 茎葉は、 上部では葉身は狭く

小さ く 、 無柄で、 茎に翼はない。 花期は9 〜 1 0 月。 頭花は散房状につく 。 花冠は長さ 1 1 〜

1 3 m m 。 総苞片は5 〜 7 列で、 最外片は長楕円形または卵形で、 短く と がる。 都内では西多

摩の山地に残存するが、 北多摩では絶滅、 南多摩でも 近年の生育情報が得ら れない状況と なっ

ている。

■ 生存を 脅かす要因： 丘陵部では地域開発や園芸目的の採取などにより 自生地が失われ、 山地

帯の草原では、 樹林化の進行やシカ 食害な ど

により 、 個体数が減じ たも のと 考えら れる。

■ 特記事項：

執 筆 者 奧田重俊　

文献一覧 1 7 1 , 2 4 3 , 2 7 0 , 2 9 2 , 2 9 9

キク アザミ
Saussurea ussur iensis

被子植物

キク 科

檜原村 1 9 8 6 年 1 0 月 1 2 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

○○1 9 9 9 年以前 ▲標本

9 0 7 再校

■ 種の特性と 生育状況： 本州の関東、 中部地方に分布する多年草で、 高山の草原や林の縁に生

育する。 茎は高さ 3 0 〜 5 5 cm 、 葉の基部から 沿下し た翼がある。 根出葉や下部の葉は長柄が

あり 、 葉身は薄く 、 卵形または卵状長楕円形、 鋸歯縁のも のも あるが、 し ばし ば中部以下の葉

は羽状中裂する。 花期は8 〜 9 月。 頭花は径1 0 m m で、 7 〜 2 4 個が散房状につく 。 総苞片

は5 列、 外片は内片の半長で、 広卵形、 先はと がっ て線形、 黒紫色、 花冠は長さ 1 0 m m 。 都

内では西多摩地域の高海抜地に稀に分布する。

■ 生存を 脅かす要因： 生育地はほぼ亜高山帯の自然草原に限ら れ、 個体数も 限ら れていた。 草

原の種組成の変化やシカ 食害などの影響、 さ ら に園芸目的の採取などが加わり 個体数を 減ら し

たも のと 推測さ れる 。 残存する 自生地では防

護柵などの設置を 検討する必要がある。

■ 特記事項： 日本固有種である。

執 筆 者 奧田重俊　

文献一覧 2 6 , 1 5 2 , 1 6 8 , 1 7 1

ヤハズヒ ゴタ イ
Saussurea tr iptera

被子植物

キク 科

富士山 1 9 9 1 年 8 月 1 2 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

○○1 9 9 9 年以前 ▲標本

9 0 6 再校

■ 種の特性と 生育状況： 本州の関東地方から 中部および岡山県に分布する多年草で、 山地の草

原に生育する。 茎は高さ 7 0 〜 1 0 0 cm で、 つねに著し い翼がつく 。 根出葉は開花時に枯れて

無い。 茎葉は有柄で、 葉身は心形または広卵形、 長さ 8 〜 1 5 cm 、 先は短く 鋭尖と なり 、 縁

に不規則な歯牙がある 。 花期は9 〜 1 0 月。 頭花は径1 5 m m 、 し ばし ば総状につく 。 総苞は

黒紫色で絹毛がある。 総苞片は9 列で、 最外片は広卵形、 鈍形で微凸端。 都内では北多摩では

絶滅、 南多摩から 西多摩の山地にごく 稀に見ら れる。

■ 生存を 脅かす要因： 生育環境はほぼ山地草原に限ら れ、 本来分布域や個体数も 多く ない。 二

次草原の遷移の進行、 シカ 食害などにより 、 個体数を 減ら し たも のと 推測さ れる 。 残存する自

生地で は防護柵など の設置を 検討する 必要が

ある。 園芸目的の採取の危険がある。

■ 特記事項： 日本固有種であり 、 タ カ オヒ ゴタ

イ と の雑種がオンガタ ヒ ゴタ イ である。

執 筆 者 奧田重俊　

文献一覧 1 5 2 , 1 6 8 , 1 7 1 , 2 4 3 , 2 7 0

セイタ カト ウヒ レン
Saussurea tanakae

被子植物

キク 科

奥多摩町 1 9 8 3 年 9 月 1 2 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

○○1 9 9 9 年以前 ▲標本

9 0 5 再校

■ 種の特性と 生育状況： 本州西部、 山梨県に分布する多年草で、 落葉樹林や各種二次林の縁に

生育する。 茎は高さ 3 5 〜 6 0 cm 。 根出葉は開花時にあるが、 と き に枯れる。 葉は卵形で急に

鋭尖頭、 基部は心形で、 縁は大き く 深く 湾入し 、 薄い。 花期は9 〜 1 0 月。 頭花は総状または

ゆるい散房状につき 、径2 cm ほどで、基部に線形の苞がつく 。 総苞は鐘形で密にく も 毛がある。

総苞の外片は披針形で長く 、 中片と と も に反り 返る。 都内では南多摩の丘陵地から 西多摩の山

地に分布する。 都内に見ら れるト ウヒ レ ン類の中では比較的生育地が多い。

■ 生存を 脅かす要因： 都市近郊の自生地の多く は地域開発により 失われ、 保全緑地や自然保護

地域等では、 二次林の管理の放棄などにより 、 生育条件が不適と なり 、 衰退し た。

■ 特記事項： 日本固有種。 フ ォ ッ サマグナ要素

の植物である。

執 筆 者 奧田重俊　

文献一覧 2 8 , 1 6 8 , 1 7 1 , 1 9 6 , 2 4 3

タ カ オヒ ゴタ イ
Saussurea sinuatoides

被子植物

キク 科

八王子市 2 0 1 2 年 1 0 月 2 4 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

○○1 9 9 9 年以前 ▲標本

9 0 4 再校

■ 種の特性と 生育状況： 北海道、 本州、 四国、 九州に分布する多年草で、 岩場や日当たり のよ

い草原に生育する。 茎は直立し 、 高さ 3 0 〜 1 5 0 cm 、 上部でよく 分枝し 多数の頭花を つける。

葉は羽状深裂または全縁で、 基部は茎に沿下する。 葉の両面に細毛と 腺点がある 。 花期は8 〜

1 0 月。 頭花は径1 2 〜 1 6 m m 。 総苞片には淡紅色の付属体があり 、 つぼみの段階から 美し い。

花冠は長さ 1 1 〜 1 3 m m 。 冠毛は長さ 7 〜 8 .5 m m 。 都内では区部や南多摩では絶滅、 西多摩

の山地において自生地がわずかに残さ れている状況である。

■ 生存を 脅かす要因： 生育環境は安定し た二次草原であり 、 平野部においては地域開発や土地

造成、 また、 山地においては持続的な草地管理の停止、 岩礫地の荒廃などにより 生育地が失わ

れたも のと 考えら れる 。 近年ではシカ 食害の

影響も 大き いと 推測さ れる。

■ 特記事項： 園芸目的の採取から の保護が必要

である。

執 筆 者 奧田重俊　

文献一覧 2 8 , 1 7 1 , 2 4 3 , 2 5 3 , 2 7 0

ヒ メ ヒ ゴタ イ
Saussurea pulchella

被子植物

キク 科

福岡県
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

○○1 9 9 9 年以前 ▲標本
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9 1 5 再校

■ 種の特性と 生育状況： 北海道、 本州（ 近畿以北） に分布する 多年草。 細い地下茎がある。 全

体は軟弱で高さ 1 0 cm 内外。 根生葉は2 回3 出複葉。 花は黄緑色、 5 個が茎の先端につく 。 頂

上の花は花冠が4 裂。 花期は4 月。 果実は石果。 夏には地上部は枯れる。 山地の湿っ た林内に

生育し 、 し ばし ば群生する 。 北多摩では分布が限ら れ、 ごく 稀。 南多摩と 西多摩では、 河川沿

いの低地、 丘陵や山地の下部に点在する。

■ 生存を脅かす要因： 森林伐採、 人の踏みつけ、 管理放棄、 遷移進行・ 植生変化。

■ 特記事項：

執 筆 者 御手洗望　

文献一覧 1 0 5 , 1 7 0 , 2 4 3

レンプク ソ ウ
Adoxa moschatellina

被子植物

ガマズミ 科

八王子市 2 0 2 2 年 4 月 1 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

○○1 9 9 9 年以前 ▲標本

9 1 4 再校

■ 種の特性と 生育状況： 全国に分布する 一年草で、 人里周辺の富栄養な立地や水湿地、 海岸等

に生育する。 茎は高さ 2 0 〜 1 0 0 cm 、 短毛がある。 葉は互生し 、 3 .5 〜 1 0 cm の長柄があり 、

葉身は卵状三角形で長さ 6 〜 1 5 cm 、 3 〜 5 浅裂し 、 不ぞろ いな鋸歯があり 、 やや厚く 基部は

心形、 両面に剛毛があっ てざら つく 。 花期は8 〜 1 0 月。 筒状花は白色。 日本には古く から 生

育し ているが、 アジア大陸から 帰化し たも のと 推定さ れている 。 かつては荒れ地に普通であっ

たと いう 。 都内でも 各地から 記録があるが、 全域で絶滅し ている。

■ 生存を 脅かす要因： 各地で同時多発的に絶滅に向かっ たこ と を 考慮すると 、 生活型が類似す

るオオオナモミ を はじ めと する外来植物が侵入拡大し 、 オナモミ の衰退につながっ た可能性が

否定でき ない。

■ 特記事項：

執 筆 者 奧田重俊　

文献一覧 1 6 8 , 2 7 0 , 2 8 8

オナモミ
Xanthium strumarium subsp. sibiricum

被子植物

キク 科

群馬県 2 0 0 1 年 1 0 月 3 1 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

○○1 9 9 9 年以前 ▲標本

9 1 3 再校

■ 種の特性と 生育状況： 本州、 四国、 九州、 およ び南西諸島に分布する多年草で、 日当たり の

よい湿地に生育し 、 と き に群生する。 茎は中空で直立し 、 高さ 5 0 〜 8 0 cm と なり 、 葉と と も

に白いく も 毛がある 。 根出葉はロゼッ ト 状。 茎葉は卵状披針形、 基部は広く 茎を 抱く 。 花期は

4 〜 6 月。 頭花は径3 .5 〜 5 cm 、 6 〜 3 0 個が散房状またはやや散状につく 。 総苞片は広披針

形。 舌状花冠は長さ 1 1 〜 1 6 m m 。 そう 果は無毛。 冠毛は白色、 花後長く 伸びる。 都内では

区部の湿地に自生し ていたが、 北多摩地域と と も に絶滅し ている。

■ 生存を 脅かす要因： 自生地は都市近郊の湿地であり 、 地域開発の激し い時期に大部分の生育

地が失われ、 消滅し たも のと 考えら れる。

■ 特記事項： 日本固有種である。

執 筆 者 奧田重俊　

文献一覧 2 7 0

サワオグルマ
Tephroser is pierotii

被子植物

キク 科

山形県 1 9 9 4 年 5 月 2 4 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

○○1 9 9 9 年以前 ▲標本

9 1 2 再校

■ 種の特性と 生育状況： 本州、四国、九州に分布する多年草で、日当たり のよい草地に生育する。

茎は高さ 2 0 〜 6 5 cm 。 根出葉は多数でロゼッ ト 状を なし 、 長楕円形で鈍頭、 両面にく も 毛が

ある。 茎葉は基部やや茎を 抱き 、 短く 沿下する。 花期は5 〜 6 月。 頭花は3 〜 9 個、 散房状

につく 。 総苞は筒状。 舌状花冠は長さ 1 2 〜 1 6 m m 。 そう 果は密毛がある。 冠毛は白色、花後、

筒状花冠を 超えて伸びる 。 都内では区部や北多摩では絶滅、 南多摩から 西多摩にかけての谷戸

草地などにわずかに自生地が残さ れているのみと なっ ている。

■ 生存を 脅かす要因： 生育環境は谷戸の耕作地に接し た斜面など、 定期的な草刈り がく り 返さ

れる 場所であり 、 土地開発によ る 造成で自生地が消滅し やすいほか、 管理の停止によ っ ても、

容易に個体群が衰退する危険性がある。

■ 特記事項： 本種の保全に際し ては、 種の生活

史を 考慮し つつ、 年２ 回以上の草刈り 頻度を

保つ必要があると 考えら れる。

執 筆 者 奧田重俊　

文献一覧 2 8 , 1 6 8 , 1 9 6 , 2 4 3 , 2 7 0

オカ オグルマ
Tephroser is in tegr ifolia subsp. kirilowii

被子植物

キク 科

八王子市 2 0 0 2 年 4 月 2 0 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

○○1 9 9 9 年以前 ▲標本

9 1 1 再校

■ 種の特性と 生育状況： 本州に分布する多年草で、日当たり の良い草地に生育する。 茎は直立し 、

高さ 5 0 〜 6 0 cm で、上部にく も 毛がある。 根出葉は開花時に枯れる。 下部の葉は広倒披針形、

中部の葉は披針形で、 基部は茎を 抱く 。 花期は7 〜 9 月。 頭花は6 〜 1 3 個、 やや散状につき 、

長い舌状花があり 、 反り 返っ て咲く 。 花柄は長さ 5 〜 1 6 cm 。 舌状花冠は長さ 1 7 〜 2 2 m m 。

そう 果は密に毛があり 、 冠毛は汚白色。 都内ではかつて北多摩にも 産し たが絶滅、 南多摩も 情

報不足、 西多摩の山地高所の草地に自生地が残さ れている。

■ 生存を 脅かす要因： 山地草原の植生変化、 園芸目的の採取などにより 減少し ていると 考えら

れる。

■ 特記事項： 奥多摩での生育状況から 、 野生動

物によ る 食害は比較的受けにく く 、 シカ 不嗜

好性植物と 考えら れる。

執 筆 者 奧田重俊　

文献一覧 2 8 , 1 5 2 , 1 6 8

コ ウリ ンカ
Tephroser is flammea subsp. glabrifolia

被子植物

キク 科

奥多摩町 2 0 1 9 年 7 月 3 0 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

○○1 9 9 9 年以前 ▲標本

© 田畑伊織

9 1 0 再校

■ 種の特性と 生育状況： 北海道、 本州、 四国、 九州に分布する 多年草で海岸付近の荒れ地に生

育する。 茎は高さ 3 0 〜 1 0 0 cm 、 葉と と も に無毛。 葉は裏面粉白色。 基部は茎を 抱く 。 花期

は8 〜 1 0 月。 頭花は黄色、 径3 〜 3 .5 cm 。 総苞は長さ 1 .6 〜 2 cm 、 密に綿毛を かぶる。 総

苞片は4 〜 5 列、 外片は卵形。 そう 果は長さ 3 .5 m m 。 冠毛は長さ 1 .3 m m で、 純白。 都内で

は東京湾に面し た河川河口部や海岸付近に分布するが、 少ない。

■ 生存を 脅かす要因： 東京湾岸の自生植物であるが、 沿岸部の開発や護岸改修で生育地が減少

し たも のと 考えら れる 。 外来植物の繁茂の影響も 懸念さ れる 。 海岸付近のため、 浚渫工事など

に際し ては、 保全対策が必要である。

■ 特記事項： 同定に際し ては酷似する外来種タ

イ ワン ハチジョ ウナと 間違えないよ う 、 注意

を 要する。

執 筆 者 奧田重俊　

文献一覧 6 7 , 2 7 0

ハチジョ ウナ
Sonchus brachyotus

被子植物

キク 科

神奈川県 2 0 1 0 年 8 月 1 0 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

○○1 9 9 9 年以前 ▲標本

© 内野秀重
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9 2 1 再校

■ 種の特性と 生育状況： 宮城県と 関東地方に分布する落葉低木。 高さ １ 〜２ ｍ。 葉は対生、 裏

面や葉の縁には開出する軟毛が多い。 花は下垂し 、 展葉に先立っ て開き 、 白色。 花冠はろ う と

形で長さ 1 .2 cm 、 先端が５ 深裂する。 雄し べは花外に出る。 花期は４ 月。 果実は液果で５ 〜

６ 月に紅色に熟し 、 合着し ない。 山地の落葉樹林の林縁や石灰岩地に生育する 。 都内では西多

摩の山地の石灰岩性の岩崖地に極めて稀に生育する。

■ 生存を 脅かす要因： 森林伐採、 石灰採掘、 シカ の食害、 基質・ 基物の減少および消失、 局所

分布。 生育環境が岩崖地などの特殊な立地にあるため、 山林の改変による生育環境の変化や生

育地の破壊が本種の生存を脅かす主な要因であると 考えら れる。

■ 特記事項： 日本固有種。

執 筆 者 田畑伊織　

文献一覧 2 0 5

ハヤザキヒョ ウタ ン ボク
Lonicera praeflorens var. japonica

被子植物

スイ カ ズラ 科

0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

○○1 9 9 9 年以前 ▲標本

9 2 0 再校

■ 種の特性と 生育状況： 本州（ 関東〜近畿地方北部） に分布する 落葉低木。 高さ １ 〜２ ｍ。 葉

は対生し 、 幅広く 、 裏面は粉白色を帯びる 。 花ははじ め白色のちに淡黄色。 花冠は二唇形。 上

唇は４ 裂する。 裂片は反曲し 、 雄し べが突き 出る 。 花期は５ 〜６ 月。 液果は７ 〜８ 月に赤く 熟

し 、 ２ 個が合着する。 山地の落葉樹林の林縁に育成する 。 都内では西多摩の山地、 特に石灰岩

地に極めて稀に生育する。

■ 生存を 脅かす要因： 森林伐採、 石灰採掘、 シカ の食害、 基質・ 基物の減少および消失、 局所

分布。 生育環境が岩崖地などの特殊な立地にあるため、 山林の改変による生育環境の変化や生

育地の破壊が本種の生存を脅かす主な要因であると 考えら れる。

■ 特記事項：

執 筆 者 田畑伊織　

文献一覧 2 0 5

ニッ コ ウヒョ ウタ ン ボク
Lonicera mochidzukiana

被子植物

スイ カ ズラ 科

0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

○○1 9 9 9 年以前 ▲標本

9 1 9 再校

■ 種の特性と 生育状況： 本州、 四国、 九州に分布する越年草。 高さ 1 m を 超え、 直立し てよ く

分枝し 、 全体に刺状の剛毛がある。 葉は薄く 、 頭大羽状に全裂し 、 裂片は鋸歯縁。 頭花は径

2 cm 。 総苞片は線形で反り 返る。 小花の花冠上部は4 裂。 花期は8 〜 9 月。 南多摩と 西多摩

の山地の林縁や林道路傍の草地、伐採跡地にごく 稀に生育する。 区部では過去の記録があるが、

絶滅し たと 考えら れる。

■ 生存を脅かす要因： 草地開発。

■ 特記事項：

執 筆 者 御手洗望　

文献一覧 1 7 0 , 2 4 3

ナベナ
Dipsacus japonicus

被子植物

スイ カ ズラ 科

奥多摩町 2 0 1 9 年 9 月 5 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

○○1 9 9 9 年以前 ▲標本

9 1 8 再校

■ 種の特性と 生育状況： 本州（ 関東・ 中部以西）、 四国、 九州に分布する 落葉低木。 高さ 2 〜

3 m で、 密に分枝する。 葉は広卵形から 披針状卵形で、 対生。 花冠は黄白色、 花筒下部は狭い

管状で、 上部は鐘状に膨ら む。 萼片は5 個であるが、 背側の1 個は他より 小さ いか、 稀にない。

丘陵にも 分布するが主に山地の明るく 開けた樹林内に生育する 。 南多摩と 西多摩の各地に点在

する。

■ 生存を脅かす要因： 森林伐採、 シカ の食害。

■ 特記事項：

執 筆 者 御手洗望　

文献一覧 4 ,6 6 , 2 4 3

オオツク バネウツ ギ
Abelia tetrasepala

被子植物

スイ カ ズラ 科

八王子市 2 0 0 8 年 4 月 3 0 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

○○1 9 9 9 年以前 ▲標本

© 内野秀重

9 1 7 再校

■ 種の特性と 生育状況： 本州（ 福島以西）、 四国、 九州に分布する 。 落葉低木。 ヤマシグレ の

一品種。 高さ 5 0 cm 以下。 下部の枝は地を 這い、 根を 出す。 葉は対生、 卵形で 先はと がる 。

花は散房花序につき 、 花冠は白色、 花期は6 〜 7 月。 核果は球形、 9 〜 1 0 月に赤く 熟す。 西

多摩の山地上部にごく 稀に生育する。

■ 生存を 脅かす要因： シカ の食害、 局所分布。 現存する生育地はニホンジカ が入り 込みにく い

露岩の混じ る尾根沿いのみであるこ と から 、 ニホンジカ の食害の影響が大き いと 考えら れる。

■ 特記事項： 現存する個体は矮小化し ており 、 ヤマシグレ と の区別が困難である。 こ こ では過

去の記録に準じ てミ ヤマシグレと し た。

執 筆 者 御手洗望　

文献一覧 1 5 2 , 1 7 0

ミ ヤマシグレ
Viburnum urceolatum f. procumbens

被子植物

スイ カ ズラ 科

長野県 1 9 9 0 年 7 月 3 1 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

○○1 9 9 9 年以前 ▲標本

9 1 6 再校

■ 種の特性と 生育状況： 本州（ 関東以西の太平洋側）、 四国、 九州に分布する落葉高木。 高さ 5

〜 7 m 。 葉は対生、 楕円形。 傷つけると ゴマの香り がする。 花は散房花序につき、 白色。 花期

は5 〜 6 月。 核果は楕円体、 8 〜 1 0 月に赤く 熟し 、 のち に黒く なる 。 低地の河川沿い、 台地

脚部、丘陵の谷戸などの湿地に生育する。 多摩部では各地に稀、区部では過去の記録はあるが、

絶滅し たと 考えら れる。

■ 生存を脅かす要因： 河川開発、 湿地開発。

■ 特記事項：

執 筆 者 御手洗望　

文献一覧 2 8 , 1 0 5 , 2 4 3

ゴマギ（ ゴマキ）
Viburnum sieboldii

被子植物

ガマズミ 科

1 9 9 3 年 5 月 1 8 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

○○1 9 9 9 年以前 ▲標本
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9 2 7 再校

■ 種の特性と 生育状況： 本州（ 関東西部） に分布する落葉低木。 高さ 約2 m 。 葉は対生し 、 両

面有毛、 裏面脈上に開出毛が多い。 葉柄は短い。 花冠は長さ 約3 cm で先端が5 裂し 、 はじ め

白色で、 のちに紅色に変わる。 花期は5 〜 6 月。 山地の二次林の林縁や渓畔などに生育する。

あき る野市西部、 八王子市西部に局所的に分布する。

■ 生存を脅かす要因： 森林伐採。

■ 特 記 事 項： ヤ ブ ウ ツ ギ の1 変 種（ W. flor ibunda var. versicolor） あ る い は1 品 種

（ f. kar iyosensis） と する見解も あり 、 今後の分類学上の検討が必要である。

執 筆 者 御手洗望　

文献一覧 4 ,5 9 , 2 2 9 , 2 4 3

カリ ヨ セウツ ギ（ ニシキビ ロ ード ウツ ギ）
Weigela kariyosensis

被子植物

スイ カ ズラ 科

0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

○○1 9 9 9 年以前 ▲標本

9 2 6 再校

■ 種の特性と 生育状況： 本州（ 中部以北） に分布する 落葉低木。 高さ 2 〜 3 m 。 葉は対生し 、

柄がない。 萼は早落。 花は2 個ずつつく 。 花冠は淡黄色、 長さ 約4 cm 。 先端が5 裂し 、 背腹性

がある。 下側中央部に橙色の網目がある。 花期は4 〜 6 月。 西多摩の山地上部の落葉樹林内に

ごく 稀に生育する。

■ 生存を脅かす要因： 森林伐採、 遷移進行・ 植生変化、 シカ の食害。

■ 特記事項：

執 筆 者 御手洗望　

文献一覧 1 7 0

キバナウツ ギ
Weigela maximowiczii

被子植物

スイ カ ズラ 科

山形県 1 9 8 0 年 6 月 2 2 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

○○1 9 9 9 年以前 ▲標本

9 2 5 再校

■ 種の特性と 生育状況： 北海道、 本州、 四国、 九州に分布する 越年草。 高さ 6 0 〜 9 0 cm 、 葉

は対生し 、 有毛、 下部や中部の葉は羽裂し 、 裂片はさ ら に分かれる。 頭花は長柄の先に上向き

につき 、 径4 cm 。 花期は8 〜 1 0 月。 山地の明るい草原に生育する 。 都内本土部各地に過去の

記録があるが、 区部では絶滅し たと 考えら れ、 北多摩では現状が不明である 。 南多摩と 西多摩

ではごく 稀に生育し ているが、 近年の現状は不明である。

■ 生存を 脅かす要因： 草地開発、 採取、 管理放棄、 遷移進行・ 植生変化。 園芸目的の採取の対

象と なり 、 生存が脅かさ れている。

■ 特記事項： 山中でも 植栽と 考えら れる株がみら れる。 自生株について現状を 把握する必要が

ある。

執 筆 者 御手洗望　

文献一覧 1 7 0 , 2 4 3 , 2 7 0 , 2 9 0

マツ ムシソ ウ
Scabiosa japonica

被子植物

スイ カ ズラ 科

長野県 1 9 8 2 年 8 月 2 9 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

○○1 9 9 9 年以前 ▲標本

9 2 4 再校

■ 種の特性と 生育状況： 本州 ( 関東以西の太平洋側 )、 九州に分布する 多年草。 ハク サン オミ

ナエシの変種。 茎は高さ 2 0 〜 6 0 cm 。 葉は対生し 、 掌状に３ 〜５ 中裂する。 花冠は黄色。 径

７ m m 、 長さ ２ 〜３ m m の明ら かな距がある。 花期は７ 〜８ 月。 山地の岩場に生育する。 都内

では西多摩の山地の尾根部などに稀に生育する。

■ 生存を 脅かす要因： 森林伐採、 シカ の食害。 生育環境の変化やシカ の食圧が本種の生存を 脅

かす主な要因であると 考えら れる。

■ 特記事項：

執 筆 者 田畑伊織　

文献一覧 1 3 2

キンレイカ
Patr inia tr iloba var. palmata

被子植物

スイ カ ズラ 科

奥多摩町 2 0 2 2 年 7 月 2 5 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

○○1 9 9 9 年以前 ▲標本

© 田畑伊織

9 2 3 再校

■ 種の特性と 生育状況： 北海道、 本州、 四国、 九州、 南西諸島に分布する 多年草。 茎は高さ

6 0 〜 1 0 0 cm 、 地下茎は横に這い、 新苗は下部の側にでき る 。 葉は対生し 、 頭大羽状に深裂

する。 花は黄色の小花で花序の上部にほぼ平ら に多数つく 。 花期は8 〜 1 0 月。 南多摩と 西多

摩の丘陵から 山地にかけての草地に生育する 。 区部には過去の記録があるが絶滅し たと 考えら

れ、 北多摩では現状が不明である。

■ 生存を 脅かす要因： 草地開発、 採取、 管理放棄、 遷移進行・ 植生変化。 園芸目的の採取の対

象と なり 、 生存が脅かさ れている。

■ 特記事項：「 秋の七草」 と し て植栽さ れるこ と が多く 、 自生品と の見分けがつき にく い。

執 筆 者 御手洗望　

文献一覧 1 7 0 , 2 4 3 , 2 9 0 , 2 9 3

オミ ナエシ
Patr inia scabiosifolia

被子植物

スイ カ ズラ 科

八王子市（ 植栽） 2 0 2 0 年 8 月 1 0 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

○○1 9 9 9 年以前 ▲標本

© 内野秀重

9 2 2 再校

■ 種の特性と 生育状況： 本州（ 関東、 近畿、 中国）、 四国に分布する落葉低木。 高さ 1 〜 2 m 。

葉は対生。 花は下垂し 、 白色。 花冠はろ う と 形。 液果は6 〜 7 月に紅色に熟す。 アラ ゲヒ ョ ウ

タ ン ボク の変種で、 基本変種から は子房と 花柱が無毛なこ と で区別さ れる。 花期は4 〜 6 月。

西多摩の山地上部において石灰岩地の落葉樹林の林縁にごく 稀に生育する。

■ 生存を脅かす要因： 基質・ 基物の減少及び消失、 局所分布。

■ 特記事項： 同じ 山域でアラ ゲヒ ョ ウタ ンボク も 記録さ れており 、 分類学上の相違に留意し な

がら 、 現状の把握が必要である。

執 筆 者 御手洗望　

文献一覧 7 9 , 1 7 0 , 2 0 5

ダイ センヒョ ウタ ン ボク
Lonicera strophiophora var. glabra

被子植物

スイ カ ズラ 科

鳥取県 2 0 0 2 年 5 月 6 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

○○1 9 9 9 年以前 ▲標本
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9 3 3 再校

■ 種の特性と 生育状況： 本州（ 関東以西）、 四国、 九州、 南西諸島に分布する 多年草。 茎は高

さ 1 〜 1 .5 m 。 上部で枝を 分け、 暗紫色を帯びる。 葉は1 〜 2 回3 出羽状複葉で、 光沢がある。

複散形花序に白い花を つける。 花期は4 〜 6 月。 海岸の風衝草原・ 海岸低木林に生育する。 東

京湾最奥部に造成さ れた人工干潟の砂浜の後背地に局所的に生育する

■ 生存を脅かす要因： 海岸開発。

■ 特記事項： 東京湾土着の植物の一種と 考えら れている。

執 筆 者 御手洗望　

文献一覧 5 2 ,6 6 ,6 7 , 1 0 7 , 1 4 9

ハマウド
Angelica japonica

被子植物

セリ 科

江戸川区 2 0 1 9 年 5 月 2 0 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

○○1 9 9 9 年以前 ▲標本

© 内野秀重

9 3 2 再校

■ 種の特性と 生育状況： 本州（ 関東以西）、 四国、 九州に分布する 多年草。 高さ 6 0 〜 8 0 cm 。

葉身は円形または腎円形、 粗い鋸歯があり 、 小葉の先端はと がる 。 花序の枝は長さ 不同。 花は

白色。 果実は広楕円形で広い翼がある。 花期は5 月。 南多摩と 西多摩の山地の湿っ た樹林内に

稀に生育する。

■ 生存を脅かす要因： 森林伐採。

■ 特記事項：

執 筆 者 御手洗望　

文献一覧 1 7 0 , 2 4 3

ハナビ ゼリ
Angelica inaequalis

被子植物

セリ 科

山梨県 1 9 8 5 年 8 月 8 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

○○1 9 9 9 年以前 ▲標本

9 3 1 再校

■ 種の特性と 生育状況： 本州（ 関東、 中部） に分布する 多年草。 高さ 6 0 〜 1 2 0 cm 。 葉は長

さ 3 〜 1 0 cm の柄がある。 2 回3 出の複葉で、 小葉の幅は狭い。 花は緑白色。 果実は楕円形、

長さ 約6 m m 。 花期は8 〜 9 月。 小葉がまばら につく 型であるノ ダケモド キも 含める。 北多摩

や西多摩の山地の二次林や林縁に生育する。

■ 生存を脅かす要因： 森林伐採。

■ 特記事項：

執 筆 者 御手洗望　

文献一覧 1 7 0 , 2 4 3

イ ワニンジン
Angelica hakonensis

被子植物

セリ 科

神奈川県 1 9 9 6 年 1 1 月 7 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

○○1 9 9 9 年以前 ▲標本

9 3 0 再校

■ 種の特性と 生育状況： 北海道、 本州（ 近畿以東） に分布する 多年草。 茎は直立し 、 多く の枝

を 分け、 高さ 3 0 〜 1 2 0 cm 。 葉は2 〜 3 回羽状複葉で、 長さ 5 〜 3 0 cm 。 複散形花序で、 白

色の花をつける。 花期は8 〜 9 月。 日当たり の良い草原に生育する。 区部と 北多摩、 南多摩で

は過去の記録があるのみで、 絶滅し たと 考えら れる。 西多摩では主に石灰岩の明るい露岩地に

稀に生育する。

■ 生存を脅かす要因： 基質・ 基物の減少及び消失、 局所分布。

■ 特記事項：

執 筆 者 御手洗望　

文献一覧 6 6 , 1 7 0 , 2 5 3 , 2 7 0

イ ブ キボウフ ウ
Libanotis ugoensis var. japonica

被子植物

セリ 科

奥多摩町 2 0 2 2 年 8 月 2 5 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

○○1 9 9 9 年以前 ▲標本

© 御手洗望

9 2 9 再校

■ 種の特性と 生育状況： 本州（ 福島県尾瀬沼以南）、 四国、 九州（ 熊本県五家荘以北） に分布

する落葉低木。 高さ 1 .5 〜３ ｍ。 枝に針状の刺がある。 葉は互生、 掌状複葉で小葉は5 個、 長

さ ７ 〜 1 5 cm 、 幅2 .5 〜５ cm の倒卵状長楕円形で、 縁に鋭鋸歯がある。 表面は無毛、 裏面は

粉白色。 花期は７ 〜８ 月、 枝先に散形花序を ２ 〜３ 個出し 、 緑白色の小さ な花をつける 。 液果

は直径約６ m m 、 扁平な球形、 1 0 〜 1 1 月に黒熟する。 山地の林内、 と く に石灰岩地に多い。

都内では西多摩の石灰岩地に極めて稀に生育する。

■ 生存を 脅かす要因： 森林伐採、 石灰採掘、 基質・ 基物の減少およ び消失、 局所分布。 生育環

境は石灰岩地などの特殊な立地にあり 、 石灰採掘や自生地の崩落、 山林の改変などによる生育

環境の変化が本種の生存を 脅かす主な要因で

あると 考えら れる。

■ 特記事項： 日本固有種。

執 筆 者 田畑伊織　

文献一覧 3 2 6

ウラ ジロウコ ギ
Eleutherococcus hypoleucus

被子植物

ウコ ギ科

奥多摩町 2 0 1 9 年 9 月 1 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

○○1 9 9 9 年以前 ▲標本

© 田畑伊織

9 2 8 再校

■ 種の特性と 生育状況： 本州（ 関東、 中部） に分布する 多年草。 茎は細長く 無毛で、 高さ 8 0

〜 1 0 0 cm になる。 葉は有柄、 3 出2 〜 3 回羽状。 小葉は卵心形、 質薄く 、 下面脈上に短い縮

れた毛がある。 枝は紫色を帯びる。 花は散形花序につく 。 花弁は緑紫色。 液果は球形で紫緑色。

花期は6 〜 8 月。 西多摩の山地のやや湿っ た林縁にごく 稀に生育する。

■ 生存を脅かす要因： 遷移進行・ 植生変化。

■ 特記事項：

執 筆 者 御手洗望　

文献一覧 1 7 0

ミ ヤマウド
Aralia glabra

被子植物

ウコ ギ科

新潟県 1 9 9 2 年 8 月 1 2 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

○○1 9 9 9 年以前 ▲標本
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9 3 9 再校

■ 種の特性と 生育状況： 本州（ 関東）、 四国、 九州に分布する 多年草。 高さ 8 0 〜 1 2 0 cm 。 全

体無毛。葉は細い。花は白色。果実は平滑で長さ 3 .5 〜 4 m m 、分果の隆条は太く 鋭く 隆起する。

花期は8 〜 9 月。 低地の河川敷の湿地に生育する。 区部では過去の記録があるが、 9 0 年代に

すでに絶滅の可能性が指摘さ れており 、 現在は絶滅し たと 考えら れる。

■ 生存を脅かす要因： 河川開発、 湿地開発。

■ 特記事項：

執 筆 者 御手洗望　

文献一覧 7 9 , 2 7 0

シムラ ニンジン
Pterygopleurum neurophyllum

被子植物

セリ 科

千葉県 1 9 9 3 年 1 0 月 2 0 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

○○1 9 9 9 年以前 ▲標本

9 3 8 再校

■ 種の特性と 生育状況： 北海道、 本州、 四国、 九州に分布する多年草。 茎は高さ 1 0 〜 5 0 cm 。

小葉は柄がなく 、 羽状に切れ込み、 長さ 3 〜 6 cm 、 裂片は短く 、 先は鈍形。 複散形花序に白

い花を つける。 花期は8 〜 1 0 月。 海岸の砂浜・ 砂丘・ 礫浜に生育する。 区部では東京湾沿い

に過去の記録があるが、 近年の確認はなく 、 絶滅し たと 考えら れる。

■ 生存を脅かす要因： 海岸開発。

■ 特記事項：

執 筆 者 御手洗望　

文献一覧 6 6 , 1 4 9 , 2 7 0

ハマゼリ
Cnidium japonicum

被子植物

セリ 科

神奈川県 2 0 1 7 年 1 0 月 6 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

○○1 9 9 9 年以前 ▲標本

© 中西由美子

9 3 7 再校

■ 種の特性と 生育状況： 北海道、 本州、 四国、 九州に分布する 多年草。 有毒植物。 高さ 6 0 〜

1 0 0 cm 。 根茎は太く 、 緑色で節がある。 全体無毛。 葉は羽状。 花は白色。 果実は長さ 2 .5 m m

で縦に筋がある。 花期は6 〜 8 月。 山地の河辺の岸や流路に生育する。 都内本土部各地に過去

の記録はあり 、 主に低地から 台地部にかけての流水辺、 池沼の岸辺等に産し たが、 現在では絶

滅し ている。

■ 生存を脅かす要因： 湿地開発。

■ 特記事項：

執 筆 者 御手洗望　

文献一覧 2 8 , 2 7 0 , 3 2 2

ド ク ゼリ
Cicuta virosa

被子植物

セリ 科

長野県 1 9 8 7 年 8 月 3 1 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

○○1 9 9 9 年以前 ▲標本

9 3 6 再校

■ 種の特性と 生育状況： 本州、 四国、 九州に生育する 多年草。 高さ 4 0 〜 7 0 cm 。 茎につく 葉

は広線形で、 平行脈がある。 散形花序は大形で多数の花を つける。 花は黄色。 果実は卵球形。

花期は8 〜 1 0 月。 山地の乾いた草地に生育する 。 多摩部の各地で過去の記録がある が、 9 0

年代にすでに絶滅の可能性が指摘さ れており 、 現在は絶滅し たと 考えら れる。

■ 生存を 脅かす要因： 採取、 管理放棄、 遷移進行・ 植生変化。 薬用植物と し て採取さ れる こ と

が生存を脅かす要因の一つと 考えら れる。

■ 特記事項：

執 筆 者 御手洗望　

文献一覧 2 8 ,7 9 , 2 4 3 , 2 7 0

ミ シマサイコ
Bupleurum stenophyllum

被子植物

セリ 科

0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

○○1 9 9 9 年以前 ▲標本

9 3 5 再校

■ 種の特性と 生育状況： 北海道、 本州、 四国、 九州に分布する 多年草。 高さ 4 0 〜 1 0 0 cm 。

葉は広い披針形で、 基部は円く 茎を抱く 。 下面は粉白色。 小散形花序に 1 0 〜 1 5 花をつける 。

花は黄色。 果実は長さ 3 〜 4 cm 。 花期は8 〜 1 0 月。 山地の草原や岩の隙間に生育する。 南

多摩ではごく 稀で、 西多摩では主に石灰岩地に点在する。

■ 生存を脅かす要因： 基質・ 基物の減少及び消失、 局所分布。

■ 特記事項：

執 筆 者 御手洗望　

文献一覧 1 7 0 , 2 4 3 , 2 7 0

ホタ ルサイ コ
Bupleurum longiradiatum var. elatius

被子植物

セリ 科

長野県 2 0 0 8 年 9 月 5 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

○○1 9 9 9 年以前 ▲標本

9 3 4 再校

■ 種の特性と 生育状況： 本州（ 関東、 愛知） に分布する多年草。 高さ 3 0 cm 。 根葉は有柄、 茎

葉は3 〜 5 個の卵形の小葉から なる。 花序は小さ く 、 茎の上部に散形の花序を 出す。 花は4 〜

8 個の柄につき 白色。 果実は楕円形、 長さ 2 〜 3 m m 。 花期は 5 〜 6 月。 低地の河川敷の湿地

に生育する。 区部の荒川沿いの低地に過去の記録がある が、 9 0 年代にすでに現状不明と さ れ

ており 、 絶滅し たと 考えら れる。

■ 生存を脅かす要因： 河川開発、 湿地開発。

■ 特記事項：

執 筆 者 御手洗望　

文献一覧 7 9 , 2 7 0

エキサイ ゼリ
Apodicarpum ikenoi

被子植物

セリ 科

茨城県 2 0 1 3 年 5 月 1 3 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

○○1 9 9 9 年以前 ▲標本

© 中西由美子
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9 4 3 再校

■ 種の特性と 生育状況： 北海道、 本州（ 中部以北）、 四国に 分布する 多年草。 高さ 1 0 〜

3 0 cm 。 葉は羽状に細裂し 、 裂片は糸状。 花期は７ 〜９ 月。 茎頂か、 分枝し た先端に小型の複

散形花序を つける。 花は小さ く 、 白色の5 弁花で、 花弁は内側に曲がる。 亜高山帯の崩壊地や

草地、 岩場に生育する。 都内では西多摩の高標高の石灰岩地に稀に生育する

■ 生存を 脅かす要因： 森林伐採、 シカ の食害、 基質・ 基物の減少及び消失、 局所分布。 生育環

境は石灰岩地などの特殊な立地にあり 、 山林の改変などによる生育環境の変化や生育地の破壊

及びシカ の食圧が本種の生存を脅かす主な要因であると 考えら れる。

■ 特記事項：

執 筆 者 田畑伊織　

文献一覧 2 0 5

ミ ヤマウイ キョ ウ
Tilingia tachiroei

被子植物

セリ 科

山梨県 2 0 2 2 年 7 月 3 0 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

○○1 9 9 9 年以前 ▲標本

© 田畑伊織

9 4 2 再校

■ 種の特性と 生育状況： 本州、 四国に分布する 多年草。 高さ 6 0 〜 1 0 0 cm 。 全体無毛。 多く

の枝を 出す。 葉は複葉で小葉は7 〜 1 1 個あり 、 ヌ マゼリ と 異なり 葉は卵形、 基部はと き に心

形になる。 花序は小型、 花は白色。 花期は7 〜 9 月。 ヌ マゼリ 同様、 湧水湿地、 池沼や流水辺

の草地などに生育する。 区部と 北多摩に過去の記録があるが、 絶滅し たと 考えら れる。

■ 生存を脅かす要因： 湿地開発。

■ 特記事項：

執 筆 者 御手洗望　

文献一覧 2 7 0 , 2 9 0

ヒ ロ ハヌマゼリ
Sium suave var. ovatum

被子植物

セリ 科

杉並区　 1 8 7 9 年 1 0 月 5 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

○○1 9 9 9 年以前 ▲標本

東京大学総合研究博物館所蔵

9 4 1 再校

■ 種の特性と 生育状況： 北海道、 本州、 四国、 九州に分布する 多年草。 高さ 6 0 〜 1 0 0 cm 。

全体無毛。 多く の枝を 出す。 葉は複葉で小葉は7 〜 1 1 個あり 、 幅は狭い。 花序は小型、 花は

白色。 果実は倒卵形。 花期は7 〜 9 月。 水湿な草地や湧水地、 池沼の水辺などに生育する。 都

内の本土部各地に過去の記録がある が、 9 0 年代にすでに現状不明と さ れており 、 絶滅し たと

考えら れる。

■ 生存を脅かす要因： 湿地開発。

■ 特記事項：

執 筆 者 御手洗望　

文献一覧 1 7 ,2 5 ,2 8 , 7 9

ヌマゼリ（ サワゼリ ）
Sium suave var. n ipponicum

被子植物

セリ 科

栃木県 1 9 9 5 年 9 月 2 7 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

○○1 9 9 9 年以前 ▲標本

© 内野秀重

9 4 0 再校

■ 種の特性と 生育状況： 北海道、 本州、 四国、 九州に分布する 多年草。 高さ 3 0 〜 8 0 cm 。 葉

は細い。 上部の葉は3 小葉。 根元や葉腋にむかごができ る。 花は白色、 萼片はごく 小さ い。 果

実は卵球形、 径2 m m 。 花期は8 〜 9 月。 各地の貧栄養な湿地に生育する。 都内本土部では、

台地の湧水性の池沼や段丘崖沿いの湿地、 丘陵の谷戸などに自生し ていたが、 区部や北多摩で

は絶滅、 南多摩や西多摩でも 現状が不明である。

■ 生存を脅かす要因： 湿地開発。

■ 特記事項：

執 筆 者 御手洗望　

文献一覧 2 8 , 2 4 3 , 2 7 0

ムカ ゴニンジン
Sium ninsi

被子植物

セリ 科

長野県 1 9 8 7 年 8 月 2 9 日
0 5 10 20 km

確認年代 ●2 0 0 0 年以降

○○1 9 9 9 年以前 ▲標本

植

物

藻

類

哺

乳

類

鳥

類

爬

虫

類

両

生

類

淡
水
魚
類

昆

虫

類

甲

殻

類

ク

モ

類

貝

類

植

物

藻

類

哺

乳

類

鳥

類

爬

虫

類

両

生

類

淡
水
魚
類

昆

虫

類

甲

殻

類

ク

モ

類

貝

類

402 403



86. 勝山輝男（ 1992） イ セアオス ゲと ハガク レ ス ゲの分布． 神奈川県

立博物館研究報告（ 自然科学）， 21： 73-80． 神奈川県生命の星・

地球博物館 .

87. 勝山輝男（ 2005） 日本のス ゲ． 文一総合出版． 392pp.

88. 勝山輝男（ 2015） 神奈川県のベン ケイ ソ ウ 属． 神奈川県植物調査

会ニュ ース ， 79： 923-924． 神奈川県立生命の星・ 地球博物館 .

89. 勝山輝男・ 村川博實（ 2021） 高尾山に咲く 花． 有隣堂． 256pp.

90. 勝山輝男・ 支賀千賀子・ 小久保恭子（ 2011） 伊豆諸島青ヶ 島の維

管束植物． 神奈川県立博物館研究報告（ 自然科学）， 40： 7-34． 神

奈川県生命の星・ 地球博物館 .

91. 勝山輝男・ 高橋秀男・ 木場秀久・ 田中徳久（ 1997） フ ォ ッ サマグ

ナ要素の植物 富士・ 箱根・ 伊豆に特有な植物たち ミ ュ ージアム

ブッ ク レ ッ ト 5． 神奈川県立生命の星・ 地球博物館． 69pp.

92. 加藤雅啓・ 海老原淳 編（ 2011） 日本の固有植物． 国立科学博物館

叢書 11． 東海大学出版． 503pp.

93. 門田裕一（ 2013） 企画展「 日本のアザミ の秘密」 図録． 国立科学

博物館． 15pp.

94. 角野康郎（ 1994） 日本水草図鑑． 文一総合出版． 179pp.

95. 角野康郎（ 2014） ネイ チャ ーガイ ド 日本の水草． 文一総合出版．

328pp.

96. 角野康郎・ 田中純子（ 2015） シャ ク ジイ タ ヌ キモ（ タ ヌ キ モ科）

の再検討． J． Jpn． Bot.， 90： 399–403.

97. 神奈川県植物誌調査会 編（ 2001） 神奈川県植物誌 2001． 神奈川

県立生命の星・ 地球博物館． 1584pp.

98. 神奈川県植物誌調査会 編（ 2018） 神奈川県植物誌 2018（ 下）． 神

奈川県植物調査会． 817pp.

99. 神奈川県植物誌調査会 編（ 2018） 神奈川県植物誌 2018（ 上）． 神

奈川県植物調査会． 902pp.

100. 環境省自然環境局国立公園課（ 2018） 秩父多摩甲斐国立公園指定

植物リ ス ト （ 案）． 平成 29 年度秩父多摩甲斐国立公園における 指

定植物選定業務報告書 資料１ ．

101. 北区（ 2007） 北区植物ガイ ド ブッ ク ． 159pp.

102. 北区環境保全課・ ㈱緑生研究所（ 1988） 北区の植物． 自生植物の

フィ ールド ガイ ド ． 東京都北区． 256pp.

103. 北畠華・ 百原新・ 上松未来・ 市原通夫・ 上原浩一（ 2008） 絶滅危

惧植物ツ ツ イ ト モ再生・ 保全の研究． 水利科学， 52（ 1） 16-25.

104. 木村なほ（ 1980） サギソ ウ の観察と 栽培． グリ ーンブッ ク ス ， 63．

ニュ ーサイ エンス 社． 100pp.

105. 清瀬の自然を守る 会（ 2010） 清瀬の植物－清瀬の植物調査報告－．

清瀬市． 102pp.

106. 草野俊助（ 1923） 自然的環境－植物． 南葛飾郡誌： 103-165． 東京

府南葛飾郡小松川町南葛飾郡役所 .

107. 楠瀬雄三・ 村上健太郎・ 岡浩平・ 押田佳子・ 瀬戸口喜祥・ 木村賢

史（ 2015） 東京都葛西海浜公園の消波堤によ っ て形成さ れた海浜

における 海岸植物相の形成過程． 景観生態学， 20（ 2）： 101-115.

108. 国立植物ガイ ド ブッ ク 制作委員会（ 1990） 国立市産野生高等植物

目録． 植物ガイ ド ブッ ク －く にたち緑の交響楽－． 国立市文化財

調査報告書， 29． 国立市． 217pp.

109. 倉田悟（ 1953） 相州のナガバノ イ タ チシダ？と 奥多摩のタ ニイ ヌ

ワ ラ ビ？． 野草， 19（ 7： 169）： 2-4． 野外植物研究会．

110. 倉田悟（ 1957） 奥多摩のオニヒ カゲワ ラ ビ． 野草， 23（ 6： 216）：

3-4． 野外植物研究会 .

111. 倉田悟（ 1957） 奥武蔵植物雑記（ 10）． 野草， 23（ 7： 285）： 3-5．

野外植物研究会．

112. 倉田悟（ 1958） 千葉県産イ ノ デ類の種類と その分布． 千葉県植物

誌： 223-228． 千葉県生物学会 .

113. 倉田悟（ 1961） シダ類ノ ート （ 24）． 北陸の植物， 10（ 3）： 66-70．

114. 倉田悟（ 1965） 奥武蔵のナカミ シシラ ン． 野草， 31（ 285）： 32-34．

野外植物研究会 .

58. 青梅市 史編さ ん 委員会 編（ 1995） 青 梅市史 下巻． 青 梅市．

1234pp.

59. 大川ち津る （ 1976） 刈寄山の植物． 私家版． 8pp.

60. 大田区（ 2012） 大田区自然観察路「 池のみち」 等の生物・ 植物調

査報告書． 35pp.

61. 大塚孝一（ 2004） 信州のシダ． ほおずき 書籍． 194pp.

62. 大橋広好・ 門田裕一・ 邑田仁・ 米倉浩司・ 木原浩 編（ 2015） 改訂

新版日本の野生植物１ ． 平凡社． 666pp.

63. 大橋広好・ 門田裕一・ 邑田仁・ 米倉浩司・ 木原浩 編（ 2016） 改定

新版日本の野生植物２ ． 平凡社． 640pp.

64. 大橋広好・ 門田裕一・ 邑田仁・ 米倉浩司・ 木原浩 編（ 2016） 改定

新版日本の野生植物３ ． 平凡社． 604pp.

65. 大橋広好・ 門田裕一・ 邑田仁・ 米倉浩司・ 木原浩 編（ 2017） 改定

新版日本の野生植物４ ． 平凡社． 608pp.

66. 大橋広好・ 門田裕一・ 邑田仁・ 米倉浩司・ 木原浩 編（ 2017） 改訂

新版日本の野生植物５ ． 平凡社． 760pp.

67. 大場達之（ 1997） 湾岸のフ ロ ラ と 植生． 沼田真 編． 東京湾の生物

誌： 230-257． 築地書館 .

68. 大場秀章（ 1954） 深大寺のシダ類． 野草， 30： 29-32． 野外植物研

究会 .

69. 大場秀章（ 1964） 下総西部の植物にふれて（ 4）． 野草， 30（ 281）：

79-81． 野外植物研究会．

70. 大場秀章（ 1965） 続、 深大寺のシダ類． 野草， 31（ 286）： 79-81．

野外植物研究会．

71. 大場秀章（ 2010） 大滝先生と 水元の生物． 企画展「 大滝末男の遺

し たも の」 展資料： 70-87．（ 公財） 東京都公園協会．

72. 大場秀章・ 川崎哲也・ 田中英明・ 木原浩（ 2007） 新日本の桜． 山

と 渓谷社． 263pp.

73. 大原隆明・ 芹沢俊介・ 若林三千男（ 2004） 多摩丘陵で見出さ れた

サク ラ 属の 1 新種． 植物研究雑誌， 79： 343-349.

74. 岡薫高・ 渡辺安之（ 1976） 多摩の野鳥と 野草． 武蔵野郷土史刊行

会． 239pp.

75. 奥山春季（ 1965） 東京から 姿を 消し て 30 年～稀品ム カ コ サイ シ

ンの分布～． 植物採集ニュ ース ， 24： 9.

76. 奥山春季（ 1974） 採集・ 検索日本植物ハン ド ブッ ク ． 八坂書房．

783pp.

77. 奥山春季 編（ 1991） 奥山春季植物採集記録抄． 奥山春季植物採集

記録抄刊行会． 142pp.

78. 小崎昭則・ 北川淑子 編（ 1994） 多摩丘陵のシダ植物－横浜市緑

区・ 旭区を中心に－． 多摩丘陵植物調査会． 131pp.

79. 小野幹雄（ 1991） 多摩川水系東京都地域内の絶滅危惧植物の現況

に関する 調査研究． ㈶と う き ゅ う 環境浄化財団（ 学術） 研究助成，

137： 1–21.

80. 小俣軍平（ 2013） 八王子と その周辺のヤブム グラ について． 八王

子市市史研究， 3： 104-112． 八王子市．

81. 勝木俊雄（ 2011） 本州のト ウ ヒ 類観察ガイ ド ． 森林総合研究所多

摩森林科学園． 14pp.

82. 勝木俊雄・ 大中みちる ・ 別所康次・ 岩本宏次郎・ 石井幸夫・ 島田

和則（ 2010） 森林総合研究所多摩森林科学園の野生植物． 森林総

合研究所研究報告， 9（ 4）： 207-225.

83. 葛飾区環境部環境課（ 2013） 葛飾区生き も のガイ ド ブッ ク  自然と

生物多様性． 葛飾区． 199pp.

84. 葛飾区郷土と 天文の博物館（ 1999） 水元の動植物目録 特別展小合

溜井－水元公園の自然と 文化－： 39-44.

85. 勝野武彦・ 葉山嘉一・ 大澤啓志・ 黒田貴網（ 2010） 多摩川河川敷

及び流域緑地における 草地管理と 草地性小動物の生息規定要因の

関係把握． 研究助成・ 学術研究， 38（ 284）． ㈶と う き ゅ う 環境浄

化財団． 48pp.

1. 赤沢時之（ 1965） 剣山の特殊特産植物． 上村登 編． 南四国の自

然： 86-90． 六月社 .

2. 昭島市植物分布調査会（ 1997） あき し ま の植物． 昭島市教育委員

会． 244pp.

3. 秋山忍・ 宮崎卓（ 2019） 自然教育園の種子植物． 自然教育園報告，

51： 161-178． 国立科学博物館附属自然教育園 .

4. あき る 野市環境委員会自然環境調査部会（ 2013） あき る 野市自然

環境調査報告書（ 平成 21 ～ 23 年度）． あき る 野市． 146pp.

5. あ き る 野市自然環境調査部会（ 2014） 平成 25 年度あ き る 野市自

然環境調査報告書． 144pp.

6. あ き る 野市自然環境調査部会（ 2015） 平成 26 年度あ き る 野市自

然環境調査報告書． 199pp.

7. あ き る 野市自然環境調査部会（ 2016） 平成 27 年度あ き る 野市自

然環境調査報告書． 217pp.

8. あ き る 野市自然環境調査部会（ 2017） 平成 28 年度あ き る 野市自

然環境調査報告書． 318pp.

9. あ き る 野市自然環境調査部会（ 2018） 平成 29 年度あ き る 野市自

然環境調査報告書． 290pp.

10. あ き る 野市自然環境調査部会（ 2019） 平成 30 年度自然環境調査

部会植物班事業報告書． 88pp.

11. 畔上能力（ 1989） 多摩丘陵の植物． 日本の生物， 3（ 11）： 24-29．

文一総合出版．

12. 畔上能力（ 1993） 多摩市植物目録． 多摩市叢書（ 8） 多摩市の自

然（ 地学・ 植物目録・ 動物）： 151-231． 多摩市．

13. 畔上能力（ 1994） 稲城市の植物． 稲城市史資料編１ 自然： 1-108．

稲城市 .

14. 畔上能力（ 1994） 立川市植物目録 1993． 立川の自然調査報告書：

11-36． 立川市教育委員会 .

15. 畔上能力（ 2001） 八王子城跡の植物． 八王子城－みる ・ き く ・ あ

る く －： 42-45． 揺籃社 .

16. 畔上能力（ 2010） 稲城市の特徴的な植物について． 稲城市文化財

研究紀要， 9： 4-14． 稲城市教育委員会．

17. 畔上能力・ 菱山忠三郎・ 吉山寛（ 1974） 東京都南多摩地区植物目

録． 文化財の保護， 7： 34-72． 東京都教育委員会．

18. 畔上直樹（ 1993） ム カ ゴ ツ ヅリ 、 御岳山に産す． 東京都の自然，

19： 44-45． 東京都高尾自然科学博物館 .

19. 新井二郎（ 1988） 八王子で新たに見つかっ たス ミ レ ． 東京都の自

然， 14： 21． 東京都高尾自然科学博物館 .

20. 新井二郎（ 2006） 高尾・ 奥多摩植物手帖． JTB パブリ ッ シン グ．

191pp.

21. 新井二郎（ 2014） 八王子のス ミ レ ． 新八王子市史 自然編： 235-

245． 八王子市 .

22. 新井二郎・ 森広信子（ 1992） 高尾山の植物（ 3） －高尾山植物目

録補遺－． 東京都の自然， 18： 28-30． 東京都高尾自然科学博物館 .

23. 新井二郎・ 森広信子（ 1995） 高尾山の植物（ 5） －高尾山植物目

録補遺－． 東京都の自然， 21： 23-24． 東京都高尾自然科学博物館 .

24. 飯島高子（ 1981） 天祖山・ 立岩の植物． 東京都の自然， 8： 13-17．

東京都高尾自然科学博物館．

25. 飯泉優（ 1961） 北多摩植物誌． 私家版． 260pp.

26. 飯泉優（ 1969） 天祖山の植物． 私家版． 34pp.

27. 飯泉優（ 1973） “武州御岳山 ”産高等植物目録． 青梅市植物調査中

間報告資料． 2pp.

28. 飯泉優・ 曾根伸典（ 1982） 青梅市の植物． 青梅市立郷土博物館 編．

青梅市文化財調査報告書 9 青梅市の自然Ⅱ［ 動物・ 植物編１ ］：

3-98． 青梅市教育委員会 .

29. 石井英美・ 崎尾均・ 吉山寛ほか（ 2000） 山渓ハン ディ 図鑑３ 木に

咲く 花 離弁花１ ． 山と 渓谷社． 720pp.

30. 石橋正行（ 1999） Ⅰ植物編． 武蔵村山市史編さ ん委員会 編． 武蔵

村山市史資料編 自然－植物・ キノ コ ・ 動物－： 1-121． 武蔵村山

市 .

31.（ 一社） 地域パート ナーシッ プ支援セン タ ー（ 2019） 大田区自然

観察路「 川と 干潟のみち」 の生物・ 植物についての区民協働調査

実施報告書． 34pp.

32. 伊藤晴康（ 2019） 水草再生のこ れま で、 こ れから ． NPO 法人生態

工房 編． 第３ 回井の頭池かいぼり 報告会資料集： 15-20． 井の頭

恩賜公園 100 年実行委員会．

33. 伊藤洋 編（ 1998） 埼玉県植物誌 1998 年版． 埼玉県教育委員会．

833pp.

34. 伊藤優（ 2010） 水生植物カワ ツ ルモ属（ カ ワ ツ ルモ科） の分類・

系統進化． 小石川植物園後援会ニュ ース レ タ ー， 39： 1-5．

35. 猪狩貴史（ 2010） カエデ識別ハンド ブッ ク ． 文一総合出版． 80pp.

36. 茨城県生活環境部環境政策課 編（ 2013） 茨城における 絶滅のおそ

れのある 野生生物 植物編 2012 年改訂版（ 茨城県版レ ッ ド データ

ブッ ク ）． 263pp.

37. 岩槻邦男（ 1992） 日本の野生植物シダ． 平凡社． 311pp.

38. 上村登（ 1944） 土佐の植物． 共立出版． 253pp.

39. 上原敬二（ 1941） 武蔵野の樹木． 田村剛・ 本田正次 編． 武蔵野：

243-283． 科学主義工業社 .

40. 薄葉満（ 1986） ト ウ ゴク ヘラ オモダカについて． 水草研究会会報，

25： 16-19．

41. 内野秀重（ 2002） 小山田端自然公園の保護上重要な植物． 小山 カ

タ ク リ と 共に歩んで： 146-147． 多摩丘陵の自然を守る 市民の会．

42. 内野秀重（ 2003） イ グサ科． ㈶千葉県史料研究財団 編． 千葉県植

物誌 千葉県の自然誌別編４ ： 704-709． 千葉県 .

43. 内野秀重（ 2008） 長池公園の 植物． NPO フ ュ ージ ョ ン 長池．

32pp.

44. 内野秀重（ 2011） 町田市の水生植物． かたかご， 38： 5-7． 鶴川自

然友の会．

45. 内野秀重（ 2013） 八王子市で発見さ れた新植物ハチオウ ジアザミ

について． 八王子市史研究， 3： 91-103． 八王子市 .

46. 内野秀重（ 2018） 世田谷悲恋伝説の花サギソ ウ ． 緑と 水のひろば，

92： 14-15．（ 公財） 東京都公園協会 .

47. 内野秀重（ 2018） 町田の自然と 希少植物について． かた かご，

44： 6-7． 鶴川自然友の会 .

48. 内野秀重・ 小林健人（ 2013） 長池公園の植物－改訂版－季節の観

察ガイ ド と 植物目録． NPO フ ュ ージョ ン長池． 32pp.

49. ト 澤美久・ 杉野正雄・ 管野不二子（ 1998） 東村山市の植物． 東村

山市史編さ ん委員会 編． 東村山市史３ 資料編自然： 151-279． 東

村山市．

50. 江戸川区郷土資料室自然文化財保存委員会（ 1972） 江戸川の自然

文化 江戸川文化叢書第一集： 30-50．

51. NPO 法人えど がわエコ セン タ ー（ 2015） 平成 27 年度水辺環境調

査報告書（ 1） 江戸川・ 旧江戸川・ 東なぎさ 【 植物・ 鳥類】． 65pp.

52. NPO 法人えど がわエコ センタ ー（ 2020） 水辺環境調査報告書（ 1）．

70pp.

53. NPO 法人埼玉県絶滅危惧植物種調査団（ 2021） 改訂新版（ 第 2 刷）

フ ィ ールド で使える  図説 植物検索ハンド ブッ ク ． さ き たま 出版

会． 527pp.

54. NPO 法人ま ちだ結の里植物班（ 2015） 町田市奈良ばい谷戸の植物

調査報告書． 53pp.

55. 海老原淳（ 2016） 日本産シダ植物標準図鑑 1． 学研． 475pp.

56. 海老原淳（ 2017） 日本産シダ植物標準図鑑 2． 学研． 507pp.

57. 海老原淳・ 松本定・ 岡武利（ 2019） 自然教育園産シダ植物の再評

価～山手線内のシ ダ 植物相と の比較から ～． 自然教育園報告，

51： 179-190． 国立科学博物館附属自然教育園 .

文献一覧

植 

物

藻 

類

哺 

乳 

類

鳥 

類

爬 

虫 

類

両 

生 

類

淡
水
魚
類

昆 

虫 

類

甲 

殻 

類

ク 

モ 

類

貝 

類

植 

物

藻 

類

哺 

乳 

類

鳥 

類

爬 

虫 

類

両 

生 

類

淡
水
魚
類

昆 

虫 

類

甲 

殻 

類

ク 

モ 

類

貝 

類

404 405



205. 土屋守（ 1984） 奥多摩の石灰岩地植物． 東京都の自然， 10： 16-

23． 東京都高尾自然科学博物館 .

206. 土屋守（ 1986） 奥多摩の石灰岩性植物と その保護について． 鈴木

和雄 編． 奥多摩の植物： 9-10． 奥多摩植物研究会 .

207. 帝国女子医学薬学専門学校学友会（ 1931） 東京西南部植物目録．

80pp.

208. 寺崎留吉 図・ 奥山春季 編（ 1979） 寺崎日本植物図譜 第２ 版． 平

凡社． 1200pp.

209. 東京腊葉会（ 2016） 西多摩のシダ植物目録． 腊葉， 24： 11．

210. 東京電力㈱・ 東電設計㈱（ 1984） 自然公園内環境調査 秩父多摩国

立公園． 164pp.

211. 東京都環境局自然環境部（ 2013） レ ッ ド データ ブッ ク 東京 2013 

東京都の保護上重要な野生生物種（ 本土部） 解説版． 653pp.

212. 東京都北多摩南部建設事務所（ 2020） 野川河床整備工事（ 北その 1）

その 2 生き も の救出作業． 東京都 .

213. 東京都水道局・ ㈱静環検査セン タ ー（ 2018） 村山上貯水池堤体強

化に伴う 環境モニタ リ ング調査委託（ 平成 29 年度分） 報告書． 東

京都． 328pp.

214. 東京都水道局・ ㈱パス コ （ 2016） 村山上貯水池環境影響評価委託

（ 平成 27 年度分） 報告書． 東京都． 459pp.

215. 東京都西部公園事務所（ 2017） 井の頭池の環境の変遷（ 景観・ 社

会・ 水文・ 生物等）． 井の頭恩賜公園学 井の頭恩賜公園開園 100

周年記念： 52-61．（ 公財） 東京都公園協会 .

216. 東京都西部公園緑地事務所・ ㈱セルコ （ 2019） 野川公園生物多様

性保全利用計画策定業務委託報告書． 東京都． 158pp.

217. 東京都高尾自然科学博物館 編（ 1976） 川苔山植物目録． 24pp.

218. 東京都高尾自然科学博物館 編（ 1980） 鷹巣山植物目録． 29pp.

219. 東京都高尾自然科学博物館 編（ 1989） 高尾山植物目録． 30pp.

220. 東京都高尾自然科学博物館 編（ 1995） 小下沢流域の植物． 18pp.

221. 東京都東部公園緑地事務所・ ㈱地域開発コ ン サルタ ン ツ （ 2010）

平成 21 年度水元公園希少植物回復調査委託報告書（ 概要版）． 東

京都東部公園緑地事務所． 237pp.

222. 東京都東部公園緑地事務所事業推進課（ 2018） 石神井公園三宝寺

池沼沢植物群落保存活用計画． 65pp.

223. 東京府土木部 編（ 1937） 武蔵野の植物． 東京都緑地計画調査彙報，

9． 東京府． 126pp.

224. 東京薬科大学植物研究部 編（ 1967） 狭山丘陵の植物． 東京薬科大

学． 71pp.

225. 東馬加奈・ 東馬哲雄（ 2016） 日本産オオバウ マノ ス ズク サ群の分

類学史およ びオオバウ マノ ス ズク サと アリ マウ マノ ス ズク サの混

同について． 日本植物分類学会会報， 16（ 2）： 131-151．

226. 渡嘉敷裕（ 1958） 恩方植物雑記（ 7）． 野草， 24： 4-6． 野外植物研

究会 .

227. 渡嘉敷裕（ 1982） 地史から 見た 奥多摩の植物． 多摩のあ ゆみ，

27： 54-61．（ 公財） たま し ん地域文化財団．

228. 渡嘉敷裕（ 1993） 八王子城山及びその付近（ 旧恩方村） の主な植

物（ 2）． 東京都の自然， 19： 26-33． 東京都高尾自然科学博物館 .

229. 渡嘉敷裕（ 1995） 八王子城山及びその付近（ 旧恩方村） の主な植

物（ 4）． 東京都の自然， 21： 15-22． 東京都高尾自然科学博物館 .

230. 渡嘉敷裕（ 2016） 西多摩のシダ植物． 腊葉， 2： 1-18． 東京腊葉会．

231. 中池敏之（ 1982） 新日本植物誌シダ篇． 至文堂． 808pp.

232. 長野県植物誌編纂委員会 編（ 1997） 長野県植物誌． 信濃毎日新聞

社． 1735pp.

233. 22 世紀の森づく り ・ 神代（ 2021） 都市森の丘・ 神代植物目録 Vol．

4（ 2016 ～ 2020 年）． 171pp.

234. 認定 NPO 法人生態工房 編（ 2015） かいぼり 報告会資料集 よ みが

える！！井の頭池！． 井の頭恩賜公園 100 年実行委員会 水と 緑部会．

32pp.

176. 須田大樹（ 2018） 関東地方における ナラ ガシワ の分布と その生育

立地． 埼玉県立自然の博物館研究報告， 12： 17-24.

177. 須田孫七（ 2001） 周辺三池のト ン ボと 水生植物． 武蔵野市生物生

息状況調査報告書： 24-41． 武蔵野市．

178. 成城みつ池を 育てる 会（ 2017） 2016 年 成城みつ池緑地活動報告

書 Vol.15． 142pp.

179. 生物学御研究所 編（ 1989） 皇居の植物． 保育社． 546pp.

180. 芹沢俊介（ 1971） 高尾山およ びその周辺のス ミ レ ． 東京都高尾自

然科学博物館館報， 3： 55-64.

181. 芹沢俊介（ 1974） 東京都のシダ． 文化財の保護， 7： 13-33． 東京

都教育委員会 .

182. 芹沢俊介（ 1983） 本州産ホソ バコ ケシノ ブ属の 1 新種． 植物研究

雑誌， 58（ 2）： 62-64．

183. 浅間山自然保護会編集委員会（ 2019） 府中浅間山四季の花々． 浅

間山自然保護会． 56pp.

184. 仙仁径（ 2014） パルテノ ン 多摩収蔵植物標本①岩ノ 入池の植物．

パルテノ ン 多摩 博物館部門研究紀要， 12： 57-64．（ 公財） 多摩市

文化振興財団 .

185. 高田順・ 川野辺英昭（ 1996） シュ ロ ソ ウ ・ アオヤギソ ウ 類の分布

と 変異． 植物研究雑誌， 71： 11-28．

186. 高橋秀男（ 1971） フ ォ ッ サ・ マグナ要素の植物． 神奈川県立博物

館調査報告書， 2： 1-63．

187. 高橋保平（ 1936） 奥多摩の採集． 野草， 2（ 7）： 13-15． 野外植物

研究会．

188. 田川基二（ 1949） ヰノ デ類の検索表． 植物分類地理， 14（ 1）： 15-

17．

189. 田川基二（ 1959） 原色日本羊歯植物図鑑． 保育社． 270pp.

190. 立岩の四季と 植物編集委員会・ 奥多摩工業㈱（ 1983） 立岩の四季

と 植物． 奥多摩工業㈱． 17pp.

191. 田中法生・ 伊藤優・ 永田翔（ 2014） 皇居の水生維管束植物． 国立

科学博物館専報， 49： 45-48．

192. 谷晋・ 伴野英雄・ 山上明（ 2010） 神奈川県丹沢における 県絶滅危

惧種シウ リ ザク ラ の衰退について． 東海大学総合教育セン タ ー紀

要， 30： 129.

193. 玉川上水花マッ プネッ ト ワ ーク ・ 高槻成紀（ 2019） 玉川上水花

マッ プ 2017 ～ 2019・ 春． ちむく い． 27pp.

194. 多摩丘陵植物調査会 編（ 1999） 都立長沼公園と その隣接地の植物

目録． 164pp.

195. 多摩市史編集委員会 編（ 1993） 多摩市叢書（ 8） 多摩市の自然（ 地

学・ 植物目録・ 動物）． 多摩市． 294pp.

196. 多摩市文化振興財団 編（ 2004） 多摩市の植物目録． パルテノ ン多

摩資料叢書 1． 84pp.

197. 田村剛・ 本田正次（ 1941） 武蔵野． 科学主義工業社． 529pp.

198. 田村道夫（ 1953） フ ジセン ニン ソ ウ ． 植物分類・ 地理， 15（ 2）：

60.

199. 丹沢大山総合調査団（ 2007） 丹沢大山総合調査学術報告書． 丹沢

大山動植物目録． ㈶平岡環境科学研究所． 472pp.

200. 千葉県レ ッ ド データ ブッ ク 改訂委員会 編（ 2009） 千葉県の保護上

重要な野生植物 千葉県レ ッ ド データ ブッ ク 植物・ 菌類編． 千葉県．

486pp.

201. 千代田区環境安全部環境・ 温暖化対策課（ 2012） 千代田区生物多

様性に関する 基礎調査報告書． 千代田区． 109pp.

202. 鎮座百年記念第二次明治神宮境内総合調査委員会 編（ 2013） 鎮座

百年記念第二次明治神宮境内総合調査報告書． 明治神宮社務所．

510pp.

203. 鎮座百年記念第二次明治神宮境内総合調査委員会 編（ 2021） 鎮座

百年記念第二次明治神宮境内総合調査報告書 第 2 報（ 2021）． 明

治神宮社務所． 318pp.

204. 土屋守（ 1973） 東京・ 奥多摩のコ イ ワ ザク ラ ． 植物採集ニュ ース ，

68.

145. 佐藤潤平（ 1986） 武蔵野植物誌． 科学書院． 1122pp.

146. 佐藤達夫（ 1939） 武藏國元八王子城山及其の附近羊歯植物目録．

野草， 5（ 2）： 1-4． 野外植物研究会 .

147. 佐藤達夫（ 1956） 武蔵国加治丘陵植物仮目録． 50pp.

148. 佐藤千芳・ 前田哲也・ 内野明徳（ 2004） 日本産フ ト イ 属（ カヤツ

リ グサ科） の１ 新種． 植物研究雑誌， 79（ 1）： 23-28．

149. 澤田佳宏・ 中西弘樹・ 押田佳子・ 服部保（ 2007） 日本の海岸植物

チェ ッ ク リ ス ト ． 人と 自然， 17： 85-101． 兵庫県立人と 自然の博

物館 .

150. 設樂拓人・ 末次健司・ 福永裕一（ 2017） 東京都新産の従属栄養性

ラ ン科植物エンシュ ウ ムヨ ウ ラ ン． 神奈川自然誌資料， 38： 9-11．

神奈川県立生命の星地球博物館 .

151. 石神井公園野鳥と 自然の会（ 2019） 石神井の四季 30 年． 石神井

公園の動植物資料編： 3-33．

152. 植生研究グループ飯泉ゼミ  編（ 1989） 桧原の植物－草本たちの自

然史－． 織水社． 246pp.

153. 植物研究会（ 1986） 奥多摩植物雑記 1． 東京都の自然， 12： 5-9．

東京都高尾自然科学博物館．

154. 植物研究会（ 1990） 奥多摩植物雑記 5． 東京都の自然， 16： 14-15．

東京都高尾自然科学博物館 .

155. 白子川源流・ 水辺の会（ 2014） 白子川源流通信 第 40 号． 7pp.

156. 白子川流域環境協議会（ 2018） 白子川散策マッ プ .

157. 白岩卓巳（ 2000） 絶滅危惧植物水生シダは生き る ： 95-138． 私家

版．

158. 森林立地懇話会 編（ 1972） 日本森林立地図． 農林出版．

159. 杉並区（ 2006） 杉並の注目動植物 レ ッ ド データ ブッ ク の実現に向

けて． 杉並区環境清掃部環境課． 56pp.

160. 杉並区環境部環境課 編（ 2015） 杉並区自然環境調査報告書（ 第 6

次）． 426pp.

161. 杉並区環境部環境課 編（ 2020） 杉並区自然環境調査報告書（ 第 7

次）． 227pp.

162. すげの会（ 2018） 日本産ス ゲ属植物分布図集． 766pp.

163. 鈴木和雄（ 1974） 奥多摩のス ミ レ ． 東京都の自然， 2： 9-14． 東京

都高尾自然科学博物館 .

164. 鈴木和雄（ 1978） 奥多摩のス ミ レ 補遺． 東京都の自然， 6： 16． 東

京都高尾自然科学博物館 .

165. 鈴木和雄（ 1983） 東京都のキ イ チゴ 類． 東京都の自然， 9： 1-5．

東京都高尾自然科学博物館 .

166. 鈴木和雄（ 1983） 御前山の植物． 東京都の自然， 9： 13-21． 東京

都高尾自然科学博物館．

167. 鈴木和雄（ 1984） 東京都のノ ギク ． 東京都の自然， 10： 2-10． 東

京都高尾自然科学博物館 .

168. 鈴木和雄（ 1984） 奥多摩植物目録． 東京都高尾自然科学博物館研

究報告， 12： 1-48．

169. 鈴木和雄（ 1985） サツ キヒ ナノ ウ ス ツ ボの開花パタ ーン ． 東京都

の自然， 11： 23-24． 東京都高尾自然科学博物館 .

170. 鈴木和雄（ 1986） 奥多摩植物目録． 鈴木和雄 編． 奥多摩の植物：

22-27． 奥多摩植物研究会 .

171. 鈴木和雄（ 1986） 東京都のト ウ ヒ レ ン 類． 東京都の自然， 12：

1-4． 東京都高尾自然科学博物館 .

172. 鈴木和雄 編（ 1978） 鷹ノ 巣山の植物を 調べる 会． 東京都の自然，

6： 17-20． 東京都高尾自然科学博物館 .

173. 鈴木和雄 編（ 1986） 奥多摩の植物． 奥多摩植物研究会． 28pp.

174. 鈴木晴美・ 吉川正人・ 星野義延（ 2014） 多摩川扇状地の農業水路

における 水生植物の分布． 植生学会誌， 31： 95-103.

175. 鈴木由告（ 1987） カ タ ク リ の生態と 分布． 採集と 飼育， 49（ 3）：

104．

115. 倉田悟（ 1975） シ ダ を 訪ねて． 自然科学と 博物館， 42（ 3）： 45-

47． 科学博物館後援会．

116. 倉田悟（ 1976） 緑の葉が涼し い羊歯． 主婦の友． 主婦の友社（ 倉

田悟． 1978． シダ賛歌． 地球社． 276pp． に収録） .

117. 倉田悟・ 中池敏之 編（ 1979） 日本のシダ植物図鑑 1． 東京大学出

版会． 628pp.

118. 倉田悟・ 中池敏之 編（ 1983） 日本のシダ植物図鑑 3． 東京大学出

版会． 728pp.

119. 倉田悟・ 中池敏之 編（ 1985） 日本のシダ植物図鑑 4． 東京大学出

版会． 850pp.

120. 倉田悟・ 中池敏之 編（ 1987） 日本のシダ植物図鑑 5． 東京大学出

版会． 816pp.

121. 倉田悟・ 中池敏之 編（ 1990） 日本のシダ植物図鑑 6． 東京大学出

版会． 881pp.

122. 倉田悟・ 中池敏之 編（ 1994） 日本のシダ植物図鑑 7． 東京大学出

版会． 409pp.

123. 栗山究（ 2011） カタクリ ～雑木林の春を告げる 花～． 清瀬市． 5pp.

124. 黒沢高秀・ 大橋広好（ 2000）「 絶滅危慎 IA 類ムサシタ イ ゲキ」 は

セン ダイ タ イ ゲキと 区別でき ない－セン ダイ タ イ ゲキの分類と 分

布の再検討－． 植物研究雑誌， 75： 104-110.

125.（ 公財） 東京市町村自治調査会 .（ 2000） 多摩鎮守の森を 訪ねて．

（ 公財） 東京市町村自治調査会． 184pp.

126. 高知県・ 高知県牧野記念財団 編（ 2009） 高知県植物誌． 高知県立

牧野植物園植物研究課． 844pp.

127. 江東区総務部広報秘書室（ 1984） 江東区の野草． 江東区． 159pp.

128. 江東区総務部広報秘書室（ 1986） 続 江東区の 野草． 江東区．

207pp.

129. 江東区総務部広報秘書室（ 1991） 続続 江東区の野草． 江東区．

175pp.

130. 国分寺市環境部環境計画課（ 2015） 平成 27 年度 国分寺市動植物

調査報告書． 102pp.

131. 小林一男（ 1985） 奥多摩産アズマツ リ ガネツ ツ ジの変異． 東京都

の自然， 11： 12-19． 東京都高尾自然科学博物館 .

132. 小林一男（ 1986） 雲取山・ 長沢背稜の高等植物． 鈴木和雄 編． 奥

多摩の植物： 6-7． 奥多摩植物研究会 .

133. 小林一男（ 1996） ウ ラ ジロ ヨ ウ ラ ク （ ツ ツ ジ科） の形態変異． 東

京都高尾自然科学博物館研究報告， 17： 25-32.

134. 小林健人（ 2014） 八王子のシダ． 八王子市市史編集委員会 編． 新

八王子市史 自然編： 251-265． 八王子市．

135. 小林健人（ 2022） 由木の植物目録： 1-99． NPO フ ュ ージョ ン長池 .

136. 埼玉県環境部自然環境課 編（ 2011） 埼玉県の希少野生生物 埼玉

県レ ッ ド データ ブッ ク 2011 植物編． 埼玉県． 432pp.

137. ㈶自然環境研究セン タ ー（ 2012） 平成 23 年度 シカ 生息実態等調

査報告書 .

138. ㈶千葉県史料研究財団 編（ 2003） 千葉県の自然誌， 別編４ ．千葉

県植物誌県史シリ ーズ 51． 千葉県． 1181pp.

139. 酒井忠壽（ 1936） 井の頭附近の草． 野草， 2（ ５ ）： 29． 野外植物

研究会 .

140. 指村菜穂子・ 須田大樹・ 岩田豊太郎（ 2011） 埼玉県における カバ

ノ キ属 9 種の分布と 地形・ 地質と の関係． 埼玉県立自然の博物館

研究報告， 5： 43-52.

141. 佐竹義輔・ 中村浩 編（ 1974） 牧野富太郎植物記８ 植物採集． あか

ね書房． 212pp.

142. 佐竹義輔・ 大井次三郎・ 北村四郎・ 亘理俊次・ 富成忠夫 編（ 1981）

日本の野生植物Ⅲ 草本 合弁花類． 平凡社． 496pp.

143. 佐竹義輔・ 大井次三郎・ 北村四郎・ 亘理俊次・ 富成忠夫 編（ 1982）

日本の野生植物Ⅱ 草本 離弁花類． 平凡社． 604pp.

144. 佐竹義輔・ 亘理俊次・ 原寛・ 富成忠夫 編（ 1989） 日本の野生植物 

木本Ⅰ． 平凡社． 321pp.

植 

物

藻 

類

哺 

乳 

類

鳥 

類

爬 

虫 

類

両 

生 

類

淡
水
魚
類

昆 

虫 

類

甲 

殻 

類

ク 

モ 

類

貝 

類

植 

物

藻 

類

哺 

乳 

類

鳥 

類

爬 

虫 

類

両 

生 

類

淡
水
魚
類

昆 

虫 

類

甲 

殻 

類

ク 

モ 

類

貝 

類

406 407



323. 山口純一（ 2016） 多摩川河川敷（ 東京都， 神奈川県） における ヤ

ナギ属植物の分布． 人と 自然， 27： 149-162． 兵庫県立人と 自然の

博物館 .

324. 山本大二郎（ 1982） 奥多摩の花． 講談社． 229pp.

325. 吉川正人（ 2014） 多摩川流域の都市における 保全上重要な植物群

落の評価． 研究助成・ 学術研究， 43： 314．（ 公財） と う き ゅ う 環

境浄化財団 .

326. 吉澤健・ 中村武久・ 桝田信彌・ 端山重男（ 1985） 東京農業大学奥

多摩演習林のフ ロ ラ に関する 研究． 東京農大農学集報， 29（ 4）：

300-316.

327. 吉山寛（ 1961） 八王子植物誌． 私家版． 97pp.

328. 吉山寛（ 1985） 東京都のヤナギ類． 東京都の自然， 11： 9． 東京

都高尾自然科学博物館 .

329. 吉山寛（ 1986） 奥多摩の松柏類． 鈴木和雄 編． 奥多摩の植物：

11-12． 奥多摩植物研究会 .

330. 吉山寛（ 2019） ヤナギハンド ブッ ク ． 文一総合出版． 176pp.

331. 吉山寛・ 飯田紀圀・ 菱山忠三郎（ 1967） 多摩丘陵の池に産する 水

湿生植物． 私家版． 22pp.

332. 吉山寛・ 鈴木和雄（ 1980） 東京都のカ バノ キ類． 東京都の自然，

7： 12-19． 東京都高尾自然科学博物館 .

333. 與猶久恵・ 内田泰三・ 荒瀬輝夫・ 早坂大亮（ 2013） 絶滅危惧種コ

ギ シ ギ シ の痩果形態と な ら びに発芽特性． 日本緑化工学会誌，

39： 20-55.

334. 渡辺洋一（ 2018） ツ ツ ジ・ シャ ク ナゲハン ド ブッ ク ． 文一総合出

版． 108pp.

335. Hori, K., Ebihara, A . and Murakam i, N. (2018) Revised 

Classif ication of the Species w ithin the Dryopter is var ia Com plex 

(Dryopteridaceae) in Japan. A cta Phytotax. Geobot., 69(2): 77-108.

336. Hori, K., Ebihara, A . and Murakam i, N. (2020) Origin of the 

apogam ous Japanese fern Dryopter is yaku silvicola 

(Dryopteridaceae). TAXON, 70 (1) : 16-26.

337. Hori, K., Watanabe, M ., Ebihara, A ., Yam azum i, I., Takam iya, M. 

and Murakam i, N. (2019) Genom e Constitution of the Dryopter is 
a tra ta Com plex (Dryopteridaceae). Cytologia, 84 (2) : 135-141.

338. Hori, K., Zhou, X.-L., Shao, W., Yan, Y .-H., Ebihara, A ., Wang, R.-X., 

Ishikaw a, H., Watano, Y . and Murakam i, N. (2018) Hybridization 

of the Dryopter is erythrosora complex (Dryopteridaceae, 

Polypodiidae) in Japan. Hikobia, 17 (4) : 299-313.

339. JiYoon, K. and Nishihiro, J. (2020) Responses of lake m acrophyte 

species and functional traits to clim ate and land use changes. 

Science of The Total Environment Vol. 736, 20 Septem ber 2020, 

139628.

340. Kadota, Y . (2012) Taxonom ic studies of Cirsiu m (A steraceae) in 

Japan 23. A  New  Species from  Hachioji, T okyo Prefecture, 

Central Japan. Bull. Natl. Mus. Nat. Sci., ser. B38 (1) : 1-10.

341. Kam eyam a, K., Toyam a, M . and Ohara, M . (2005) Hybrid origins 

and F1 dom inance in the free-f loating, sterile bladderw ort, 

Utr icu la r ia  au stra lis f. australis (Lentibulariaceae). Am er J Bot., 

92 (3) : 469-476.

342. Kurata S. (1964) On the Japanese fern belong to the Polystichu m 
polyplepharu m group. Science report of The Yokosuka City 

Museum , 10: 17-41. 

343. Liang, Y .-S. and Wang, J.-C. (2014) A  system atic study of Bon n aya  

section Bon n aya  (Linderniaceae). CSIRO PUBLISHING Australian 

System atic Botany, pp. 180–198.

344. Ohashi, H. and Yonekura, K. (2006) A dditions and corrections in 

Salicaceae of Japan 2. J. Jpn. Bot., 81: 75-90.

345. Suetsugu, K., Shim aoka, C., Fukunaga, H. and Saw a, S. (2018) The 

taxonom ic identity of three varieties of Lecan orchis n igr ican s 
(Vanilleae, Vanilloideae, Orchidaceae) in Japan. phytokeys, 92. 

21657.

294. 本田正次・ 矢野佐・ 小松崎一雄（ 1970） 葛西地区の植物． 北東低

地帯文化財総合調査報告第 1 分冊 東京都文化財調査報告書， 23：

1-24． 東京都教育委員会 .

295. 本田正次・ 矢野佐・ 小松崎一雄（ 1971） 荒川流域の植物． 北東低

地帯文化財総合調査報告第 2 分冊 東京都文化財総合調査報告書，

24： 197-216． 東京都教育委員会．

296. 本田義昭（ 2019） シソ ・ エゴマから セト エゴマへ． 東京図書出版．

96pp.

297. 前原勘次郎（ 1931） 南肥植物誌． 私家版． 86pp.

298. 牧野富太郎（ 2004） 牧野富太郎自叙伝． 講談社． 272pp.

299. 牧野晩成（ 1936） 関戸付近採集記． 野草， 2（ 12）： 5-6． 野外植物

研究会 .

300. 牧野晩成（ 1986） 東京西郊野外植物の観察． 出版科学総合研究所．

219pp.

301. 町田の自然編纂委員会（ 1978） 町田の自然 こ の子ら のために． 町

田市． 369pp.

302. 松野祐二（ 2020） 大田区にも モエジマシダ． 日本シダの会会報，

4（ 36）： 42-43.

303. 三島ら すな・ GA RDINER T im・ 倉本宣（ 2019） 葛西臨海公園の

護岸における ウ ラ ギク （ Aster  tr ipoliu m L．） の 分布規定要因の

検討． 日本緑化工学会誌， 5（ 1）： 196-199.

304. 水内裕・ 鈴木一弘（ 2018） 計画・ 調査 石神井公園三宝寺池沼沢植

物群落 保存活用計画の策定． 都市公園， 221： 66-69.

305. 瑞穂自然科学同好会・ 瑞穂町郷土資料館（ 2006） 瑞穂の動植物 瑞

穂町郷土資料館叢書 4． 瑞穂町教育委員会． 154pp.

306. みずもと 自然観察クラブ（ 1991） 葛飾の野草： 1-148． 東京都葛飾区 .

307. みずも と 自然観察ク ラ ブ（ 1995） 水元野草目録． 17pp.

308. 御手洗望（ 2019） 青梅市で再発見さ れたヒ メ ザゼン ソ ウ ． 青梅市

文化財ニュ ース ,381． 青梅市文化財保護指導員連絡協議会・ 青梅

市郷土博物館． 2pp.

309. 御手洗望（ 2021） 青梅市およ び周辺地域における 水田地帯の植物

について． 青梅市文化財保護指導員連絡協議会活動報告書， 37：

37-52． 青梅市郷土博物館 .

310. 三菱地所（ 2020） 皇居外苑濠元来の生き も のの保全、 復元に取り

組む「 濠プロ ジェ ク ト 」． 2020． 7． 31 プレ ス リ リ ース .

311. 宮崎卓（ 1992） ナチク ジャ ク 40 年目の再発見． 多摩丘陵の植物，

5： 2-3． 多摩丘陵植物調査会 .

312. 宮崎卓（ 2022） 東京都で採集し たシダ植物の目録－町田市編－．

日本シダの会会報， 4（ 40）： 17-31.

313. 宮本みど り （ 1973） 日原・ 小川谷の高等植物． 秩父自然科学博物

館研究報告， 17： 53-66.

314. 武蔵高等学校 編（ 1926） Florula Musashinoensis． 107pp.

315. むさ し の自然史研究会・ 武蔵野生物生息状況調査会（ 2001） 武蔵

野市生物生息状況調査報告書 平成 12 年度： 24-41． 武蔵野市 .

316. 武蔵村山市史編さ ん委員会 編（ 1999） 武蔵村山市史資料編 自然

－植物・ キノ コ ・ 動物－． 武蔵村山市． 334pp.

317. 村上司郎（ 2011） 日本の浜辺を 歩く ． ㈱イ ン ツ ールシ ス テ ム ．

408pp.

318. 村上哲明・ 酒井絵理佳・ 米岡克啓（ 2021） DNA  情報を 活用し た

シダ植物の配偶体フ ロ ラ の調査 ～日本でも ， ま だま だ新産種は見

つかる ～． 植物科学最前線， 12： 159-168．（ 公社） 日本植物学会 .

319. 邑田仁（ 2018） 日本産テンナンショ ウ 属図鑑． 北隆館． 360pp.

320. 安原修次（ 1994） 奥多摩讃歌． ほおずき 書房． 191pp.

321. 矢原徹一・ 藤井伸二・ 伊藤元己・ 海老原淳・ 永田芳男（ 2015） 絶

滅危惧植物図鑑 レ ッ ド データ プラ ン ツ  増補改訂新版． 山と 渓谷

社． 784pp.

322. 山岡文彦（ 1982） 多摩丘陵と 相模原台地の自然． 青磁社． 119pp.

266. 日野の自然を守る 会 編（ 1985） 新・ 日野の植物ガイ ド ブッ ク ． 日

野市． 235pp.

267. 檜山庫三（ 1942） 野外植物記． 野草， 4： 3-5． 野外植物研究会 .

268. 檜山庫三（ 1949） 野外植物新知見． 野草， 15： 6． 野外植物研究会．

269. 檜山庫三（ 1953） 武蔵野植物記． 内田老鶴圃． 192pp.

270. 檜山庫三（ 1965） 武蔵野の植物． 井上書店． 290pp.

271. 廣井敏男（ 1979） 植物の種の保護． 科学， 49（ 10）： 647-651． 岩

波書店．

272. 深谷拓実（ 2019） 大田区内植物目録 2019 年度版． 私家版． 30pp.

273. 福田達男（ 1987） 東京のカ タ ク リ と その保護． 採集と 飼育， 49

（ 3）： 110-114．

274. 藤井伸二（ 2018） 寄主植物を 用いたマメ ダオシ（ ヒ ルガオ科） の

生育環境の推定． 植物地理・ 分類研究， 66（ 2）： 177-184.

275. 藤井伸二・ 牧雅之（ 2017） マダイ オウ と 雑種ノ ダイ オウ の混乱．

長野県植物研究会誌， 50： 31-35.

276. 藤沢正平（ 1983） ギフ チョ ウ と カ ン アオイ ． ギフ チョ ウ 研究会．

423pp.

277. 布施静香（ 2012） ショ ウ ジョ ウ バカ マ属（ シュ ロ ソ ウ 科）． 戸部

博・ 田村実 編． 新し い植物分類学 I： 195-204． 講談社 .

278. 府中市（ 2020） 新府中市史 自然分野報告書 府中の 自然環境．

93pp.

279. 府中市立郷土館（ 1981） 府中市自然調査報告－第 12 次調査－． 府

中市教育委員会． 102pp.

280. 府中市立郷土館（ 1984） 府中市自然調査報告－第 13 次調査－． 府

中市教育委員会． 86pp.

281. 星寛治・ 勝山輝男（ 1992） 三浦半島産ム カ ゴ サイ シン について．

神奈川県自然誌資料， 13： 89-92． 神奈川県立生命の星・ 地球博物

館 .

282. 星野順子（ 2007） 多摩川中流のかつての田園地域における 希少植

物の生育確認調査． 研究助成・ 一般研究， 28（ 166） .㈶と う き ゅ

う 環境浄化財団． 18pp.

283. 星野卓二・ 正木智美（ 2002） 岡山県ス ゲ属植物図譜． 山陽新聞社．

229pp.

284. 星野卓二・ 正木智美（ 2003） 岡山県カヤツ リ グサ科植物図譜． 山

陽新聞社． 232pp.

285. 堀清鷹（ 2017） 東京都稲城市でハチジョ ウ ベニシダを発見． 日本

シダの会会報， 4： 27.

286. 本田正次（ 1988） 植物学のおも し ろさ ． 朝日新聞社． 273pp.

287. 本田正次・ 九里聰雄・ 鈴木重隆（ 1962） 浅川流域の植物． 南多摩

文化財総合調査報告第３ 分冊 東京都文化財調査報告書， 12： 497-

529． 東京都教育委員会 .

288. 本田正次・ 九里聰雄・ 鈴木重隆・ 飯泉優（ 1961） 多摩丘陵植物調

査報告． 南多摩文化財総合調査報告第１ 分冊 東京都文化財調査報

告書， 10： 25-50． 東京都教育委員会．

289. 本田正次・ 九里聰雄・ 鈴木重隆・ 飯泉優（ 1965） 北多摩南部地域

の植物． 北多摩文化財総合調査報告第１ 分冊 東京都文化財調査報

告書， 15： 23-43． 東京都教育委員会 .

290. 本田正次・ 九里聰雄・ 鈴木重隆・ 飯泉優（ 1966） 北多摩北部地区

の植物． 北多摩文化財総合調査報告第２ 分冊 東京都文化財調査報

告書， 18： 221-247． 東京都教育委員会．

291. 本田正次・ 九里聰雄・ 鈴木重隆・ 飯泉優（ 1967） 西多摩北東部地

区の植物． 西多摩文化財総合調査報告第１ 分冊 東京都文化財調査

報告書， 19： 1-24． 東京都教育委員会．

292. 本田正次・ 九里聰雄・ 鈴木重隆・ 飯泉優（ 1968） 奥多摩地区の植

物．西多摩文化財総合調査報告第２ 分冊 東京都文化財調査報告書，

20： 205-229． 東京都教育委員会．

293. 本田正次・ 矢野佐・ 飯泉優（ 1972） 豊島・ 板橋・ 練馬３ 区の植物．

北西区部文化財総合調査報告第 1 分冊 東京都文化財調査報告書，

25： 1-26． 東京都教育委員会．

235. 認定 NPO 法人生態工房 編（ 2019） 第３ 回井の頭池かいぼり 報告

会資料集． 井の頭恩賜公園 100 年実行委員会． 44pp.

236. 認定 NPO 法人生態工房 編（ 2020） KA IBORI NEWS No.25． 東

京都西部公園緑地事務所． 2pp.

237. 沼田真・ 風呂田利夫（ 1997） 東京湾の生物史（ 東京湾シリ ーズ）．

築地書館． 411pp.

238. 練馬区環境ま ちづく り 事業本部環境部みどり 推進課 編（ 2012） 練

馬区自然環境調査報告書． 387pp.

239. 野村圭佑（ 2002） 江戸の自然誌『 武江産物誌』 を読む． どう ぶつ社．

385pp.

240. 則行雅臣・ 奥田重俊（ 2014） ホン ゴ ウ ソ ウ （ ホン ゴ ウ ソ ウ 科） の

東京都本土部における 新産地及び栃木県における 再発見． J． Jpn．

Bot.， 89： 355–359.

241. 萩原信介・ 倉俣武男・ 藤本沙由美・ 阿部代始子・ 近田文弘（ 2002）

自然教育園の種子植物． 自然教育園報告， 34： 1-83． 国立科学博

物館附属自然教育園 .

242. 八王子市市史編集委員会 編（ 2014） 新八王子市史 自然編． 八王

子市． 646pp.

243. 八王子市市史編集専門部会自然部会 編（ 2016） 新八王子市史自然

調査報告書 八王子市動植物目録． 八王子市市史編さ ん室． 562pp.

244. 八王子自然友の会 編（ 2017） 多摩の自然 No.97 －特集・ 東京都の

フロ ラ 調査－． 32pp.

245. 羽村市内動植物所在確認調査会 編（ 2008） 新版はむら の植物ガイ

ド ． 羽村市教育委員会． 88pp.

246. 林弥栄・ 小山芳太郎・ 小林義雄・ 井上浅五郎・ 峯尾林太郎・ 飯田

重良（ 1965） 浅川実験林内天然林の生態学的研究． 林業試験場研

究報告， 177： 1-86．

247. 林弥栄・ 小山芳太郎・ 小林義雄・ 大河原利江・ 峯尾林太郎・ 飯田

重良（ 1966） 高尾山天然林の生態なら びにフ ロ ラ の研究． 林業試

験場研究報告， 196： 1-167． 森林総合研究所 .

248. 橋本保（ 1967） 日本のス ミ レ ． 誠文堂新光社． 88pp.

249. 播本正常（ 1973） 日野の植物． 日野の自然を守る 会． 227pp.

250. 東久留米市（ 2017） 東久留米市生き 物調査委託報告書． 262pp.

251. 東村山市史編さ ん委員会（ 1998） 東村山市の植物． 東村山市史３

資料編 自然． 東村山市． 471pp.

252. 東大和市史編さ ん委員会（ 1996） 狭山丘陵と 生き も のたち 東大和

市史資料編５ ． 東大和市． 243pp.

253. 菱山忠三郎（ 1977） 陣馬山の植物． 東京都の自然， 5： 1-41． 東京

都高尾自然科学博物館 .

254. 菱山忠三郎（ 1981） 多摩の草木記． 武蔵野郷土史刊行会． 341pp.

255. 菱山忠三郎（ 1987） 多摩の草木カ ワ ラ ノ ギ ク ． 多摩のあ ゆみ，

49： 76-77． 多摩中央信用金庫 .

256. 菱山忠三 郎（ 1988） ザ・ 高尾 Ⅰ花と 木 の 随想． の ん ぶる 社．

188pp.

257. 菱山忠三郎（ 1989） 東京周辺花の旅． けやき 出版． 227pp.

258. 菱山忠三郎（ 1990） 高尾山花と 木の図鑑． 主婦の友社． 231pp.

259. 菱山忠三郎（ 1993） 夏の 山野草ポ ケ ッ ト 図鑑． 主婦の 友社．

464pp.

260. 菱山忠三郎（ 1993） 春の 山野草ポ ケ ッ ト 図鑑． 主婦の 友社．

424pp.

261. 菱山忠三郎（ 1993） 春の樹木ポケッ ト 図鑑． 主婦の友社． 424pp.

262. 菱山忠三郎・ 菱山久世（ 1986） イ ラ ス ト 野草図誌． 有峰書店新社．

233pp.

263. 日野市環境情報セン タ ー 編（ 2008） 日野市高等植物目録 2007．

日野市環境情報センタ ー年報 2006， 2： 116-136．

264. 日野植物研究グループ（ 2019） 日野の水辺 多摩川・ 浅川・ 用水路

の植物． 111pp.

265. 日野の自然を守る 会植物研究グループ（ 2016） 次世代へ残し たい

日野市重要自然地域の植物相． 103pp.

植 

物

藻 

類

哺 

乳 

類

鳥 

類

爬 

虫 

類

両 

生 

類

淡
水
魚
類

昆 

虫 

類

甲 

殻 

類

ク 

モ 

類

貝 

類

植 

物

藻 

類

哺 

乳 

類

鳥 

類

爬 

虫 

類

両 

生 

類

淡
水
魚
類

昆 

虫 

類

甲 

殻 

類

ク 

モ 

類

貝 

類

408 409



360. 高知県林業振興・ 環境部自然共生課（ 2020） ～高知県の絶滅のお

それのある 野生植物～ 高知県レ ッ ド リ ス ト （ 植物編） 2020 年改

訂版． 51pp．

https://w w w .pref.kochi.lg.jp/soshiki/030701/2020032500321.htm l

2021 年 3 月 21 日， 2022 年 4 月 20 日閲覧 .

361. 国土交通省（ 2007-） 河川水辺の国勢調査 河川環境データ ベース

シス テム 関東地方．

http://w w w .nilim .go.jp/lab/fbg/ksnkankyo/dl_ 83_ index.htm l

2021 年 12 月 2 日閲覧 .

362. 国立科学博物館（ 2007-2018） 国立科学博物館標本・ 資料統合デー

タ ベース ．

http://db.kahaku.go.jp/w ebmuseum/　 2022 年 6 月 30 日閲覧

363. こ んど う そう すけ（ 2008-2018） ガーデニン グ花図鑑 マツ ノ ハマ

ンネングサの育て方．

https://sodatekata.net/f low ers/page/1779.htm l

2021 年 9 月 3 日閲覧 .

364. 産業技術総合研究所地質調査総合センタ ー地質情報基盤センタ ー

（ 2015） 日本シームレス 地質図．

https://gbank.gsj.jp/seam less/

2021 年 7 月 22 日 -2021 年 10 月 9 日閲覧 .

365. 東京都港湾局． 平成 20 ～令和元年海の森公園植物調査リ ス ト ． 東

京都港湾局 HP， 観光レジャ ー， 海の森公園， 植栽樹種．

https://w w w .kouw an.metro.tokyo.lg.jp/　 2022 年 7 月 5 日閲覧

366. 東京都植物研究会（ 2015-2020） 東京都植物誌デジタ ル版 Flora of 

Tokyo．

http://tmunh.jp/tokyof lora/

2021 年 10 月 17 日 -2022 年 7 月 7 日閲覧 .

367. 徳島県危機管理環境部グリ ーン社会推進課． 徳島県版レッド リ スト

（ 改訂版）．

https://w w w .pref.tokushim a.lg.jp/kankyo/kankoubutu/red_ date.

htm l/　 2021 年 3 月 21 日閲覧 .

368. 福島県生活環境部自然保護課（ 2021） ふく し ま レ ッ ド リ ス ト （ 2020

年版） について． 福島県ホームページ．

https://w w w .pref.fukushim a.lg.jp　 2021 年 11 月 1 日閲覧 .

369. 宮崎県環境森林部自然環境課（ 2020） 宮崎県版レ ッ ド リ ス ト 及び

レッ ド データ ブッ ク について．

https ://w w w .pr ef .m iy azak i.lg .jp /sh izen/k ur ash i/sh izen/

page00193.htm l　 2021 年 3 月 21 日閲覧 .

370. 山口県環境生活部自然保護課（ 2018-2019） 山口県レ ッ ド リ ス ト

2018， 植物（ 維管束植物， 分類群順）．

https://eco.pref.yamaguchi.lg.jp/rdb/site/　 2021年 3 月 21 日閲覧 .

371. 米倉浩司・ 梶田忠（ 2003-2021） 植物学名－イ ンデッ ク ス YList．

http://ylist.info/index.htm l　 2021 年 8 月 7 日閲覧 .

372. Wikipedia， l'enciclopedia libera（ -2021） Rubus idaeu s．
https://en.w ikipedia.org/w iki/Rubus_ idaeus

最終更新 2021 年 7 月 1 日， 2021 年 9 月 5 日閲覧 .

346. Wang P. (2013) Microlepia pseu dostrigosa Makino. In : Flora of 

China Illustrations Lycopodiaceae through Pteridaceae Vol. 2-3 

(eds. Wu, Z., Raven, H. P. &  Hong, D. ), 211. Science Press &  

M issouri Botanical Garden Press, Beijing &  St. Louis.

347. Wu, S.-G., Jianying, X., Lu, S.-G., Faguo, W., Xing, F.-W., Dong, S.-Y ., 

Hai, He, Zhang, L.-B., Barrington, D. S. and Christenhusz, M. J. M. 

(2013) Dryopteris. In: Wu, Z. Y ., P. H. Raven &  D. Y . Hong (eds. ), 

Flora of China 2–3: (Pteridophytes), pp. 541-571. Science Press, 

Beijing &  M issouri Botanical Garden, St. Louis.

348. Youxing L. and Masuyama S. (2013) Cera topteris. In: Flora of 

China Vol. 2-3 (eds. Wu, Z., Raven, H. P. &  Hong, D. ), 180-181. 

Science Press &  Missouri Botanical Garden Press, Beijing &  St. 

Louis.

349. Yuehong Y ., Xinping Q. and Serizaw a S. (2013) Microlepia. In: 

Flora of China Vol. 2-3 (eds. Wu, Z., Raven, H. P. &  Hong, D. ), 

158-168. Science Press &  M issouri Botanical Garden Press, 

Beijing &  St. Louis.

350. Zhang L. and Barrington D. S. (2013) Polystychum. In: Flora of 

China Vol. 2-3 (eds. Wu, Z., Raven, H. P. &  Hong, D. ), 629-713. 

Science Press &  Missouri Botanical Garden Press, Beijing &  St. 

Louis.

351. ウ ィ キペディ アフリ ー百科事典（ -2013） コ シダ．

https://ja.w ikipedia.org/w iki/ コ シダ

最終更新 2013 年 11 月 16 日， 2021 年 3 月 26 日閲覧 .

352. ウ ィ キペディ アフリ ー百科事典（ -2020） ウ ラ ジロ ．

https://ja.w ikipedia.org/w iki/ ウ ラ ジロ

最終更新 2020 年 1 月 16 日， 2021 年 3 月 13 日閲覧 .

353. ウ ィ キペディ アフリ ー百科事典（ -2021） 東京湾．

https://ja.w ikipedia.org/w iki/ 東京湾

最終更新 2021 年 1 月 1 日， 2021 年 5 月 20 日閲覧 .

354. ウ ィ キペディ アフリ ー百科事典（ -2021） 東京湾．

https://ja.w ikipedia.org/w iki/ 東京湾

最終更新 2021 年 10 月 3 日， 2021 年 10 月 17 日閲覧 .

355. NPO 法人野生動物調査協会・ NPO 法人 Envision 環境保全事務所

（ 2007-2021） 日本のレ ッ ド データ 検索システム．

http://jpnrdb.com/　 2021 年 9 月 19 日閲覧 .

356. 大分県生活環境部生活環境課（ 2001-2011） 2001 年版レ ッ ド デー

タ ブッ ク おおいた アイ アス カイ ノ デ．

https://w w w .pref.oita.jp/10550/reddata2011/01/sd066.htm l

2021 年 3 月 21 日閲覧 .

357. Ohtake， M.（ -2021） 四季の山野草 ノ アズキ．

https://w w w .ootk.net/cgi/shikihtm l/shiki_ 2178.htm

2021 年 4 月 26 日閲覧 .

358. 環境省自然環境局　 生物多様性セン タ ー． 公開種メ ッ シュ 一覧．

環境省生物情報収集・ 提供シス テムいき も のロ グ， RDB・ RL．

https://ikilog.biodic.go.jp/Rdb/　 2022 年 5 月 15 日閲覧 .

359. 北区生活環境部環境課（ 2015） 北区植物目録． 北区生物総目録

（ 平成 23 年度調査）．

https://w w w .city.kita.tokyo.jp/kankyo/jutaku/kankyo/mokuroku.

htm l　 2022 年 7 月 5 日閲覧 .

写真提供者一覧（ 植物）

畔上能力、 新井二郎、 石黒久美、 内野秀重、 海老原淳、 大森威宏、

岡武利、 奥田重俊、 勝山輝男、 加藤将、 金光浩伸（ いであ株式会社）、

狩山俊吾、 北橋健一郎、 木村研一、 黒木昭三、 高栄博、 越章夫、

小林健人、 酒井藤夫、 仙仁径、 高榮博、 鷹野正次、 田畑伊織、

常木静河、 中武禎典、 中西由美子、 成島忠之、 箱根ゆみ子、

長谷川順一、 菱山忠三郎、 深澤いぶき 、 福本茂、 藤井良造、 堀清鷹、

松井雅之、 松山龍太、 御手洗望、 三瀬章裕、 宮崎卓、 谷城勝弘、

山崎厚、 山ノ 内崇志、 山本克美、 吉川正人、 神奈川県植物誌調査会、

国立科学博物館、 東京大学総合研究博物館、 東京都自然保護指導員、

東京都立大学牧野標本館、 特定非営利活動法人 NPO birth、

認定 NPO 法人 生態工房、 株式会社愛植物設計事務所

植 

物

藻 

類

哺 

乳 

類

鳥 

類

爬 

虫 

類

両 

生 

類

淡
水
魚
類

昆 

虫 
類

甲 

殻 

類

ク 

モ 

類

貝 

類

410

https://www.pref.kochi.lg.jp/soshiki/030701/2020032500321.html
http://www.nilim.go.jp/lab/fbg/ksnkankyo/dl_83_index.html
http://db.kahaku.go.jp/webmuseum/
https://sodatekata.net/flowers/page/1779.html
https://gbank.gsj.jp/seamless/
https://www.kouwan.metro.tokyo.lg.jp/
http://tmunh.jp/tokyoflora/
https://www.pref.tokushima.lg.jp/kankyo/kankoubutu/red_date.
https://www.pref.fukushima.lg.jp
https://www.pref.miyazaki.lg.jp/shizen/kurashi/shizen/
https://eco.pref.yamaguchi.lg.jp/rdb/site/
http://ylist.info/index.html
https://en.wikipedia.org/wiki/Rubus_idaeus
https://ja.wikipedia.org/wiki/
https://ja.wikipedia.org/wiki/
https://ja.wikipedia.org/wiki/
https://ja.wikipedia.org/wiki/
http://jpnrdb.com/
https://www.pref.oita.jp/10550/reddata2011/01/sd066.html
https://www.ootk.net/cgi/shikihtml/shiki_2178.htm
https://ikilog.biodic.go.jp/Rdb/
https://www.city.kita.tokyo.jp/kankyo/jutaku/kankyo/mokuroku.

